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長岡工業高等専門学校 

Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 

独立行政法人国立高等専門学校機構 

長岡工業高等専門学校 

（２）所在地 

新潟県長岡市西片貝町８８８番地 

（３）学科等の構成 

学 科：機械工学科、電気電子システム工学科 

    電子制御工学科、物質工学科 

    環境都市工学科 

専攻科：電子機械システム工学専攻、物質工学専

攻、環境都市工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成19年５月１日現在） 

学 生 数：学 科 1,066人 

      専攻科   77人 

専任教員数：      79人 

助 手 数：      0人 

 

２ 特徴 

 本校は、昭和36年に開学した国立長岡工業短期大学を

前身としており、翌年の昭和37年に発足した高等専門学

校制度による国立高等専門学校第１期校12校の一つとし

て設置され、本年度で創立45年を迎えた。創立当初は、

機械工学科(２学級)、電気工学科、工業化学科の３学科

であったが、その後、技術の進歩や社会的な要請に対応

して学科の新設や改組がなされ、現在では、前述の現況

に示した５学科で構成されている。 

平成12年にこれまでの5年間一貫の技術教育を基礎と

して、より高い技術開発能力を有する実践的技術者の養

成を目的とした専攻科が設置された。専攻科は前述の現

況に示した３専攻から構成されている。 

本校はこれまで、約7,900名の学科卒業生、及び約180

名の専攻科修了生を送り出し、地域のみならず我が国の

産業界から高い評価を得てきた。 

 本校は、創設期より教育の重点項目として、「総合

性」、「独創性」、「自主性」を掲げ、視野の広い教養

豊かな人間性を持ち、自発的、自主的な研究心、研究態

度に裏付けられた総合的な知識、技術を発揮し、社会に

貢献できる実践的工業技術者の養成を教育の目標として

きた。この基本的な方針を基礎に、その後の科学技術の

発展と高度化、環境問題、産業のグローバル化など工学

技術に対する新たな社会的要請を踏まえて、平成14年度

に「人類の未来をきりひらく、感性ゆたかで実践力のあ

る創造的技術者の育成」を教育理念として掲げた。この

教育理念に基づいて、「人間性と倫理観」、「国際的視

野とコミュニケーション能力」、「科学と技術の基礎知

識」、「専門知識と応用力」、「課題解決と技術開発」、

「地域連携と実践力」、「継続的自己啓発」をキーワー

ドとした教育目標を掲げ、21世紀を担う実践的技術者の

育成を図っている。このような背景のもとに、本校の特

徴を列記すると以下のとおりである。 

(1) 地域連携・地域貢献 

 地域企業約110社（平成19年５月現在）が会員の長岡

工業高等専門学校技術協力会を平成11年に設立し、本校

の地域共同テクノセンターを中心に受託研究、共同研究、

インターンシップ、リフレッシュ教育など企業との連携

・交流を通じて地域社会の発展に寄与している。また、

県や市主催の公開講座及び研修事業への協力、本校主催

の公開講座、さらに例年50件を超える小中学校への体験

学習（出前授業）など地域社会への貢献を積極的に行っ

ている。 

(2) 教育施設環境 

 本校施設は大きく教室棟、実験・研究棟、学寮棟、課

外活動・学生支援施設からなり、全施設が耐震構造であ

る。全教室、実験室にエアコンの完備、メディア教材に

対応する設備の完備、そして施設全体はバリアフリー化

されている。また、図書館施設としてグループ学習室、

情報検索室などを設け、各専門学科には学生研究スペー

スが配置され学生に対する学習支援施設体制も充実して

いる。 

(3) 国際交流・留学生受入 

 全国高専の中でも特に多い留学生26名を受け入れてい

る（平成19年５月現在）。また、海外の学校との学術交

流協定に基づき学生並びに教員間の相互派遣を積極的に

行っている。さらに、本校学生の海外派遣研修が平成16

年度以降実施されている。 

(4) 点検評価 

 教育研究・学校運営に関する自己点検は毎年実施され

ている。さらに、自己点検に基づいて、学外有識者から

なる外部評価をおよそ3年毎に実施している。また、学

生による授業評価アンケートの実施とその結果の学内公

開及びFD活動の一環としての授業公開等が行われている。 

なお、本校は平成17年度に工学（融合複合・新領域）関

連分野でJABEEを受審し、認定されている。 
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Ⅱ 目的 

 

本評価における「目的」とは、学則で定められた目的、教育理念、教育理念の下で育成すべき技術者像を

示す教育目標、学習目標及び各学科・各専攻の専門分野の達成目標からなる。 

１ 学則に規定された目的 

準学士課程の目的は、学則第１条に「長岡工業高等専門学校（以下「本校」という）は、教育基本法（昭和

22 年法律 25 号）、学校教育法（昭和 22 年法律 26 号）及び独立行政法人国立高等専門学校機構法（平成 15 年

法律 113 号）に基づき、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。」と規定

され、専攻科課程の目的では学則第 40 条に「専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、精深な程

度において工学に関する高度な専門知識を教授研究し、もって広く産業の発展に寄与する技術者を養成するこ

とを目的とする。」と規定されている。 

２ 教育理念 

 本校が掲げる教育理念は、「人類の未来をきりひらく、感性ゆたかで実践力のある創造的技術者の育成」で

ある。この教育理念は、自然環境との共生への志向、異文化に対する理解、視野の広い教養豊かな人間性、科

学技術に対する自発的・自主的な探求心、そして実践的問題解決能力が、一層高度化する今後の科学技術社会を

支える技術者に強く求められることを念頭に置いて定められた。 

３．教育目標 

 準学士課程と専攻科課程からなる本校教育全体の教育目標は以下のとおり設定されている。 

（A） 人類の福祉と地球環境に配慮できる人間性と倫理観を持った技術者の育成 

（B） すぐれたコミュニケーション能力と国際的視野をもち、多様な価値観を理解できる技術者の育成 

（C） 早期技術者教育の特長を生かし、科学と技術の基礎を身につけた、健全で創造性ゆたかな技術者の育成 

（D） 工学の専門知識とものづくりのスキルをかね備え、情報技術を駆使できる技術者の育成 

（E） 多面的思考力と計画力をもち、課題の解決と技術の開発を実行できる技術者の育成 

（F） 地域の産業と社会に連携し、時代の要請に応えられる実践力ある技術者の育成 

（G） 自発的学習能力を身につけ、継続的に自己啓発のできる技術者の育成 

 学校教育法第７０条の２に規定されている「深い専門の学芸の教授」については、主に（C）、（D）、（E）、

（G）が対応し、「職業に必要な能力の養成」については、（A）、（B）、（F）が対応している。 

４．学習目標 

 教育目標を踏まえ、目標項目それぞれに準学士課程並びに専攻科課程における具体的学習・教育目標が以下の

とおり設定されている。 

＜準学士課程＞ 

(A)に対応する項目として、(a1) 人文・社会科学に関する基礎知識を学習し理解すること。(a2) 工業技術と社

会、自然環境の係わりについて学習し理解すること。(a3) 技術者として備えるべき社会的倫理を学習し理解す

ること。 

(B)に対応するものとして、(b1) 日本文化についての知識を身につけるとともに多様な国際文化を理解するこ

と。(b2) 日本語による卒業研究や実験実習の報告書の作成及び発表・討論ができること。(b3) 多様な国際文

化を理解し、英語による基本的コミュニケーション能力を身につけること。 

(C)に対応するものとして、(c1) 工学の基礎となる数学，物理学，その他の自然科学の内容に関する基本的な問

題が解けること。(c2) 工学の基礎知識が実際の技術分野でどのように係わっているかについて学習し理解する

こと。 
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(D)に対応するものとして、(d1) 専門工学の基礎事項について学習し、基本的な問題が解けること。(d2) 専門分野の問

題解決に必要な装置やソフトウェアなどの工学的ツールについて学習し理解すること。(d3) 実験実習を通してものづく

りの基礎知識と技能を身につけること。(d4) 実験報告書作成を通して、情報技術の習得及び情報検索能力を身につける

こと。 

(E)に対応するものとして、(e1) 特定の専門科目だけでなく境界分野科目についても学習し理解すること。(e2) 与えら

れた課題に対して、解決するために必要な事柄に対する知識と解決手法を身につけること。 

(F)に対応するものとして、(f1) 企業等での実習体験を通して、技術者としての心構えや必要とされる技術的知識を理

解すること。(f2) 体験報告書を通して、社会に役立つ技術者として備えるべき能力について考察できること。 

(G)に対応するものとして、(g1) 工学的課題について、必要な情報や資料等を自発的に収集する能力を身につけること。

(g2) 与えられた技術的課題の解決を通して、さらに幅広い技術的知識を得る能力を身につけること。 

＜専攻科課程＞ 

(A)に対応するものとして、(A1) 人文・社会科学に関する基礎的な事項について説明できること。(A2) 工業技術が社会、

自然環境や人間に及ぼしている影響について、例を示し説明できること。(A3) 工業技術が地球環境に及ぼしている影響

について、技術者倫理に照らして対応策を提案できること。 

(B)に対応するものとして、(B1) 論理的な文章が書けること。(B2) 日本語による科学技術の報告書の作成及び発表・討

論ができること。(B3) 異なる文化的背景を持つ多様な国際文化を理解できること。(B4) 英語のコミュニケーション能

力として基本的な読み取り、聞き取りができること。 

(C)に対応するものとして、(C1) 工学の基礎となる数学，物理学，その他の自然科学の内容に関する発展的な問題が解

けること。(C2) 工学の基礎知識が，技術の分野でどのように応用されているかを説明できること。(C3) 基礎工学の知

識を理解し、それらを用いて基本的な問題が解けること。 

(D)に対応するものとして、(D1) 専門工学の知識を理解し、特定の専門分野ごとの代表的な問題を解けること。(D2) 特

定の専門分野の問題解決のために必要な装置やソフトウェアなどの工学的ツールを活用できること。(D3) ものつくりの

ために実験・実習で身につけた技術・技能を活用できること。(D4) 問題を解決するために必要な情報を収集し、解析す

るための情報技術を使いこなせること。 

(E)に対応するものとして、(E1) 自然科学、基礎工学、専門工学の知識を総合的に利用し、工学的課題の解決方法を説

明できること。(E2) あらゆる制約（時間、設備、資金、人的・物的資源など）を考慮しながら、課題を解決するための

計画を作成できること。 

(F)に対応するものとして、(F1) 企業等での実習体験をとおして、地域社会と産業の要求している内容を把握し整理で

きること。(F2) 自分が身に付けた技術的な知識や能力が，地域社会と産業にどのように活用できるかを説明できること。 

(G)に対応するものとして、(G1) 工学の専門分野における技術的な動向について説明できること。(G2) 工学的な問題を

発見して、その解決に必要な情報や資料を収集し、整理できること。(G3) 技術的な問題の解決のために、計画して、実

施して、その活動を評価し、改善策を提案できること。 

 

さらに、準学士課程及び専攻科課程における各学科、各専攻の達成目標も定められている。その内容は以下のとおり

である。 

(1) 準学士課程においては、各学科の主要分野の基礎知識を習得し、それらを各専門学科に関わる様々な問題解決に応

用できる能力を身につけること。 

(2) 専攻科課程においては、準学士課程で修得した基礎知識をもとに、より高度な専門科目や，他分野と関わりを持つ

複合的な科目の学習や実験をとおして、それぞれの専攻分野における問題の発見と解決及び研究・開発に対応できる能

力を身につけること。 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の目的は、学校教育法等に基づき修業年限５年の準学士課程については学則第１条、修業年限

２年の専攻科課程については学則第40条に明確に規定されている（資料１－１－①－１）。 

 

（資料１－１－①－１） 

長岡工業高等専門学校学則(抜粋) 

 

第１条 長岡工業高等専門学校（以下「本校」という）は、教育基本法（昭和 22 年法律 25 号）、

学校教育法（昭和 22 年法律 26 号）及び独立行政法人国立高等専門学校機構法（平成 15 年法律

113 号）に基づき、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

第 40 条 専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、精深な程度において工学に関する高

度な専門知識を教授研究し、もって広く産業の発展に寄与する技術者を養成することを目的とす

る。 

（出典：長岡工業高等専門学校学則） 

 

また、創設期より本校の教育の重点項目として総合性、独創性、自主性の涵養を掲げ、視野の広い

教養豊かな人間性を持ち、自発的、自主的な研究心、研究態度の裏付けられた総合的な知識、技術を

発揮し社会に貢献できる将来の実践的工業技術者の養成を教育目標としてきた。その後、科学技術の

発展と高度化さらに環境を考慮した技術など、工学技術に対する新たな社会的要請に応えるために、

平成６年度に工業化学科を物質工学科へ改組、平成７年度に土木工学科を環境都市工学科へ改組、さ

らに平成 12 年度においては高度な専門的技術者を育成する専攻科が設置された。このような背景の下

に、21 世紀の社会を担う工学技術者の養成を目的に新たな教育理念（資料１－１－①－２）及び教育

理念の下で育成すべき技術者像を示す教育目標（資料１－１－①－３）を平成 14 年度に策定し、学生

へ配布、長岡高専 Web ページ上に掲げるなど周知徹底を図っている。 

  

（資料１－１－①－２） 

 

 

 

 (出典：平成１８年度学校要覧 p.2) 

 

 

 

 

   「人類の未来をきりひらく、感性ゆたかで実践力のある創造的技術者の育成」 
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（資料１－１－①－３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成１８年度学校要覧 p.2） 

 

 教育目標は、準学士課程及び専攻科課程から構成される本校教育組織に対して全体的な目標として

設定される。しかしながら、準学士課程卒業時と専攻科課程修了時では当然身につける能力は異なる

ことから、平成 18 年度に教育目標のそれぞれに対応する各課程別の具体的な学習・教育目標が資料１

－１－①－４のように制定された。 

 

（資料１－１－①－４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次頁へ続く） 

（A） 人類の福祉と地球環境に配慮できる人間性と倫理観を持った技術者の育成 

（B） すぐれたコミュニケーション能力と国際的視野をもち、多様な価値観を理解できる技術者の

育成 

（C） 早期技術者教育の特長を生かし、科学と技術の基礎を身につけた、健全で創造性ゆたかな技

術者の育成 

（D） 工学の専門知識とものづくりのスキルをかね備え、情報技術を駆使できる技術者の育成 

（E） 多面的思考力と計画力をもち、課題の解決と技術の開発を実行できる技術者の育成 

（F） 地域の産業と社会に連携し、時代の要請に応えられる実践力ある技術者の育成 

（G） 自発的学習能力を身につけ、継続的に自己啓発のできる技術者の育成 

＜準学士課程＞ 

(A)人類の福祉と地球環境に配慮できる人間性と倫理観を持った技術者の育成 

(a1) 人文・社会科学に関する基礎知識を学習し理解すること。 

(a2) 工業技術と社会、自然環境の係わりについて学習し理解すること。 

(a3) 技術者として備えるべき社会的倫理を学習し理解すること。 

(B) すぐれたコミュニケーション能力と国際的視野をもち、多様な価値観を理解できる技術者の育

成 

(b1) 日本文化についての知識を身につけるとともに多様な国際文化を理解すること。 

(b2) 日本語による卒業研究や実験実習の報告書の作成及び発表・討論ができること。 

(b3) 多様な国際文化を理解し、英語による基本的コミュニケーション能力を身につけること。 

(C) 早期技術者教育の特長を生かし、科学と技術の基礎を身につけた、健全で創造性ゆたかな技術

者の育成 

(c1) 工学の基礎となる数学，物理学，その他の自然科学の内容に関する基本的な問題が解ける 

こと。 

(c2) 工学の基礎知識が実際の技術分野でどのように係わっているかについて学習し理解する 

こと。 

(D) 工学の専門知識とものづくりのスキルをかね備え、情報技術を駆使できる技術者の育成 

(d1) 専門工学の基礎事項について学習し、基本的な問題が解けること。 

(d2) 専門分野の問題解決に必要な装置やソフトウェアなどの工学的ツールについて学習し理解 

すること。 
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（資料１－１－①－４ 続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次頁へ続く） 

(d3) 実験実習を通してものづくりの基礎知識と技能を身につけること。 

(d4) 実験報告書作成を通して、情報技術の習得及び情報検索能力を身につけること。 

(E) 多面的思考力と計画力をもち、課題の解決と技術の開発を実行できる技術者の育成 

(e1) 特定の専門科目だけでなく境界分野科目についても学習し理解すること。 

(e2) 与えられた課題に対して、解決するために必要な事柄に対する知識と解決手法を身につける

こと。 

(F) 地域の産業と社会に連携し、時代の要請に応えられる実践力のある技術者の育成 

(f1) 企業等での実習体験を通して、技術者としての心構えや必要とされる技術的知識を理解する

こと。 

(f2) 体験報告書を通して、社会に役立つ技術者として備えるべき能力について考察できること。

(G) 自発的学習能力を身につけ、継続的に自己啓発のできる技術者の育成 

(g1) 工学的課題について、必要な情報や資料等を自発的に収集する能力を身につけること。 

(g2) 与えられた技術的課題の解決を通して、さらに幅広い技術的知識を得る能力を身につける 

こと。 

＜専攻科課程＞ 

(A) 人類の福祉と地球環境に配慮できる人間性と倫理観を持った技術者の育成 

(A1) 人文・社会科学に関する基礎的な事項について説明できること。 

(A2) 工業技術が社会、自然環境や人間に及ぼしている影響について、例を示し説明できること。

(A3) 工業技術が地球環境に及ぼしている影響について、技術者倫理に照らして対応策を提案でき

ること。 

(B) すぐれたコミュニケーション能力と国際的視野をもち、多様な価値観を理解できる技術者の育

成 

(B1) 論理的な文章が書けること。 

(B2) 日本語による科学技術の報告書の作成及び発表・討論ができること。 

(B3) 異なる文化的背景を持つ多様な国際文化を理解できること。 

(B4) 英語のコミュニケーション能力として基本的な読み取り、聞き取りができること。 

(C) 早期技術者教育の特長を生かし、科学と技術の基礎を身につけた、健全で創造性ゆたかな技術

者の育成 

(C1) 工学の基礎となる数学，物理学，その他の自然科学の内容に関する発展的な問題が解けるこ

と。 

(C2) 工学の基礎知識が，技術の分野でどのように応用されているかを説明できること。 

(C3) 基礎工学の知識を理解し、それらを用いて基本的な問題が解けること。 

(D) 工学の専門知識とものづくりのスキルをかね備え、情報技術を駆使できる技術者の育成 

(D1) 専門工学の知識を理解し、特定の専門分野ごとの代表的な問題を解けること。 

(D2) 特定の専門分野の問題解決のために必要な装置やソフトウエアなどの工学的ツールを活用で

きること。  
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（資料１－１－①－４ 続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学習・教育目標リーフレット） 

 

また、準学士課程及び専攻科課程における各学科、各専攻の専門分野の達成目標も定められており、

その内容は資料１－１－①－５のとおりである。 

 

（資料１－１－①－５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次頁へ続く） 

 

(D4) 問題を解決するために必要な情報を収集し、解析するための情報技術を使いこなせるこ

と。 

(E) 多面的思考力と計画力をもち、課題の解決と技術の開発を実行できる技術者の育成 

(E1) 自然科学、基礎工学、専門工学の知識を総合的に利用し、工学的課題の解決方法を説明で

きること。 

(E2) あらゆる制約（時間、設備、資金、人的・物的資源など）を考慮しながら、課題を解決す

るための計画を作成できること。 

(F) 地域の産業と社会に連携し、時代の要請に応えられる実践力のある技術者の育成 

(F1) 企業等での実習体験をとおして、地域社会と産業の要求している内容を把握し整理できる

こと。 

(F2) 自分が身に付けた技術的な知識や能力が，地域社会と産業にどのように活用できるかを説

明できること。 

(G) 自発的学習能力を身につけ、継続的に自己啓発のできる技術者の育成 

(G1) 工学の専門分野における技術的な動向について説明できること。 

(G2) 工学的な問題を発見して、その解決に必要な情報や資料を収集し、整理できること。 

(G3) 技術的な問題の解決のために、計画して、実施して、その活動を評価し、改善策を提案で

きること。 

＜準学士課程＞ 

１．機械工学科 

機械工学の主要分野である力学、材料、加工、熱、流体、設計、計測制御の他、情報、エレ

クトロニクスなどの基礎知識を習得し、それらを機械工学に関する問題解決に応用できる能力

を身につけること。 

２．電気工学科・電気電子システム工学科 

   電気電子工学の主要分野である情報通信，電子システム，パワーエネルギー，電子材料・デ

バイスなどの基礎知識を習得し，それらを電気電子システム工学の問題解決に応用できる力を

身につけること。 

３．電子制御工学科 

電子制御工学科の主要分野である計測、制御、情報、メカニクス、電気・電子、計算機など

の基礎知識を習得し，それらを電子制御工学の問題解決に応用できる能力を身につけること。
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（資料１－１－①－５ 続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学科及び専攻科の達成目標リーフレット） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校は、学校の目的を学則に定め、かつ、教育理念、教育目標及び準学士課程並びに専攻科課程

各々の学習・教育目標、学科、専攻科の専門分野の達成目標を制定し、明確にしている。 

以上のことから、本校は、高等専門学校として目的を明確に定めている。 

 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

 

（観点に係る状況）  

 本校の目的（前出資料１－１－①－１）は、産業の発展に寄与する実践的技術者の育成並びに学校

教育法上の目的を踏まえて策定されたものである。そこには学校教育法第70条の２に規定されている

「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成する」という二つの具体的な目的が掲げられて

いる。この目的に沿って本校の教育目標（前出資料１－１－①－３）、学習・教育目標（前出資料１

４．物質工学科 

物質工学科の主要分野である分析化学、無機化学、有機化学、材料科学、化学工学、物理化

学、生物化学などの基礎知識を習得し，それらを物質工学の問題解決に応用できる能力を身に

つけること。 

５．環境都市工学科 

   環境都市工学の主要分野である構造，材料，河川・海岸，地盤・土質，環境，都市計画など

の基礎知識を習得し、それらを環境都市工学の問題解決に応用できる能力を身につけること。 

 

＜専攻科課程＞ 

１.電子機械システム工学専攻 

機械工学科、電気工学科（電気電子システム工学科）及び電子制御工学科で修得した基礎知

識をもとに、より高度な機械、電気電子、電子制御の専門科目や，これらの分野を融合した境

界領域の科目の学習や実験をとおして、電子機械システム工学分野における問題の発見と解決

及び研究・開発に対応できる能力を身につけること。 

２.物質工学専攻 

   物質工学科で修得した基礎知識をもとに、より高度な専門科目や，分野を融合した境界領域

の科目の学習や実験をとおして、物質工学分野における問題の発見と解決及び研究・開発に対

応できる能力を身につけること。 

３.環境都市工学専攻 

   環境都市工学科で修得した基礎知識をもとに、より高度な専門科目や，分野を融合した境界

領域の科目の学習や実験をとおして、環境都市工学分野における問題の発見と解決及び研究・

開発に対応できる能力を身につけること。 
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－１－①－４）並びに各学科、各専攻の専門分野の達成目標（前出資料１－１－①－５）が定められ

ている。 

その対応関係を資料１－１－②－１に示す。 

（資料１－１－②－１） 

 「深く専門の学芸を教授し」に対応 「職業に必要な能力を育成」に対応 

学 

  

則 

第１条 長岡工業高等専門学校は、・・・深く

専門の学芸を教授し、・・・することを目的と

する。 

 

第４０条 専攻科は、・・・・、精深な程度に

おいて工学に関する高度な専門知識を教授研究

し、・・・することを目的とする。 

・・・・、職業に必要な能力を育成することを目

的とする。 

 

 

・・・・・、もって広く産業の発展に寄与する技

術者を養成することを目的とする。 

教 

育 

目 

標 

(C)早期技術者教育の特長を生かし、科学と技

術の基礎を身につけた、健全で創造性ゆたかな

技術者の育成 

(D)工学の専門知識とものづくりのスキルを兼

ね備え、情報技術を駆使できる技術者の育成 

(E)多面的思考力と計画力をもち、課題の解決

と技術の開発を実行できる技術者の育成 

(G)自発的学習能力を身につけ、継続的に自己

啓発のできる技術者の育成 

(A)人類の福祉と地球環境に配慮できる人間性と

倫理観をもった技術者の育成 

(B)すぐれたコミュニケーション能力と国際的視

野をもち、多様な価値観を理解できる技術者の育

成 

(F)地域の産業と社会に連携し、時代の要請に応

えられる実践力ある技術者の育成 

 

準
学
士
課
程
の
学
習
・
教
育
目
標 

(c1) 工学の基礎となる数学，物理学，その他

の自然科学の内容に関する基本的な問題が解け

ること。 

(c2) 工学の基礎知識が実際の技術分野でどの

ように係わっているかについて学習し理解する

こと。 

(d1) 専門工学の基礎事項について学習し、基

本的な問題が解けること。 

(d2) 専門分野の問題解決に必要な装置やソフ

トウェアなどの工学的ツールについて学習し理

解すること。 

(d3) 実験実習を通してものづくりの基礎知識

と技能を身につけること。 

(d4) 実験報告書作成を通して、情報技術の習

得及び情報検索能力を身につけること。 

(e1) 特定の専門科目だけでなく境界分野科目

についても学習し理解すること。 

 

 

(次頁へ続く)

(a1) 人文・社会科学に関する基礎知識を学習し

理解すること。 

(a2) 工業技術と社会、自然環境の係わりについ

て学習し理解すること。 

(a3) 技術者として備えるべき社会的倫理を学習

し理解すること。 

(b1) 日本文化についての知識を身につけるとと

もに多様な国際文化を理解すること。 

(b2) 日本語による卒業研究や実験実習の報告書

の作成及び発表・討論ができること。 

(b3) 多様な国際文化を理解し、英語による基本

的コミュニケーション能力を身につけること。 

(f1) 企業等での実習体験を通して、技術者とし

ての心構えや必要とされる技術的知識を理解する

こと。 

(f2) 体験報告書を通して、社会に役立つ技術者

として備えるべき能力について考察できること。

 

(次頁へ続く)
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準
学
士
課
程
の
学
習
・
教
育
目
標 

(e2) 与えられた課題に対して、解決するため

に必要な事柄に対する知識と解決手法を身につ

けること。 

(g1) 工学的課題について、必要な情報や資料

等を自発的に収集する能力を身につけること。

(g2) 与えられた技術的課題の解決を通して、

さらに幅広い技術的知識を得る能力を身につけ

ること。 

  

専
攻
科
課
程
の
学
習
・
教
育
目
標 

(C1) 工学の基礎となる数学，物理学，その他

の自然科学の内容に関する基本的発展的な問題

が解けること。 

(C2) 工学の基礎知識が，技術の分野でどのよ

うに応用されているかを説明できること。 

(C3) 基礎工学の知識を理解し、それらを用い

て基本的な問題が解けること。 

(D1) 専門工学の知識を理解し、特定の専門分

野ごとの代表的な問題を解けること。 

(D2) 特定の専門分野の問題解決のために必要

な装置やソフトウエアなどの工学的ツールを活

用できること。 

(D3) ものつくりのために実験・実習で身につ

けた技術・技能を活用できること。 

(D4) 問題を解決するために必要な情報を収集

し、解析するための情報技術を使いこなせるこ

と。 

(E1) 自然科学、基礎工学、専門工学の知識を

総合的に利用し、工学的課題の解決方法を説明

できること。 

(E2) あらゆる制約（時間、設備、資金、人的

・物的資源など）を考慮しながら、課題を解決

するための計画を作成できること。 

(G1) 工学の専門分野における技術的な動向に

ついて説明できること。 

(G2) 工学的な問題を発見して、その解決に必

要な情報や資料を収集し、整理できること。 

(G3) 技術的な問題の解決のために、計画し

て、実施して、その活動を評価し、改善策を提

案できること。 

(A1) 人文・社会科学に関する基礎的な事項につ

いて説明できること。 

(A2) 工業技術が社会、自然環境や人間に及ぼし

ている影響について、例を示し説明できること。

(A3) 工業技術が地球環境に及ぼしている影響に

ついて、技術者倫理に照らして対応策を提案でき

ること。 

(B1) 論理的な文章が書けること。 

(B2) 日本語による科学技術の報告書の作成及び

発表・討論ができること。 

(B3) 異なる文化的背景を持つ多様な国際文化を

理解できること。 

(B4) 英語のコミュニケーション能力として基本

的な読み取り、聞き取りができること。 

(F1) 企業等での実習体験をとおして、地域社会

と産業の要求している内容を把握し整理できるこ

と。 

(F2) 自分が身に付けた技術的な知識や能力が，

地域社会と産業にどのように活用できるかを説明

できること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学科及び専攻科の専門分野の到達目標リーフレット） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 本校の目的は、学校教育法上の目的を踏まえて策定している。また、教育目標及びそれを実現するた

めの学習・教育目標は、対応表から明らかなように学校教育法に規定された目的との対応に沿って策

定されている。 

以上のことから、学校の目的が，学校教育法第70条の２に規定された，高等専門学校一般に求めら

れる目的から，はずれるものでない。 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の目的である教育理念・教育目標は、学校要覧（資料１－２－①－１）、学生便覧（資料１－

２－①－２）、長岡高専Webサイト（学校の概要）（資料１－２－①－３）、学校案内リーフレット

（資料１－２－①－４）等に掲載し、周知している。 

                                 （資料１－２－①－１） 

 
                           （出典：平成１８年度学校要覧 p.2） 
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（資料１－２－①－２） 

       
                   （出典：平成１８年度学生便覧 見返し） 

 

（資料１－２－①－３） 

 

（出典：長岡高専 Web サイト（学校の概要）） 
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（資料１－２－①－４） 

 

（出典：学校案内） 

 

また、学習・教育目標や学科及び専攻科の専門分野の達成目標をリーフレット（資料１－２－①－

５）として作成し、全学生、全教職員に配布するとともに教室や主要場所への掲示や学校要覧、長岡

高専Webサイトへ掲載するなど周知の徹底を図った（資料１－２－①－６）。 

準学士課程の学生、専攻科課程の学生及び教職員（非常勤も含む）を対象に、学校の目的の周知度

調査を平成19年２月に実施した。その結果を資料１－２－①－７に示す。その結果、専攻科課程学生

及び教職員における周知度はおよそ70％前後と比較的高かったが、準学士課程における周知度はおよ

そ50％弱と期待に反し低かった。その原因は、学習・教育目標及び各学科・各専攻の専門分野の達成

目標を準学士課程と専攻科課程に分けて策定したのは平成18年12月頃（前年度後期）であったため、

周知の徹底が必ずしも充分でなかった。この対策として、学校の目的が記載されたリーフレットの全

学生への配布、教室、実験室、研究室内及び学内主要な場所への拡大リーフレットの掲示、学生便覧、

長岡高専Webサイトへの掲載など、時間をかけて周知を図れば、学校の目的の周知度は高まると確信す

る。 
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（資料１－２－①－５） 

教育理念  「人類の未来をきりひらく、感性ゆたかで実践力のある創造的技術者の育成」 

 

専攻科課程の教育目標と学習・教育目標 

(A)人類の福祉と地球環境に配慮できる人間性と倫理観を持った技術者の育成 

(A1) 人文・社会科学に関する基礎的な事項について説明できること。 

(A2) 工業技術が社会、自然環境や人間に及ぼしている影響について、例を示し説明できること。 

(A3) 工業技術が地球環境に及ぼしている影響について、技術者倫理に照らして対応策を提案できること。 

(B)すぐれたコミュニケーション能力と国際的視野をもち、多様な価値観を理解できる技術者の育成 

(B1) 論理的な文章が書けること。 

(B2) 日本語による科学技術の報告書の作成及び発表・討論ができること。 

(B3) 異なる文化的背景を持つ多様な国際文化を理解できること。 

(B4) 英語のコミュニケーション能力として基本的な読み取り、聞き取りができること。 

(C)早期技術者教育の特長を生かし、科学と技術の基礎を身につけた、健全で創造性ゆたかな技術者の育成 

(C1) 工学の基礎となる数学，物理学，その他の自然科学の内容に関する発展的な問題が解けること。 

(C2) 工学の基礎知識が，技術の分野でどのように応用されているかを説明できること。 

(C3) 基礎工学の知識を理解し、それらを用いて基本的な問題が解けること。 

(D)工学の専門知識とものづくりのスキルをかね備え、情報技術を駆使できる技術者の育成 

(D1) 専門工学の知識を理解し、特定の専門分野ごとの代表的な問題を解けること。 

(D2) 特定の専門分野の問題解決のために必要な装置やソフトウエアなどの工学的ツールを活用できること。 

(D3) ものつくりのために実験・実習で身につけた技術・技能を活用できること。 

(D4) 問題を解決するために必要な情報を収集し、解析するための情報技術を使いこなせること。 

(E)多面的思考力と計画力をもち、課題の解決と技術の開発を実行できる技術者の育成 

(E1) 自然科学、基礎工学、専門工学の知識を総合的に利用し、工学的課題の解決方法を説明できること。 

(E2) あらゆる制約（時間、設備、資金、人的・物的資源など）を考慮しながら、課題を解決するための計画を作成できること。 

(E3） 異なる技術分野を理解し、自分の得意とする専門分野の知識とあわせて、技術的課題を解決できること。 

(F)地域の産業と社会に連携し、時代の要請に応えられる実践力のある技術者の育成 

（次頁へ続く） 
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(F1) 企業等での実習体験をとおして、地域社会と産業の要求している内容を把握し整理できること。 

(F2) 自分が身に付けた技術的な知識や能力が，地域社会と産業にどのように活用できるかを説明できること。 

(G)自発的学習能力を身につけ、継続的に自己啓発のできる技術者の育成 

(G1) 工学の専門分野における技術的な動向について説明できること。 

(G2) 工学的な問題を発見して、その解決に必要な情報や資料を収集し、整理できること。 

(G3) 技術的な問題の解決のために、計画して、実施して、その活動を評価し、改善策を提案できること。 

準学士課程の教育目標と学習・教育目標 

(A)人類の福祉と地球環境に配慮できる人間性と倫理観を持った技術者の育成 

(a1) 人文・社会科学に関する基礎知識を学習し理解すること。 

(a2) 工業技術と社会、自然環境の係わりについて学習し理解すること。 

(a3) 技術者として備えるべき社会的倫理を学習し理解すること。 

(B)すぐれたコミュニケーション能力と国際的視野をもち、多様な価値観を理解できる技術者の育成 

(b1) 日本文化についての知識を身につけるとともに多様な国際文化を理解すること。 

(b2) 日本語による卒業研究や実験実習の報告書の作成及び発表・討論ができること。 

(b3) 多様な国際文化を理解し、英語による基本的コミュニケーション能力を身につけること。 

(C)早期技術者教育の特長を生かし、科学と技術の基礎を身につけた、健全で創造性ゆたかな技術者の育成 

(c1) 工学の基礎となる数学，物理学，その他の自然科学の内容に関する基本的な問題が解けること。 

(c2) 工学の基礎知識が実際の技術分野でどのように係わっているかについて学習し理解すること。 

(D)工学の専門知識とものづくりのスキルをかね備え、情報技術を駆使できる技術者の育成 

(d1) 専門工学の基礎事項について学習し、基本的な問題が解けること。 

(d2) 専門分野の問題解決に必要な装置やソフトウェアなどの工学的ツールについて学習し理解すること。 

(d3) 実験実習を通してものづくりの基礎知識と技能を身につけること。 

(d4) 実験報告書作成を通して、情報技術の習得及び情報検索能力を身につけること。 

(E)多面的思考力と計画力をもち、課題の解決と技術の開発を実行できる技術者の育成 

(e1) 特定の専門科目だけでなく境界分野科目についても学習し理解すること。 

(e2) 与えられた課題に対して、解決するために必要な事柄に対する知識と解決手法を身につけること。 

(F)地域の産業と社会に連携し、時代の要請に応えられる実践力のある技術者の育成 

（次頁へ続く） 

（資料１－２－①－５ 続き）
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(f1) 企業等での実習体験を通して、技術者としての心構えや必要とされる技術的知識を理解すること。 

(f2) 体験報告書を通して、社会に役立つ技術者として備えるべき能力について考察できること。 

(G)自発的学習能力を身につけ、継続的に自己啓発のできる技術者の育成 

(g1) 工学的課題について、必要な情報や資料等を自発的に収集する能力を身につけること。  

(g2) 与えられた技術的課題の解決を通して、さらに幅広い技術的知識を得る能力を身につけること。 

 

各学科、各専攻の専門分野の到達目標 

課程 学科、専攻 到  達  目  標 

機械工学科 

 機械工学の主要分野である力学、材料、加工、熱・流体、設計、計測・制御のほか、

情報、エレクトロニクスなどの基礎知識を習得し、それらを機械工学の問題解決に応用

できる能力を身につけること。 

電気電子システム

工学科 

 電気電子工学の主要分野である情報通信，電子システム，パワーエネルギー，電子材

料・デバイスなどの基礎知識を習得し，それらを電気電子システム工学の問題解決に応

用できる能力を身につけること。 

電子制御工学科 

  電子制御工学科の主要分野である計測、制御、情報、メカニクス、電気・電子、計算

機などの基礎知識を習得し，それらを電子制御工学の問題解決に応用できる能力を身に

つけること。 

物質工学科 

 物質工学科の主要分野である分析化学、無機化学、有機化学、材料科学、化学工学、

物理化学、生物化学などの基礎知識を習得し，それらを物質工学の問題解決に応用でき

る能力を身につけること。 

準
学
士
課
程 

環境都市工学科 

 環境都市工学の主要分野である構造，材料，河川・海岸，地盤・土質，環境，都市計

画などの基礎知識を習得し、それらを環境都市工学の問題解決に応用できる能力を身に

つけること。 

電子機械システム

工学専攻 

 機械工学科、電気工学科（電気電子システム工学科）及び電子制御工学科で修得した

基礎知識をもとに、より高度な機械、電気電子、電子制御の専門科目や，これらの分野

を融合した境界領域の科目の学習や実験をとおして、電子機械システム工学分野におけ

る問題の発見と解決及び研究・開発に対応できる能力を身につけること。 

物質工学専攻 

 物質工学科で修得した基礎知識をもとに、より高度な専門科目や，分野を融合した境

界領域の科目の学習や実験をとおして、物質工学分野における問題の発見と解決及び研

究・開発に対応できる能力を身につけること。 

専
攻
科
課
程 

環境都市工学専攻 

 環境都市工学科で修得した基礎知識をもとに、より高度な専門科目や，分野を融合し

た境界領域の科目の学習や実験をとおして、環境都市工学分野における問題の発見と解

決及び研究・開発に対応できる能力を身につけること。 

（出典：学習・教育目標及び学科・専攻科の専門分野の達成目標リーフレット） 

 

 

（資料１－２－①－５ 続き）
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（資料１－２－①－６） 

各種配布物への教育理念・教育目標等の掲載の有無 

 学校要覧 学生便覧 リーフレット Web サイト 

教育理念 有 有 有 有 

教育目標 有 有 有 有 

学習・教育目標 無 有 有 有 

学科・専攻科の 

専門分野の達成目標 

無 無 有 有 

配布対象者 全教職員･保護者 全教職員･全学生 全教職員･全学生 － 

 

（出典：総務課資料） 

 

（資料１－２－①－７） 

教育理念・教育目標等の周知度アンケート調査結果 

（１）準学士課程                                 (%) 

項  目 よく知っている ある程度知っている あまり知らない 全く知らない

本校の教育理念を知っていますか 19 30 27 24 

本校の教育目標を知っていますか 19 29 30 22 

本校の学習・教育目標を知っていますか 17 28 31 24 

あなたの学科（専攻）の到達目標を知っていますか 23 31 25 21 

 

本校の教育理念を知っていますか

19%

30%
27%

24% よく知っている

ある程度知って
いる

あまり知らない

全く知らない

 

本校の教 育目標を 知っていますか

19%

29%

30%

22%
よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

全く知らない

 

 

        

本校の学習・教育目標を 知っていま
すか

17%

28%

31%

24% よく知っている

ある程度知って
いる

あまり知らない

全く知らない

 

あなた の学科（専攻）の到達目標を
知っていますか

23%

31%

25%

21%
よく知っている

ある程度知って
いる

あまり知らない

全く知らない

 

                                      （次頁へ続く） 
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（資料１－２－①－７ 続き） 

  （２）専攻科課程                               (%) 

項目 よく知っている ある程度知っている あまり知らない 全く知らない

本校の教育理念を知っていますか 31 37 20 12 

本校の教育目標を知っていますか 28 39 23 10 

本校の学習・教育目標を知っていますか 24 41 26 9 

あなたの学科（専攻）の到達目標を知っていますか 28 37 26 9 

    

本校の教育理念を知っていますか

31%

37%

20%

12%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

全く知らない

 

本校 の教 育目標 を 知っていますか

28%

39%

23%

10%

よく知っている

ある程度知って
いる

あまり知らない

全く知らない

 

    

本校の 学習 ・教 育目 標を 知っています
か

24%

41%

26%

9%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

全く知らない

 

あなたの学科（専攻）の 到達目標を
知っていますか

28%

37%

26%

9%

よく知っている

ある程度知って
いる

あまり知らない

全く知らない

 

 

  （３）教職員 

項目 よく知っている ある程度知っている あまり知らない 全く知らない

本校の教育理念を知っていますか 42 48 6 4 

本校の教育目標を知っていますか 35 51 10 4 

本校の学習・教育目標を知っていますか 28 52 14 6 

あなたの学科（専攻）の到達目標を知っていますか 33 44 13 10 

本校の教育理念を知 っていますか

42%

48%

6%
4%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

全く知らない

 

本校の教育目標を知っていますか

35%

51%

10%
4%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

全く知らない

 

                                 （次頁へ続く） 



長岡工業高等専門学校 基準１ 

 - 19 -

（資料１－２－①－７ 続き） 

 

本校の学習・教育目標を知っています
か

28%

52%

14%

6%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

全く知らない

 

あなたの学科（専攻）の到達目標を
知っていますか

33%

44%

13%

10%

よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

全く知らない

 

 

（出典：平成１８年度第１７回企画運営会議資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 以上のように、本校は目的等が学生及び教職員等に周知されるような方策を講じている。周知度ア

ンケート調査結果において、専攻科課程の学生及び教職員（非常勤含む）は、ある程度知っている、

よく知っている、を合わせおよそ70％以上の周知度であった。しかし、準学士課程の学生ではおよそ

50％弱と周知が必ずしも十分ではなかった。教育理念、教育目標はおおむね周知されているが、学習

・教育目標並びに各学科、各専攻の専門分野の到達目標の策定が平成18年度12月であり、周知度調査

は翌19年２月に実施したため、周知に対する時間的ゆとりがなかったのが原因と思われる。このため、

学校の目的のリーフレットの配布、特別教育活動での説明、実験室、研究室及び学内主要場所への掲

示など、積極的な周知活動を行うことによって改善を図っている。 

 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の目的等は、長岡高専Webサイト（本校の概要）（前出資料１－２－①－３）に掲載することに

よって広く社会に公表されている。「入学案内パンフレット」（資料１－２－②－１）や学校案内

（前出資料１－２－①－４）にも本校の教育理念、教育目標を記載し、毎年実施している学校説明会

や１日体験入学において参加者にこれらを配布している。さらに、教員が県内中学校に出向いての学

校説明の場や県内約10地区で実施する入試説明会においても「入学案内パンフレット」、「学校案

内」を配布するとともに、学校の目的の説明を行っている。 

 さらに、県内中学校のみならず卒業生、修了生の就職先企業や進学先の大学等に、本校の教育理念、

教育目標が記載された「学校要覧」（前出資料１－２－①－１）や「専攻科案内」（資料１－２－②

－２）を配布している。 
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                                  （資料 1－２－②－１） 

 

（出典：入学案内パンフレット） 

 

 

（資料１－２－②－２） 

 

（出典：専攻科案内） 
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（分析結果とその根拠理由）  

  本校の目的は、長岡高専Webサイトを始め、学校説明会、１日体験入学、入試説明会をとおして社

会に公表されている。さらに就職や進学、地域連携等の業務をとおして、企業、大学、地域等に広

く公表されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

学校教育法を踏まえた本校の目的は、教育理念、教育目標さらに教育目標を達成するための学習

目標と系統的に分かりやすく定められている。さらに、専門学科、専門専攻の視点から卒業時並び

に修了時に達成すべき項目が簡潔に定められている。 

本校の目的である教育理念、教育目標及び学習目標は、学生、教職員に配布するとともに、教室、

研究室のほか校内主要な場所に掲示して周知されている。 

また、本校の目的は、長岡高専 Web サイトや学校要覧等をとおして、広く社会に公表されている。 

 

（改善を要する点）  

準学士課程の学生の周知度がやや低かった。この原因は教育目標及び学習目標の策定が平成18年

12月であったため、周知する期間が短かった。また、学年末試験等の忙しい時期である２月に周知

度調査を実施したことも原因と考えられる。しかし、学内主要場所や教室等へのリーフレット掲示

など改善に取り組んでいる。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 本校の目的は、学則で明確に規定されている。その学則に沿って教育理念が策定され、その理

念に基づいて教育目標さらに具体的学習目標、各学科、各専攻の専門課程での達成項目が明確に

定められている。これらは、学校教育法上の目的との対応表（前出資料１－１－②－１）から明

らかなように学校教育法の規定からはずれるものではない。 

 学則や教育理念、教育目標が記載されている「学生便覧」は毎年全学生に配布し、また、教育

目標、学習・教育目標及び学科・専攻科の専門分野の達成目標が記載されているリーフレットは

教室のほか学内主要な場所に掲示するなど、学校の目的を全学生、全教職員に周知の徹底を図っ

ている。学校の目的の周知度調査では準学士課程の学生の周知度が50％弱であったが、特別教育

活動での説明、「学校の目的」リーフレットの教室内掲示、学内主要場所への掲示さらに全学生

への配布等により周知度の向上が得られるものと確信する。 

 また、本校の目的は、長岡高専Webサイトに掲載しているのをはじめ、学校説明会、１日体験入

学、進学説明会、教員による中学校個別訪問のときに、学校の目的が記載している「入学案内」

及び「学校案内」パンフレットを配布している。さらに、就職先の関連企業や進学先の教育機関

等に対しても「学校要覧」を配布するなど、社会に対して広く公表されている。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

 本校には、高等専門学校設置基準に基づき、学則第７条（資料２－１－①－１）に示すとおり、

機械工学科・電気電子システム工学科・電子制御工学科・物質工学科・環境都市工学科の５学科が

設置されている。各学科の到達目標（資料２－１－①－２）は、それぞれ「基準１」に掲げた「教

育理念」以下、本校の教育の目的と整合している。 

（資料２－１－①－１） 

第７条 学科、学級数及び入学定員は、次のとおりとする。 

   学   科 学級数 入学定員 

機械工学科 １ ４０人 

 電気電子システム工学科 １ ４０人 

 電子制御工学科 １ ４０人 

 物質工学科 １ ４０人 

 環境都市工学科 １ ４０人 
 

（出典：平成１９年度学生便覧 p.100） 

 

（資料２－１－①－２） 

１. 機械工学科 

 機械工学の主要分野である力学、材料、加工、熱・流体、設計・計測制御の他、情報エレクトロ

ニクスなどの基礎知識を習得し、それらを機械工学の問題解決に応用できる能力を身につけるこ

と。 

２. 電気工学科・電気電子システム工学科 

 電気電子工学の主要分野である情報通信、電子システム、パワーエネルギー、電子材料・デバイ

スなどの基礎知識を習得し、それらを電気電子システム工学の問題解決に応用できる能力を身に

つけること。 

３. 電子制御工学科 

 電子制御工学の主要分野である計測、制御、情報、メカニクス、電気・電子、計算機などの基礎

知識を習得し、それらを電子制御工学の問題解決に応用できる能力を身につけること。 

４. 物質工学科 

 物質工学科の主要分野である分析化学、無機化学、有機化学、材料化学、化学工学、物理化学、

生物化学などの基礎知識を習得し、それらを物質工学の問題解決に応用できる能力を身につける

こと。 

５. 環境都市工学科 

 環境都市工学の主要分野である構造、材料、河川・海岸、地盤・土質、環境、都市計画などの基

礎知識を習得し、それらを環境都市工学の問題解決に応用できる能力を身につけること。 

（出典：学科の達成目標リーフレット） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 学科の構成は教育を達成するうえで適切に構成されている。技術の幅広い分野を包含する学科構

成で、学則第１条が示す「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成する」という本校の

目的に沿ったものとなっている。創設時の学科構成から、機械工学科２学級のうち１学級が電子制

御工学科に、また、工業化学科が物質工学科に、土木工学科が環境都市工学科に、電気工学科が電

気電子システム工学科に、それぞれ改組されたことは、進展する産業界の要請に適時、的確に応え

てきた本校の姿勢を示すものである。 

 

観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

 本校は、学校教育法に基づき、平成12年度から修業年限２年の専攻科を設置している。本校専攻

科は、学則第42条（資料２－１－②－１）に示すとおり、電子機械システム工学専攻・物質工学専

攻・環境都市工学専攻の３専攻である。これら３専攻の到達目標（資料２－１－②－２）は、それ

ぞれ「基準１」に掲げた「教育理念」以下、本校の教育の目的と整合している。 

（資料２－１－②－１） 

第４２条 専攻科の専攻及び入学定員は、次のとおりとする。 

    専    攻 入学定員 

電子機械システム工学専攻 １２人 

 物質工学専攻  ４人 

 環境都市工学専攻 ４人 
 

（出典：平成１９年度生便覧 p.106） 

 

（資料２－１－②－２） 

１. 電子機械システム工学専攻 

 機械工学科、電気工学科（電気電子システム工学科）及び電子制御工学科で修得した基礎知識を

もとに、より高度な機械、電気電子、電子制御の専門科目や、これらの分野を融合した境界領域

の科目の学習や実験をとおして、電子機械システム工学分野における問題の発見と解決及び研究

・開発に対応できる能力を身につけること。 

２. 物質工学専攻 

 物質工学科で修得した基礎知識をもとに、より高度な専門科目や、分野を融合した境界領域の科

目の学習や実験をとおして、物質工学分野における問題の発見と解決及び研究・開発に対応でき

る能力を身につけること。 

３. 環境都市工学専攻 

 環境都市工学科で修得した基礎知識をもとに、より高度な専門科目や、分野を融合した境界領域

の科目の学習や実験をとおして、環境都市工学分野における問題の発見と解決及び研究・開発に

対応できる能力を身につけること。 

                      （出典：平成１８年度第１１回企画運営会議資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科の構成は適切に構成されている。専攻科は準学士課程卒業者を偏りなく受け入れ得る構成

となっており、本校の教育目的に適合し、また学則第40条が示す「高等専門学校における教育の基

礎の上に、精深な程度において工学に関する高度な専門知識を教授研究し、もつて広く産業の発展

に寄与する技術者を養成する」という本校専攻科の設置目的に沿っている。 

 

観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の全学的なセンターは、資料２－１－③－１が示すとおりの４センターである。各センター

の設置目的は「基準１」に掲げた本校の教育の目的と整合している。 

（資料２－１－③－１） 

名  称 目     的 

総合情報処理センター 
情報処理教育並びに電子計算機・校内ネットワーク設備を利用して行う教育・研究及

び学校業務を効果的、効率的行えるようにすることを目的とする。 

雪氷低温技術教育センター 
雪氷・低温研究施設を利用して行う教育及び研究を効果的・効率的に行うことを目的

とする。 

課外活動教育センター 
学生の教養を高め、正しい自主性を養うとともに課外教育活動を盛んにし、学生相互

又は学生・教職員間の交流を緊密にすることを目的とする。 

地域共同テクノセンター 

産業界を対象とした共同研究及び研究交流を推進することにより、本校の教育研究の

進展に寄与するとともに地域社会における技術開発及び技術教育の振興に資すること

を目的とする。 

（出典：長岡高専規程集より抜粋） 

 

総合情報処理センターは、情報処理教育の中核施設として幅広く授業に利用されている。一例とし

て、平成 18年度後期の総合情報処理センター内の第１端末室利用スケジュール（資料２－１－③－

２）を掲げる。 

（資料２‐１‐③‐２） 

 月  火  水  木  金  

１限  

２限  

 Ci1 基礎情報処

理  
Ec4 制御工学  Ec1 基礎情報処理 M2 情報処理  

３限  

４限  

E3 プログラミ

ング演習  

MB1 基礎情報処

理  

MB5 化学システム

制御  

MB5 プログラミン

グ演習  
Ec5 数値解析 

５限    

６限    
M1 基礎情報処理

７限  

E2 ものづくり技術

実習 II  

 

８限 

E1 ものづくり

技術実習 I  
Ec2 情報処理 

  
Ec5 線形制御 

 
（出典：学生用 Webサーバ） 
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なお、授業の空き時間及び放課後にはセンター端末室は学生の自由な利用に供されている。 

課外活動教育センターは、福利施設・体育施設・課外施設を保有しており、学生の課外教育活動の

全般に関与している。 

上述の２センターが特に教育活動に大きく寄与しているが、雪氷低温技術教育センター・地域共同

テクノセンターも教育活動への取り組みは積極的である。前者は前出資料２－１－③－１に示すとお

り、「雪氷・低温研究施設を利用して行う教育及び研究を効果的・効率的に行うこと」であり、後者

も、資料２－１－③－３に示すとおり、学生に対する教育活動にも利用されている。両センターとも、

とりわけ卒業研究・専攻科特別研究において利用されている。 

 

（資料２－１－③－３） 

長岡工業高等専門学校地域共同テクノセンター利用細則（抜粋） 

 第２条 テクノセンターの利用は、次の各号に該当するものとする。 

   一 産業界との共同研究及び技術相談等の研究交流 

   二 技術セミナー及び技術研修会 

   三 公開講座等 

   四 学内共同研究、教官研究及び特別研究 

   五 授業及び演習 

   六 その他地域共同テクノセンター運営委員会（以下「委員会」という。）の議を経てテクノセン

ター長が認めたもの。 

(出典：長岡工業高等専門学校規程集（五の下線は引用者による）) 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 全学的な利用施設である各センターは適切に管理運営されており、高い教育効果を上げている。

各センターにあっては、管理運営規程・利用細則等が定められており、それに則って活発な教育活

動が展開・推進され、教育目的の達成に大いに寄与していると判断される。 

 

観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するな

どの必要な活動を行っているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校の準学士課程の教育課程に関する事項は教務委員会が、専攻科課程の教育課程に関する事項

は専攻科委員会が、それぞれ所掌している。教務委員会の構成員は、教務主事を委員長として、教

務主事補３名、一般教育科を含む各学科より選出された教務委員が６名、及び学生課長である。専

攻科委員会の構成員は、専攻科長を委員長として、専攻科長補２名、教務主事補１名、一般教育科

を含む各学科より選出された専攻科委員６名、及び学生課長である。両委員会とも、毎月定例で開

催されている。委員会での決定事項は、企画運営会議の審議を経て、実施に移される。 

参考までに教務委員会議事録（資料２－２－①－１）及び専攻科委員会議事録（資料２－２－①

－２）を添付する。 
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（資料２－２－①－１） 

 

教務委員会議事録の例 

 

平成１８年度 第３回教務委員会議事要録 

 

日  時 平成１８年６月７日（水） １６：２０～１９：２０ 

場  所 第２会議室 

出 席 者 粟野委員長、田中（聡）、河田、田﨑、佐藤(直)（松永委員の代理）、大石、田口、梅田、

尾上、学生課長の各委員 ※菅原委員は欠席 

配布資料（略） 

議  事（略） 

議  題 

１ 平成１９年度第４学年編入学者選抜方法・選抜基準（案）について 

  委員長及び事務から資料２に基づき、次のとおりの説明があった。 

① 「第４学年編入学試験要項申合せ(H14.12.5改正 教務委員会)」を他の入試の取り扱いと同様

に選抜方法・選抜基準として制定すること。 

② 面接の評価について、従来Ａ，Ｂ，Ｃの３段階評価としていたものを10点満点の面接評点に

変更し、合計260点満点の評点で合格者を決定する。ただし、面接評点が４点以下の場合は不合

格とすること。 

この説明を受け、審議の結果、案の一部を以下のとおり変更することとし、その他については原

案どおり承認し、「第４学年編入学試験要項申合せ(H14.12.5改正 教務委員会)」は廃止することと

した。 

  ・「学力検査による選抜」の「（５）面接の方法」の次に以下を加える。 

  （６）学力検査問題 

    ①数学、英語は、全学科共通とする。 

    ②専門科目は、学科毎に作成する。 

    ③学力検査の出題範囲については、別に定める。 

  ・「学力検査の方法」を（７）とし、②を次のとおりとする。 

    ②学力検査の時間については、別に定める。 

  ・「選抜基準」を（８）とする。 

 なお、委員長から、面接評点が10点満点であることに対し、再考を求める声があれば次年度に向

けて検討したい旨の説明があった。 

 

（以下略） 

 

（出典：平成18年度第３回教務委員会議事録 ※資料中の(略)は引用者による） 



長岡工業高等専門学校 基準２ 

 - 27 -

（資料２－２－①－２） 

 

専攻科委員会議事録の例 

 

平成１８年度 臨時専攻科委員会議事要旨 

日  時  平成１８年１１月２７日（月）１６：２０～１７：２０ 

場  所  ゼミ室 

出席者  粟野委員長、河田委員、大湊委員、青柳委員、竹部委員、細貝委員、 

荒木（信）委員、学生課長 

議 事 

1. Ｈ１９教育課程について 

委員長及び大湊委員から、資料に基づき、前回審議した来年度の専攻科教育課程作成 

に伴う１年から２年に移動する一般科目の変更について説明があり、審議の結果、１年 

後期に開講している「日本言語文化」と「欧米文化論」の２科目を開講時期はそのまま 

として並列開講とする（この結果、時間割上は１科目分少なくなり、両科目履修希望者 

は２年時にも履修できる）ことで、再度一般教育科に確認することとした。 

   また、前回決定した移動科目の一部変更について各委員から報告があった。 

   以上について整理した教育課程表は次のとおり。（赤字が変更箇所） 

 科目名 担当者 H18 学年・時期 H19 学年・時期 

実用英語 高橋 1 年・後期 2 年・前期 

日本言語文化 今野 1 年・後期 

専攻共

通 

欧米文化論 相原 1 年・後期 

1 年・後期 

並列開講 

システムダイナミックス 吉野 1 年・前期 2 年・前期 

材料設計工学 青柳 1 年・前期 2 年・前期 

計測システム 小林（和） 1 年・後期 2 年・前期 

電子機

械シス

テム工

学専攻 オプトエレクトロニクス 土田 1 年・前期 2 年・後期 

生体物質化学 鈴木 1 年・前期 2 年・前期 物質工

学専攻 輸送現象論 丸山 1 年・後期 2 年・後期 

環境資源循環工学 田中（一） 1 年・後期 2 年・前期 環境都

市工学

専攻 

地震防災計画学 塩野 1 年・後期 2 年・後期 

 

（出典：平成１８年度 臨時専攻科委員会議事録） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育活動全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開するための検討・

運営体制は、適切に整備され十分に機能している。全学科より教務委員・専攻科委員が選出され、

全校的な意見聴取が可能となっている。また、教務主事補１名が両委員会の構成員となっているた

め、委員会間の調整機能も働いている。 
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観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では、平成16年度より、教員連絡ネットワークが構築されている。資料２－２－②－１が示

すとおりの構成で、一般・専門間の教員の連携の機能性が高まった。同ネットワークに基づき、教

員連絡会議が年２回開催され、教育課程や学生指導に関する重要課題に関する検討がなされている。

さらに教員会議のまとめを冊子として教職員用グループウェアに掲載している。また、本校の委員

会はすべて全学科より委員が選出されているので、一般教育科教員と専門各科教員との連絡調整は

日常的になされている。資料２－２－②－２に教員連絡会議の議事録を示す。また、教員会議にお

いて教員連絡会議の報告会が行われ、各部会等で問題になっている事案等が全教職員に周知されて

いる。 

（資料２－２－②－１） 

教員連絡ネットワーク構成図 

 

（出典：教職員用グループウェア） 

 

（資料２－２－②―２） 

教員連絡会議の議事録の例 

 

平成 18 年度 第 1回教員連絡会議議事録 

日時：平成 18 年 9月 6 日（水） 

場所：第一会議室 

出席者：粟野，河田，田中（聡），松永，大石，田口，梅田，尾上，田﨑 

1．各連絡会からの報告 

（1）一般教育連絡会：資料 B-(1)に基づき以下の報告があった． 

・各科（部会）や 1 年生担任団で情報交換等を行い，月 1 回の全体会議で学生について

の共通理解を図っている． 

・学生に対して，連携して学生指導にあたるよう努めている．     

（2）機械工学連絡会：資料 B-(2)に基づき以下の報告があった． 

（次頁へ続く）
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・ものづくり，論理的記述力，口頭発表力などの向上を目的に開設した M3「総合製作」

が，開講 4年目になった．これまでの総括を「高専教育」に報告する予定がある． 

・情報処理系カリキュラムの整理や教授方法の工夫により，M3「情報処理演習」に，グ

ループワーク形式によるレポート作成とプレゼンテーションによるプログラム演習を

導入できるようになった．しかし，担当教員の負担が大きくなっていること，また，

科内に担当可能な教員が少ないといった問題がある． 

・学生の数学・物理の学力向上を目的として，今年度後期より M1「課題数学」，M3「初

等力学」においては，担当教員以外に TA として機械工学科教員を配置することを計

画している．TA は，授業の演習部分をサポートする． 

・M3 の学生 1名が「強迫性障害」であり，学科では現在，経過観察中である． 

・就職希望者は，公務員試験受験者以外，全員就職先が内定している． 

（中略） 

2．意見・情報交換 

（1）学修単位について 

・他高専で実施されている学修単位科目の確認は，実施されている高専のホームページ

で確認できる．例）仙台電波高専ホームページのシラバス 

・一つの案として，学修単位科目の授業を 60 分，週 2回行い，2単位修得とする．これ

に伴い，低学年の履修単位科目も 50 分から 60 分に変更し，1 から 5 年生までの授業

時間を 60 分に統一するやり方もある．この場合，1日に 6コマ（午前・午後 3コマず

つ）が設定できる． 

・卒業単位 167 単位に 10 単位程度加えた 177単位程度の開講科目を設定する． 

（出典：平成 18 年度 第 1回教員連絡会議議事録） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携は機能的に行われ、その内容も公表されている。

教員連絡ネットワーの活動も軌道に乗り始め、実効性のさらなる向上が期待される。 

 

 

観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 学生の学習面についての問題は教務委員会が、生活面に関する問題は厚生補導委員会が、それぞ

れ統括している。また、寮生に対する指導・支援、その他の学寮関係の問題は、寮務委員会が統括

している。専攻科に関する問題を統括するのは、専攻科委員会である。準学士課程の１～５学年は、

資料２－２－③－１に規定するとおり、すべての学級に学級担任が置かれ、学生の日常的な学習・

生活指導に当たっている。 
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（資料２－２－③－１） 

長岡工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則（抜粋） 

  （学級担任及び学年主任） 

 第１５条 各学級に学級担任並びに第１学年、第２学年及び第３学年に学年主任を置く。 

 ２ 学級担任は、それぞれ担任する学年を通じて行われる行事等の教育活動及び厚生補導に 

関することを担当する。 

 ３ 学年主任は、各学年につき学級担任の中から１人を充てる。 

 ４ 学年主任は、担当する学年を通じて行われる行事等の教育活動及び厚生補導の円滑な実 

施を図るため連絡調整に当たる。 

 ５ 学級担任及び学年主任の任期は１年とし、欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者 

の残任期間とする。 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

 

部活動に関しては顧問が、学生会活動に関しては学生主事及び学生主事補が、それぞれ直接支援・

指導している。特に部活動の活性化のためにはコーチ招聘制度（資料２－２－③－２）がある。さら

に、保健室が学生の健康面に関する支援を行い、学生相談室が保健室と連携してカウンセリング等の

相談窓口となっている。 

（資料２－２－③－２） 

  平成19年度クラブコーチ 

No ク ラ ブ 名 コーチ氏名 所  属  等 

1  陸 上 競 技 部  小 前 泰 彰 長岡技術科学大学 

2  バスケットボール部  早 川 和 秀 新潟日報 

3  ゴルフ部   浅 井 正 一 大新潟カントリークラブ 

4  テ ニ ス 部   渡 辺  元 高志テニスクラブ 

5  柔  道  部   五十嵐聖一 胎内市教育委員会 

6  剣  道  部   小 林 健 一 大光銀行剣道部 

7  バドミントン部   中 林 憲 一 全高専 

8  ス キ ー 部   田 中    浩 （財）新潟県スキー連盟 

9  ハンドボール部   近 藤 妙 高 ㈱バンテクノ長岡営業所 

10  ラ グ ビ ー 部   小 林 智 己 見附市役所 

11  硬 式 野 球 部   大滝  規義   

12  少林寺拳法部   徳 長   仁 少林寺拳法連盟長岡城西支部長 

13  アーチェリー部  長    好 春 自営業（アーチェリー新潟） 

14  書 道 愛 好 会   猪平みつ子   

15 サッカー部  岡 部 達 弥  レッツＦＣ代表 

16 美術部   本 多 康 夫   
 

                                  （出典：学生課資料） 

 



長岡工業高等専門学校 基準２ 

 - 31 -

（分析結果とその根拠理由） 

 教務・厚生補導・寮務・専攻科の各委員会は、ほぼ月１回定例で開催され、学生の現状を把握し、

問題に対処している。また、１～２学年では一般教育科会議及び学年主任を中心とする学年会議が、

３～５年生に関しては各学科会議が、それぞれ随時開催され、教育支援に関して話し合いが持たれ

ている。課外活動に関しては、原則として全教員が顧問となり、課外教育活動センターと連携して

課外教育を推進している。以上のことから、教育活動を円滑に実施するための支援体制がきわめて

よく機能している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

全学的な４センターのうち、特に課外教育活動センター・総合情報処理センターの２センターが、

学生に対する教育活動を強力に支援し、高い教育効果を上げている。 

 

（改善を要する点）  

特になし。 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

準学士課程の教育組織は、機械工学科・電気電子システム工学科・電子制御工学科・物質工学科

・環境都市工学科の５学科と一般科目担当の一般教育科とで構成されており、技術の幅広い分野を

包含する学科構成となっている。専攻科は、電子機械システム工学専攻・物質工学専攻・環境都市

工学専攻の３専攻で構成され、準学士課程卒業者を偏りなく受け入れ、高度な専門教育をなし得る

体制となっている。 

 全学的なセンターとしては、総合情報処理センター・雪氷低温技術教育センター・課外教育活動

センター・地域共同テクノセンターの４センターがあり、学生に対する教育活動へ積極的に利用さ

れており、高い教育効果を挙げている。 

 教務委員会が準学士課程の教育課程を、専攻科委員会が専攻科の教育課程を、それぞれ所掌して、

教育課程全体を企画調整するとともに、教育課程の有効な展開を促し、教育活動に関する重要事項

を審議するなどの必要な活動を行っている。また、教員連絡ネットワークが整備され、一般科目担

当教員と専門科目担当教員との連携も進みつつある。 

 学生の生活面に関しては厚生補導委員会が、学寮の指導・運営に関しては寮務委員会が、それぞ

れ所掌し、支援している。事務部では、学生課が中心となって、学生の学習面・生活面及び寮生活

に関しての支援を行っている。
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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況） 

 高等専門学校設置基準に従い、現在、22名の一般科目担当教員が配置されている。一般教育科教

員・主要担当科目一覧（資料３－１－①－１）が示すとおり、現行の一般科目カリキュラムとよく

対応している。教育目標（A）「人類の福祉と地球環境に配慮できる人間性と倫理観を持った技術

者の育成」教育目標（B）「すぐれたコミュニケーション能力と国際的視野を持ち、多様な価値観

を理解できる技術者の育成」等々の教育目標に適った陣容である。専任教員で対応しきれない科目

（芸術・オーラルコミュニケーション（英会話）等々）は、非常勤講師が担当している。平成19年

度は30名の非常勤講師が一般教育科の授業を担当している。 

（資料３－１－①－１） 

平成19年度専任教員専門分野・担当科目対応表（一般教育科） 

氏  名 職 名   専 門 分 野 主 な 担 当 科 目 

緒方 和男 教 授 保健・体育 保健・体育 

岩瀬 誠一 教 授 数学 基礎数学 微分積分Ⅱ 確率 統計 

佐藤 公俊 教 授 経済理論・経済学史・現代社

会論 

現代社会 法学 経済学 

涌田 和芳 教 授 計画数学 基礎数学 応用数学Ⅰ 確率 応用解析 

相原 勝 教 授 ドイツ現代詩 独語 文学Ⅱ 

自見 壽史 教 授 英語／英文学 英語Ⅰ・Ⅱ 

松永 茂樹 教 授 物性物理 物理 物理演習 

今野 哲 准教授 日本近代文学 国語 文学Ⅰ 

野澤 武司 准教授 数学／代数学(環論) 微分積分Ⅰ 代数幾何 確率 応用数

学Ⅰ 

佐藤 直紀 准教授 数学教育・非線形解析学 微分積分Ⅰ・Ⅱ 応用数学Ⅰ 

鈴木 覚 准教授 哲学・倫理学 現代社会 哲学 

山田 章 准教授 数学(微分幾何学) 基礎数学 微分積分Ⅱ 確率 応用数

学Ⅰ 応用代数 

田中 聡 准教授 日本中世史 歴史 歴史学Ⅰ・Ⅱ 

猪平 直人 准教授 日本古典文学 国語 文学Ⅰ 

新井 好司 准教授 原子核物理学 物理 物理演習 

江田 茂行 准教授 保健･体育／陸上競技／トレ

ーニング科学 

保健・体育 

高橋 綾子 講 師 アメリカ文学 英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 総合英語 

小川 秀 講 師 タンパク質工学 化学 生物 

長谷川 健一 講 師 数学／数学教育 基礎数学 代数幾何 

（次頁へ続く） 
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土田 泰子 講 師 メディア論 英語Ⅰ・Ⅱ 英語(Ａ) 実用英語 

高橋 剛 講 師 数学／代数幾何学／低次元代

数幾何学 

（平成19年度育児休業） 

大湊 佳宏 助 教 英語教育学 英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 英語(Ｃ) 

前川 直也 助 教 スポーツ心理学 保健・体育 

                                  （出典：総務課資料） 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育の目的を達成するために、専門分野のバランスに配慮した一般科目担当教員構成となってい

る。非常勤講師の力に負う部分があるが、国語科、英語科など各教科主任を中心に教科会議を頻繁

に開催して、専任・非常勤の協働・連携を図っている。 

 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況） 

 各学科の教員・主要担当科目一覧（資料３－１－②－１）が示すとおり、56名の教員が配置され

ており、設置基準を満たしている。各教員の専門分野も、専門科目カリキュラムとよく対応してい

る。教育目標（C）「科学と技術の基礎を身につけた、健全で創造性ゆたかな技術者の育成」教育

目標（D）「工学の専門知識とものづくりのスキルとをかね備え、情報技術を駆使できる技術者の

育成」教育目標（E）「多面的思考力と計画力を持ち、課題の解決と技術の開発を実行できる技術

者の育成」教育目標（F）「地域の産業と社会に連携し、時代の要請に応えられる実践力のある技

術者の育成」といった教育目標に適った陣容となっている。 

 

（資料３－１－②－１） 

      平成19年度専任教員専門分野・担当科目対応表（機械工学科） 

氏  名 職 名   専 門 分 野 主 な 担 当 科 目 

本間 晃 教 授 精密測定、機械要素 計測工学 パソコン設計 ＣＡＤ/ＣＡＭ

設計製図 要素設計工学 

小林 訓 教 授 工学一般／金属・金属材料 材料科学Ⅰ・Ⅱ ハイテク材料工学 

近藤 俊美 教 授 工業一般／材料力学 材料力学Ⅰ・Ⅱ 初等力学 物理Ⅰ 破壊

予知制御学 

山田 隆一 教 授 機械工学／機械加工 制御工学 精密加工 メカトロニクス 物

理学Ⅱ マイクロテクノロジー 

吉野 正信 教 授 機械工学／機械力学 物理学Ⅰ 機械要素 機械設計 システム

ダイナミックス 

河田 剛毅 教 授 熱工学 熱力学 伝熱工学 基礎情報処理 環境エ

ネルギー工学 

青柳 成俊 准教授 金属材料工学 材料強度学 初等力学 分析機器 化学英

語演習 材料設計工学 
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大石耕一郎 准教授 電子材料、結晶工学 電気回路  電子回路  物理学Ⅱ  物性科学

宮下 幸雄 准教授 材料力学、材料強度学、破壊力学 機械力学 物理学Ⅰ 機構学 材料力学 

佐々木 徹 助 教 材料力学 情報処理演習 材料力学演習 

 

平成19年度専任教員専門分野・担当科目対応表（電気電子システム工学科） 

氏  名 職 名   専 門 分 野 主 な 担 当 科 目 

小林 和久 教 授 工学一般／光技術 電気電子理論Ⅰ 電気回路Ⅱ 電気電子工

学基礎 電気電子応用工学 

恒岡まさき 教 授 電気電子工学／電力工学／システム

制御工学／制御工学 

システム基礎 電力システム工学 エネル

ギー工学  電気電子設計 パワーエレクト

ロニクス 

田口裕二朗 教 授 電気電子工学／電磁波工学 電気電子理論Ⅱ デジタル信号処理 光波

工学 電磁気学 

片桐 裕則 教 授 物性／電子材料 電気電子計測 電気電子材料 電子デバイ

ス 

山﨑 誠 教 授 物性／半導体 物理学Ⅱ 計算機システム 電子回路 

中村 奨 准教授 工学一般／光技術 電気英語 物理学Ⅰ デジタル回路 

樺沢 辰也 准教授 情報工学一般／情報通信工学 プログラミング演習 電気電子理論演習Ⅰ

通信工学 

土田 恵一 准教授 工学一般／光技術 電気電子理論演習Ⅰ 電子計算機 電気回

路Ⅰ 

宮崎 敏昌 准教授 制御工学、パワーエレクトロニク

ス、ロボティクス 

電気機器 基礎情報処理 電磁気学 電気

電子理論演習Ⅱ 電気電子設計 

矢野 昌平 助 教 音響工学、信号処理 応用プログラミング 基礎情報処理 電気

電子理論演習Ⅱ 

竹内麻希子 助 教 レーザー分光、応用光学、計測工学 電気電子理論演習Ⅱ 電気電子工学演習Ⅰ

・Ⅱ 

 

 

平成19年度専任教員専門分野・担当科目対応表（電子制御工学科） 

氏  名 職 名   専 門 分 野 主 な 担 当 科 目 

反町 嘉夫 教 授 電子工学（特に電子部品材料、薄膜

電子デバイス、電磁界解析、パソコ

ン応用計測制御など） 

ディジタル論理回路 電気回路 電子デバ

イス 

岡田 清 教 授 情報科学・工学／信号処理 信号理論 データ通信工学 電子回路Ⅱ

電子制御工学実験Ⅰ・Ⅱ 物理学Ⅱ 

石田 博樹 教 授 熱工学・応用熱工学／熱工学 機械力学Ⅱ 熱力学 流体力学 工業数学

Ａ エネルギー変換工学 
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外川 一仁 准教授 精密計測、制御工学 制御工学 メカトロニクス 線形制御 

梅田 幹雄 准教授 物性／電子デバイス 電磁気学ⅡＡ・ⅡＢ 電子回路ⅠＡ・ⅠＢ

センサー工学 電子制御工学実験 超音波

テクノロジー 

佐藤 秀一 准教授 物理学／物理学一般・基礎 電磁気学 数理演習 物理学Ⅰ・Ⅱ 量子

物理 

永井 睦 准教授 工学一般／材料実験 電気回路 機械創造学ⅠＡ 電気電子基礎

工業数学Ｂ レオロジー 

高橋 章 准教授 情報科学・工学／パターン認識 計算機システム 情報処理 離散数学 プ

ログラミング演習Ⅰ コンピュータビジョ

ン 

竹部 啓輔 准教授 情報通信工学 基礎情報処理 数値解析 データ構造とア

ルゴリズム 

外山 茂浩 准教授 制御工学／メカトロニクス 機械創造学ⅠＢ ディジタル工学基礎 制

御工学Ａ アクチュエータ概論 

 

 

平成19年度専任教員専門分野・担当科目対応表（物質工学科） 

氏  名 職 名   専 門 分 野 主 な 担 当 科 目 

加藤 正直 教 授 分析化学／無機化学／物理化学 分析化学 機器分析 機能材料工学 基礎

工学演習Ⅱ 物質工学実験 化学基礎工学

Ⅰ 

丸山 一典 教 授 物理化学 化学工学 基礎工学演習Ⅰ 物質工学実験

化学基礎工学Ⅰ 

粟野 一志 教 授 基礎化学／有機化学 有機化学ⅠＡ・ⅠＢ 有機プロセス化学

材料化学実験 

岩井 裕 教 授 無機材料工学 物理化学Ⅲ 材料物理化学 無機材料工学

材料化学実験 無機化学Ⅱ 

坂井 俊彦 教 授 物理化学・材料科学 情報処理Ⅱ･Ⅲ 安全倫理工学 物理化学

Ⅰ･Ⅱ 物質工学実験 

鈴木 秋弘 教 授 応用化学／合成化学 有機化学Ⅱ 化学･工業英語Ⅰ 生物有機

化学 基礎工学演習Ⅳ 物質工学実験 

菅原 正義 准教授 食品機能学／食品化学 生物化学 食品化学 食品製造工学 応用

生物化学実験 

細貝 和彦 准教授 高分子分野 反応工学 高分子化学 機能材料工学 高

分子物性 材料化学実験 

小出 学 准教授 非晶質材料／無機工業化学 無機化学Ⅰ 構造解析学Ⅱ 基礎工学演習

Ⅲ 物質工学実験 
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柴田 勝 准教授 科学 生物化学 化学･工業英語Ⅱ 生物反応工

学 環境化学 応用生物化学実験 

田﨑 裕二 准教授 分子生物学／応用生物学 基礎情報処理 生物化学Ⅱ 分子生物学

化学･工業英語Ⅰ 応用生物化学実験 物

理学実験 

荒木 秀明 助 教 固体物理 物理学Ⅰ 情報処理Ⅰ 化学システム制御

レポート作成法 物理工学実験 物理学実

験 

赤澤 真一 助 教 応用微生物学、分子生物学 品質管理 生体触媒工学 物質工学実験

応用生物化学実験 

 

平成19年度専任教員専門分野・担当科目対応表（環境都市工学科） 

氏  名 職 名   専 門 分 野 主 な 担 当 科 目 

吉田 茂 特任教授 海岸工学／水理学 水理学(1)(2) 環境水理学 水工学の基礎

環境都市工学実験(1) 都市工学製図 環

境都市工学の基礎(2) 環境都市工学概論 

佐藤 和秀 教 授 環境科学･工学／環境科学･科学 工

学系その他／自然科学 

環境工学(1) 地球と環境 物理学Ⅰ 工

学演習 地球科学 環境都市工学の基礎

(1) 

尾上 篤生 教 授 土質工学／構造物基礎／地盤工学 環境都市概論 環境都市工学実験(1) 環

境都市工学の基礎(2) 地盤工学(1)(2)

応用測量学 土の基礎 

塩野 計司 教 授 環境科学・工学／都市工学 防災計画 力学の基礎 構造力学(1) 強

さと形 環境都市工学の基礎(1) 力学演

習 

宮腰 和弘 教 授 建築・土木工学／都市工学 都市計画(1)(2) 交通工学 計画学 景観

工学 環境都市工学の基礎(1) 環境都市

概論 

荒木 信夫 教 授 環境科学･工学／環境工学 生物科学

／生物工学 建築･素朴工学／水質工

学 

水環境 環境工学(2) 創造演習 地球と

環境 環境都市工学実験(2)  環境都市工

学の基礎(2) 

佐藤 國雄 教 授 土木･建築コンクリート工学 鉄筋コンクリート工学(1)(2) 建設材料

測量学実習(2)  環境都市工学実験(1)

強さと形 環境都市工学の基礎(2) 

岩波 基 准教授 コンクリート工学／地盤工学 環境都市工学の基礎(2) 測量学(2) 情報

処理(1) 構造力学(3) 環境都市工学設計

製図(2) 
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田中 一浩 准教授 上水道、水環境、バイオアッセイ 衛生工学 水化学 水理学演習 創造演習

プログラミングの基礎(2)  環境都市工学

実験(2) 環境都市概論 

井林 康 准教授 構造工学、耐震工学、鉄筋コンクリ

ート工学 

構造力学(2) 構造力学演習 プログラミ

ングの基礎(1) 情報処理(2)  環境都市

工学設計製図(1)  環境都市工学実験(2)

環境都市概論 

佐々木 伸子 准教授 建築計画、住宅問題 創造演習 

衛藤 俊彦 助 教 水工学 基礎情報処理 創造演習 水理学演習 河

川工学 環境都市概論 測量学実習(1)

物理学実験 

（出典：総務課資料） 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育の目的を達成するために、必要な各学科の専門科目担当教員は適切な配置となっている。各

教員の専門分野のバランスもよく取れており、幅広い教育内容に対応できる体制となっている。ま

た、資料３－１－④－３が示すとおり、学位取得者の比率もきわめて高く、技術教育の高度化に即

応できる配置となっている。 

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の専攻科は、電子機械システム工学専攻・物質工学専攻・環境都市工学専攻の３専攻である。

授業科目一覧（資料３－１－③－１）が示すとおりのカリキュラムが展開されている。専攻科専任

の教員はおらず、すべて一般教育科及び専門５学科の教員の兼担であるが、各教員の専門分野に対

応した科目構成となっている。なお、３専攻の教育プログラムがJABEEより認定されている。 

（資料３－１－③－１） 

平成 19 年度専攻科授業科目一覧 

一般科目・専門共通科目（各専攻共通） 

１年  ２年 
区分  授業科目  

前期 後期 前期 後期 科目担当教員 専門分野 

科学哲学  2        鈴木覚 哲学・倫理学 必修

科目 地域産業と技術     2      佐藤公俊/他  経済理論・経済学史

実用英語        2  土田泰子  メディア論 一

類 総合英語  2        高橋綾子  アメリカ文学 

日本言語文化     2     今野/猪平 日本文学(近代/古代)

一

般

科

目 
選

択

科

目 
二

類 東アジア地域論  2        佐藤公俊  経済理論・経済学史

（次頁へ続く）

（資料３－１－②－１ 続き）

http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0010.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0020.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0110.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0120.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0130.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0140.pdf


長岡工業高等専門学校 基準３ 

 - 38 -

   欧米文化論     2     相原勝  ドイツ現代詩 

生産システム工学     2     恒岡まさき  電力工学・制御工学

シミュレーション工学 2        外川一仁  精密計測・制御工学

大気水圏環境科学     2     佐藤和秀  環境科学 

環境エネルギー工学  2        河田剛毅  熱工学 

必修

科目 

学外実習  2        各専攻主任   

発明工学        2  田口裕次朗 電磁波工学/機械要素 

応用解析  2        涌田和芳  計画数学 

応用代数     2     山田章 微分幾何学 

量子物理  2        松永/佐藤(秀)  物性物理/物理学 

物理工学     2     新井好司  原子核物理学 

システム情報工学  2        竹部啓輔  情報通信工学 

 

 

専

門

共

通

科

目 

選択

科目 

生命科学        2  小川秀 タンパク質工学 

ア． 電子機械システム専攻 

１年  ２年 
区分 授業科目  

前期 後期 前期 後期 科目担当教員 専門分野 

電子機械システム工学特別研究 1 1 4 8 全教員 

電子機械システム工学特別実験 1 1    全教員   
必修

科目 

専攻科ゼミナール    2    全教員   

計測システム    2    小林和久  光技術 

レーザ応用工学      2  中村奨  光技術 

電子物性工学  2      片桐裕則  電子材料 

半導体材料    2    山崎誠  半導体 

電子デバイス      2  反町嘉夫  電子工学 

信号理論    2    岡田清  信号処理 

ハイテク材料工学    2    小林訓  金属・金属材料 

固体力学概論    2    近藤俊美  材料力学 

要素設計工学      2  本間晃  機械要素 

材料設計工学  2      青柳成俊  金属材料工学 

マイクロテクノロジー工学      2  山田隆一  機械加工 

選択

科目 

レオロジー      2  永井睦  材料実験 
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http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0210.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0220.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0230.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0240.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0250.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0310.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0320.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0330.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0340.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0350.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0360.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A0370.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1010.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1010.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1020.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1020.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1030.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1110.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1130.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1140.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1150.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1160.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1170.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1180.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1190.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1200.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1210.pdf
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エネルギー変換工学      2   石田博樹  熱工学 

システムダイナミックス  2      吉野正信  機械力学 

線形システム制御  2      宮崎敏昌  制御工学 

情報通信工学      2  樺沢辰也  情報通信工学 

物性科学      2  大石耕一郎 電子材料・結晶工学

オプトエレクトロニクス  2      土田恵一  光技術 

超音波テクノロジー      2  梅田幹雄  電子デバイス 

コンピュータビジョン      2  高橋章 情報科学･パターン認識

 

地震防災計画学    2    塩野計司  地震･防災工学 

イ． 物質工学専攻 

１年  ２年 
区分 授業科目  

前期 後期 前期 後期 科目担当教員 専門分野 

物質工学特別研究  1 1 4 8 全教員   

物質工学特別実験  1 1    全教員  
必修

科目 

専攻科ゼミナール     2    全教員  

固体構造化学        2  岩井裕  無機材料工学 

応用有機化学        2  粟野一志 基礎化学･有機化学 

生体物質化学  2       鈴木秋弘  応用化学･合成化学 

輸送現象論     2    丸山一典  物理化学 

化学反応論        2  坂井俊彦  物理化学･材料科学 

食品機能化学  2       菅原正義  食品機能学･食品科学 

遺伝子工学     2    田崎裕二 分子生物学･応用生物学 

機能性高分子科学        2   細貝和彦  高分子分野 

応用電子化学        2  小出学 非晶質材料･無機工業化学 

食品栄養学     2    菅原正義  食品機能学･食品科学 

生物工学        2  柴田勝 科学 

環境資源工学     2    田中一浩  上水道･水環境 

酵素化学  2       田崎裕二  分子生物学･応用生物学 

溶液化学        2  加藤正直  分析化学･無機化学 

選択

科目 

地震防災計画学     2    塩野計司  地震･防災工学 

 （次頁へ続く）

（資料３－１－③－１ 続き）

http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1220.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1230.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1240.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1250.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1260.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1270.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1280.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1290.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1300.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1310.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A1320.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2010.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2020.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2030.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2110.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2120.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2130.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2140.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2150.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2160.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2170.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2180.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2190.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2200.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2210.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2220.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2230.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2240.pdf
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ウ． 環境都市工学専攻 

１年  ２年 
区分 授業科目  

前期 後期 前期 後期 科目担当教員 専門分野 

環境都市工学特別研究 1 1 4  8 全教員  

環境都市工学特別実験 1 1    全教員   
必修

科目 

専攻科ゼミナール     2    全教員   

都市構造材料学     2    佐藤國雄 土木･建築コンクリート工学

都市構造物施工学        2  岩波基 コンクリート工学･地盤工学

雪氷防災工学        2  佐藤和秀  環境工学 

応用水理学        2  吉田茂  海岸工学･水理学 

環境資源循環工学     2   
 

田中一浩 
上水道･水環境･バイオアッ

セイ 

環境微生物工学        2 
 

荒木信夫 
環境工学･生物工学･水質工

学 

環境地盤工学  2      
 

尾上篤生 
土質工学･構造物基礎･地盤

工学 

応用交通工学     2    宮腰／岩波  都市工学／地盤工学 

環境都市計画  2       宮腰和弘  都市工学 

地震防災計画学     2    塩野計司  地震･防災工学 

災害情報工学        2  塩野計司  地震･防災工学 

選択

科目 

土木解析学        2 
 

井林康 
構造工学･耐震工学･鉄筋コ

ンクリート工学 

（出典：長岡高専Webサイト(シラバス)及び総務課資料） 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育の目的を達成するために必要な専攻科の授業担当教員は、適切な配置となっている。一般科

目・専門共通科目・専門科目のいずれもがバランスの取れた構成となっており、それらを担当する

教員の専門分野もしっかり対応している。学則第40条が示す「高等専門学校における教育の基礎の

上に、精深な程度において工学に関する高度な専門知識を教授研究し、もつて広く産業の発展に寄

与する技術者を養成する」という専攻科の目的を達成するために充分な配置だといえる。 

 

観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

（資料３－１－③－１ 続き）

http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A2250.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3010.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3020.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3030.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3110.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3120.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3130.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3140.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3150.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3160.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3170.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3180.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3190.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3200.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3210.pdf
http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h18/pdf/A3220.pdf
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（観点に係る状況） 

 平成19年度の教員年齢構成表（資料３－１－④－１）が示すとおり、本校の教員の年齢構成はお

おむね均衡あるものとなっている。教員の採用に際して年齢構成への配慮がなされている結果であ

る。参考として、年齢条件が付された本校の教員公募情報の事例（資料３－１－④－２）を示す。 

（資料３－１－④－１） 

  教員の年齢構成（2007 年 4 月 1 日現在） （単位：人） 

  60 歳代 50 歳代 40 歳代 30 歳代 20 歳代 合 計 平 均年 齢 

教 授 9 21 4     34 53.7 

准教授    16 16   32 39.1 

講 師 1      4  5 39.2 

助 教       5 3 8 30.8 

合 計  10 21 20 25 3 79 46.3 
 

（出典：総務課資料） 

（資料３－１－④－２） 

年齢条項のある本校教員公募の実例 

公開開始日 

Date of publication 

2007年03月30日 

タイトル 

Title 

教員公募について 

概要 

Outline 

１．職名・人員 助教 １名  

２．所   属 一般教育科  

３．採用予定年月日 平成１９年１０月１日（予定）  

４．専門分野 語学（英語教育）  

機関名 

Institution 

長岡工業高等専門学校 

部署名・研究科・学

部・学科・研究室名 

Department 

一般教育科 

応募資格 

Qualifications 

(1)修士以上の学位を有する者  

(2)採用時の年齢が３０歳程度以下の者で，教育研究機関での経

験のある者が望ましい  

(3)高等専門学校における，特に低学年の学生の教育・指導（担

任・寮直を含む）及びクラブ活動指導に熱意があり，また，研究

活動にも意欲がある者  

(4)コンピュータを使った英語教育を実践できる者 
 

（出典：JREC-IN研究者人材データベース(jrecin.jst.go.jp)より抜粋） 
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また、教員の学位取得状況は、資料３－１－④－３が示すとおり、きわめて高いものなっている。

これは教員採用時になされる考慮はもとより、現職教員に対して学位取得への支援がなされた結果

である。さらに、教員の採用等に際しては、前出資料３－１－④－２に見られるとおり、教育経験

への配慮もなされ、また企業経験を持つ教員19名（うち3年以上の実務経験13名）を擁するなど、

実務経験等への考慮もなされている。資料３－１－④－４が示すとおり、教員の学位保持率も教育

・実務経験者の確保に関しても、国立高等専門学校機構の中期計画数値を既にクリアしている。在

外研究員・内地研究員への派遣も積極的に行っている。ただし、性別構成では、現員79名中に女性

教員が４名という現状である。 

（資料３－１－④－３） 

機械工学科
電気電子
システム
工学科

電子制御
工学科

物質工学科
環境都市
工学科

小計

1 22 10 11 10 13 12 56 79

1 （100） 9 (41） 10 （100） 11 （100） 9 （90） 13 （100） 11 （92） 54 （96） 64 （81）

工学博士・博士（工学） 1 10 11 8 6 9 44 45

理学博士・博士（理学） 5 1 2 1 4 9

農学博士・博士（農学） 1 4 4 5

博士（ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ） 1 1 1

博士（学術） 3 1 1 4

11 （50) 1 (10) 1 (1.8） 12 (15)

2 (9) 2 (2.5)

1 (8) 1 (1.8) 1 (1.3)その他（％）

一般教育科

内訳

現員

博士号取得者数（％）

校長

修士号取得者数（％）

学科別学位取得状況（2007.4.1現在）

学士号取得者数（％）

専　門　学　科

合計

 
                           ※育児休業中の教員 1 名を含む 

（出典：総務課資料） 

（資料３－１－④－４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：長岡工業高等専門学校の現況 総務課資料 平成19年４月１日） 

 

 

教員確保の状況
ー 機構中期計画と本校の現状 ー

機構中期計画 本校の現状

７０ ％以上 ９５．５ ％

８０ ％以上 ８４．６ ％

６０ ％以上 ６２．５ ％

★ 専門科目，一般理系科目

担当教員の博士号保持率

★ 一般文系科目担当教員の

修士号以上の学位保持率

★ 国立高専以外の学校・大学，

民間等の勤務経験を有する

者の割合



長岡工業高等専門学校 基準３ 

 - 43 -

（分析結果とその根拠理由） 

 年齢構成・学位 取得状況・教育経験や実務経験への配慮及びその他の支援策も充分に実施され、

教員組織の活動を活発化している。その中で、女性教員の比率は全体の約５パーセントとなってい

る。以上のことから、学校の目的に応じて、教員の年齢構成、教育歴、実務経験等を考慮した教員

構成となっている。 

 

観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

（観点に係る状況） 

 教員の採用や昇格等は、教員選考規程（資料３－２－①－１）及び専攻科担当教員の資格基準に

則って進められている。教員の採用・昇格等の必要が生じたときは、教員選考規程第８条による教

員選考委員会が設置され、公正な手続きを踏んで審議がなされている。資料３－２－①－２が示す

とおり、採用・昇格等に際しては、研究業績のほかに、教育上の業績・能力も大きな判断材料とな

っている。なお、教員の採用・昇格等は、公募によることが原則となっている。公募の際には、資

料３－２－①－３が示すとおり、よりよい判断が下せるように、応募者に高専教育に関する抱負と

題する作文の提出を求めている。 

 

（資料３－２－①－１） 

 

独立行政法人国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校教員選考規程（抜粋） 

 

平成１９年４月１日 制定

（趣旨） 

第１条 この規程は，独立行政法人国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校（以下「本

校」という。）の教授，准教授，専任の講師及び助教（以下「教員」という。）の採用，

昇任及び配置換（以下「任用」という。）に係る候補者の資格及び選考手続きについて定

めるものとする。 

（教授の資格） 

第２条 教授となることのできる者は，次の各号のいずれかに該当し，かつ，高等専門学校

における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者とする。 

一  博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有する者 

二  学位規則（昭和28年文部省令第９号）第５条の２に規定する専門職学位（外国におい

て授与されたこれに相当する学位を含む。）を有し，当該専門職学位の専攻分野に関す

る業務についての実績を有する者 

三 大学（短期大学を含む。以下同じ。）又は高等専門学校において教授，准教授又は専

任の講師の経歴（外国におけるこれらに相当する教員としての経歴を含む。）のある者 

四  学校，研究所，試験所，調査所等に在職し，教育若しくは研究に関する実績を有する

者又は工場その他の事業所に在職し，技術に関する業務についての実績を有する者 

（次頁へ続く）
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（資料３－２－①－１の続き）

五  特定の分野について，特に優れた知識及び経験を有すると認められる者 

六 公刊された著書，論文等により博士の学位を有する者に匹敵する業績があると認めら

れる者                              

七 一般に認められた公私の研究所，事業所等において，研究又は技術に関する業務に従

事し，発明，発見又は設計考案等により，顕著な実績があると認められる者 

八 前各号に掲げる者と同等以上の能力を有すると文部科学大臣が認めた者 

（准教授の資格）                         

第３条 准教授となることのできる者は，次の各号のいずれかに該当し，かつ，高等専門学

校における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者とする。 

一  前条各号のいずれかに該当する者 

二  大学又は高等専門学校において助教又はこれに準ずる職員としての経歴（外国におけ

るこれらに相当する職員としての経歴を含む。）のある者 

三  修士の学位又は学位規則第５条の２に規定する専門職学位（外国において授与された

これらに相当する学位を含む。）を有する者 

   四 特定の分野について，優れた知識及び経験を有すると認められる者 

五 高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。以下同じ。）における教歴又は指導主事

の経歴がある者で，著書論文，教育研究活動等において顕著な実績があると認められる

者。 

六 前各号に掲げる者と同等以上の能力を有すると文部科学大臣が認めた者 

（講師の資格） 

第４条 講師となることのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

一  第２条各号又は前条各号に規定する教授又は准教授となることのできる者 

二  高等学校において教諭の経歴のある者で，かつ，高等専門学校における教育を担当す

るにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者 

三 前各号に掲げる者と同等以上の能力を有すると文部科学大臣が認めた者 

（助教の資格） 

第５条 助教となることのできる者は，次の各号のいずれかに該当し，かつ，高等専門学校

における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者とする。 

一  第２条各号又は第３条各号のいずれかに該当する者 

二  修士の学位（医学を履修する課程，歯学を履修する課程，薬学を履修する課程のうち

臨床に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とするもの又は獣医学を履修する課程

を修了した者については，学士の学位）又は学位規則第５条の２に規定する専門職学位

（外国において授与されたこれらに相当する学位を含む。）を有する者 

三 特定の分野について，知識及び経験を有すると認められる者 

 

以下省略 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 
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（資料３－２－①－２） 

教員選考個人調書（第３号様式） 

 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

 

（資料３－２－①－３） 

平成 19 年２月２日 

教職員各位 

                        長岡工業高等専門学校長 

                              高 田 孝 次 

                              （公印省略） 

物質工学科教授の募集について 

 

 このことについて，下記のとおり物質工学科の教授を学内で募集することにいたしましたので，教職員各位に

お知らせいたします。 

記 

※（１～７は省略） 

８．提 出 書 類                  (1)個人調書----- 本校所定の様式 

(2)著書・論文等一覧（論文，著書，口頭発表，指導実績，教育関係研究 

発表，各種資格等を項目別に記載）----- 本校所定の様式 

(3)主要論文・著書３編以内(各２部，コピー可) 

(4)主要論文・著書等の概要(それぞれ 800 字程度）----- 本校所定の様式 

(5)今後の教育･研究についての抱負を 1,000 字程度にまとめた書面 

（Ａ４版用紙により作成） 

※（９は省略） 

（出典：教職員用グループウェア（下線は引用者による）） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 教員の採用・昇格等に際しては、教員選考規程に従った厳正な審査がなされている。採用・昇格

等は、高等専門学校設置基準に則して行われており、また、教育上の実績・能力等にも十分な配慮

が払われている。以上のことから、教員の採用や昇任等に関する規定が明確に定められ、適切に運

用されている。 
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観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。また，その結果把握された事項に対して適切な取

組がなされているか。 

（観点に係る状況） 

 自己点検・評価検討委員会が年度毎に各部署からの点検報告のとりまとめを行っている。また、

学生による授業評価アンケート（資料３－２－②－１）が実施されており、アンケート結果も教職

員用グループウェアで校内に公表されている。アンケートで高い評価を得た教員の授業は、見学推

奨授業（資料３－２－②－２）に選抜され、授業公開が実施されている。さらに、高専機構主催の

教員の自己評価も実施されており、併せて同僚教員による評価も行われている。 

 

（資料３－２－②－１） 

学生による授業評価アンケート質問項目（用紙） 

（出典：教職員用グループウェア） 
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（資料３－２－②－２） 

 

■平成 18 年度後期 見学推奨授業科目リスト    

       

選定基準：平成 17 年度後期の授業評価アンケートにおいて、  

     授業の方法に関する設問⑤～⑨の評価の平均値が 4 以上の学科講義科目 

       

一般科目    専門科目   

学科・学年 科目名 担当教員 学科・学年 科目名 担当教員 

全 2 歴史 田中 聡 M4 材料力学Ⅰ 近藤 俊美 

全 2 国語 今野 哲 M5 流体力学Ⅱ 山岸 真幸 

E4 英語Ⅲ 大湊 佳宏 M5 メカトロニクス 山田 隆一 

全 5 歴史学 田中 聡     

全 5 哲学 鈴木 覚 E2 電気電子理論Ⅰ 小林 和久 

    E3 電子計算機 土田 恵一 

    E3 電気電子計測 片桐 裕則 

    E4 電気電子材料 片桐 裕則 

    E4 デジタル信号処理 田口 裕二朗

    E5 電子デバイス 片桐 裕則 

    E5 電気電子応用工学 小林 和久 

        

    MB5 食品製造工学 菅原 正義 

    MB5 生物有機化学 鈴木 秋弘 

        

    Ci1 基礎情報処理 衛藤 俊彦 

    Ci4 
鉄筋コンクリート工

学(2) 
佐藤 國雄 

    Ci5 景観工学 宮腰 和弘 

    Ci5 環境工学(2) 荒木 信夫 

    Ci5 河川工学 衛藤 俊彦 
 

（出典：教職員用グループウェア） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教員の教育活動に対する定期的な評価体制が整備されている。また、実際に評価も実施されてい

る。学生による授業評価アンケート・教員による自己評価・同僚教員による評価と、さまざまな観

点からの評価が、定期的・組織的に行われている。 
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観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

 組織図及び現員表（資料３－３－①－１）が示すとおり、従来、１部３課（庶務課・会計課・学

生課）の事務組織が整備されていた。教育課程を展開する上で適切な陣容といえる。「長岡工業高

等専門学校の組織及び運営に関する規則」の「第３条事務組織」並びに「長岡工業高等専門学校事

務分掌規程」が定められ、各課の役割分担は明確なものとなっている。なお、平成19年度より、資

料３－３－①－２が示すとおり、事務部は２課（総務課・学生課）７グループ体制となった。業務

内容に変更はないが、効率性・機能性をより高めるための再編である。 

 

（資料３－３－①－１） 

   

（出典：総務課資料） 
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（資料３－３－①－２） 

平成 19 年度からの長岡高専事務部２課７グループ体制 

総務・企画グループ 

職員グループ 

予算経理グループ 
総 務 課 

契約・施設グループ 

教務・入試グループ 

学生支援グループ 学 生 課 

図書グループ 
 

（出典：総務課資料） 

 

本校の教育課程を十全に展開させるために、技術室が置かれている。技術室は３係によって構成

され、「技術室運営規程」（資料３－３－①－３）の定めるところに基づいて教育活動の支援業務

に携わっている。 

（資料３－３－①－３） 

独立行政法人国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校技術室運営規程（抜粋） 

 

 （業務） 

第２条 技術室は，本校の教育及び研究，並びに本校以外との連携により行う教育研究活動を支

援するため，次の業務を行う。 

一 学生の実験実習の技術的指導に関すること。 

  二 教育教材作成の支援に関すること。 

  三 卒業研究及び特別研究に関する技術的指導に関すること。 

  四 教員の研究活動に伴う技術的支援に関すること。 

  五 技術の開発に関すること。 

  六 技術の継承，保存及び技術研修に関すること。 

  七 実験室等の維持管理に関すること。 

  八 学生の課外活動の技術的指導に関すること。 

  九 受託研究，共同研究その他本校以外との連携により行う教育研究活動の技術的支援に関

すること。 

  十 公開講座その他本校の学生以外に対する教育活動の技術的支援に関すること。 

十一 その他教育及び研究の技術的支援に関すること。 

（業務分掌） 

第３条 技術室に第一技術係，第二技術係及び第三技術係を置く。 

一 第一技術係は，各学科における前条に掲げる業務及びものづくり教育研究支援（実習工場

を含む。）業務を行う。 

二 第二技術係は，各学科における前条に掲げる業務及び地域連携教育研究支援（地域共同テ 

 

（次頁へ続く）
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クノセンターを含む。）業務を行う。 

三 第三技術係は，各学科における前条に掲げる業務及び情報技術・教育研究全般支援（総合

情報処理センターを含む。）業務を行う。 

四 各技術係は，他の係から業務に関する協力依頼があった場合，可能な限り支援するものと

する。 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

（分析結果とその根拠理由）  

総務課・学生課による事務組織が整備され、それぞれ明確な分掌が定められて、教育課程を展開

するために有効に機能している。以上のことから、事務職員、技術職員等の教育支援者が適切に配

置されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 教員の学位取得率が高く、技術教育の高度化に対応できる体制となっている。また、教員の年齢

構成のバランスもよく取れている。 

 

（改善を要する点） 

 女性教員の比率を高めるべく継続的な努力が必要である。 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

  一般科目担当教員は、限られた定員の中で、専門分野のバランスをとり、現行カリキュラムとよ

く対応した配置となっている。専任教員で対応しきれない芸術、オーラルコミュニケーションなど

の科目は、適切な非常勤講師との協働・連携が図られている。 

  専門科目担当教員は、専門科目カリキュラムに万全に対応する陣容となっており、学位取得率も

高く、技術教育の高度化に即応できる優れた配置となっている。 

  専攻科担当教員は、すべて一般教育科及び専門５学科の教員の兼担であるが、専攻科カリキュラ

ムに対応した構成であり、教育の目的を達成するために十分な配置となっている。 

  教員の学位取得・内外の研究員派遣などの支援策も施され、また、教員の年齢構成や教育経験・

実務経験への配慮もなされており、教員組織を活発化するための適切な措置が施されているといえ

る。ただし、女性教員の比率は全体の５%であり、改善の余地がある。 

  教員の採用・昇格等に関しては、原則として公募制がとられ、また選考規程が定められており、

厳正に運用されている。 

  教員の教育活動に関する評価は、学生による授業評価アンケート・教員による自己評価・同僚教

員による評価と、さまざまな観点から定期的・組織的に実施されている。評価体制はよく整備され

ているといってよい。 

  事務組織も整っており、事務職員・技術職員等の役割分担も明文化されており、準学士課程・専

攻科課程それぞれの教育課程を展開するために有効に機能している。 

 

 

（資料３－３－①－３ 続き）
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載された入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定

められ，学校の教職員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表

されているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程、専攻科課程及び４学年編入学について、教育理念「人類の未来をきりひらく、感性ゆ

たかで実践力のある創造的技術者の育成」に基づいた教育目標（A）～（G）を達成できる学生を入学

させるため、入学者受入方針（アドミッションポリシー）が明確に定められており、その内容は各課

程入学や編入学等の募集要項や長岡高専 Web サイトにも記載され本校教職員のみならず将来入学して

来る学生を含め広く社会に公表されている。1 学年入学生に対するアドミッションポリシーを資料４

－１－①－１に、第３学年、第４学年編入生及び専攻科入学生に対するアドミッションポリシーを資

料４－１－①－２に示す。 

 

                                 （資料４－１－①－１） 

                               （出典：長岡高専 Web サイト） 
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（資料４－１－①－２） 

 

                               （出典：長岡高専 Web サイト） 

 

 

 アドミッションポリシーが本校教職員に周知されているかどうかを調査するため、本校全教職員を

対象にアンケートによる周知度調査を実施した。その結果を資料４－１－①－３に示す。これから明

らかなように周知度がおよそ 85％と高い値となり、アドミッションポリシーが本校教職員に周知さ

れていることが確認された。 
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                                （資料４－１－①－３） 

あなたは、準学士課程第一学年入学
推薦・学力・帰国子女選抜の入学者

受入方針を知っていますか

25%

50%

17%

8%
よく知っている

ある程度知って
いる

あまり知らない

全く知らない

あなた は、準学士課 程４年次編入
学生選抜・私費外国人 選抜の入学

者受入方針 を知っていますか

22%

48%

20%

10% よく知っている

ある程度知ってい
る

あまり知らない

全く知らない

 

あなたは、専攻科入学者推薦・学力
選抜の入学者受入方針を 知っていま

すか

28%

47%

17%

8%
よく知っている

ある程度知っている

あまり知らない

全く知らない

 

                          

（出典：平成 18 年度第 17 回企画運営会議資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 学校の目的に沿った入学者受入方針は、準学士課程入学者選抜、専攻科課程入学者選抜及び編入学

選抜おいて明確に定められている。また、入学者受入方針は、入学者選抜募集要項や本校 Web サイト

に掲載され、本校教職員はもとより、将来の学生を含め、広く社会に公表されている。 

 本校教職員の入学者受入方針の周知度はアンケート調査結果より、十分周知されている。 

 以上のことから、入学者選抜の基本方針は明確に定められ、教職員への周知、さらに将来の学生を

含め広く社会に公表されている。 

 

観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校への学生の受入は、準学士課程入学者選抜、編入学者選抜、専攻科課程入学者選抜の３種類に

分類される。学生の受入は、いずれの分類においても、学力選抜は学力試験結果により「総合的能力

の高いものがアドミッションポリシーに適った者」という考え方を基本に選抜している。準学士課程

入学者選抜の一般推薦選抜では、調査書における主要３教科（英語、数学、理科）の内申点の合計が

指定基準値を満たし、かつ面接による入学の目的意識、意欲等から総合的に評価して選抜している。

特別推薦では、加えて科学、発明、工作等の受賞者でその内容についてのプレゼンテーションを課し

てアドミッションポリシーに適った者を選抜している。専攻科課程の推薦選抜は科学、工学の基礎を
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確実に修得し、専攻科課程の勉学に支障がない推薦基準を設け、面接等により専攻科入学の目的が明

確かつ意欲のある者をより重視した選抜となっている。資料４－２－①－１に平成19年度入学者選抜

の分類、選抜種類、募集概要、資料４－２－①－２に選抜要領の概要を示す。 

（資料４－２－①－１） 

分類 選抜種類 募集概要 

学力選抜 

（１）中学校を卒業した者（平成１９年３月の卒業見込みの者を含む） 

（２）中等教育課程の前期課程を修了した者（平成１９年３月の卒業見込み

の者を含む） 

（３）「学校教育法施行規則第６３条」によって、中学校を卒業した者と同

等以上の学力があると認められる者 

推薦選抜 

平成１９年３月に中学校を卒業見込みの者又は中等教育課程の前期課程を修

了見込みの者で、下記の要件を満たしていて、中学校長の推薦を得た者に限

ります。 

（１）一般推薦による場合 

１．人物が優れており、かつ本校に入学する意志が強固な者 

（合格したときは必ず入学し、「推薦による選抜」で合格とならなかったと

きは、必ず、「学力検査による選抜」を受験する意志がある者） 

２．志望学科に対して適性と関心を持っている者 

３．調査書の記録が優良であり、「理科」「数学」「英語」の２年３年の成

績が５段階絶対評価で３教科合計２４以上になる者 

（２）特別推薦による場合 

１．一般推薦の要件を満たし、かつ科学・発明・研究・工作等の分野で受賞

経験のある者 （国・地方公共団体・新聞社・民間団体等主催) なお、出願

資格に疑義がある場合は、願書受付時に中学校長へ連絡します。 

準 

学 

士 

課 

程 

入 

学 

者 
選 

抜 

帰国子女 

特別選抜 

日本国籍を有する者及び日本国の永住許可を得て、保護者の海外勤務に伴っ

て国外において教育を受けた者（海外在住期間が継続して２年以上の者で、

平成１７年４月以降に帰国した者）で、次のいずれかに該当する者とする。 

（１）中学校を卒業した者及び平成１９年３月３１日までに卒業見込みの者 

（２）外国において学校教育における９年の課程（日本における通常の課程

による学校教育の期間を含む）を卒業(修了)した者及び平成１９年３月３１

日までに卒業見込み（修了見込み）の者 

（３）文部科学大臣が中学校課程と同等の課程を有するものとして認定した

在外教育施設の当該課程を卒業(修了)した者及び平成１９年３月３１日まで

に卒業見込み（修了見込み）の者 

 

 

                            

編
入
学
者

選
抜 

第４学年 

編入学選抜 

 

高等学校を卒業した者又は平成１９年３月卒業見込みの者 

（次頁へ続く）
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第４学年編入

帰国子女 

特別選抜 

日本国籍を有する者及び日本国の永住許可を得て、保護者の海外勤務に伴っ

て外国において教育を受けた者（海外在住期間が継続して２年以上の者で、

平成１７年４月以降に帰国した者）で、次のいずれかに該当する者とする。 

（１）外国において学校教育における１２年の課程（日本における通常の課

程による学校教育の期間を含む。）を卒業（修了）した者及び平成１９年３ 

月３１日までに卒業見込み（修了見込み）の者で、外国において、最終学年

を含め２年以上継続して正規の教育制度に基づく学校教育を受けている者 

ただし、外国に設置されたものであっても、日本の学校教育法に準拠した

教育を施している学校に在学した者については、その期間は、外国において

学校教育を受けたものとはみなしません。                               

（２）スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局が授与す

る国際バカロレア資格を平成１７年又は平成１８年に授与された者で、１８

歳に達した者及び平成１９年３月３１日までに達する者 

（３）ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められている

アビトゥア資格を平成１７年又は平成１８年に授与された者で、１８歳に達

した者及び平成１９年３月３１日までに達する者 

（４）フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレ

ア資格を平成１７年又は平成１８年に授与された者で、１８歳に達した者及

び平成１９年３月３１日までに達する者 

 

第３学年編入

私費外国人 

留学生 

特別選抜 

日本国籍を有しない者で、独立行政法人日本学生支援機構（旧財団法人日

本国際教育協会）が主催する「日本留学試験」の日本語の試験科目を受験又

は財団法人日本国際教育支援協会（国外においては国際交流基金（台湾にお

いては財団法人交流協会）が現地機関の協力を得て実施）が主催する「日本

語能力試験」の１級を受験し、かつ「出入国管理及び難民認定法」におい

て、高等専門学校入学に支障のない在留資格を有する者又は高等専門学校入

試後に当該資格を取得可能な者で次のいずれかに該当する者とします。 

（１）外国において、学校教育における１２年の課程を卒業（修了）した者

及び平成１９年３月３１日までに卒業見込み（修了見込み）の者又は、これ

に準ずる者で文部科学大臣の指定した者 

（２）外国において、スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア

事務局が授与する国際バカロレア資格を有する者で、１８歳に達した者及び

平成１９年３月３１日までに達する者 

（３）外国において、ドイツ連邦共和国の各州で大学入学資格として認めら

れているアビトゥア資格を有する者で、１８歳に達した者及び平成１９年３

月３１日までに達する者 

（４）外国において、フランス共和国で大学入学資格として認められている

バカロレア資格を有する者で、１８歳に達した者及び平成１９年３月３１日

までに達する者                   

専
攻
科
課
程

入
学
者
選
抜

推薦選抜 

平成20年3月に高等専門学校卒業見込みの者で、在籍学校長が学業、人物とも

に優れていると認める者 

（次頁へ続く）

（資料４－２－①－１ 続き）
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学力選抜 

（１）高等専門学校を卒業した者又は平成20年3月卒業見込みの者 

（２）短期大学を卒業した者又は平成20年3月卒業見込みの者  

（３）専修学校の専門課程を修了した者又は平成20年3月修了見込みの者のう

ち学校教育法 第82条の10の規定により大学に編入学することができるもの 

（４）外国において、学校教育における14年の課程を修了した者  

（５）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修す

ることにより当 該外国の学校教育における14年の課程を修了した者  

（６）我が国において、外国の短期大学の課程(その修了者が当該外国の学校

教育における 14年の課程を修了したとされるものに限る。)を有するものと

して当該外国の学校教育制度において位置づけられた教育施設であって、文

部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

（７）その他専攻科において、高等専門学校を卒業したものと同等以上の学

力があると認められた者 

 

 

社会人特別 

選抜 

次のいずれかに該当し、所属する企業等の長が勤務成績、人物ともに優れて

いると認める者 

（１）高等専門学校を卒業した者 

（２）短期大学を卒業した者 

（３）専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第82条の10の規定

により大学に編入学することができるもの 

（４）外国において、学校教育における14年の課程を修了した者 

（５）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修す

ることにより当該外国の学校教育における14年の課程を修了した者  

（６）我が国において、外国の短期大学の課程(その修了者が当該外国の学校

教育における14年の課程を修了したとされるものに限る。)を有するものとし

て当該外国の学校教育制度において位置づけられた教育施設であって、文部

科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

（７）その他専攻科において、高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者 

（出典：長岡高専Webサイト抜粋） 

（資料４－２－①－１ 続き）
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（資料４－２－①－２） 

分類 選抜種類 選抜方法 

学力選抜 
調査書と国立高専統一の筆記試験（理科、英語、数学、国語、社会）の結果

を総合して選抜する。 

推薦選抜 

① 特別推薦 

一般推薦の選抜方法のほかに、プレゼンテーションの結果を加味して選

抜する。 

② 一般推薦 

推薦書の内容、調査書の内容、面接の結果を総合して選抜する。 

準
学
士
課
程
入
学
者
選
抜 帰国子女 

特別選抜 

調査書の内容、筆記試験（英語、国語、数学）、面接の結果を総合して選抜

する。 

第４学年 

編入学選抜 

調査書の内容、学力検査（英語、数学、各学科の専門基礎）、面接の結果を

総合して選抜する。 

第４学年編

入帰国子女 

特別選抜 

調査書の内容、学力検査（英語、数学）、面接（志望学科の適性に関する口

頭試問を含む）の結果を総合して選抜する。 
編
入
学
者
選
抜 

第３学年編

入私費外国

人留学生 

特別選抜 

成績証明書等の内容、日本留学試験又は日本語能力試験の成績、学力検査

（日本語、英語、数学）、面接の結果を総合して選抜する。 

推薦選抜 
学校長から出された推薦書、調査書、面接の結果を総合して選抜する。 

学力選抜 
学力試験（英語、数学、専門科目）、調査書、面接の結果を総合して選抜す

る。 

専
攻
科
課
程
入
学
者

選
抜 

社会人特別

選抜 

推薦書及び調査書、面接（口述試験を含む）の結果を総合して選抜する。 

（出典：長岡高専Webサイト抜粋） 

 

 前述した編入学者選抜の他に、第３学年編入学者として、日本政府（文部科学省）の国費外国人留

学生及びマレーシア政府派遣留学生を受け入れている。その選抜と留学先の高専は文部科学省が行っ

ている。本校は、現在まで全員を受け入れている。 

  

（分析結果とその根拠理由）  

入学志願者はアドミッションポリシーが記載された学校案内や学生募集要項等により志願してきた

者で、学力選抜は「総合的能力の高いものがアドミッションポリシーに適った者」という考え方を基

本に選抜している。推薦選抜ではよりアドミッションポリシーに適った学生を入学させるため、科学、

発明、工作等の受賞内容に関するプレゼンテーション、口述試験を含む面接や内容を重視した面接等

を実施している。試験問題もアドミッションポリシーに沿ったもので適切な受入方法となっている。 

以上のことから高等専門学校設置基準第３条２「入学者の選抜は、公正かつ妥当な方法により、適

当な体制を整えて行うものとする」を十分満たし、アドミッションポリシーに沿った選抜方法である。 
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観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立ててい

るか。 

（観点に係る状況）  

 入学者選抜に関する事項は、おもに教務委員会で検討され、アドミッションポリシーに沿った学生

の受入が実際に行われているかの検証がなされている。平成18年度第７回教員会議では平成18年度第

１学年入学試験解析についてと題して、平成16・17・18年度入学者についての入試結果と入学者の学

業成績についての分析の調査報告があり、入学者選抜に関する検討課題を提起した。（資料４－２－

②－１） 

 また、検証データの一つの指標として、準学士課程における平成18年度の休退学者数、原級者数を

資料４－２－②－２に示す。原級者数は全学年あわせて50名弱で、全在籍学生数に対する割合は約

５％である。また、同資料において、専攻科課程での休退学者数は３名で、全在籍学生数に対する割

合は約３％である。さらに、専攻科課程学生の特別研究の成果の一つである関連学会への発表件数を

資料４－２－②－３に示す。平成18年度では延べ83件あり、専攻科生１人１件の割合となっている。

これらのことから、準学士課程及び専攻科課程ともアドミッションポリシーに沿った資質を有する学

生の受入ができていることがわかる。 

 

 

 

 

 

（次頁へ続く）

（資料４－２－②－１）
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（出典：平成１８年度第７回教員会議資料） 

 

 

 

                               （資料４－２－②－２） 

       平成１８年度休退学者資料 

課程 学年 学科(専攻) 人数 休退学者 原級者 

機械 41 0 0 

電気電子システム 42 0 0 

電子制御 42 0 0 

物質 42 1 1 

環境都市 42 0 0 

1 

小計 209 1 1 

機械 44 0 0 

電気電子システム 43 2 4 

電子制御 44 1 5 

物質 42 0 2 

環境都市 42 1 2 

準 
 

学 
 

士 
 

課 
 

程 2 

小計 215 4 13 

（次頁へ続く）

（資料４－２－②－１ 続き）
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機械 47 0 4 

電気電子システム 47 2 2 

電子制御 40 0 3 

物質 42 0 0 

環境都市 45 0 2 

3 

小計 221 2 11 

機械 47 1 6 

電気電子システム 44 0 0 

電子制御 45 0 2 

物質 49 6 8 

環境都市 44 1 4 

4 

小計 229 8 20 

機械 42 0 1 

電気電子システム 39 0 0 

電子制御 39 2 2 

物質 44 0 0 

環境都市 42 0 0 

5 

小計 206 2 3 

 

計 1080 17 48 

電子機械システム工学 18 1  

物質工学 6 0  

環境都市工学 11 1  
1 

小計 35 2  

電子機械システム工学 17 1  

物質工学 10 0  

環境都市工学 11 0  
2 

小計 38 1  

専
攻
科
課
程 

計 73 3  

                           （出典：学生課資料） 

 

                               （資料４－２－②－３） 

     専攻科課程学会発表件数（平成１６，１７，１８年度） 

年度 専攻 人数 発表件数 

電子機械システム工学 １２ ３３ 

物質工学 ７ ２３ 

環境都市工学 １１ ２７ 
１８ 

計 ３０ ８３ 

１７ 電子機械システム工学 １４ ３９ 

（次頁へ続く） 

（資料４－２－②－２ 続き）
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物質工学 ３ ５ 

環境都市工学 ４ １４ 

 

計 ２１ ５８ 

電子機械システム工学 １０ ３６ 

物質工学 ２ ３ 

環境都市工学 ８ ３９ 
１６ 

計 ２０ ７８ 

（出典：専攻科特別研究発表要旨集抜粋） 

 

 そして、さらなるアドミッションポリシーにかなった学生を入学させるために、従来、面接評価を

ABCの３段階評価から10点満点の面接評価点に変更し、選抜試験合計点に組み入れる等の入学者選抜

に対する改善を行っている（資料４－２－②－４）。 

 

（資料４－２－②－４） 

 

平成１８年度 第３回教務委員会議事要録 

 

日  時 平成１８年６月７日（水） １６：２０～１９：２０ 

場  所 第２会議室 

出 席 者 粟野委員長、田中（聡）、河田、田﨑、佐藤(直)（松永委員の代理）、大石、田口、梅田、 

尾上、学生課長の各委員 ※菅原委員は欠席 

 

配布資料 

    資料１ 平成１８年度 教務委員会メモ（第３回、2006.6.7） 

 資料２ 平成１９年度第４学年編入学者選抜方法・選抜基準（案） 

 資料３ 平成１９年度第４学年編入学試験問題作成・採点委員及び問題検討委員の推薦依頼 

議  題 

１ 平成１９年度第４学年編入学者選抜方法・選抜基準（案）について 

    委員長及び事務から資料２に基づき、次のとおりの説明があった。 

① 「第４学年編入学試験要項申合せ(H14.12.5改正 教務委員会)」を他の入試の取り扱いと同様に 

選抜方法・選抜基準として制定すること。 

② 面接の評価について、従来Ａ，Ｂ，Ｃの３段階評価としていたものを10点満点の面接評点に変更し、 

合計260点満点の評点で合格者を決定する。ただし、面接評点が４点以下の場合は不合格とすること。 

この説明を受け、審議の結果、案の一部を以下のとおり変更することとし、その他については原案 

どおり承認し、「第４学年編入学試験要項申合せ(H14.12.5改正 教務委員会)」は廃止することとした。 

   ・「学力検査による選抜」の「（５）面接の方法」の次に以下を加える。 

  （６）学力検査問題 

①�  数学、英語は、全学科共通とする。 

②�  専門科目は、学科毎に作成する。 

③ 学力検査の出題範囲については、別に定める。 
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  ・「学力検査の方法」を（７）とし、②を次のとおりとする。 

    ②学力検査の時間については、別に定める。 

  ・「選抜基準」を（８）とする。 

 なお、委員長から、面接評点が10点満点であることに対し、再考を求める声があれば次年度に向けて 

検討したい旨の説明があった。 

 

（出典：平成１８年度第３回教務委員会議事録） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 アドミッションポリシーに沿った学生の受入は、入試結果と入学者の学業成績に関する分析、原級

者、休退学者数、学会発表件数等からなされていることがわかる。また、よりよい入学者選抜の方法

のために、例えば、前述した面接評点に関する変更など、入試データや学業成績の分析、学業の実態

データ等を参考にした改善を図っている。 

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 資料４－３－①－１に新入学者数（準学士課程１学年、専攻科課程１学年）を含めた平成18年度の

準学士課程及び専攻科課程の定員と現員を示す。準学士課程では、編入学生及び外国人留学生を含め

ても定員を大幅に超える、又は大幅に下回る状況にはなっていない。専攻科課程において、１学年で

は定員20名に対して現員35名、２学年では定員20名に対して38名と定員に対してそれぞれ1.75倍、

1.9倍の現員となっているが、教職員数に比べて専攻科の定員は１学年20名と少ないため、教育・研

究に支障はでていない。また、このような実態から、本校の中期計画では専攻科定員を現在の1.5倍

の定員（30名）となるよう努力することが唱われている。 

 

（資料４－３－①－１） 

（出典：平成１８年度学校要覧 p.36） 

（資料４－２－②－４ 続き）
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（分析結果とその根拠理由）  

 平成18年度において、準学士課程の総定員1,000名に対して現員が1,080名、第１学年（入学者）定

員200名に対して現員が209名と、入学定員を大幅に超える、又は大幅に下回る状況にはなっておらず

適性である。これに対して、専攻科課程では総定員40名に対して現員73名、第１学年（入学者）定員

20名に対して35名であった。しかし、本校教職員数に比べ入学定員が元々少ないため、専攻科入学学

生に対しての教育・研究には支障はない。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 入学者受入方針（アドミッションポリシー）が準学士課程入学者選抜、専攻科課程入学者選抜及び

編入学選抜において明確に定められており、入学者募集要項や長岡高専Webサイトをとおして広く社

会に公表されている。また、アドミッションポリシーに対する本校教職員の周知度は非常に高く、入

学者選抜に関する意識の高さが感じられた。 

 学力選抜は「総合的能力の高いものがアドミッションポリシーにかなった者」という考え方を基本

に選抜し、特別推薦選抜では、科学、発明、工作等の受賞者でその内容についてのプレゼンテーショ

ンを課すなどしてアドミッションポリシーにかなった者を選抜している。 

 また、入学者選抜に関する事項はおもに教務委員会で検討される。そこでの調査・分析は教員会議

等をとおして報告され、必要に応じて改善がなされている。 

 

 

（改善を要する点）  

 

 特になし。 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

 

 本校は教育の目的に沿って入学者選抜のアドミッションポリシーを準学士課程入学者選抜、専攻科

課程入学者選抜及び編入学選抜おいて明確に定めている。また、その内容は、長岡高専Webサイトや

募集要項等に掲載され、本校教職員はもとより本校を志望する学生を含め広く社会に公表されている。 

 準学士課程の入学者選抜には、推薦入学選抜（特別選抜、一般選抜）、学力選抜及び帰国子女特別

選抜、４学年編入学選抜があり、専攻科課程では推薦選抜、学力選抜及び社会人特別選抜がある。各

選抜試験においてアドミッションポリシーに沿った適切な選抜方法で学生に受入が行われている。 

 アドミッションポリシーに沿った学生の受入がなされているかの検証は、おもに教務委員会で行わ

れ、そこでの入学者選抜に関する調査、分析は教員会議等をとおして報告、周知されるとともに、必

要に応じて改善されている。 

 準学士課程の実入学者数は定員を大幅に超えてはいない。専攻科課程の実入学者は平成18年度で定

員の1.75倍となっているが、教職員数に比べ入学定員が少ないため、専攻科入学学生に対しての教育、

研究指導に支障はない。

 



長岡工業高等専門学校 基準５ 

基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程が体系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

（観点に係る状況） 

資料５－１－①－１の教育課程表別表第１及び２（一般科目、各学科別科目）に示す通り、基準１

で述べた本校の教育・学習目標（前出資料１－１－①－４：準学士課程）、及び学科ごとの到達目標

（前出資料１－１－①－５）に合致した授業科目が設定・配置されている。各学科の教育課程は原則

として、低学年で豊かな人間性と広い一般教養を身に付けるために、高等学校でも学習する内容を含

む一般科目を多く開講し、高学年では専門的知識を学び、それを実践する力を身に付けるために、専

門科目や実験・実習を多く開講している。主に３学年以下は、ほとんどの科目が必修科目となってお

り、理数英系科目のみならず国語、社会系科目も含めて一般教養的な基礎学力が身に付く編成となっ

ている。また、１学年において、学科ごとに専門分野に関する導入教育的な科目を配置し（資料５－

１－①－２）、専門に対する興味の持続と、後の専門科目の学習に対する動機付けを図っている。一

方、４学年以上では選択科目を多く取り入れ、学生の希望（興味）に応じた選択ができるようになっ

ている。専門科目は特に学科ごとの到達目標を達成できるよう、主要分野の基礎知識を習得するため

の科目、及びそれらの知識を駆使して実際に問題解決する力を養うための科目が適切に配置されてい

る。 

そして、資料５－１－①－３のように、準学士課程の学習・教育目標を達成するために必要な授業

科目の流れが学科別に明示されている。 

 

 - 65 -



長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－１－①－１） 

 

（次頁へ続く） 

（出典：平成19年度学生便覧、p.110） 
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（資料５－１－①－１ 続き） 

別表第２

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備　考
機械工学実験実習 10.5 3 3 1.5 3  
卒業研究 8 8

必修科目の開設単位数計 18.5 3 3 1.5 3 8
応用数学ⅠＡ 1 1
応用数学ⅠＢ 1 1
応用数学ⅡＡ 1 1 　
応用数学ⅡＢ 1 1
物理学ⅠＡ 1 1  
物理学ⅠＢ 1 1
物理学ⅡＡ 1 1  
物理学ⅡＢ 1 1
物理学実験 1.5 1.5  
物理学演習 1 1
機械工学概論 1 1  
総合製作 4 4
初等力学Ａ 1 1 　
初等力学Ｂ 1 1
材料科学Ⅰ 1 1
材料科学Ⅱ 2 2 ※
材料力学ⅠＡ 1 1
材料力学ⅠＢ 2 2 ※
熱力学A 1 1
熱力学B 2 2 ※
流体力学ⅠA 1 1
流体力学ⅠB 2 2 ※
機械力学 2 2 ※
計測工学 2 2
制御工学A 1 1
制御工学B 2 2 ※
機械工作法 2 2
機構学 1 1
機械要素 1 1  
機械設計学 2 2 ※
設計製図 5 2 3
電気回路 2 2
基礎情報処理 2 2  
情報処理 2 　 2 　
情報処理演習 1 1
科学英語演習 2 2 ※
論文輪講 2 2 ※

履修単位科目の単位数計 40.5 3 6 17 10.5 4
学修単位科目の単位数計 18 0 0 0 12 6

必履修科目の開設単位数合計 58.5 3 6 17 22.5 10
材料組織学 1 1
材料強度学 1 1
材料力学Ⅱ 1 1
伝熱工学 1 1
流体力学Ⅱ 1 1
設計演習 1.5 1.5
ＣＡＤ／ＣＡＭ 1.5 1.5
メカトロニクス 1 1
精密加工 1 1
電子回路Ⅰ 1 1
電子回路Ⅱ 1 1
数値解析法 1 1
機械基礎工学 1 1
企業実習Ⅰ 1 1
企業実習Ⅱ 2 2

履修単位科目の単位数計 17 0 0 0 7.5 9.5
学修単位科目の単位数計 0 0 0 0 0 0

選択科目の開設単位数合計 17 0 0 0 7.5 9.5
76 6 9 18.5 21 21.5
18 0 0 0 12 6
94 6 9 18.5 33 27.5

82以上 6 9 18.5 27.5以上 21以上

　　　　　　　　　　専　　　門　　　科　　　目

授業科目

ア　機　械　工　学　科　　

必
修
科
目

必
　
　
履
　
　
修
　
　
科
　
　
目

備考欄に※印のある科目：１単位あたり、15時間の講義と30時間の自学自習を必要とする「学修単位科目」
それ以外の科目：30単位時間の履修をもって１単位とする「履修単位科目」

学修単位科目の単位数合計
履修単位科目の単位数合計

Ⅰ・Ⅱのどちらかを選択

修得単位数の合計

選
　
　
択
　
　
科
　
　
目

開設単位合計

 

（次頁へ続く）

（出典：平成19年度学生便覧、p.113） 
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（資料５－１－①－１ 続き） 

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備　考
ものづくり技術実習Ⅰ 2 2
ものづくり技術実習Ⅱ 3 3
電気電子システム工学実験Ⅰ 4 4
電気電子システム工学実験Ⅱ 4 4
電気電子システム工学実験Ⅲ 2 2
創造研究 1 1  
卒業研究 8  8

開設単位計 24 2 3 4 5 10
応用数学ⅠＡ 1 1 　
応用数学ⅠＢ 1 1
応用数学ⅡＡ 1 1
応用数学ⅡＢ 1 1
物理学ⅠＡ 1 1
物理学ⅠＢ 1 1
物理学ⅡＡ 1 1
物理学ⅡＢ 1 1
物理学実験 1.5 1.5
電気電子工学基礎 1 1
電気電子理論Ⅰ 2 2
電気電子理論Ⅱ 2 2
電気電子理論演習Ⅰ 2 2
電気電子理論演習Ⅱ 4 4
基礎情報処理 2 2
プログラミング 2 2
プログラミング演習 2 2
電子計算機 2 2
システム基礎 1 1
電気電子計測 2 2
電気英語 2 2
電気回路Ⅰ 2 2
電気回路ⅡＡ 1 1
電気回路ⅡＢ 1 1
電子回路Ａ 1 1
電子回路Ｂ 1 1
デジタル回路Ａ 1 1
デジタル回路Ｂ 1 1
電磁気学Ａ 1 1
電磁気学Ｂ 1 1
光波工学Ａ 1 1
光波工学Ｂ 1 1
電気電子工学演習Ⅰ 1 1
電気電子工学演習Ⅱ 1 1
応用プログラミングA 2 2 ※

履修単位科目の単位数計 47.5 3 6 17 12.5 9
学修単位科目の単位数計 2 0 0 0 2 0

必履修科目の開設単位数合計 49.5 3 6 17 14.5 9
応用プログラミングＢ 2 2 ※
デジタル信号処理 2 2 ※
電気電子材料Ａ 1 1
電気電子材料Ｂ 1 1
電気機器Ａ 1 1
電気機器Ｂ 1 1
電力システム工学 2 2 ※
企業実習Ⅰ 1 1
企業実習Ⅱ 2 2
電気電子応用工学 2 2 ※
電子デバイス 2 2 ※
計算機システム 2 2 ※
通信工学Ａ 1 1
通信工学Ｂ 1 1
システム制御工学Ａ 1 1
システム制御工学Ｂ 1 1
パワーエレクトロニクス 2 2 ※
エネルギー工学 2 2 ※
電気電子設計 2 2 ※

履修単位科目の単位数計 9 5 4
学修単位科目の単位数計 18 6 12

選択科目の開設単位数合計 26 12 14
80.5 5 9 21 22.5 23
20 0 0 0 8 12

97.5 5 9 21 30.5 35
82以上 5 9 21 23以上 24以上

　　イ　　電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科　

必
修
科
目

修得単位数の合計

 
選
　
択
　
科
　
目

開設単位合計

必
履
修
科
目

履修単位科目の単位数合計
学修単位科目の単位数合計

Ⅰ・Ⅱのどちらかを選択

備考欄に※印のある科目：１単位あたり、15時間の講義と30時間の自学自習を必要とする「学修単位科目」
それ以外の科目：30単位時間の履修をもって１単位とする「履修単位科目」

　授　　　業　　　科　　　目

 

（次頁へ続く） 

（出典：平成19年度学生便覧、p.118）
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単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備　考
電子制御工学実験Ⅰ 3 3
電子制御工学実験Ⅱ 3 3
電子制御工学実験Ⅲ 4 4
電子制御工学実験Ⅳ 4 4
卒業研究 11 11

開設単位計 25 3 3 4 4 11
数理演習Ⅰ 1 1
数理演習Ⅱ 1 1
応用数学ⅠＡ 1 1
応用数学ⅠＢ 1 1
応用数学ⅡＡ 1 1
応用数学ⅡＢ 1 1
物理学ⅠＡ 1 1
物理学ⅠＢ 1 1
物理学ⅡＡ 1 1
物理学ⅡＢ 1 1
物理学実験 1.5 1.5
基礎情報処理 2 2
情報処理 2 2
計算機システム 2 2
制御工学Ａ 2 2 ※
制御工学Ｂ 2 2 ※
工業数学Ａ 1 1
工業数学Ｂ 1 1
計測システム工学 2 2 ※
基礎力学 1 1
機械力学Ⅰ 1 1
機械力学Ⅱ 1 1
ディジタル工学基礎 2 2
ディジタル論理回路 2 2
機械創造学ⅠＡ 1 1
機械創造学ⅠＢ 1 1
機械創造学Ⅱ 1 1
メカトロニクス 2 2
電気電子基礎 1 1
電気回路Ⅰ 2 2
電気回路ⅡＡ 1 1
電気回路ⅡＢ 2 2 ※
電子回路ⅠＡ 1 1
電子回路ⅠＢ 1 1
電子回路Ⅱ 2 2 ※
電磁気学ⅠＡ 1 1
電磁気学ⅠＢ 1 1
電磁気学ⅡＡ 1 1
電磁気学ⅡＢ 1 1
電子制御ゼミナール 1 1

履修単位科目の単位数計 42.5 5 7 16 10.5 4
学修単位科目の単位数計 10 0 0 0 8 2

必履修科目の開設単位数合計 52.5 5 7 16 18.5 6
プログラミング演習Ⅰ 1 1
プログラミング演習Ⅱ 1 1
電子デバイス工学 1 1
線形制御 2 2 ※
計算機援用設計 1 1
センサー工学 2 2 ※
数値解析 2 2 ※
アルゴリズムとデータ構造 1 1
ロボット工学 2 2 ※
熱力学Ⅰ 1 1
熱力学Ⅱ 1 1
流体力学 1 1
材料力学A 1 1
材料力学B 1 1
データ通信工学 1 1
コンピュータネットワーク 1 1
ネットワークプログラミング 2 2 ※
科学英語 1 1
離散数学 1 1
プログラミング演習Ⅰ 1 1
プログラミング演習Ⅲ 1 1
プログラミング演習Ⅳ 1 1
企業実習Ⅰ 1 1
企業実習Ⅱ 2 2
電子制御基礎工学 1 1

履修単位科目の単位数計 21 0 0 2 9 10
学修単位科目の単位数計 10 0 0 0 2 8

選択科目の開設単位数合計 31 0 0 2 11 18
88.5 8 10 22 23.5 25
20 0 0 0 10 10

108.5 8 10 22 33.5 35
82以上 8 10 20以上 23.5以上 21.5以上

備考欄に※印のある科目：１単位あたり、15時間の講義と30時間の自学自習を必要とする「学修単位科目」
それ以外の科目：30単位時間の履修をもって１単位とする「履修単位科目」

履修単位科目の単位数合計
学修単位科目の単位数合計

開設単位合計
修得単位数の合計

選
　
択
　
科
　
目

Ⅰ・Ⅱのどちらかを選択

Ⅰ・Ⅱのどちらかを選択

ウ　　電 子 制 御 工 学 科

授　業　科　目

必
修
科
目

必
　
履
　
修
　
科
　
目

 

 

 

（次頁へ続く） 

（出典：平成19年度学生便覧、p.122） 



長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－１－①－１ 続き） 

単位数 1年 2年 3年 4年 5年 備　　　　考
創造実験 2 2
材料化学実験 4 4 材料工学コース
応用生物化学実験 4 4 生物応用コース
物質工学実験 12 1 2 5 2 2
卒業研究 10 10

開設単位計 32 1 2 5 12 12
応用数学ⅠＡ 1 1
応用数学ⅠＢ 1 1
応用数学Ⅱ 2 1 1
物理学ⅠＡ 1 1
物理学ⅠＢ 1 1
物理学ⅡＡ 1 1
物理学ⅡＢ 1 1
物理学実験 1.5 1.5
基礎情報処理 2 2
情報処理Ⅰ 1 1
情報処理Ⅱ 1 1
情報処理Ⅲ 1 1
物質工学概論 2 2
分析化学 2 2
基礎工学演習Ⅰ 1 1
基礎工学演習Ⅱ 1 1
基礎工学演習Ⅲ 1 1
基礎工学演習Ⅳ 1 1
無機化学ⅠＡ 2 2
無機化学ⅠＢ 1 1
無機化学Ⅱ 2 2 ※
有機化学ⅠＡ 2 2
有機化学ⅠＢ 1 1
有機化学Ⅱ 2 2 ※
物理化学Ⅰ 2 2
物理化学Ⅱ 2 2 ※
化学工学Ａ 2 2 ※
化学工学Ｂ 2 2 ※
基礎生物工学 2 2
生物化学Ⅰ 2 2
生物化学Ⅱ 1 1
反応工学 2 2 ※
高分子化学 1 1
機器分析 2 2 ※
化学システム制御 1 1
食品化学 1 1
化学・工業英語Ⅰ 1 1
化学・工業英語Ⅱ 1 1
論文輪講 1 1
レポート作成法 1 1

履修単位科目の単位数計 42.5 5 7 14 10.5 6
学修単位科目の単位数計 14 0 0 0 8 6

必履修科目の開設単位数合計 56.5 5 7 14 18.5 12
材料物理化学 1 1
無機材料工学 1 1
有機プロセス化学 1 1
高分子物性 1 1
コース別必履修科目（履修単位科

目）の開設単位数計
4 2 2

分子生物学 1 1
応用微生物学 1 1
生物有機化学 1 1
生体触媒工学 1 1
コース別必履修科目（履修単位科

目）の開設単位数計
4 2 2

企業実習Ⅰ 1 1
企業実習Ⅱ 2 2
化学基礎工学Ⅰ 1 1
化学基礎工学Ⅱ 1 1
構造解析学Ⅰ 1 1
構造解析学Ⅱ 1 1
食品製造工学 1 1
環境化学 1 1
品質管理 1 1

履修単位科目の単位数計 10 0 0 0 5 5
学修単位科目の単位数計 0 0 0 0 0 0

選択科目の開設単位数合計 10 0 0 0 5 5
60.5 5 7 14 19.5 15
14 0 0 0 8 6

106.5 6 9 19 39.5 33
82以上 6 9 19 28.5以上 26以上

エ　　物　質　工　学　科　

必
　
履
　
修
　
科
　
目
　
共
　
通

コ
ー

ス
必
履
修
科
目

材
料
工
学

生
物
応
用

必
修
科
目
共
通

授業科目

備考欄に※印のある科目：１単位あたり、15時間の講義と30時間の自学自習を必要とする「学修単位科目」
それ以外の科目：30単位時間の履修をもって１単位とする「履修単位科目」

Ⅰ・Ⅱのどちらかを選択

開設単位合計
修得単位数の合計

選
択
科
目
共
通

履修単位科目の単位数合計
学修単位科目の単位数合計

 

（次頁へ続く）

（出典：平成19年度学生便覧、p.131） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

 

（資料５－１－①－１ 続き） 

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 備　　　考

創造演習 2 2

環境都市工学の基礎(1) 2 2

環境都市工学の基礎(2) 2 2

測量学実習(1) 2 2

測量学実習(2) 1 1

環境都市工学設計製図(1) 2 2

環境都市工学設計製図(2) 1 1

環境都市工学演習(2) 1 1

環境都市工学実験(1) 2 2

環境都市工学実験(2) 2 2

卒業研究 10 10

開設単位計 27 6 2 6 13

応用数学Ⅰ 2 2

応用数学Ⅱ 2 2

物理学Ⅰ 2 2

物理学Ⅱ 2 2

物理学実験 1.5 1.5

基礎情報処理 2 2

環境都市概論 2 2

地球と環境 1 1

強さと形 1 1

測量学(1) 2 2

プログラミングの基礎（1） 1 1

プログラミングの基礎（2） 1 1

建設材料 2 2

測量学(2) 2 2

構造力学(1) 1 1

水理学(1) 1 1

水理学(2) 1 1

水理学演習 1 1

鉄筋コンクリート工学(1) 1 1

鉄筋コンクリート工学(2) 1 1

水化学 1 1

地球科学 1 1

環境都市工学製図 1 1

環境都市工学演習（１ａ) 1 1

力学の基礎 2 2

水工学の基礎 1 1

土の基礎 1 1

工学演習 1 1

力学演習 1 1

構造力学(2) 1 1

構造力学(3) 1 1

構造力学演習 1 1

計画学 1 1

環境都市工学演習(1b) 1 1

地盤工学（1） 1 1

地盤工学（2） 1 1

衛生工学 1 1

水環境 1 1

情報処理(1) 1 1

情報処理(2) 1 1

都市計画(1) 1 1

都市計画(2) 1 1

防災計画 1 1

科学技術英語 1 1

環境工学(1) 1 1

環境工学(2) 1 1

オ　　環　境　都　市　工　学　科

授　業　科　目

必
　
　
履
　
　
修
　
　
科
　
　
目

必
修
科
目

開設単位計 56.5 6 4 14 21.5 11  

企業実習Ⅰ 1 1

企業実習Ⅱ 2 2

環境都市工学概論 1 1

建築学概論 1 1

地盤工学演習 1 1

環境水理学 1 1

交通工学 1 1

景観工学 1 1

建設マネージメント 2 2

応用測量学 1 1

河川工学 1 1

開設単位計 13 4 9

96.5 6 10 16 31.5 33

82以上 6 10 16 27.5以上 24以上修得単位数の合計

開設単位合計

選
択
科
目

Ⅰ・Ⅱのどちらかを選択

 

 

（次頁へ続く） 

（出典：平成19年度学生便覧、p.137） 
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（資料５－１－①－２） 
 

学科 科目名 

機械工学科 機械工学概論 

電気電子システム工学科 電気電子工学基礎 

電子制御工学科 機械創造学 

物質工学科 物質工学概論 

環境都市工学科 環境都市概論 

 

（出典：教育課程表から抽出） 



長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－１－①－３） 
 

法
学

（○
）

経
済

学
Ａ

（○
）

経
済

学
Ｂ

（○
）

 
歴

史
学

Ⅰ
（○

）
哲

学
Ａ

（○
）

哲
学

Ｂ
（○

）
 

社
会

学
（○

）
歴

史
学

Ⅱ
Ａ

（○
）

歴
史

学
Ⅱ

Ｂ
（○

）
 

文
学

Ⅰ
（○

）
文

学
Ⅱ

Ａ
（○

）
文

学
Ⅱ

Ｂ
（○

）
地

学
（○

）
生

物
学

（○
）

国
語

（◎
）

 

基
礎

数
学

A
（◎

）
基

礎
数

学
B

（◎
）

応
用

数
学

Ⅰ
A

（◎
）

応
用

数
学

Ⅰ
B

（◎
）

応
用

数
学

Ⅱ
A

（◎
）

応
用

数
学

Ⅱ
B

（◎
）

統
計

学
（◎

）

初
等

力
学

A
（◎

）
初

等
力

学
B

（◎
）

物
理

学
Ⅰ

A
（◎

）
物

理
学

Ⅰ
B

（◎
）

物
理

学
Ⅱ

A
（◎

）
物

理
学

Ⅱ
B

（◎
）

物
理

学
実

験
（◎

）
物

理
学

演
習

機
械

工
学

概
論

（◎
）

材
料

科
学

Ⅰ
（◎

）
材

料
科

学
Ⅱ

（◎
）

制
御

工
学

A
（◎

）
制

御
工

学
B

（◎
）

電
子

回
路

Ⅰ
（◎

）
電

子
回

路
Ⅱ

（◎
）

情
報

処
理

演
習

（◎
）

数
値

解
析

法
（◎

）

材
料

組
織

学
（◎

）
材

料
強

度
学

（◎
）

材
料

力
学

Ⅰ
A

（◎
）

材
料

力
学

Ⅰ
B

（◎
）

材
料

力
学

Ⅱ
（◎

）
熱

力
学

A
（◎

）
熱

力
学

B
（◎

）
伝

熱
工

学
（◎

）
流

体
力

学
Ⅰ

A
（◎

）
流

体
力

学
Ⅰ

B
（◎

）
流

体
力

学
Ⅱ

（◎
）

機
械

力
学

(◎
)

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
(◎

)
　

精
密

加
工

(◎
)

機
構

学
（◎

）
機

械
要

素
（◎

）
機

械
設

計
学

（◎
）

設
計

演
習

(◎
)

C
A

D
/C

A
M

(◎
）

 
科

学
英

語
演

習
(◎

)
論

文
輪

講
（◎

）

機
械

工
学

実
験

実
習

(◎
)

企
業

実
習

Ⅰ
（◎

）
企

業
実

習
Ⅱ

（◎
）

保
健

・体
育

（○
）

科
目

名
の

後
ろ

に
付

い
て

い
る

◎
や

○
の

意
味

は
：

◎
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「主
体

的
」に

関
与

す
る

科
目

○
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「付
随

的
」に

関
与

す
る

科
目

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
特

講
（◎

）
オ

ー
ラ

ル
・コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（◎
）

オ
ー

ラ
ル

・コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（◎

）
オ

ー
ラ

ル
・コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（◎
）

（G
)

地
域

の
産

業
と

社
会

に
連

携
し

，
時

代
の

要
請

に
応

え
ら

れ
る

実
践

力
の

あ
る

技
術

者
の

養
成

。

多
面

的
思

考
力

と
計

画
力

を
も

ち
，

課
題

の
解

決
と

技
術

の
開

発
を

実
行

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

自
発

的
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

，
継

続
的

に
自

己
啓

発
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ｅ
）

（F
)

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
授

業
科

目
の

流
れ

　
（機

械
工

学
科

）　
(平

成
19

年
度

入
学

者
用

）

（Ｃ
）

早
期

技
術

者
教

育
の

特
長

を
生

か
し

，
科

学
と

技
術

の
基

礎
を

身
に

つ
け

た
，

健
全

で
創

造
性

ゆ
た

か
な

技
術

者
の

育
成

。

独
語

Ⅰ
（◎

）
（Ｂ

）

す
ぐ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野
を

も
ち

，
多

様
な

価
値

観
を

理
解

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

後
期

前
期

韓
国

語
（◎

）

学
習

・教
育

目
標

学
科

５
学

年

英
語

特
講

(A
)（

◎
）

中
国

語
（◎

）
英

語
特

講
（B

)（
◎

）

前
期

英
語

（A
）（

◎
）

英
語

（B
）（

◎
）

英
語

（C
）（

◎
）

独
語

Ⅱ
（◎

）

（D
)

工
学

の
専

門
知

識
と

も
の

づ
くり

の
ス

キ
ル

を
か

ね
備

え
，

情
報

技
術

を
駆

使
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ａ
）

人
類

の
福

祉
と

地
球

環
境

に
配

慮
で

き
る

人
間

性
と

倫
理

観
を

も
っ

た
技

術
者

の
育

成
。

微
分

積
分

Ⅰ
（◎

）

美
術

（○
）

英
語

Ⅰ
（◎

）
英

語
Ⅰ

（◎
）

国
語

（◎
）

国
語

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

歴
史

（○
）

現
代

社
会

（○
）

現
代

社
会

（○
）

生
物

（○
）

化
学

（○
）

化
学

（○
）

英
語

Ⅱ
（◎

）
英

語
Ⅱ

（◎
）

音
楽

（○
）

卒
業

研
究

（○
）

卒
業

研
究

（○
）

卒
業

研
究

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

学
科

４
学

年

英
語

Ⅲ
（◎

）

後
期

総
合

製
作

（◎
）

微
分

積
分

Ⅱ
（◎

）

英
語

Ⅰ
（◎

）

後
期

前
期

学
科

３
学

年

国
語

（◎
）

歴
史

（○
）

学
科

２
学

年
前

期
後

期
学

科
１

学
年

前
期

後
期

課
題

数
学

（◎
）

代
数

幾
何

（◎
）

確
率

（◎
）

保
健

・体
育

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

機
械

工
学

実
験

実
習

(◎
)

機
械

工
学

実
験

実
習

(◎
)

基
礎

情
報

処
理

（◎
）

情
報

処
理

（◎
）

保
健

・体
育

（○
）

物
理

（◎
）

物
理

（◎
）

物
理

演
習

（◎
）

設
計

製
図

（◎
）

電
気

回
路

（◎
）

計
測

工
学

（◎
）

機
械

工
作

法
（◎

）

機
械

工
学

実
験

実
習

(◎
)

設
計

製
図

（◎
）

 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－１－①－３ 続き） 
 

法
学

（○
）

経
済

学
Ａ

（○
）

経
済

学
Ｂ

（○
）

 
歴

史
学

Ⅰ
（○

）
哲

学
Ａ

（○
）

哲
学

Ｂ
（○

）
 

社
会

学
（○

）
歴

史
学

Ⅱ
Ａ

（○
）

歴
史

学
Ⅱ

Ｂ
（○

）
 

文
学

Ⅰ
（○

）
文

学
Ⅱ

Ａ
（○

）
文

学
Ⅱ

Ｂ
（○

）

国
語

（◎
）

 

基
礎

数
学

A
（◎

）
基

礎
数

学
B

（◎
）

応
用

数
学

Ⅰ
A

（◎
）

応
用

数
学

Ⅰ
B

（◎
）

応
用

数
学

Ⅱ
A

（◎
）

応
用

数
学

Ⅱ
B

（◎
）

統
計

学
（◎

）
物

理
学

実
験

（◎
）

物
理

学
Ⅱ

A
（◎

）
物

理
学

Ⅱ
B

（◎
）

シ
ス

テ
ム

制
御

工
学

A
（◎

）
シ

ス
テ

ム
制

御
工

学
B

（◎
）

応
用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
A

（◎
）

応
用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
B

（◎
）

デ
ジ

タ
ル

回
路

A
（◎

）
デ

ジ
タ

ル
回

路
B

（◎
）

電
気

電
子

材
料

A
（◎

）
電

気
電

子
材

料
B

（◎
）

物
理

学
Ⅰ

A
（◎

）
物

理
学

Ⅰ
B

（◎
）

電
気

電
子

工
学

基
礎

（◎
）

シ
ス

テ
ム

基
礎

(◎
)

電
気

電
子

工
学

演
習

Ⅰ
（◎

）
電

気
電

子
工

学
演

習
Ⅱ

（◎
）

電
気

電
子

応
用

工
学

（◎
）

電
磁

気
学

A
（◎

）
電

磁
気

学
B

（◎
）

光
波

工
学

A
（◎

）
光

波
工

学
B

（◎
）

電
気

回
路

Ⅱ
A

（◎
）

電
気

回
路

Ⅱ
B

（◎
）

電
子

回
路

A
（◎

）
電

子
回

路
B

（◎
）

電
子

デ
バ

イ
ス

（◎
）

 
デ

ジ
タ

ル
信

号
処

理
（◎

）
通

信
工

学
A

（◎
）

通
信

工
学

B
（◎

）
計

算
機

シ
ス

テ
ム

（◎
）

電
力

シ
ス

テ
ム

工
学

（◎
）

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
（◎

）

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
（◎

）
電

気
機

器
A

（◎
）

電
気

機
器

B
（◎

）
電

気
電

子
設

計
（◎

）

　

 
 

 
 

電
気

電
子

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅲ
（◎

）

創
造

研
究

（○
）

企
業

実
習

（◎
）

創
造

研
究

（◎
）

保
健

・体
育

（○
）

科
目

名
の

後
ろ

に
付

い
て

い
る

◎
や

○
の

意
味

は
：

◎
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「主
体

的
」に

関
与

す
る

科
目

○
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「付
随

的
」に

関
与

す
る

科
目

保
健

・体
育

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

微
分

積
分

Ⅰ
（◎

）
微

分
積

分
Ⅱ

（◎
）

電
気

電
子

計
測

（◎
）

電
気

英
語

（◎
）

電
子

計
算

機
（◎

）

も
の

づ
く
り

技
術

実
習

Ⅱ
（◎

）
も

の
づ

く
り

技
術

実
習

Ⅰ
（◎

）

国
語

（◎
）

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
（◎

）

電
気

回
路

Ⅰ
（◎

）

オ
ー

ラ
ル

・コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（◎

）
オ

ー
ラ

ル
・コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（◎
）

オ
ー

ラ
ル

・コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（◎

）

電
気

電
子

理
論

Ⅰ
（◎

）
電

気
電

子
理

論
Ⅱ

（◎
）

電
気

電
子

理
論

演
習

Ⅰ
（◎

）
電

気
電

子
理

論
演

習
Ⅱ

（◎
）

現
代

社
会

（○
）

化
学

（○
）

化
学

（○
）

課
題

数
学

（◎
）

代
数

幾
何

（◎
）

美
術

（○
）

国
語

（◎
）

国
語

（◎
）

地
学

（○
）

生
物

（○
）

生
物

（○
）

音
楽

（○
）

英
語

Ⅱ
（◎

）
英

語
Ⅰ

（◎
）

英
語

Ⅰ
（◎

）
英

語
Ⅰ

（◎
）

電
気

電
子

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅰ
（◎

）

英
語

特
講

(A
)（

◎
）

英
語

特
講

（B
)（

◎
）

中
国

語
（◎

）
韓

国
語

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

卒
業

研
究

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

卒
業

研
究

（○
）

英
語

Ⅲ
（◎

）

卒
業

研
究

（○
）

電
気

電
子

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅱ
（◎

）

英
語

（B
）（

◎
）

英
語

（C
）（

◎
）

独
語

Ⅱ
（◎

）

保
健

・体
育

（○
）

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
授

業
科

目
の

流
れ

　
（電

気
電

子
シ

ス
テ

ム
工

学
科

）　
(平

成
19

年
度

入
学

者
用

)

（Ｃ
）

科
学

と
技

術
の

基
礎

知
識

早
期

技
術

者
教

育
の

特
長

を
生

か
し

，
科

学
と

技
術

の
基

礎
を

身
に

つ
け

た
，

健
全

で
創

造
性

ゆ
た

か
な

技
術

者
の

育
成

。

独
語

Ⅰ
（◎

）

学
習

・教
育

目
標

（Ｂ
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野

す
ぐ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野
を

も
ち

，
多

様
な

価
値

観
を

理
解

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

後
期

（G
)

継
続

的
自

己
啓

発

地
域

の
産

業
と

社
会

に
連

携
し

，
時

代
の

要
請

に
応

え
ら

れ
る

実
践

力
の

あ
る

技
術

者
の

養
成

。

多
面

的
思

考
力

と
計

画
力

を
も

ち
，

課
題

の
解

決
と

技
術

の
開

発
を

実
行

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

自
発

的
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

，
継

続
的

に
自

己
啓

発
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ｅ
）

課
題

解
決

と
技

術
開

発

（F
)

地
域

連
携

と
実

践
力

前
期

物
理

演
習

（◎
）

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
（◎

）

学
科

１
学

年

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
特

講
（◎

）

前
期

後
期

学
科

４
学

年
学

科
５

学
年

英
語

（A
）（

◎
）

（D
)

専
門

知
識

と
応

用
力

工
学

の
専

門
知

識
と

も
の

づ
く
り

の
ス

キ
ル

を
か

ね
備

え
，

情
報

技
術

を
駆

使
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

歴
史

（○
）

前
期

後
期

（Ａ
）

人
間

性
と

倫
理

観

人
類

の
福

祉
と

地
球

環
境

に
配

慮
で

き
る

人
間

性
と

倫
理

観
を

も
っ

た
技

術
者

の
育

成
。

現
代

社
会

（○
）

基
礎

情
報

処
理

（◎
）

英
語

Ⅱ
（◎

）

後
期

物
理

（◎
）

物
理

（◎
）

学
科

２
学

年
学

科
３

学
年

前
期

後
期

歴
史

（○
）

前
期

確
率

（◎
）

 
（次頁へ続く） 
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法
学

（○
）

経
済

学
A

（○
）

経
済

学
B

（○
）

 
歴

史
学

Ⅰ
（○

）
哲

学
A

(○
)

哲
学

B
(○

)
 

社
会

学
（○

）
歴

史
学

Ⅱ
A

（○
）

歴
史

学
Ⅱ

B
（○

）
 

文
学

Ⅰ
（○

）
文

学
Ⅱ

A
（○

）
文

学
Ⅱ

B
（○

）

国
語

（◎
）

 

基
礎

数
学

A
（◎

）
基

礎
数

学
B

（◎
）

応
用

数
学

Ⅰ
A

（◎
）

応
用

数
学

Ⅰ
B

（◎
）

応
用

数
学

Ⅱ
A

（◎
）

応
用

数
学

Ⅱ
Ｂ

（◎
）

統
計

学
（◎

）
数

理
演

習
Ⅱ

(◎
)

工
業

数
学

A
(◎

)
工

業
数

学
B

(◎
)

物
理

学
Ⅰ

A
(◎

)
物

理
学

Ⅰ
Ｂ

(◎
)

物
理

学
Ⅱ

A
(◎

)
物

理
学

Ⅱ
Ｂ

(◎
)

物
理

演
習

(◎
)

物
理

学
実

験
(◎

)

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅰ

or
Ⅱ

(◎
)

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅰ

or
Ⅲ

(◎
)

デ
ー

タ
通

信
工

学
（◎

）

基
礎

力
学

(◎
)

電
子

制
御

基
礎

工
学

(◎
)

電
子

デ
バ

イ
ス

工
学

（◎
）

制
御

工
学

A
（◎

）

流
体

力
学

（◎
）

材
料

力
学

A
（◎

）
材

料
力

学
B

（◎
）

機
械

力
学

Ⅰ
（◎

）
機

械
力

学
Ⅱ

（◎
）

熱
力

学
Ⅰ

（◎
）

熱
力

学
Ⅱ

（◎
）

機
械

創
造

学
Ⅰ

A
（◎

）
機

械
創

造
学

Ⅰ
B

（◎
）

機
械

創
造

学
Ⅱ

（◎
）

制
御

工
学

B
（◎

）
線

形
制

御
（◎

）
計

算
機

援
用

設
計

（◎
）

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

（◎
）

電
気

電
子

基
礎

（◎
）

電
気

回
路

Ⅱ
A

（◎
）

電
気

回
路

Ⅱ
B

（◎
）

計
測

シ
ス

テ
ム

工
学

（◎
）

電
子

回
路

Ⅰ
A

（◎
）

電
子

回
路

Ⅰ
B

（◎
）

電
子

回
路

Ⅱ
（◎

）
セ

ン
サ

ー
工

学
（◎

）
電

磁
気

学
Ⅰ

A
（◎

）
電

磁
気

学
Ⅰ

B
（◎

）
電

磁
気

学
Ⅱ

A
（◎

）
電

磁
気

学
Ⅱ

B
（◎

）

数
値

解
析

（◎
）

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

と
デ

ー
タ

構
造

（◎
）

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（◎
）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
（◎

）
離

散
数

学
（◎

）
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

Ⅳ
(◎

)

電
子

制
御

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
(○

)
科

学
英

語
(◎

)

企
業

実
習

Ⅰ
(◎

)
企

業
実

習
Ⅱ

(◎
)

電
子

制
御

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
（◎

）

保
健

・体
育

（○
）

科
目

名
の

後
ろ

に
付

い
て

い
る

◎
や

○
の

意
味

は
：

◎
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「主
体

的
」に

関
与

す
る

科
目

○
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「付
随

的
」に

関
与

す
る

科
目

数
理

演
習

Ⅰ
(◎

)
課

題
数

学
（◎

）
微

分
積

分
Ⅰ

（◎
）

代
数

幾
何

（◎
）

物
理

(◎
)

物
理

(◎
)

微
分

積
分

Ⅱ
（◎

）
確

率
（◎

）

化
学

（○
）

オ
ー

ラ
ル

・コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（◎

）
オ

ー
ラ

ル
・コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（◎
）

英
語

特
講

（B
)（

◎
）

独
語

Ⅱ
（◎

）
オ

ー
ラ

ル
・コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（◎
）

英
語

特
講

(A
)（

◎
）

国
語

（◎
）

英
語

Ⅰ
（◎

）
英

語
Ⅱ

（◎
）

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
（◎

）

卒
業

研
究

(◎
)

卒
業

研
究

(○
)

卒
業

研
究

(○
)

電
子

制
御

工
学

実
験

Ⅳ
（○

）

卒
業

研
究

(○
)

電
子

制
御

工
学

実
験

Ⅳ
（◎

）

英
語

Ⅰ
（◎

）
英

語
Ⅱ

（◎
）

（D
)

専
門

知
識

と
応

用
力

電
気

回
路

Ⅰ
（◎

）

情
報

処
理

（◎
）

計
算

機
シ

ス
テ

ム
(◎

)

工
学

の
専

門
知

識
と

も
の

づ
くり

の
ス

キ
ル

を
か

ね
備

え
，

情
報

技
術

を
駆

使
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

電
子

制
御

工
学

実
験

Ⅰ
（◎

）
電

子
制

御
工

学
実

験
Ⅱ

（◎
）

電
子

制
御

工
学

実
験

Ⅲ
（◎

）

デ
ィ

ジ
タ

ル
工

学
基

礎
（◎

）
デ

ィ
ジ

タ
ル

論
理

回
路

（◎
）

（G
)

継
続

的
自

己
啓

発

地
域

の
産

業
と

社
会

に
連

携
し

，
時

代
の

要
請

に
応

え
ら

れ
る

実
践

力
の

あ
る

技
術

者
の

養
成

。

多
面

的
思

考
力

と
計

画
力

を
も

ち
，

課
題

の
解

決
と

技
術

の
開

発
を

実
行

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

自
発

的
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

，
継

続
的

に
自

己
啓

発
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ｅ
）

課
題

解
決

と
技

術
開

発

（F
)

地
域

連
携

と
実

践
力

保
健

・体
育

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
授

業
科

目
の

流
れ

　
（電

子
制

御
工

学
科

）　
（平

成
19

年
度

入
学

者
用

）

（Ｃ
）

科
学

と
技

術
の

基
礎

知
識

早
期

技
術

者
教

育
の

特
長

を
生

か
し

，
科

学
と

技
術

の
基

礎
を

身
に

つ
け

た
，

健
全

で
創

造
性

ゆ
た

か
な

技
術

者
の

育
成

。

独
語

Ⅰ
（◎

）

学
習

・教
育

目
標

（Ｂ
）

す
ぐ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野
を

も
ち

，
多

様
な

価
値

観
を

理
解

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

基
礎

情
報

処
理

（◎
）

英
語

（C
）（

◎
）

学
科

５
学

年
前

期

英
語

（B
）（

◎
）

後
期

英
語

（A
）（

◎
）

国
語

（◎
）

英
語

Ⅰ
（◎

）

卒
業

研
究

（○
）

韓
国

語
（◎

）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
特

講
（◎

）

中
国

語
（◎

）

前
期

後
期

英
語

Ⅲ
（◎

）

国
語

（◎
）

前
期

後
期

後
期

歴
史

（○
）

（Ａ
）

人
類

の
福

祉
と

地
球

環
境

に
配

慮
で

き
る

人
間

性
と

倫
理

観
を

も
っ

た
技

術
者

の
育

成
。

地
学

（○
）

生
物

（○
）

歴
史

（○
）

化
学

（○
）

現
代

社
会

（○
）

美
術

（○
）

音
楽

（○
）

生
物

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

学
科

１
学

年
学

科
２

学
年

学
科

３
学

年
前

期
後

期
前

期
学

科
４

学
年

現
代

社
会

（○
）
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法
学

（○
）

経
済

学
Ａ

（○
）

経
済

学
Ｂ

（○
）

 
歴

史
学

Ⅰ
（○

）
哲

学
Ａ

（○
）

哲
学

Ｂ
（○

）
 

社
会

学
（○

）
歴

史
学

Ⅱ
Ａ

（○
）

歴
史

学
Ⅱ

Ｂ
（○

）
 

文
学

Ⅰ
（○

）
文

学
Ⅱ

Ａ
（○

）
文

学
Ⅱ

Ｂ
（○

）

国
語

（◎
）

 

基
礎

数
学

A
（◎

）
基

礎
数

学
B

（◎
）

統
計

学
（◎

）
物

理
学

実
験

（◎
）

物
理

学
Ⅱ

A
（◎

）
物

理
学

Ⅱ
B

（◎
）

情
報

処
理

Ⅰ
（◎

）
情

報
処

理
Ⅱ

（◎
）

情
報

処
理

Ⅲ
（◎

）
化

学
シ

ス
テ

ム
制

御
(◎

)

生
物

化
学

Ⅱ
（◎

）
 

物
理

学
Ⅰ

A
（◎

）
物

理
学

Ⅰ
B

（◎
）

　
無

機
化

学
Ⅰ

A
（◎

）
無

機
化

学
Ⅰ

B
（◎

）
無

機
化

学
Ⅱ

（◎
）

無
機

材
料

工
学

（◎
）

基
礎

工
学

演
習

Ⅲ
（◎

）
　

　
レ

ポ
ー

ト
作

成
法

（◎
）

基
礎

工
学

演
習

Ⅰ
（◎

）
有

機
化

学
Ⅰ

A
（◎

）
有

機
化

学
Ⅰ

B
（◎

）
有

機
化

学
Ⅱ

（◎
）

　
有

機
プ

ロ
セ

ス
化

学
（◎

）
基

礎
工

学
演

習
Ⅱ

（◎
）

基
礎

工
学

演
習

Ⅳ
（◎

）
高

分
子

化
学

（◎
）

高
分

子
物

性
（◎

）
 

　
　

　
構

造
解

析
学

Ⅰ
（◎

）
構

造
解

析
学

Ⅱ
（◎

）
機

器
分

析
（◎

）
 

　
　

　
 

化
学

工
学

A
（◎

）
化

学
工

学
B

（◎
）

　
物

質
工

学
実

験
（化

工
）（

◎
）

 
反

応
工

学
（◎

）

物
理

化
学

Ⅱ
(◎

）
物

質
工

学
実

験
（物

化
）（

◎
）

 
材

料
物

理
化

学
（◎

）

 
環

境
化

学
（◎

）
品

質
管

理
（◎

）
食

品
化

学
（◎

）
食

品
製

造
工

学
（◎

）

化
学

・工
業

英
語

Ⅰ
（◎

）
化

学
・工

業
英

語
Ⅱ

（◎
）

論
文

輪
講

（◎
）

創
造

実
験

（○
）

 
　

企
業

実
習

（◎
）

　
創

造
研

究
（◎

）
保

健
・体

育
（○

）

科
目

名
の

後
ろ

に
付

い
て

い
る

◎
や

○
の

意
味

は
：

◎
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「主
体

的
」に

関
与

す
る

科
目

○
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「付
随

的
」に

関
与

す
る

科
目

物
理

化
学

Ⅰ
(◎

）

卒
業

研
究

（○
）

卒
業

研
究

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

卒
業

研
究

（○
）

卒
業

研
究

（○
）

生
物

（○
）

韓
国

語
（◎

）

応
用

数
学

Ⅱ
（◎

）

卒
業

研
究

（○
）

中
国

語
（◎

）
英

語
特

講
（B

)（
◎

）

英
語

（C
）（

◎
）

独
語

Ⅱ
（◎

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

特
講

（◎
）

英
語

Ⅱ
（◎

）

応
用

数
学

Ⅰ
（◎

）

物
質

工
学

概
論

（◎
）

材
料

化
学

実
験

（◎
）

分
析

化
学

（◎
）

基
礎

生
物

工
学

（◎
）

生
物

化
学

Ⅰ
（◎

）

物
理

（◎
）

物
理

（◎
）

基
礎

情
報

処
理

（◎
）

音
楽

（○
）

オ
ー

ラ
ル

・コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（◎

）

英
語

Ⅰ
（◎

）

オ
ー

ラ
ル

・コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（◎

）
英

語
Ⅱ

（◎
）

課
題

数
学

（◎
）

微
分

積
分

Ⅰ
（◎

）
代

数
幾

何
（◎

）

国
語

（◎
）

（G
)

　

地
域

の
産

業
と

社
会

に
連

携
し

，
時

代
の

要
請

に
応

え
ら

れ
る

実
践

力
の

あ
る

技
術

者
の

養
成

。

多
面

的
思

考
力

と
計

画
力

を
も

ち
，

課
題

の
解

決
と

技
術

の
開

発
を

実
行

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

自
発

的
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

，
継

続
的

に
自

己
啓

発
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ｅ
）

（F
)

（D
)

工
学

の
専

門
知

識
と

も
の

づ
く
り

の
ス

キ
ル

を
か

ね
備

え
，

情
報

技
術

を
駆

使
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

前
期

後
期

英
語

（A
）（

◎
）

英
語

（B
）（

◎
）

歴
史

（○
）

歴
史

（○
）

国
語

（◎
）

国
語

（◎
）

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
授

業
科

目
の

流
れ

  
（物

質
工

学
科

、
材

料
工

学
コ

ー
ス

） 
 (

平
成

19
年

度
入

学
者

用
）

（Ｃ
）

早
期

技
術

者
教

育
の

特
長

を
生

か
し

，
科

学
と

技
術

の
基

礎
を

身
に

つ
け

た
，

健
全

で
創

造
性

ゆ
た

か
な

技
術

者
の

育
成

。

独
語

Ⅰ
（◎

）
（Ｂ

）

す
ぐ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野
を

も
ち

，
多

様
な

価
値

観
を

理
解

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

学
科

５
学

年

英
語

特
講

(A
)（

◎
）

（Ａ
）

人
類

の
福

祉
と

地
球

環
境

に
配

慮
で

き
る

人
間

性
と

倫
理

観
を

も
っ

た
技

術
者

の
育

成
。

学
習

・教
育

目
標

学
科

３
学

年
前

期
後

期
学

科
２

学
年

前
期

後
期

学
科

１
学

年
前

期
後

期
学

科
４

学
年

地
学

（○
）

現
代

社
会

（○
）

現
代

社
会

（○
）

化
学

（○
）

化
学

（○
）

生
物

（○
）

英
語

Ⅲ
（◎

）

前
期

後
期

美
術

（○
）

英
語

Ⅰ
（◎

）

オ
ー

ラ
ル

・コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（◎

）

保
健

・体
育

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

物
理

演
習

（◎
）

微
分

積
分

Ⅱ
（◎

）
確

率
（◎

）

英
語

Ⅰ
（◎

）
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法
学

（○
）

経
済

学
Ａ

（○
）

経
済

学
Ｂ

（○
）

 
歴

史
学

Ⅰ
（○

）
哲

学
Ａ

（○
）

哲
学

Ｂ
（○

）
 

社
会

学
（○

）
歴

史
学

Ⅱ
Ａ

（○
）

歴
史

学
Ⅱ

Ｂ
（○

）
 

文
学

Ⅰ
（○

）
文

学
Ⅱ

Ａ
（○

）
文

学
Ⅱ

Ｂ
（○

）

国
語

（◎
）

 

基
礎

数
学

A
（◎

）
基

礎
数

学
B

（◎
）

統
計

学
（◎

）
物

理
学

実
験

（◎
）

物
理

学
Ⅱ

A
（◎

）
物

理
学

Ⅱ
B

（◎
）

情
報

処
理

Ⅰ
（◎

）
情

報
処

理
Ⅱ

（◎
）

情
報

処
理

Ⅲ
（◎

）
化

学
シ

ス
テ

ム
制

御
(◎

)

生
物

化
学

Ⅱ
（◎

）
 

物
理

学
Ⅰ

A
（◎

）
物

理
学

Ⅰ
B

（◎
）

　
化

学
・工

業
英

語
Ⅰ

（◎
）

化
学

・工
業

英
語

Ⅱ
（◎

）
論

文
輪

講
（◎

）
　

レ
ポ

ー
ト

作
成

法
（◎

）
 

応
用

微
生

物
学

（◎
）

　
生

体
触

媒
工

学
（◎

）
 

分
子

生
物

学
（◎

）
反

応
工

学
（◎

）
食

品
製

造
工

学
（◎

）
基

礎
工

学
演

習
Ⅰ

（◎
）

有
機

化
学

Ⅰ
A

（◎
）

有
機

化
学

Ⅰ
B

（◎
）

食
品

化
学

（◎
）

　
基

礎
工

学
演

習
Ⅱ

（◎
）

基
礎

工
学

演
習

Ⅳ
（◎

）
環

境
化

学
（◎

）
　

化
学

工
学

A
（◎

）
化

学
工

学
B

（◎
）

無
機

化
学

Ⅰ
A

（◎
）

無
機

化
学

Ⅰ
B

（◎
）

物
質

工
学

実
験

（化
工

）（
◎

）

基
礎

工
学

演
習

Ⅲ
（◎

）
高

分
子

化
学

（◎
）

　
品

質
管

理
（◎

）
　

機
器

分
析

（◎
）

構
造

解
析

学
Ⅰ

（◎
）

構
造

解
析

学
Ⅱ

（◎
）

　
有

機
化

学
Ⅱ

（◎
）

生
物

有
機

化
学

（◎
）

 
物

理
化

学
Ⅱ

（◎
）

物
質

工
学

実
験

（物
化

）（
◎

）
材

料
物

理
化

学
（◎

）
無

機
化

学
Ⅱ

（◎
）

　
創

造
実

験
（○

）
 

　

企
業

実
習

（◎
）

　
創

造
研

究
（◎

）
保

健
・体

育
（○

）

科
目

名
の

後
ろ

に
付

い
て

い
る

◎
や

○
の

意
味

は
：

◎
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「主
体

的
」に

関
与

す
る

科
目

○
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「付
随

的
」に

関
与

す
る

科
目

独
語

Ⅱ
（◎

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

特
講

（◎
）

国
語

（◎
）

音
楽

（○
）

韓
国

語
（◎

）

応
用

数
学

Ⅱ
（◎

）

卒
業

研
究

（○
）

応
用

数
学

Ⅰ
（◎

）

卒
業

研
究

（○
）

卒
業

研
究

（○
）

卒
業

研
究

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

応
用

生
物

化
学

実
験

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

（G
)

地
域

の
産

業
と

社
会

に
連

携
し

，
時

代
の

要
請

に
応

え
ら

れ
る

実
践

力
の

あ
る

技
術

者
の

養
成

。

多
面

的
思

考
力

と
計

画
力

を
も

ち
，

課
題

の
解

決
と

技
術

の
開

発
を

実
行

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

自
発

的
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

，
継

続
的

に
自

己
啓

発
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ｅ
）

（F
)

（D
)

工
学

の
専

門
知

識
と

も
の

づ
くり

の
ス

キ
ル

を
か

ね
備

え
，

情
報

技
術

を
駆

使
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
授

業
科

目
の

流
れ

  （
物

質
工

学
科

、
生

物
応

用
コ

ー
ス

） 
 (

平
成

19
年

度
入

学
者

用
）

（Ｃ
）

早
期

技
術

者
教

育
の

特
長

を
生

か
し

，
科

学
と

技
術

の
基

礎
を

身
に

つ
け

た
，

健
全

で
創

造
性

ゆ
た

か
な

技
術

者
の

育
成

。

独
語

Ⅰ
（◎

）
（Ｂ

）

す
ぐ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野
を

も
ち

，
多

様
な

価
値

観
を

理
解

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

学
科

５
学

年

英
語

特
講

(A
)（

◎
）

中
国

語
（◎

）
英

語
特

講
（B

)（
◎

）

前
期

後
期

歴
史

（○
）

化
学

（○
）

化
学

（○
）

現
代

社
会

（○
）

現
代

社
会

（○
）

生
物

（○
）

英
語

Ⅱ
（◎

）

物
理

（◎
）

物
理

（◎
）

保
健

・体
育

（○
）

物
理

演
習

（◎
）

保
健

・体
育

（○
）

物
理

化
学

Ⅰ
(◎

）

（Ａ
）

人
類

の
福

祉
と

地
球

環
境

に
配

慮
で

き
る

人
間

性
と

倫
理

観
を

も
っ

た
技

術
者

の
育

成
。

英
語

（A
）（

◎
）

英
語

（B
）（

◎
）

英
語

（C
）（

◎
）

歴
史

（○
）

国
語

（◎
）

国
語

（◎
）

美
術

（○
）

学
習

・教
育

目
標

学
科

３
学

年
前

期
後

期
学

科
２

学
年

前
期

後
期

学
科

１
学

年
前

期
後

期
学

科
４

学
年

地
学

（○
）

生
物

（○
）

英
語

Ⅲ
（◎

）

前
期

後
期

保
健

・体
育

（○
）

生
物

化
学

Ⅰ
（◎

）

英
語

Ⅰ
（◎

）

オ
ー

ラ
ル

・コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（◎

）

微
分

積
分

Ⅱ
（◎

）

物
質

工
学

概
論

（◎
）

基
礎

生
物

工
学

（◎
）

確
率

（◎
）

分
析

化
学

（◎
）

基
礎

情
報

処
理

（◎
）

課
題

数
学

（◎
）

代
数

幾
何

（◎
）

英
語

Ⅰ
（◎

）
英

語
Ⅰ

（◎
）

英
語

Ⅱ
（◎

）

微
分

積
分

Ⅰ
（◎

）

オ
ー

ラ
ル

・コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（◎

）
オ

ー
ラ

ル
・コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（◎
）

 

（次頁へ続く） 
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（資料５－１－①－３ 続き） 
 

法
学

（○
）

経
済

学
Ａ

（○
）

経
済

学
Ｂ

（○
）

 
歴

史
学

Ⅰ
（○

）
哲

学
Ａ

（○
）

哲
学

Ｂ
（○

）
 

社
会

学
（○

）
歴

史
学

Ⅱ
Ａ

（○
）

歴
史

学
Ⅱ

Ｂ
（○

）
 

文
学

Ⅰ
（○

）
文

学
Ⅱ

Ａ
（○

）
文

学
Ⅱ

Ｂ
（○

）

国
語

（◎
）

 

基
礎

数
学

A（
◎

）
基

礎
数

学
B（

◎
）

統
計

学
（◎

）
物

理
学

実
験

（◎
）

環
境

都
市

工
学

製
図

（◎
）

環
境

都
市

工
学

設
計

（◎
）

情
報

処
理

（◎
）

衛
生

工
学

（◎
）

力
学

演
習

（◎
）

構
造

力
学

（１
）（

◎
）

構
造

力
学

（２
）（

◎
）

測
量

学
実

習
（2

）（
◎

）
応

用
測

量
学

（◎
）

測
量

学
実

習
（◎

）

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト工

学
（1

）（
◎

）
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト工
学

（2
）（

◎
）

水
工

学
の

基
礎

（◎
）

水
理

学
（1

）（
◎

）
水

理
学

（2
）（

◎
）

河
川

水
理

学
（◎

）

水
化

学
（◎

）
水

環
境

（◎
）

地
球

科
学

（◎
）

環
境

工
学

（◎
）

土
の

基
礎

（◎
）

地
盤

工
学

（1
）（

◎
）

地
盤

工
学

（2
）（

◎
）

計
画

学
（◎

）
都

市
計

画
（1

）（
◎

）
都

市
計

画
（2

）（
◎

）
建

築
学

概
論

（◎
）

交
通

工
学

（◎
）

防
災

計
画

＋
景

観
工

学
（◎

）
環

境
都

市
工

学
演

習
（1

b）
（◎

）
環

境
都

市
工

学
演

習
（2

）（
◎

）
科

学
技

術
英

語
（◎

）
環

境
都

市
工

学
実

験
（1

）（
◎

）
 

環
境

都
市

工
学

実
験

（2
）（

◎
）

環
境

都
市

工
学

概
論

（◎
）

企
業

実
習

（◎
）

保
健

・体
育

（○
）

科
目

名
の

後
ろ

に
付

い
て

い
る

◎
や

○
の

意
味

は
：

◎
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「主
体

的
」に

関
与

す
る

科
目

○
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「付
随

的
」に

関
与

す
る

科
目学
科

１学
年

学
科

２
学

年
学

科
３

学
年

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

卒
業

研
究

（○
）

建
設

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト（
◎

）

卒
業

研
究

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

卒
業

研
究

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

建
設

材
料

（◎
）

物
理

学
Ⅱ

（◎
）

物
理

学
Ⅰ

（◎
）

環
境

都
市

工
学

設
計

製
図

（◎
）

物
理

演
習

（◎
）

学
科

４
学

年
学

科
５

学
年

前
期

後
期

力
学

の
基

礎
（◎

）

英
語

Ⅲ
（◎

）

英
語

特
講

（◎
）

前
期

後
期

独
語

Ⅱ
（◎

）

応
用

数
学

Ⅱ
（◎

）

仏
語

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

微
分

積
分

Ⅱ
（◎

）

英
語

（C
）（

◎
）

測
量

学
（１

）（
◎

）
測

量
学

（２
）（

◎
）

歴
史

（○
）

英
語

（A
）（

◎
）

地
学

（○
）

生
物

（○
）

応
用

数
学

Ⅰ
（◎

）

中
国

語
（◎

）
韓

国
語

（◎
）

（D
)

工
学

の
専

門
知

識
と

も
の

づ
くり

の
ス

キ
ル

を
か

ね
備

え
，情

報
技

術
を

駆
使

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
授

業
科

目
の

流
れ

　（
環

境
都

市
工

学
科

）　
（平

成
19

年
度

入
学

者
用

）

（Ｃ
）

早
期

技
術

者
教

育
の

特
長

を
生

か
し

，科
学

と
技

術
の

基
礎

を
身

に
つ

け
た

，
健

全
で

創
造

性
ゆ

た
か

な
技

術
者

の
育

成
。

独
語

Ⅰ
（◎

）

学
習

・教
育

目
標

歴
史

（○
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

特
講

（◎
）

英
語

（B
）（

◎
）

（G
)

地
域

の
産

業
と

社
会

に
連

携
し

，時
代

の
要

請
に

応
え

ら
れ

る
実

践
力

の
あ

る
技

術
者

の
養

成
。

多
面

的
思

考
力

と
計

画
力

を
も

ち
，課

題
の

解
決

と
技

術
の

開
発

を
実

行
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

自
発

的
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

，継
続

的
に

自
己

啓
発

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

（Ｅ
）

（F
)

化
学

（○
）

化
学

（○
）

生
物

（○
）

音
楽

（○
）

英
語

Ⅰ
（◎

）
英

語
Ⅱ

（◎
）

英
語

Ⅱ
（◎

）

美
術

（○
）

国
語

（◎
）

国
語

（◎
）

国
語

（◎
）

オ
ー

ラ
ル

・コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

（◎
）

オ
ー

ラ
ル

・コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
（◎

）

（Ａ
）

人
類

の
福

祉
と

地
球

環
境

に
配

慮
で

き
る

人
間

性
と

倫
理

観
を

も
っ

た
技

術
者

の
育

成
。

（Ｂ
）

す
ぐ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
力

と
国

際
的

視
野

を
も

ち
，多

様
な

価
値

観
を

理
解

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

英
語

Ⅰ
（◎

）
英

語
Ⅰ

（◎
）

現
代

社
会

（○
）

現
代

社
会

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

オ
ー

ラ
ル

・コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
（◎

）

微
分

積
分

Ⅰ
（◎

）
課

題
数

学
（◎

）
代

数
幾

何
（◎

）
確

率
（◎

）

物
理

（◎
）

物
理

（◎
）

 

（出典：平成19年度 第４回 企画運営会議資料） 
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また、各授業科目の内容（教育・学習目標との対応、到達目標）、関連する科目名も資料５－１－

①－４を見てわかる通り、シラバス内に明示されている。 

（資料５－１－①－４） 

（出典：長岡高専Webサイト シラバス抜粋、物質工学科 有機化学IA） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校の教育・学習目標が段階的に達成できるよう、必要な科目が適切に配置されている。また、低

学年においては、専門科目の基礎となる一般科目を中心にほとんどの科目を必履修とし、学年進行に

伴い専門科目の比重、並びに選択科目が増すくさび形の教育課程を編成している。これにより中学卒

業後、専門課程への移行がスムーズに行われると共に、専門科目の適切な配置により学科ごとの到達

目標が段階的に達成できる教育課程となっている。 

各科目と教育目標の関連性、到達目標はシラバス内に明確に示されており、授業内容は、全体とし

て教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている。 

 

 

観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる。）に配慮しているか。 
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（観点に係る状況） 

学生の多様なニーズに対応するために、大学における学修と他の高等専門学校において修得した単

位を、合わせて30単位まで本校における修得単位として認定できるように学則で規定している（資料

５－１－②－１）。さらに、長岡技術科学大学と資料５－１－②－２に示すように単位互換協定を結

び、第４学年以上の学生は長岡技術科学大学のｅ－ラーニング授業科目（資料５－１－②－３）を4

単位まで履修することができ、修得した単位は上記の30単位に含めて大学等で履修した単位として認

定できるようにしている。 

インターンシップについては、資料５－１－②－４長岡工業高等専門学校「企業実習」実施規程

（学生便覧）を整備し、第４学年において各学科が「企業実習」（１あるいは２単位）という科目を

設定している（資料５－１－②－５）。単位の認定は、夏季休業中に１～２週間程度の企業での就業

体験（資料５－１－②－６）と、その前後に実施されるインターンシップガイダンス（資料５－１－

②－７）、企業実習報告会（資料５－１－②－８）を総合して行っている。 

（資料５－１－②－１） 

長岡工業高等専門 校学則（抜粋） 学 

 

（出典：長岡高専規程集） 



長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－１－②－２） 

 

（出典：学生課資料 単位互換協定書） 
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（資料５－１－②－３） 

 

 

（出典：学生用Webサーバ http://www2/ga/kyomu/から抜粋） 
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（資料５－１－②－４） 

 

（次頁へ続く）



長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－１－②－４ 続き） 

 

 

（出典：平成18年度学生便覧 p.135･136） 
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（資料５－１－②－５） 

 

 

 

 （次頁へ続く） 
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（資料５－１－②－５ 続き） 

 

（出典：長岡高専Webサイト シラバスhttp://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/抜

粋） 
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（資料５－１－②－６） 

 

（出典：企業実習報告書、物質工学科資料） 
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（資料５－１－②－７） 

 

 

（出典：インターンシップガイダンス掲示文書、学生課資料） 
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（資料５－１－②－８） 

 

 

参加学生：電気電子システム工学科３年、電気工学科４年、電子機械システム工学専攻科１年

9:00

1 9:15-9:20 学科４年 石川洋聡 東京電力(株）柏崎刈羽原子力発電所

2 9:20-925 桑原祥太 東京電力(株）柏崎刈羽原子力発電所

3 9:25-9:30 古谷　健 シャープ新潟電子工業(株）

4 9:30-9:35 胡　喜文 越後製菓(株）

5 9:35-9:40 木下雄太 (株）東芝ホームテクノ

6 9:40-9:45 郷　宏樹 日本精機(株）高見工場

7 9:45-9:50 児玉悠輔 日本精機(株）高見工場

8 9:50-9:55 吉田寛子 倉敷機械(株）

9 9:55-10:00 岡　直司 倉敷機械(株）

10 10:15-10:20 専攻科１年 阿部剛志 (株）アドテックエンジニアリング

11 10:20-10:25 斉藤元希 ナミックス(株）

12 10:25-10:30 高橋利典 ニューロング精密工業(株）

13 10:30-10:35 田原将巳 クリーンテクノロジー(株）

14 10:35-10:40 松永和彦 クリーンテクノロジー(株）

15 10:40-10:45 丸山泰弘 信越エンジニアリング(株）新潟事業所

10:45

平成１８年度 企業／学外実習 発表会

発表番号 発表時間 学年 氏　　名 企業実習先名

休憩

発表上の諸注意

○　発表は企業実習の評価対象になります。態度、内容等により評価されます。
○　発表時間は交代時間を含め５分です。厳守してください。
　　 制限時間を超える場合、発表終了指示に従ってください。
○　次およびその次の発表者は所定の場所で待機してください。

＜電気電子システム工学科・電子機械システム工学専攻電気電子系＞

実施日時：平成１８年９月21日(木）　９：００～

場　　  所：大講義室

開会挨拶と諸注意事項（４年担任）

講評（学科主任）

 

（出典：企業実習報告会周知文書、電気電子システム工学科資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

他高専及び他大学で学修した授業科目は、30単位を上限に単位認定することを学則で定めている。

県内では、長岡技術科学大学と単位互換協定を結び、e－ラーニング科目等の授業科目が受講できる

ように配慮されている。さらに、インターンシップによる単位認定を行っており、学生の多様なニー

ズに対応するとともに、異なる専門分野が融合･複合する技術動向に対応出来る仕組みとなっている。

これらのことより、本校の準学士課程は、学生の多様なニーズ、社会からの要請等に対応した教育課

程の編成に配慮しているといえる。 
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観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

（観点に係る状況） 

本観点に関わる本校の教育目標として、「科学と技術の基礎を身につけた、創造性ゆたかな」、

「工学の専門知識とものづくりのスキルをかね備えた」、「多角的思考力と計画力をもち、課題の解

決と技術の開発を実行できる」技術者の育成が掲げられている。これに則して、以下のような工夫、

配慮をしている。 

各学科とも講義科目とのバランスをとりながら実験・実習科目、演習科目を効果的に取り入れてい

る（資料５－２－①－１）。実験・実習科目は、低学年から高学年まで満遍なく取り入れており、少

人数のグループ分けにして実施することで、きめ細かい指導を行っている。また、内容としては、講

義で学ぶ理論を実際の現象として確かめることで学習の理解度が深まるよう工夫されている（資料５

－２－①－２）。演習科目については、主として数学・物理及び専門の主要基礎科目において講義科

目に対応して取り入れられており、講義で学んだことの理解を深め、実践力が身に付くよう工夫され

ている（資料５－２－①－３）。また科目名に「演習」が付いていないものでも、情報系の科目等、

講義内に効果的に演習を取り入れたOJT形式の内容となっている。 

（資料５－２－①－１） 

学科、学年ごとの実験・実習/演習/講義科目の単位数 

 1年 2年 3年 4年 5年 

機械工学科 3/1/25 5/0/27 7.5/2/23 6.5/1/30.5 8/6/23.5

電気電子システム工学科 2/1/25 2/2/28 4/7/22 8.5/1/30 10/1/28 

電子制御工学科 3/2/26 3/2/28 4/3/27 8.5/5/28 11/2/26 

物質工学科 1/2/26 2/2/28 5/4/22 11.5/1/29 12/2/25 

環境都市工学科 0/1/28 0/6/27 3/4/21 8.5/2/30 13/4/22 

 
 

(出典：平成18年度年度教育課程表から抽出) 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－①－２） 

 

 （次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－①－２ 続き） 

 

（出典：長岡高専Webサイト、シラバス 機械工学実験実習） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

 

（資料５－２－①－３） 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－①－３ 続き） 

 

（出典：長岡高専Webサイト、シラバス 課題数学）
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 第１学年対象の導入教育として、全学科共通科目の「基礎情報処理」を開設し、学内教職員から成

るワーキンググループにより作成された共通化テキストを用いて、学年進行に伴い必要となるコンピ

ューターとアプリケーションの基本操作法を身に付けさせている（資料５－２－①－４）。また、各

学科における専門分野の導入教育として、専門学科の概論科目、工学基礎科目が第１学年に配置され 

ており、専門分野への興味・関心を高めさせる工夫をしている（資料５－２－①－５）。 

（資料５－２－①－４） 

 
 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－①－４ 続き） 

 

（出典：長岡高専Webサイト、シラバス 基礎情報処理） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－①－５） 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－①－５ 続き） 

（出典：長岡高専Webサイト、シラバス 機械工学概論） 

 

情報機器の活用は、情報系の科目はもちろんのこと、各種パソコンソフトを用いる演習･実習を含

む授業のほか、視聴覚教材を用いた講義や学生による発表などの形で多数の科目で取り入れられてい

る（資料５－２－①－６）。 

視聴覚教材の活用例としては、平成９年度から英語科で、LL教室に導入したパソコンを利用したド

リル演習が行われている。さらに自学自習を促すため、LL教室は授業時間以外も開放しており、ドリ

ル問題は学寮を含む学内の端末から、いつでもアクセスできるようになっている。平成18年度には、

現代GPの一環として、CELLラボを用いた低学年の英語教育改善へ向けた取り組みが始まっている（資

料５－２－①－７－１～２）。 

本校においては基礎学力の向上を目的としてTA制度を導入しており、低学年の数学、英語科目にお

いて専攻科生をTAとして活用している（資料５－２－①－８－１～２）。この他、機械工学科では、

第１学年の「課題数学」に、機械工学科教員が独自に関与するような取り組みを行っている。 

このほか、全教員がオフィスアワーを設定し、授業以外の時間でも学生の質問に対応するなど、柔
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軟な指導体制を構築している。全教員のオフィスアワー一覧表は、学内の掲示板に掲示すると共に、

各教員室入り口にも明示している（資料５－２－①－９）。 

（資料５－２－①－６） 

 

一般科目＆全学科共通 1学年：英語I 

2学年：英語I、英語II 

3学年：英語I、英語II 

4学年：英語III 

5学年：英語(A)(B)(C)、英語特講(B)、経済学、法学、卒業研究 

機械工学科 3学年：総合製作 

4学年：数値解析、機械工学実験実習 

5学年：CAD/CAM 

電気電子システム工学科 1学年：ものづくり技術実習I 

2学年：ものづくり技術実習II 

4学年：電気電子システム工学実験II、創造研究 

電子制御工学科 1学年：設計製図 

4学年：科学英語、制御工学、電子制御工学実験 

5学年：数値解析、線形制御 

物質工学科 4学年：材料化学実験 

5学年：化学システム制御 

環境都市工学科 2学年：環境都市工学の基礎(2)、創造演習 

5学年：環境都市工学実験(2)、環境工学(2) 

 

（出典：情報機器を活用する主な科目、平成18年度教育課程表から抽出） 
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（資料５－２－①－７－１） 

 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－①－７－１ 続き） 

 

（出典：平成18年度年度独立行政法人国立高専機構主催 関東信越地区教員研究集会報告書） 
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（資料５－２－①－７－２） 

 

（次頁へ続く） 
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（資料５－２－①－７－２ 続き） 

 

（出典 長岡高専Webサイト、シラバス 英語 I ） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－①－８－１） 

 

（出典：教務委員会資料） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－①－８－２） 

 

（出典：教務委員会資料） 

 - 105 -



長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－①－９） 

（出典：学生掲示板の一部） 

（出典：学生用Webサーバから抜粋） 
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（分析結果とその根拠理由） 

実験、実習、演習科目は各学年にバランスよく配置され、かつ講義との組み合わせによる教育効果

を考えた編成となっている。また、実験・実習科目における少人数グループ分けでの実施や重要基礎

科目におけるTAの活用等きめ細かい指導がなされている。情報機器を活用した効果的な授業形態など、

それぞれの教育内容に応じた適切な教材、学習指導法の工夫がなされているといえる。 

 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

（観点に係る状況） 

シラバスは、科目の形態（通年科目、半期履修単位科目、学修単位科目、卒業研究・ゼミナール・

企業実習）ごとに統一書式で、前年度末までに科目担当教員が作成し、長岡高専Webサイトで公開さ

れ、学生にも周知されている（資料５－２－②－１）。記載項目は、科目の基本情報（対象学科名・

学年、担当教員名、科目の区分（履修単位科目・学修単位科目の別、必修・必履修・選択の別）、単

位数、開講時期・時間数・時間数の内訳（講義・実験・演習等の教育方法別時間数）、教科書・補助

教材・参考書名）のほかに、「科目の概要と関連する科目」、「到達目標と学習・教育目標との対

応」、「履修上の注意」、「評価方法（合格基準）」、「授業計画・内容」を明示している。このう

ち、到達目標は、抽象的・観念的なものではなく、達成度を評価するために要求される目標が具体的

にわかるように、「～する」、「～できる」という表現で記述され、さらに４学年以上の科目につい

ては目標ごとの成績評価に対する重みも示している。学修単位科目の授業計画・内容の項では、授業

回ごとの自学自習の課題も設定している（資料５－２－②－２）。学修単位科目における単位数と履

修時間の関係は資料５－２－②－３（学則）に明示している。 

シラバスの詳しい内容は、各科目の初回の授業時に科目担当教員が学生に説明している。加えて、

第４、５学年の科目では、対象学生にシラバスが配布され、学生自身が個人別点検ファイルにまとめ

て保存するようになっている（資料５－２－②－４）。印刷冊子版は学生課に常備してあり、自由に

閲覧可能である（資料５－２－②－５）。 

学生に対するシラバスの周知と活用の実態は、毎年学期末に実施している学生による授業評価アン

ケートからわかる。「シラバスの説明が適切であったか」と「授業がシラバスに従って実施されてい

たか」という質問に対するアンケート集計結果では、シラバスが理解・活用されていることがわかる。

また、アンケート集計結果、学生の質問に対する回答は、教員、学生に学生用Webサーバで公開して

いる（資料５－２－②－６－１～３）。 
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（資料５－２－②－１） 

（出典：長岡高専Webサイト シラバス  

http://www.nagaoka-ct.ac.jp/sotsugyou/syllabus/h19/index.html） 

 

 

 

 - 108 -



長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－②－２） 

 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

 

（資料５－２－②－２ 続き） 

 

（出典：長岡高専Webサイト 平成19年度シラバス、機械工学科「熱力学B」） 
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（資料５－２－②－３） 

第13条の２  各授業科目の単位数は、履修単位及び学修単位の区分により計算するものと

する。 

２ 履修単位については、30単位時間（１単位時間は、標準50分とする。）の履修を１単位

として計算するものとする。 

３ 学修単位については、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもつて構

成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必

要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算することができる。 

一 講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲で別に定める時間の授業を

もつて１単位とする。 

二 実験、実習及び実技については、30時間から45時間までの範囲で別に定める時間の

授業をもつて１単位とする。 

４ 前項の規定により計算することのできる授業科目の単位数の合計数は、60単位を超え

ないものとする。 

（出典：平成19年度学生便覧p.100、学則 第13条の2） 

 

（資料５－２－②－４） 

 

 

 

 

（出典：個人別点検ファイル） 

 

（資料５－２－②－５） 

 

 

 

 

（出典：学生課、シラバスの開示状況） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－②－６－１） 

 

（出典：学生による授業評価アンケート用紙） 
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（資料５－２－②－６－２） 

 講 実 全義科目 験･実習科目 実技科目 科目 

① 3 3シラバスの説明は適切であったか 3.80 .90 .57 3.80 

② 4 3授業の実施はシラバス準じていたか 3.81 .03 .64 3.81 
 

（出典：学生用Webサーバ、平成18年度後期「学生による授業評価アンケート」集計結果） 

 

（資料５－２－②－６－３） 

 

（出典：学生用Webサーバ、「学生による授業評価アンケート」集計結果） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 シラバスは、本校の学習・教育目標並びに教科の到達目標に沿って作成されており、学生に対して

も十分な情報が、明瞭かつわかりやすく記載されている。加えて、適切な時期に更新されており、周

知も徹底されていることから、選択科目の受講選定や授業の予習・復習にも活用されていることが、

授業評価アンケートの集計結果からもわかる。 

 また、教員側も授業評価アンケートの自由記述欄を通して、自らの授業内容のチェック、改善にも

利用できる仕組みができていることから、本校ではシラバスは、教育課程の編成の趣旨に沿って、適

切に作成、活用されている。 

 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況） 

PBL型教育により創造性を養う科目として、全学科共通で開講している科目に第４学年の「物理学

実験」がある（資料５－２－③－１）。この授業では受講者を少人数のグループに分け、そのグルー

プごとに実験計画を自身の判断で決めさせることにより、課題解決の基礎を身につけさせる工夫をし

ている。 

この他に学科ごとに取り組んでいる科目に、 

• 機械工学科：第３学年「総合製作」 

• 電気電子システム工学科：第１，２学年「ものづくり技術実習」、第４学年「創造研究」 

• 電子制御工学科：第４学年「電子制御工学実験」 

• 物質工学科：第４学年「創造実験」 

• 環境都市工学科：第２学年「創造演習」 

がある（資料５－２－③－２）。いずれも、個人あるいは、少人数単位でそれまでに学んだ知識・技

術を基礎にして、ある設定したテーマに基づく実験やものづくりを、事前調査・構想・実験（設計・

製作）・発表の一連の流れを通して行うものである。教員による指導に加え、技術職員によるサポー

ト体制が組み込まれた科目もあり、きめの細かい指導が実現している。 

インターンシップに関しては、夏休み期間中の１～２週間程度の実習を行っている。科目名は、

「企業実習」として、第４学年に開設されており、（前出資料５－１－②－４：「企業実習」実施規

程、前出資料５－１－②－５：企業実習のシラバス）、平成18年度は資料５－２－③－３のような実

施状況であった。さらに、企業実習前に、インターンシップの意義、心構え、ビジネスマナー等、イ

ンターンシップについての予備知識を付けさせるためのインターンシップガイダンスを、企業実習受

講者に実施している（前出資料５－１－②－７）。また、企業実習終了後は、実習証明書の提出（前

出資料５－１－②－６）、学科ごとの「企業実習報告会」をプレゼンテーションの訓練も兼ねて実施

している（前出資料５－１－②－８）。 近は、インターンシップを希望する学生数の増加に対応す

るため、平成18年度より「にいがたインターンシップ推進協議会」に加入するとともに、長岡高専技

術協力会会員企業へのあいさつ回りをはじめ、就職の求人会社等へのインターンシップ受け入れの要

請などの活動を行っている（資料５－２－③－４）。 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－③－１） 

 

 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－③－１ 続き） 

 

（出典：長岡高専Webページ、シラバス、全科共通「物理学実験」） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－③－２） 

 

(次頁へ続く) 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－③－２ 続き） 

 

（出典：長岡高専Webサイト、シラバス、機械工学科「総合製作」） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－③－３） 

企業名 住　　所 開始日 終了日 日数 所属学科 人数

株式会社アドテック・エンジニアリング 三島郡三島町新保397 7月31日 8月11日 12 機械 1

7月20日 8月3日 15 電気 1

7月24日 8月4日 12 物質 2

越後交通工業株式会社 新潟県長岡市愛宕３ー７－２４ 7月31日 8月10日 11 環境都市 1

株式会社越後交通鉄工所 長岡市西陵町2674-13 7月24日 7月28日 5 機械 1

株式会社オーエム製作所 長岡工場 長岡市北園町2-1 8月4日 8月11日 8 機械 1

大原技術株式会社 長岡市美沢3-275 7月31日 8月4日 5 環境都市 1

株式会社大菱計器製作所 長岡市南陽1-1216-1 8月7日 8月12日 6 機械 1

大森機械工業株式会社長岡工場 長岡市西陵町2674-6 7月24日 8月4日 12 電子制御 2

機械 3

電気 2

クリーン・テクノロジー株式会社 長岡市東高見1-4-4 7月31日 8月11日 12 機械 1

株式会社シーキューブ 新潟市長潟８５３ 7月31日 8月4日 5 機械 1

電気 2

電子制御 1

ユニオンツール株式会社 長岡市摂田屋町字外川2706-6 7月24日 8月5日 13 機械 1

関西ペイント株式会社 大阪府大阪市中央区伏見町4-3-6 7月24日 8月4日 12 物質 1

国土交通省　北陸地方整備局 新潟市白山浦1-425-2 7月24日 8月4日 12 環境都市 1

シャープ新潟電子工業株式会社 白根市大字上八枚1310 8月7日 8月25日 12 電気 1

信越化学工業株式会社　直江津工場 中頸城郡頸城村大字西福島28-1 7月31日 8月11日 12 物質 1

中越酵母工業株式会社 新潟県長岡市摂田屋4-8-12 8月18日 8月25日 8 物質 1

電気

電気

東芝ホームテクノ株式会社 新潟県加茂市後須田2570-1 8月21日 8月25日 5 電気 1

 東洋インキ製造株式会社ＨＡコンサルティングセンター 東京都中央区京橋2-3-13 8月7日 8月11日 5 物質 1

新潟県工業技術総合研究所　中越技術支援センター 長岡市新産4-1-14 7月24日 8月4日 12 物質 1

新潟県土木部                 新潟県新潟市新光町4-1 7月24日 8月4日 12 環境都市 3

日本海LNG株式会社 北蒲原郡聖籠町1丁目1612-32 7月24日 8月4日 12 機械 1

日本ベアリング株式会社 新潟県小千谷市千谷甲2833 7月31日 8月15日 16 電子制御 1

日本放送協会新潟放送局 新潟県新潟市川岸町1-49 8月14日 8月18日 5 電子制御 1

株式会社リケン柏崎事業所 柏崎市北斗町１－３７ 7月24日 8月4日 12 機械 1

株式会社　メイテックフィルダーズ 東京都中央区銀座3-10-7 8月21日 8月31日 10 機械 1

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ株式会社 福岡市博多区美野島4丁目1番62号 7月24日 8月4日 10 機械 1

セイコーエプソン株式会社 長野県諏訪市大和三丁目3番5号 7月24日 8月4日 12 機械 1

株式会社タマディック 東京都新宿区大久保2丁目5番20号 8月21日 8月25日 5 機械 1

株式会社キューブリック 大阪市中央区南船場２－５－１７ 7月20日 8月3日 15 機械 1

株式会社きむら食品 新潟県燕市吉田東栄町14番33号 7月24日 7月28日 5 物質 2

ﾘｺｰﾃｸﾉｼｽﾃﾑｽﾞ株式会社 東京都台東区浅草橋5丁目20番8号 7月31日 8月8日 9 電子制御 1

9

日本精機株式会社 長岡市東蔵王2-2-34 8月21日 8月25日

東京電力（株）柏崎刈羽原子力発電所 柏崎市青山町16-46 8月21日 8月29日 2

越後製菓株式会社 新潟県長岡市呉服町１－４－５

58月7日 8月11日倉敷機械株式会社 長岡市城岡1-2-1

5

（出典：平成18年度「企業実習」実施状況、学生課資料） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－２－③－４） 

ナミックス株式会社 

新潟ウオシントン（株） 柏崎工場 

ﾆｲｶﾞﾀ･ﾒｰｿﾝﾈｰﾗﾝ（株） 刈羽工場 

（株）エィ・ティー・システム 

(財)新潟県県央地域地場産業振興ｾﾝﾀｰ

新潟電機株式会社  

（株）日立ニコトランスミッション 

（株）西 山 電 気 

日本精機株式会社 

（株）日本容器工業 長岡事業所 

（株）システムスクエア 

（株）ネ ッ ト 

（株）一 電 機 

（株）羽生田製作所 

（株）ピー・シー・エヌ 

藤木鉄工株式会社 

富士通フロンテック㈱新潟工場 

（株）フ ジ ニ 

（株）淵 本 鋼 機 

（株）ブ ル ボ ン労務管理課 

北越工業株式会社 

（株）北 越 電 研 

北陸ガス（株）長岡支社 

（株）本 間 組 

（株）水 倉 組 中越支店 

水澤電機株式会社 

（株）皆 川 組 

（有）毛利製作所 

山勝電子工業株式会社 

ユニオンツール株式会社 

（株）ユニテック 

吉乃川株式会社 

理研精機株式会社 

菱機工業（株） 長岡支店 

越後交通工業株式会社 

（株）広 井 工 機  

新潟県醤油協業組合 

新潟ガービッヂ株式会社 

㈱エフ・アィ・ティ新潟開発ｾﾝﾀｰ 

（株）オムニ研究所 

（株）シンターランド 

マサル工業（株）長岡工場 

栄通信工業株式会社見附工場 

（株）福田組 

みゆき牧場 

ＮＰＯ法人 地域循環ネットワーク 

（有）エコ・ライス新潟 

株式会社 大石組 

デンセイ・ラムダ株式会社 

（株）ネオス 

（株）アイビーワールド 

（有）小林製作所 

丸寅建設株式会社 

（有）農林菌類 

株式会社 アステック 

小柳建設株式会社 

 

（出典：長岡高専技術協力会会員企業（平成19年4月2日現在56社）、総務課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

創造性を養う教育方法については、課題解決型教育を含む内容の科目が全ての専門学科に配置され

ている。また、工業高専の特色を生かした「実験・実習」、「ものづくり」を通した創造性を養う教

育も具体的に導入されていることから、十分に工夫・活用が行われているといえる。インターンシッ

プについては、実務体験のみならず、その事前・事後も学生に対して適切な指導が行われており、

大限に有効活用している状況がわかる。それとともに、インターンシップ受け入れ企業の開拓をはじ

め、インターンシップ推進の努力も行われている。 

 

 

観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（観点に係る状況） 

本校では、「学業成績の評価並びに進級、卒業の認定等に関する規程」（資料５－３－①－１）が

定められ、各科目のシラバスにある通り、定期試験、その他の試験、レポート、発表、論文などから

判定を行っている。具体的には成績評価については第４条～第７条、単位認定については第13条～第

14条、進級・卒業認定については第15条～第16条、で規定されている。また、やむをえない事情で定

期試験を欠席した者に対して実施する追試験と成績不良者に対して実施する再試験の実施規定は「学

業成績の評価並びに進級、卒業の認定等に関する規程」の第10条、第11条で定められている。再試験

については第11条に定められている。 

これらの規定は、全学生に配布される学生便覧に明示されており、毎年始業式後に教務主事が全学

生を対象に、要点及び変更点を説明している。新入生に対しては、学級担任がさらに詳細な説明を行

い周知を図っている。科目ごとの評価基準については、シラバスを用いて科目担当者が初回の授業時

に説明している。成績評価方法を含めてシラバスの説明が適切であったかどうかについては、授業評

価アンケートで確認しており、おおむね適切であったと回答を得ている（前出資料５－２－②－６－

２）。 

学生便覧とシラバスは、長岡高専WebサイトにPDFファイル形式で公開されており、学校内外からい

つでも参照できるようになっている（資料５－３－①－２）。 

いずれの科目もシラバスに記載された通りに適切に成績評価が行われている。また、成績保存に関

しては、４学年以上の科目について行われている。JABEE対応小委員会が定めた方法（資料５－３－

①－３）に従って、シラバス、成績評価に用いた試験・課題の内容・解答例、成績算定表、成績評価

において も重みのある試験・課題の得点分布表と答案（合格者の内、成績の低い順に10名分）を一

式にして科目ごとにファイルに綴じて保存している（資料５－３－①－４）。第３学年以下の科目に

ついては、成績評価に用いた試験・課題の内容・解答例、成績算定表を科目担当教員が２年間保管し

ている。 

シラバスの授業計画にも明記されている通り（前出資料５－２－③－１：試験の解説と発展授業）、

試験を行ったすべての科目で、試験の翌週（学期の 終回）に試験の返却と解説の時間を設けており、

試験の評点について、学生に異議申し立ての機会を与えるとともに、承認を得ている。また、この期

間は学生向けの年間行事予定表にも試験解説期間として明記されている（資料５－３－①－５）。 

単位認定、進級・卒業認定は学年末の教員会議（進級判定・卒業判定会議）において、上述の「学

業成績の評価並びに進級、卒業の認定等に関する規程」に従って適切に行われている（資料５－３－

①－６）。 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－３－①－１） 

学業成績の評価並びに進級、卒業の認定等に関する規程（抜粋） 

 （学業成績の評価） 

第４条 学業成績の評価は、科目ごとの試験の成績並びに平素の学習状況及び出席状況を

総合して行う。 

２ 各科目の学期末及び学年末の学業成績は、100点法により評価する。 

３ 当該科目が定める授業時間の三分の一を越える欠席時間数（第18条の特別欠席を除く）

となる場合は、その科目は１学年から３学年においては49点以下に、４学年及び５学年

においては59点以下に評価する。 

４ 第17条第２項の規定により再履修が免除された科目の評価は、既評価とする。 

５ 第17条第３項の規定による再履修の科目の評価は、いずれか良い方の成績により行う。

第５条 実験、実習は、レポートの内容と出席状況、学習態度により、また、製図は図面、

設計書等とその内容及び出席状況、学習態度により評価する。 

 

第６条 卒業研究の評価は、学科ごとに学科内全教員で行う。 

２ 卒業研究の報告書は、学科で定める日までに担当教員に提出するものとする。

３ 卒業研究の評価の資料とするため、学科ごとに発表会を開く。発表会は２月中とし、

学科内全教員及びその学科の５学年の出席のもとに行う。ただし、４学年を含めること

ができる。 

第７条 特別活動の評価は、学級担任が出席状況などを判断して行うものとする。  

 

(中略) 

（単位の認定及び修得） 

第13条 単位の認定は、第４条から第６条までの規定に基づく評価の結果、次の各号に該

当する場合は、その科目を修得として認定する。 

一 １学年から３学年においては、評価が50点以上 

二 ４学年及び５学年においては、評価が60点以上 

第 14 条 編入学者について、編入した学年の前学年までに修得したものとみなす一般科目

及び専門科目ごとの単位数は、第 15 条に掲げる修得単位数の合計値を修得したものとして

取り扱うものとする。  

 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－３－①－１ 続き） 

（進級） 

第15条 次の各号のいずれにも該当している者は、一学年上の学年への進級を認めるもの

とする。 

一 学則別表第１、第２及び第３に掲げる各学年の科目を履修していること。 

二 前２条により認定された修得単位数が、各学年終了時において、一般科目及び専門

科目並びにその合計値が別表に掲げる数以上であること。 

三 １学年から３学年にあっては特別活動への出席状況が良好であること。 

２ 前項第二号にかかわらず、当該学年までの、単位が認定されなかった必履修科目・選

択科目（以下「未修得科目」という。）の累積単位数が４単位以下である場合には進級を

認めることがある。 

３ 必履修科目の未修得の単位は、選択科目で修得した単位で置き換えることはできない。

（卒業） 

第15条の２ 次の各号のいずれにも該当している者は、卒業を認めるものとする。 

一 学則別表第１、第２及び第３に掲げる各学年の科目を履修していること。 

二 学則第13条に定める単位数を修得していること。 

三 第13条及び第14条により認定された修得単位数が、各学年修了時において、一般科

目及び専門科目並びにその合計値が別表に掲げる数であること。 

四 必修科目及び必履修科目についてはすべて修得していること。 

（進級及び卒業の認定） 

第 16 条 前２条に規定する進級、卒業の認定は、教員会議の議を経て、校長がこれを行う。

 

（資料５－３－①－１ 続き） 

 

（追試験） 

第10条 中間試験及び期末試験に欠席した場合、特別欠席及び本人の病気等やむを得ない理由があ

ると認められた者には、本人の願い出により追試験を行うことがある。 

２ 追試験願は、医師の診断書等その事由を証明するものを付して学級担任の承認を得た後、当該

科目担当教員に提出し許否の判定を受け学生課に提出するものとする。 

ただし、許否の判断がしかねるものについては、教務主事が判定する。 

３ 追試験は、長期にわたる病気を除き、原則として当該試験の期間又はその終了後１週間以内

に、当該科目担当教員の責任において行う 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－３－①－１ 続き） 

（再試験） 

第11条 当該科目担当教員が必要と認めた場合に、再試験を行うことがある。ただし、実

験、実習、製図等の科目については、行わない。 

一 再試験の成績の評価は次のとおりとし、その成績は、修正するものとする。 

１）修得と認める場合は、１学年から３学年においては50点、４学年及び５学年にお

いては60点とする。 

２）修得と認められない場合は、前成績と比較していずれか良い方の成績により評価

する。 

二 再試験を受験できる者は、欠席時間数が当該科目の定める授業時間の三分の一以内

（第18条の特別欠席を除く。）であり、かつ、再試験を行う以前の評価が30点以上のも

のに限る。 

三 再試験の実施は、当該科目の開設学期の成績提出までとする  

 

（資料５－３－①－１ 続き） 

（学業成績の評定） 

第19条 就職等で学業成績を校外に通知する場合、評定基準が指定されたもののほかは、

次の評定による。 

評 定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

1～3学年 100～80 79～60 59～50 49～30 29以下 

4・5学年 100～80 79～70 69～60 59～30 29以下 

２ 平均点は、履修した科目を必修科目、必履修科目、選択科目（選択科目は評価の高い

科目の順とする。）の順に整理した上で、別表に規定する一般科目及び専門科目の学年別の

修得単位数に見合う科目をもつて算出するものとする。  

（出典：平成19年度学生便覧、p.154～159、抜粋） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－３－①－２） 

（出典：長岡高専Webサイト、シラバス、学生便覧入り口） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－３－①－３） 

 

 

(次頁へ続く) 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－３－①－３ 続き） 

（出典：JABEE対応小委員会作成資料） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－３－①－４） 

 

 

 

 

（出典：JABEE資料室におけるファイル保管状況の写真） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－３－①－５） 

 

（出典：平成18年度学生向け年間行事予定表、前期分抜粋、学年末試験と試験解説週間） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－３－①－６） 

 

（出典：平成18年度卒業進級判定会議資料） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（分析結果とその根拠理由） 

「学業成績の評価並びに進級、卒業の認定等に関する規程」が、学則で定められており、全学生に

対して配布される学生便覧に明記されている。また、要点及び変更点は、教務主事をはじめ、学級担

任等から適切な時期に説明され、学生への周知は徹底されている。 

各科目の成績評価はシラバスに記載された通りに行われており、学生も認知している。そして、評

価の証拠となる資料も保存されている。単位認定、進級・卒業の認定は関係する規程に従って、全教

員による審議を経て行われており、成績評価・単位認定・進級認定・卒業認定は適切に実施されてい

る。 

 

 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

第１～３学年においては、特別活動が教育課程で学年あたり30単位時間と定められており（資料５

－４－①－１）、学級担任が年度初めに年間の実施内容の計画書を作成して、健全な生活態度・豊か

な人間性・社会性・礼儀・環境美化精神等の人間の素養を育むためのさまざまな取り組み（面談、講

話、懇談、スポーツ活動など）が実施されている（資料５－４－①－２）。 

特別活動の一環として実施されている学校行事を学年別で整理すると、まず、新入学生に対しては

始業式直後に研修施設を利用した２泊３日の合宿研修を実施している。ここでは、高専の学業・生活

全般を理解してもらうとともに、学生間の親睦を図り、中学とは環境の異なる高専生活に馴染めるよ

うにしている。その後、第２学年では２泊３日のスキー合宿、第３学年では工場見学、第４学年では

工場見学を含む２～３泊の見学旅行を実施し、良好な人間関係、礼儀、学生の社会見聞・視野の拡大

等の涵養を図っている（資料５－４－①－３）。このほか、学外講師による講演会を実施し、普段の

授業では得られない広範囲の知識、教養が付くよう配慮している（資料５－４－①－４）。 

 

（資料５－４－①－１） 

（教育課程） 

第13条  

５ 特別活動は、別表第３のとおりとする。 

別表第３ 

特 別 活 動 

 

 単位数 １年 ２年 ３年 備     考 

特別活動 ３ １ １ １ 各学年とも30単位時間 合計90単位時間 

 

（出典：平成19年度学生便覧、p.100、141、抜粋） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－４－①－２） 

 

学科： 学年： 担任名：

月 日

10 5

12

19

26

11 2

9

16

23

30

12 7

14

21

1 11

18

25

2 1

8

15

22

ホームルーム

ホームルーム

スキー合宿について

校内大清掃

校内大清掃

校内大清掃

勤労感謝の日

平成18年度 物質２年特別活動予定表

学校行事

クリーン作戦予備日

特別活動予定

期末試験成績について

使用教室

クリーン作戦

備考

ホームルーム

ホームルーム

クリーン作戦 ホームルーム

保護者会準備

保護者会のため特活なし

特活2回分

保護者会

ホームルーム

高志祭準備(臨時休業)

諸注意

冬休みの過ごし方・スキー合宿について ホームルーム

後期中間試験期間中

席替え ホームルーム

スキー合宿について

大講義室

期末試験についての注意 ホームルーム

注意事項の伝達

2年スキー合宿

ホームルーム

ホームルーム

校内大清掃

記入に当たっての注意事項
・学年で合同の講演会等を実施する場合は、備考欄にその旨を記載してください。
・使用教室の予約は、この表で行うことはできません。別途サイボウズ等の予約をご利用ください。

学年末試験期間中

ホームルーム

講演会「エイズについて」

 

（出典：特別活動予定表、平成18年度後期、物質工学科資料） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－４－①－３） 

11．主な学校行事 

 

３）新入生合宿研修（第１学年） 

 第１学年を対象に､青年の家等の施設を利用して２泊３日で実施しています。 

 この研修は、合宿の共同生活を通じて学生相互および学生と教員の接触を緊密にして交流を図る

ことが目的の一つでもあります。 

 ４月中に実施し、新入生のオリエンテーションを兼ねています。これに要する経費は前期授業料

納入の際、他の諸経費と併せて口座引き落としで徴収いたします。 

 

４）スキー合宿研修（第２学年） 

 スキー合宿研修は、スキー技術の研修を通じて、学生の冬季スポーツヘの参加意欲の高揚と体力

の充実を図り、スポーツを介した生涯教育への関心を持たせることを目的として、２年次に全員参

加が原則で実施されます。研修代金については、事前に徴収いたします。 

 

２）工場見学（第３、４学年） 

 在学中、各学科の計画に従って県内、県外の工場見学を実施します。学科により多少の相違はあ

りますが、県内の工場を主体とした第３学年の工場見学と第４学年で実施される県外の見学旅行に

大別されます。 

 工場見学は教室を離れて実際の工場で製造過程や 新の技術などを目の前で見ることにより、生

きた学問を身につける意味で大切です。この工場見学は全員参加を原則としており、見学代金につ

いては、その都度事前に徴収いたします。 

 

１）見学旅行（第４学年） 

 ４年次に実施する見学旅行は、国内の 新の技術や設備のある工場や研究所等を見学し、専門の

知識を豊かにするとともに、文化財、名所旧跡を訪ね日本の伝統と文化を学び､技術者としてバラ

ンスのとれた成長を目的としています。 

学生相互の融和を深め学生生活の思い出として何時までも心に残るでしょう。 

この旅行は、学校の行う教育活動の一環として行うため、全員参加を原則としており、旅行代金に

ついては事前に徴収いたします。 

 

（出典：平成19年度学生便覧、p.59～61、抜粋編集） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－４－①－３ 続き） 

 
出発時間

帰校時間

アルプス電気株式会社長岡工場
郵便番号940-8572
長岡市東高見1-3-5
TEL 0258-24-1111

13:30-15:00 13:00

株式会社オーエム製作所長岡工場
郵便番号940-0014
長岡市北園町2-1
TEL 0258-24-1550

15:15-16:15 16:30

株式会社 新潟総合テレビ
郵便番号950-8572
新潟市八千代2-3-1
TEL 025-249-8910

10:30 未定

株式会社ニイガタマシンテクノ
郵便番号950-0821
新潟県新潟市岡山1300
TEL 025-274-5121

午後 未定

株式会社ユニオンツール長岡工場
郵便番号940-1104
長岡市摂田屋町字外川2706-6
TEL 0258-22-2620

09:30-11:00 9:00

ＮＨＫ新潟放送局
郵便番号951-8508
新潟市川岸町1-49
TEL 025-230-1616

14:00-15:30 16:30

越後製菓株式会社片貝工場
郵便番号947-0192
小千谷市片貝町1980-1
TEL 0258-32-2358

10:00-11:30 9:30

関原酒造株式会社
郵便番号940-2035
長岡市関原町1-1029-1
TEL 0258-46-2010

13:00-14:00 14:30

環境都市 株式会社熊谷組高峯トンネル作業所
郵便番号941-0026
糸魚川市田屋字見取1400
TEL

11:00-15:00

9:00

16:30

45
井林　康
岩波　基

借り上げバス
学科負担

平成１８年度３学年工場見学一覧

見学時間見　学　先 所　在　地学科名

物質

機械 47
河田剛毅
柳澤宏昭

電気電子 47

柴田　勝
（未定）

40電子制御
竹部啓輔
小柳久也

42

交通手段
及び経費負担

借り上げバス
学生自己負担

宮崎敏昌
（未定）

引率者

借り上げバス
学生自己負担

学生
人数

借り上げバス
学生自己負担

借り上げバス
学生自己負担

 

 

日  時 場  所 日  時 場  所
Ｍ 6/6(火） 6/9(金） 貸切バス 名古屋・関西方面 鉄道・バス 　 山田隆一 トヨタ自動車工場 6/6(火)

8:21 長岡駅 18:50 長岡駅 佐々木徹 　　　　　　　　　外 14:00～16:00
鉄道 ４６ 　

Ｅ 6/5(月） 6/8(木） 貸切バス 北海道方面 航空機・バス・ 　 小林和久 自然体験村 6/6(火)
6:30 長岡高専 17:15 長岡駅 　　　　フェリー 竹内麻希子 　　　　　　　　外 9:15～12:00

　 貸切バス 　 　 ４１

EC 6/5(月） 6/7(水） 貸切バス 大阪・神戸方面 鉄道・バス 　 佐藤秀一 雪印乳業 6/6(火)
8:21 長岡駅 18:30 長岡駅 外山茂浩 関西チーズ工場 9:20～10:35

鉄道 ４０ 　　　　　　　　外

MB 6/6(火） 6/9(金） 貸切バス 北海道方面 航空機・バス 　 菅原正義 サッポロビール 6/8(木)
 10:20 長岡高専 18:00 長岡駅 丸山一典 　　　　　工場　外 13:30～14:40

貸切バス ４４

CI 6/6(火） 6/9(金） 鉄道 京都・大阪・神戸 鉄道 　 宮腰和弘 神戸都市交通車両基地 6/9(金）
8:21 長岡駅 18:10 長岡駅 衛藤俊彦 人と防災未来ｾﾝﾀｰ 9:00～12:00

鉄道 ４０ 外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　ＭＢ 　169,000円　　　 　　ＣＩ　　166,000円   (各　２名分）

　４．経費負担　　　　学　生　　　：　個人負担
　　　　　　　　　　　　　引率教員　：　寄付金（後援会）　　　740,000円（５学科　１０名）　【概算】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内訳　：　Ｍ　　　152,000円     　　　Ｅ　　124,000円　　　ＥＣ　　128,000円　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【見学旅行】　より　　645,000円   （不足分100,000円は、【ロボコン視察旅費】より

　２．期　　日　　　　①　平成１８年６月５日（月）～６月７日（水）　２泊３日　　　　　ＥＣ
　　　　　　　　　　　　②　平成１８年６月５日（月）～６月８日（木）　３泊４日　　　　　Ｅ
　　　　　　　　　　　　③　平成１８年６月６日（火）～６月９日（金）　３泊４日　　　　　Ｍ、ＭＢ、ＣＩ

　３．行き先、引率教員及び参加者

平成１８年度　４学年見学旅行実施要項

　１．目　　的　　　　国内の先端技術を見学し、専門教育の強化に役立てると同時に、名所旧跡を訪ねて見聞を広め、知識豊かな視野の広
　　　　　　　　　　　人間性を養うことを目的とする。

見学先
出    発 帰    着

見学日時交通手段学科名 行き先
学生
人数

引率者

 

（出典：第３、４学年実施要項、学生課資料） 
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（資料５－４－①－４） 

 実施学科
対象
学年

演題 講演者氏名 所属 実施日時

機械
4，5年
専攻科

アメリカでの技術開発ベンチャー
ビジネス談

恒吉忠雄
スピンテック社
オーナー

4月28日（金）
14:40－16:10

機械
4，5年
専攻科

今、注目の公差解析 ―公差っ
て、どう決めるの？―

栗山　弘
(株)プラーナー
代表取締役

1月11日（木）
13:15－14:45

電気 4，5年 半導体プロセス入門 伊藤　忠
豊田中央研究所
主任研究員

12月7日（木）
14：35～16：05

電気
4，5年
専攻科

マイクロソフトの最新テクノロジ 田中達彦 マイクロソフト
1月16日（木）
15:00－16:20

電気 4，5年
組込み技術におけるスキル管理
と技術管理

大原　茂之 東海大学教授
2月13日（火）
15時～17時

電子制御
4，5年
専攻科

音はちからもち
－強力超音波の応用－

中村健太郎
東京工業大学
精密工学研究所

10月16日
13：00～

電子制御 4年
生物から学び人間の幸福に貢献
する工学=医用生体工学入門

福本一朗
長岡技術科学大学
生物系教授

12月14日
15：00～16：20

物質
5年
専攻科

化学工業とは何か？・新潟県の
化学工業・電化青海工場の化学

西脇建一郎 電気化学工業
2月2日
16：35～17：15

環境都市
4，5年
専攻科

山古志の集落再生 江田隆三 地域計画連合（株）
10月26日（木）
14：40～  

（出典：専門学科における特別講演会実施状況、学生課資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

第３学年以下の特別活動の時間は教育課程表に明記されており、担任がその実施計画を作成し、学

科ごとあるいは、学科横断型の取組みが行われている。また第１～５学年の各学年において、交友関

係を広げる機会を作るとともに、社会見聞・視野の拡大等を図る学校行事（新入学生合宿研修、スキ

ー合宿、工場見学、見学旅行、学外講師による講演会）が実施されており、人間の素養が十分に涵養

されるよう配慮されている。 

 

 

観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況） 

本校の教育目標は、「人類の福祉と地球環境に配慮できる人間性と倫理観を持った」、「多様な価

値観を理解できる」、「健全で創造性ゆたかな」技術者の育成を謳っている（前出資料５－１－①－

３～４：本校の教育目標と学習・教育目標）。こうした素養を涵養するために、生活指導面や課外活

動面において積極的な取り組みが行われ、配慮がされている。 

 学生の生活指導に関しては、学生主事を委員長とする厚生補導委員会と学級担任を中心として、基

本的に全教職員の協力体制のもとで行われている。厚生補導委員会が扱う、学生の飲酒・喫煙、車両

通学等に係わる規則等は、厚生補導の手引き（資料５－４－②－１）にまとめられている。 

このほか、学生の困りごと・不満・悩みごと等の各種相談、精神面での援助・ケアは、学生相談室

が担当し、その案内は学生便覧（資料５－４－②－２）に掲載されているほか、本校Webサイト

（http://www.nagaoka-ct.ac.jp/counseling/）には、詳細な利用案内と 新の情報も掲載されてい
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る。資料５－４－②－３は、平成13年度から５年間の相談内容と件数をまとめたものである。 

 課外活動等に関して、学生会が組織され、学生主体の各部局・委員会が自主的な活動を展開してい

る（資料５－４－②－４）。学生会が企画する学校行事として球技大会、運動会（資料５－４－②－

５）、遠足、学園祭があり、自主性・協調性・社会性・適応力・責任感等、人としての素養を育むよ

い機会となっている。これに加えて、校内大清掃を年３回、学外近隣を含めたクリーン作戦（資料５

－４－②－６）を年２回実施し、地域との関わりと環境の美化・保全意識の高揚にも努めている。年

間行事表はこれら行事の円滑な実施を考慮して作成しているとともに、実施にあたっては全教職員で

バックアップにあたっている。 

健全な心身、豊かな人間性を育てる上でクラブ活動は重要であり、全教員がクラブ顧問を分担し、

学校全体でクラブ活動の指導・支援体制を整えている（資料５－４－②－７）。これによりクラブ活

動は活発に行われており、各種大会・コンクール・発表会への積極的な参加と多くの実績を上げてい

る（資料５－４－②－８）。 

こうした課外活動等の推奨を目的として、優れた活動を行った学生の表彰、及び報告会を行ってお

り（資料５－４－②－９、資料５－４－②－10）、学生のモチベーション向上に寄与している。 

このほか、学生に読書を推奨するため、本校独自に読書感想文コンクールを実施しており、感受性

・倫理性・論理的思考力の素養を育む上で役立っている（資料５－４－②－11）。 
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資料５－４－②－１） 

（出典：厚生補導の手引き 目次抜粋） 
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（資料５－４－②－２） 

 

 

（出典：平成19年度学生便覧、p.52 Ⅳ.学生生活関係(福利厚生)7.学生相談室） 

 

（資料５－４－②－３） 

 

 

学生相談室の利用状況（年間相談件数） 

年度 

内容 
H13 H14 H1 1 H1 H5 H 6 7 18

修学上の悩み 52 20 11 112 5  8 

進路の悩み 19 19 9 614 9  

経済上の悩み 2 19 0 00 1  

対人関係の悩み 20 45 27 213 5  1 

精神面の悩み 45 70 66 291 18  6 

健康面の悩み 107 28 39 268 91  4 

その他  54 30 27 90 34   

メール相談 10 6 14 90 6   

合計件数 214 19 1105 152 218 3 07 
 

（出典：学生相談室保管記録） 
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（資料５－４－②－４） 

 

 

 

 

（出典：平成19年度学生便覧 p.199） 
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（資料５－４－②－５） 

                              平成１８年１０月１６日 

  
教職員 各位 

            
                                         

学 生 主 事 
                              運動会担当：江田 
                                         

            運動会実施について（連絡）  

 
 先週のメールでもお伝えしたとおり、１０月１６日 お昼の天気予報により、 
明日の運動会実施の判断を連絡をすることになっていましたので、ご連絡いたします。  
天気予報（Yahoo!天気情報）によると明日１０月１７日（火曜日）、長岡の天気予報は「晴

れ 降水確率％」となっています。  
よって、予定通り運動会（グラウンド）を実施いたします。 
 学校行事のひとつ「運動会」は学校行事の健康安全・体育的行事にあたります。 
「心身の健全な発達や健康の保持増進などについての理解を深め、安全な行動や規律ある

集団行動の体得、運動に親しむ態度の育成、責任感や連帯感の涵養、体力の向上などに資

する能力の育成」を目標として、学生の指導・助言を行っていきたいと思います。 
 担任の先生方におかれましては、公務多忙のことと存じますが、クラスの親睦を深める

意味でも、クラスの試合時間に合わせてグラウンドに足を運んで頂き、応援・激励等をよ

ろしくお願いいたします。 
 競技日程は以下のとおりとなります。 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 競技日程 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 ８：４０ 開会式（グラウンド） 
 午前の部 
１ ９：３０  学科対抗 人送りレース 
２ １０：００ 学科対抗 騎馬戦 （１．２年生戦・３．４５年生戦を各２回） 
３ １０：４５ クラス対抗 綱引き（トーナメント） 
 綱引き終了後 １３：００まで昼休み 
 
 午後の部 
１ １３：００ クラス対抗大縄跳び（学年ごと全５クラス同時に実施） 
２ １３：４５ 学科対抗玉入れ （各学科２回挑戦） 
３ １４：１５ 学科対抗棒倒し（１勝先取の総当り戦、計１０試合） 
４ １５：００ 学科対抗リレー 
 
 １５：２０ 閉会式（グラウンド） 

 

（出典：学生課資料） 

 

 - 140 -



長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－４－②－６） 

 
整備委員会 

組織図 
委員長     副委員長 2 名     構成員･･･各クラス 2 名 

１、活動目標 
・ クリーン作戦（年 2 回） 
・ 校内大清掃作戦（年 3 回） 
・ 新世紀花の道プラン（4 月～10 月） 
・ 校内美化の呼びかけ 

２、活動予定表 
ⅰ）クリーン作戦 
  日時：4 月 20 日 放課後（雨天時  延期） 
     10 月 12 日 放課後（雨天時 延期） 
ⅱ）校内大清掃作戦 
  日時：7 月 13 日 放課後 
     12 月 21 日 放課後 
     2 月 22 日 放課後 
ⅲ）新世紀花の道プラン 
  活動期間 5 月～10 月 
  5 月中旬～10 月   長岡市役所からの支給される花（サルビア、ニチニチソウ、ベ

ゴニア、ハナスベリヒユ） 
３、活動内容 
ⅰ）クリーン作戦 
  目的：学校内及び学区地域の美化 
  清掃場所：校内、学校敷地内及び学校周辺地域 
  企画概要：学校周辺での本校生によるゴミのポイ捨てをさせないために自分たちで清

掃する。また、日頃使っている校内も同時に行う。 
ⅱ）校内大清掃作戦 
  目的：長期休暇前の校内の大清掃 
  清掃場所：校舎内全部 
  企画概要：夏休み、冬休み、春休み前の大清掃 
ⅲ）新世紀花の道プラン 
  目的：   来客者を花の道で迎え、高専にいいイメージをもってもらい、また、学

生に少しでも花に興味を持ってもらう。 
  企画概要： 市から支給された花を正面玄関前と高専坂にプランターを並べる。 

 

 

 

（出典：平成18年度学生会整備委員会、校内清掃、クリーン作戦案内書） 
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（資料５－４－②－７） 

（出典：厚生補導の手引き、p.39） 
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（資料５－４－②－７ 続き） 

（出典：教職員用グループウェア） 
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（資料５－４－②－８） 

 

 

(次頁へ続く) 
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（資料５－４－②－８ 続き） 

 

 

（出典：長岡高専学園便り vol.12, p.12-13 2006年12月） 
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（資料５－４－②－９） 

 
 

（次頁へ続く）（出典：長岡高専規程集） 
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（資料５－４－②－９ 続き） 

 平成１８年度卒業生・修了生表彰 

 
（専攻科） 

特別表彰 

  電子機械システム工学専攻 金子 健正 

（学 科） 

特別表彰 

  物質工学科    菅井 直人 
    〃      渡邉 奈緒子 
功労賞 

  機械工学科    韮澤 哲也 
電気工学科    岡田 竜弥 

 
精励賞 

  機械工学科    吉田 茂輝 
    〃      タン フィ シア 
    電気工学科    宮島 孝幸 
  電子制御工学科  チャン クワン チュン 
 

学会賞 

  日本機械学会畠山賞 
      機械工学科   吉田 茂輝  

 
溶接学会東部支部奨学賞  

      電子制御工学科 小池 真央 
   

日本化学会関東支部支部長賞  
物質工学科   菅井 直人 

   
全国高専土木工学会 近藤賞  

環境都市工学科 荒川  岳  
   

電気学会東京支部新潟支所設立25周年記念

特別賞 電子機械システム工学専攻 

            上村  剛 

 

電気学会東京支部新潟支所設立25周年記念

特別賞 電子機械システム工学専攻 

            山田  覚  

電子情報通信学会学生奨励賞 

電子機械システム工学専攻  

武  洋太 

 

土木学会関東支部新潟会 土屋雷蔵賞 

     環境都市工学専攻 酒井 由美 

             

同窓会長賞 

  柔道部 物質工学科   金子 紅里 
柔道部 環境都市工学科 石黒 一馬 

  柔道部 環境都市工学科 小池  薫 
  バスケットボール部 機械工学科 

今井 達郎 
バスケットボール部 電子制御工学科 

  浅野 武史 
バスケットボール部 電子制御工学科 
            柴木 優美 
バレーボール部   環境都市工学科 
            中島 千博 
ロボティクス部   電子制御工学科 
            川上 裕雅 
 
  

※皆勤賞については、別紙のとおり 

 
 

（出典：学生課資料） 
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（資料５－４－②－10） 

（次頁へ続く）（出典：厚生補導の手引きp.59） 
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（資料５－４－②－10 続き） 

 
　競技種目名等 　　学　科 学年 氏　　名 　　ふ り が な     　　　     成　　績　　等

1 陸 上 競 技 電子制御工学科 4 原  一貴 はら かずたか 地区１００m，２００m　１位

2 物質工学科 5 内山政明 うちやま まさあき 地区　円盤投げ　１位，砲丸投げ　３位

3 バスケットボール 電子制御工学4 平井一徳 ひらい　かずのり 地区　　１位

4 電子制御工学科 5 浅野武史 あさの たけし 地区　　１位

5 機械工学科 5 今井達郎 いまい　たつろう 地区  　１位

6 機械工学科 3 丸山圭介 まるやま けいすけ 地区  　１位

7 環境都市工学科 3 小林豊和 こばやし　とよかず 地区  　１位

8 物質工学科 3 磯部王郎 いそべ　きみお 地区  　１位

9 環境都市工学科 2 小林　岳 こばやし　がく 地区　　１位

10 機械工学科 2 鈴木海太 すずき　かいた 地区　　１位

11 物質工学科 2 佐藤亮二 さとう　りょうじ 地区　　１位

12 機械工学科 2 高橋　輝 たかはし　ひかる　 地区　　１位

13 機械工学科 2 村山　洋樹 むらやま　ひろき 地区　　１位

14 機械工学科 2 斎須　孝幸 さいす　たかゆき 地区　　１位　

15 環境都市工学科 2 平井　瑠美 ひらい　るみ 地区　　１位

16 　　　卓　球 物質工学科 3 外山　峻悟 とやま　しゅんご 地区　団体　２位

17 環境都市工学科 3 大嶋　義章 おおしま　よしあき 地区　団体　２位

18 環境都市工学科 3 関川　健記 せきかわ　たけのり 地区　団体　２位

19 環境都市工学科 3 若林　英昭 わかばやしひであき 地区　団体　２位

20 物質工学科 3 渡邉　俊則 わたなべ　としのり 地区　団体　２位

21 物質工学科 2 安井　雅敏 やすい　まさとし 地区　団体　２位

22 環境都市工学科 2 野本　翔太 のもと　しょうた 地区　団体　２位

23 環境都市工学科 2 齋藤　良一 さいとうりょういち 地区　団体　２位

24 環境都市工学科 2 西　　信衛 にし　のぶえ 地区　団体　２位

25 柔　道 環境都市工学科 5 小池　薫 こいけ かおる 地区　団体　２位、個人戦６０㎏級　２位

26 環境都市工学科 5 石黒　一馬 いしぐろ　かずま 地区　団体　２位、湊谷杯北信越大会１位

27 環境都市工学科 4 武部　真悟 たけべ　しんご 地区　団体　２位

28 物質工学科 4 志田　哲史 しだ　さとし　 地区　団体　２位

29 環境都市工学科 3 萩野宗次朗 はぎの そうじろう 地区　団体　２位、個人戦73㎏級　１位

30 電子制御工学科 2 石津謙太朗 いしづ　けんたろう 地区　団体　２位

31 物質工学科 2 小池　惇平 こいけ じゅんぺい 地区　団体　２位

32 環境都市工学科 3 山﨑孝子 やまざき たかこ 地区　個人戦５２㎏級  １位

33 電気電子システム 2 若月智秋 わかつき　ちあき 地区　個人戦６３㎏級  ２位　　全国　３位

34 物質工学科 5 金子紅里 かねこ あかり 地区　個人戦６３㎏級  ３位

35 剣　道 環境都市工学科 3 青木　仁孝 あおき　まさたか　 地区　個人戦６３㎏級  ２位

36 　　水　泳 電子制御工学科 2 高田　祐生 たかだ　ゆうき 地区　個人戦２００ｍ背泳ぎ　２位　　

37 環境都市工学科 3 本間　達朗 ほんま　たつろう 地区　個人戦１００ｍ自由形　１位　　

38ロボットコンテスト電子制御工学科 3 吉田　健太 よしだ　けんた 地区　団体　２位

39 電子制御工学科 5 川上　裕雅 かわかみ　ひろまさ 地区　団体　２位

40 機械工学科 1 平澤　勇気 ひらさわ　ゆうき 地区　団体　２位

41 電子制御工学科 4 二ノ宮美国 にのみや　よしくに 地区　団体　２位

42 機械工学科 1 友坂　一也 ともさか　かずや 地区　団体　２位

43 電子制御工学科 1 山際　優太 やまぎわ　ゆうた 地区　団体　２位

44 機械工学科 2 米山　貴之 よねやま　たかゆき 地区　団体　２位

45 電子制御工学科 1 坂井　哲也 さかい　てつや 地区　団体　２位

46 全国高校化学ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ 物質工学科 3 小出　博仁 こいで　ひろひと 銅賞

47 全国高校化学ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ 物質工学科 3 佐藤　達也 さとう　たつや 銅賞

48 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動表彰 電気工学科 4 吉田　寛子 よしだ　ひろこ 日本高専学会奨励賞

49 環境都市工学科 4 斎藤　弥生 さいとう　やよい 日本高専学会奨励賞

50 物質工学科 3 関矢　徹雄 せきや　てつお 日本高専学会奨励賞

51 電子制御工学科 3 田中　利樹 たなか　としき 日本高専学会奨励賞

52 環境都市工学科 3 久保田雄太 くぼた　ゆうた 日本高専学会奨励賞

53 物質工学科 3 長部　　淳 おさべ　じゅん 日本高専学会奨励賞

54 物質工学科 3 椛沢　祐輔 かばさわ　ゆうすけ 日本高専学会奨励賞

55 物質工学科 3 小出　博仁 こいで　ひろひと 日本高専学会奨励賞

56 物質工学科 3 菅原　雅通 すがわら　まさみち 日本高専学会奨励賞

57 物質工学科 3 佐藤　達也 さとう　たつや 日本高専学会奨励賞

58 物質工学科 3 渡邉　理砂 わたなべ　りさ 日本高専学会奨励賞

59 電子制御工学科 3 山本　龍彦 やまもと　たつひこ 日本高専学会奨励賞

　※ 網掛けの者は、全国レベルの大会で優秀な成績を収めた者である。

平成１８年度　課外活動等において優秀な成績を収めた学生の報告会実施に伴う該当者一覧

 

（出典：学生課資料） 
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（資料５－４－②－11） 

 

 
 

(次頁へ続く) 

（出典：図書館だより第32号, p.3 (2006.7）) 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

 

（資料５－４－②－11 続き） 

 

（出典：図書館だより第33号, p.3 (2007.1)） 
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（分析結果とその根拠理由） 

学生主事、厚生補導委員会、学級担任を中心として全教職員が学生の生活指導にあたっているほか、

学生相談室による精神面での援助・ケア体制も整っている。 

学生の主体性を育てるために学生会が組織されており、各部局・委員会ごとの自主的な活動のほか、

学校全体の行事として、球技大会、運動会、遠足、学園祭、クリーン作戦などが毎年実施されている。

また、クラブ活動も活発に行われており、実績も上がっている。 

このほか、読書を通した素養の育成を目的とした読書感想文コンクールも実施されている。 

以上の生活指導面や課外活動等を通して、人間の素養の涵養が図られるよう配慮されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

＜準学士課程＞ 

 学生の多様なニーズに対応できるよう、大学における学修と他の高等専門学校において修得した単

位を合わせて30単位まで単位認定できるようにしている。特に、長岡技術科学大学と単位互換協定を

結び４・５学年の学生は長岡技術科学大学のｅ-ラーニング授業科目を４単位まで履修することがで

きるようにしてある。 

 動機付けのための導入教育として、１学年において専門学科の概論科目、工学基礎科目を取り入れ、

専門分野への興味を高めさせるようにしている。 

 シラバスは書式が統一されており、授業を受ける学生を支援する観点から必要にして十分な情報が

明確に記載されている。シラバスは長岡高専Webサイトに掲載されており、学内外から参照できるの

で活用しやすくなっている。 

 問題解決型教育により創造性を養う科目がすべての専門学科で開設されている。さらに、自ら創意

工夫を凝らし設計から製作まで行う「ものづくり体験」を取り入れた科目も開設されており、自主性

・企画性・デザイン能力・柔軟で総合的な判断能力を養うとともに、成果報告会によりプレゼンテー

ション技術も身につくよう配慮している。 

 インターンシップについては、単なる実務体験のみならず、実務体験の前にはインターンシップに

ついての予備知識を付けさせるためのセミナーを、インターンシップ終了後には報告会を実施し、有

効活用のための工夫をしている。 

 

 

（改善を要する点）  

＜準学士課程＞ 

インターンシップについては実習を１～２週間程度で実施しているが、より長期間のインターンシ

ップについて検討を行う必要がある。 

シラバスは記載情報は充実しており、体裁・公開方法ともに活用しやすいように整備されているが、

学修単位科目に関しては、学生の自学自習の形跡がチェックできるような工夫も必要である。 
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（３）基準５の自己評価の概要 

＜準学士課程＞ 

本校の教育課程は学年進行に応じて専門科目の比重が増える、くさび形となっており、第４学年以

上には選択科目を多く取り入れており、授業科目の配置、内容が教育目的を達成するために適切なも

のになっている。加えて大学等での履修やインターンシップによる単位認定を行っており、学生の多

様なニーズに対応するとともに、社会からの要請等にも対応する教育課程となっている。インターン

シップについては事前・事後の指導も行っており有効活用を図っている。創造力及び技術者としての

素養を涵養するため、実験・実習、ものづくり教育、問題解決型教育を随所に取り入れた科目を開設

している。 

成績評価、単位認定、進級・卒業認定については、それぞれの規定に従って適切に行われている。

またそれら規定の学生への周知も徹底されている。 

第１～３学年における特別活動のほか、各学年で社会見聞・視野の拡大、人間性の涵養等を図るた

めの学年行事が実施されている。学生が主体となって活動する学生会が組織されており、各部局・委

員会ごとの自主的な活動が行われており、学校全体の行事として、球技大会、運動会、学園祭、クリ

ーン作戦などが継続的に毎年実施されている。クラブ活動も活発に行われており、実績もあげている。

これら学生主体の活動は人としての素養を育むのに大いに役立ち、学校側もこれらの活動・行事の実

施に際しては、積極的なバックアップに努めている。 

学生の生活指導は学生主事、厚生補導委員会、学級担任、クラブ顧問を中心に全教職員が連携して

行っており、学生相談室による精神面での援助・ケア体制も整い、機能している。 
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＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

 

（観点に係る状況） 

 資料５－５－①－１の専攻科の概要「本校専攻科は、高等専門学校の５年間一貫教育の基礎の上に、

大学と同等レベルの工学に関する高度な専門知識と技術を教授研究し、これまでの高専教育の特長を

保持しながら、高い技術開発能力とともに、問題発見・解決のできる研究能力をも兼ね備えた実践的

技術者を育成することを目的にしています。以下、略」、資料５－５－①－２の専攻分野図に示すよ

うに、専攻科課程３専攻（電子機械システム工学専攻、物質工学専攻、環境都市工学専攻）は、準学

士課程５学科（機械工学科、電気電子システム工学科、電子制御工学科、物質工学科、環境都市工学

科）を基礎にして、より高度な実践的・創造的な教育を行うための教育課程となっており、準学士課

程（学科）と専攻科の教育の連携が十分考慮されている。 

（資料５－５－①―１） 

 

 

  専攻科履修の手引き（抜粋）

（出典：平成 19 年度専攻科履修の手引き） 

 

（資料５－５－①－２） 

 

長岡高専専攻科には、  

• 機械・電気・電子制御工学科を基礎とした「電子機械システム工学専攻」  

• 物質工学科を基礎とした「物質工学専攻」  

• 環境都市工学科を基礎とした「環境都市工学専攻」  

の 3 専攻があります。 

（次頁へ続く）

 



長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－５－①－２ 続き） 

 

 

（出典：長岡高専 Web サイト 学校の概要 専攻科） 

 

さらに、資料５－５－①－３の長岡高専の学科・専攻科における教育と「生産システム・環境工学

プログラム」の関係図にあるように、学科４，５年と専攻科１，２年の４年間の課程修了生は、大学

評価・学位授与機構から学士（工学）の学位と JABEE プログラム修了生の認定を受けることができ、

これからも、準学士課程（学科）と専攻科課程との連携がとれていることがわかる。 

（資料５－５－①－３） 

（出典：平成 19 年度学生便覧 p.26） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 前出資料５－５－①－２、前出資料５－５－①－３に示す通り、専攻科の教育は準学士課程の教育

を基礎にしたものであり、さらに準学士課程４，５年と合わせた４年間の学修が学位申請に必要なこ

とからも、専攻科課程は準学士課程との連携の上に成り立っている教育課程であることは明らかであ

る。 

 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程が体系的に編成されているか。また，

授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものになっているか。 

（観点に係る状況） 

 資料５－５－②－１の教育課程表別表第４（一般科目・専門共通科目（各専攻共通）及び専攻別科

目）に示すとおり、必修科目、選択科目とも、高い技術開発能力とともに、問題発見・解決のできる

研究能力をも兼ね備えた実践的技術者を育成するという目的に合致した授業科目が設定・配置されて

いる。 
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（資料５－５－②－１） 

別表第４

授業科目
前期 後期 前期 後期

科学哲学 2 2

地域産業と技術 2 2

開設単位計 4 2 2

実用英語 2 2

総合英語 2 2

開設単位計 4 2 2

東アジア地域論 2 2

日本言語文化 2 2

欧米文化論 2 2

開設単位計 6 2 4

生産システム工学 2 2

シミュレーション工学 2 2

大気水圏環境科学 2 2

環境エネルギー工学 2 2

学外実習 2 2

開設単位計 10 6 4

発明工学 2 2

応用解析 2 2

応用代数 2 2

量子物理 2 2

物理工学 2 2

システム情報工学 2 2

生命科学 2 2

開設単位計 14 6 4 4

修得単位数合計　２２単位以上

選
択
科
目

二
類

選
択
科
目

一
般
科
目

必
修
科
目

修得単位数　４単位以上

学年別配当

修得単位数　４単位

修得単位数　２単位以上

修得単位数　２単位以上

単位数 １年 ２年 備考

一般科目・専門共通科目
（各専攻共通）

修得単位数　１０単位

} 並列開講

必
修
科
目

区分

専
門
共
通
科
目

一
類

 

（次頁へ続く）
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（資料５－５－②－１ 続き） 

 

学年別配当
授業科目

前期 後期 前期 後期

電子機械システム工学特別研究 14 2 2 4 6

電子機械システム工学特別実験 2 1 1

専攻科ゼミナール 2 2

開設単位計 18 3 5 4 6

計測システム 2 2

静電気工学 2 2

レーザ応用工学 2 2

電子物性工学 2 2

半導体材料 2 2

電子デバイス 2 2

信号理論 2 2

ハイテク材料工学 2 2

破壊予知制御学 2 2

固体力学概論 2 2

要素設計工学 2 2

材料設計工学 2 2

マイクロテクノロジー 2 2

レオロジー 2 2

エネルギー変換工学 2 2

システムダイナミックス 2 2

線形システム制御 2 2

情報通信工学 2 2

物性科学 2 2

オプトエレクトロニクス 2 2

超音波テクノロジー 2   2

コンピュータビジョン 2 2

地震防災計画学 2 2

開設単位計 46 4 12 26 4

開設単位合計 64 7 17 30 10

修得単位数６２単位以上

専　　　門　　　科　　　目

ア　電子機械システム工学専攻

必
修
科
目

区
分

選
択
科
目

（一般科目(必修科目)４単位、一般科目(選択科目一類)２単位以上、一般科目(選択科目二
類)２単位以上、専門共通科目(必修科目)１０単位、専門共通科目(選択科目)４単位以上、専
門科目(必修科目)１８単位、専門科目(選択科目)１６単位以上）

単位数 １年 ２年 備考

 

（次頁へ続く）
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（資料５－５－②－１ 続き） 

イ　物質工学専攻
学年別配当

授業科目 備考
前期 後期 前期 後期

物質工学特別研究 14 2 2 4 6

物質工学特別実験 2 1 1

専攻科ゼミナール 2 2

開設単位計 18 3 5 4 6

固体構造化学 2 2

応用有機化学 2 2

生体物質化学 2 2

輸送現象論 2 2

化学反応論 2 2

食品機能化学 2 2

遺伝子工学 2 2

機能性高分子科学 2 2

応用電子化学 2 2

食品栄養学 2 2

生物工学 2  2

環境資源工学 2 2

酵素化学 2 2

溶液化学 2 2

地震防災計画学 2 2

開設単位計 30 4 4 18 4

開設単位合計 48 7 9 22 10       

修得単位数６２単位以上

選
択
科
目

（一般科目(必修科目)４単位、一般科目(選択科目一類)２単位以上、一般科目(選択科目二
類)２単位以上、専門共通科目(必修科目)１０単位、専門共通科目(選択科目)４単位以上、専
門科目(必修科目)１８単位、専門科目(選択科目)１６単位以上）

必
修
科
目

区
分

単位数 １年 ２年

 

（次頁へ続く）
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（資料５－５－②－１ 続き） 

ウ　環境都市工学専攻
学年別配当

授業科目 備考
前期 後期 前期 後期

環境都市工学特別研究 14 2 2 4 6

環境都市工学特別実験 2 1 1

専攻科ゼミナール 2 2

開設単位 18 3 5 4 6

都市構造材料学 2 2   

都市構造物施工学 2 2

雪氷防災工学 2 2

応用水理学 2 2

環境資源循環工学 2 2

環境微生物工学 2 2

環境地盤工学 2 2

応用交通工学 2 2

環境都市計画 2 2

地震防災計画学 2 2

災害情報工学 2 2

土木解析学 2   2

開設単位計 24 4 4 14 2

   開設単位合計 42 7 9 18 8

修得単位数６２単位以上

選
択
科
目

（一般科目(必修科目)４単位、一般科目(選択科目一類)２単位以上、一般科目(選択科目二
類)２単位以上、専門共通科目(必修科目)１０単位、専門共通科目(選択科目)４単位以上、専
門科目(必修科目)１８単位、専門科目(選択科目)１６単位以上）

必
修
科
目

区
分

単位数 １年 ２年

 

 

 

（出典：平成 19 年度学生便覧 p.142～148） 

 

 

 そして、資料５－５－②－２には、準学士課程（４，５学年）と連携した学習・教育目標を達成す

るために必要な授業科目の流れが専攻別に明示されている。 
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（資料５－５－②－２） 
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ト
工

学
(◎

)
精

密
加

工
(◎

)
線

形
シ

ス
テ

ム
制

御
(◎

)
マ

イ
ク

ロ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

(◎
)

電
子

計
測

(◎
)

計
測

シ
ス

テ
ム

(◎
)

パ
ソ

コ
ン

設
計

(◎
)

機
械

設
計

(◎
）

C
A

D
/C

A
M

(◎
)

要
素

設
計

工
学

(◎
)

信
号

理
論

(◎
)

情
報

通
信

工
学

(◎
)

電
子

物
性

工
学

(◎
)

半
導

体
材

料
(◎

)
電

子
デ

バ
イ

ス
(◎

)

静
電

気
工

学
(◎

)
物

性
科

学
(◎

)

 
環

境
エ

ネ
ル

ギ
工

学
（◎

）
生

産
シ

ス
テ

ム
工

学
（◎

）

企
業

実
習

（◎
）

学
外

実
習

（◎
）

地
域

産
業

と
技

術
（◎

）

創
造

研
究

（◎
）

保
健

・体
育

（○
）

専
攻

科
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

（◎
）

科
目

名
の

後
ろ

に
付

い
て

い
る

◎
や

○
の

意
味

は
：

◎
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「主
体

的
」に

関
与

す
る

科
目

○
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「付
随

的
」に

関
与

す
る

科
目

機
械

工
学

実
験

実
習

(◎
)

熱
力

学
（◎

）

物
理

学
Ⅱ

（◎
）

科
学

英
語

演
習

(◎
)

卒
業

研
究

（○
）

独
語

Ⅱ
（◎

）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
特

講
（◎

）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（○
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（○
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（○
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（○
）

卒
業

研
究

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

卒
業

研
究

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

流
体

力
学

Ⅰ
（◎

）

学
科

４
学

年

（D
)

工
学

の
専

門
知

識
と

も
の

づ
く
り

の
ス

キ
ル

を
か

ね
備

え
，

情
報

技
術

を
駆

使
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ａ
）

人
類

の
福

祉
と

地
球

環
境

に
配

慮
で

き
る

人
間

性
と

倫
理

観
を

も
っ

た
技

術
者

の
育

成
。

地
学

（○
）

生
物

（○
）

英
語

Ⅲ
（◎

）

文
学

Ⅱ
（○

）

専
攻

科
２

学
年

後
期

英
語

（A
）（

◎
）

英
語

（B
）（

◎
）

生
産

シ
ス

テ
ム

・環
境

工
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

1

専
攻

科
１

学
年

前
期

前
期

後
期

前
期

後
期

学
科

５
学

年

英
語

特
講

(A
)（

◎
）

中
国

語
（◎

）

英
語

特
講

（B
)（

◎
）

哲
学

（○
）

経
済

学
（○

）

前
期

後
期

歴
史

学
（○

）

英
語

（C
）（

◎
）

②
情

報
・論

理
系

材
料

力
学

Ⅰ
（◎

）

材
料

力
学

Ⅰ
演

習
（◎

）

韓
国

語
（◎

）

応
用

数
学

Ⅱ
（◎

）

卒
業

研
究

（○
）

電
子

回
路

（◎
）

制
御

工
学

（◎
）

応
用

数
学

Ⅰ
（◎

）

物
理

学
Ⅰ

（◎
）

表
１

－
１

（機
械

工
学

科
）　

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
授

業
科

目
の

流
れ

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 (

平
成

19
年

度
入

学
者

用
）

分
野

別
要

件
（融

合
複

合
・新

領
域

の
「基

礎
工

学
の

知
識

・能
力

」）

（Ｃ
）

早
期

技
術

者
教

育
の

特
長

を
生

か
し

，
科

学
と

技
術

の
基

礎
を

身
に

つ
け

た
，

健
全

で
創

造
性

ゆ
た

か
な

技
術

者
の

育
成

。

（数
学

，
物

理
学

）

独
語

Ⅰ
（◎

）

学
習

・教
育

目
標

（Ｂ
）

す
ぐ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野
を

も
ち

，
多

様
な

価
値

観
を

理
解

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

※
1　

学
科

４
学

年
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
１

年
、

学
科

５
学

年
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
２

年
、

専
攻

科
１

学
年

(A
C

1)
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
３

年
、

専
攻

科
２

学
年

(A
C

2)
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
４

年
に

該
当

す
る

。

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

実
験

（◎
）

（G
)

地
域

の
産

業
と

社
会

に
連

携
し

，
時

代
の

要
請

に
応

え
ら

れ
る

実
践

力
の

あ
る

技
術

者
の

養
成

。

多
面

的
思

考
力

と
計

画
力

を
も

ち
，

課
題

の
解

決
と

技
術

の
開

発
を

実
行

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

自
発

的
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

，
継

続
的

に
自

己
啓

発
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ｅ
）

（F
)

 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－５－②－２ 続き） 
 

法
学

（○
）

科
学

哲
学

（◎
）

大
気

水
圏

環
境

科
学

（◎
）

 
心

理
学

（○
）

 
社

会
学

（○
）

 
文

学
Ⅰ

（○
）

地
学

（○
）

生
物

（○
）

国
語

（◎
）

日
本

言
語

文
化

（◎
）

 

総
合

英
語

（◎
）

実
用

英
語

（◎
）

欧
米

文
化

論
（◎

）

東
ア

ジ
ア

地
域

論
（◎

）

応
用

解
析

（◎
）

応
用

代
数

（◎
）

 
統

計
学

（◎
）

物
理

学
実

験
（◎

）
量

子
物

理
（◎

）
物

理
工

学
（◎

）

①
設

計
・シ

ス
テ

ム
系

シ
ス

テ
ム

情
報

工
学

（◎
）

②
情

報
・論

理
系

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

工
学

（◎
）

③
材

料
・バ

イ
オ

系
生

命
科

学
（◎

）

④
力

学
系

シ
ス

テ
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
（◎

）

⑤
社

会
技

術
系

地
震

防
災

計
画

学
（◎

）
発

明
工

学
（◎

）

電
気

電
子

工
学

演
習

Ⅰ
（◎

）
電

気
電

子
工

学
演

習
Ⅱ

（◎
）

電
気

電
子

応
用

工
学

（◎
）

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
（◎

）
生

産
シ

ス
テ

ム
工

学
（◎

）

レ
ー

ザ
応

用
工

学
（◎

）
オ

プ
ト

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

（◎
）

線
形

シ
ス

テ
ム

制
御

（◎
）

電
子

物
性

工
学

（◎
）

半
導

体
材

料
（◎

）
電

子
デ

バ
イ

ス
（◎

）

 
物

性
科

学
（◎

）

信
号

理
論

（◎
）

情
報

通
信

工
学

（◎
）

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ビ
ジ

ョ
ン

（◎
）

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
（◎

）
計

測
シ

ス
テ

ム
（◎

）

ハ
イ

テ
ク

材
料

学
（○

）
要

素
設

計
学

（○
）

材
料

設
計

工
学

（○
）

固
体

力
学

概
論

（○
）

マ
イ

ク
ロ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

（○
）

　
レ

オ
ロ

ジ
ー

（○
）

静
電

気
工

学
（◎

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

工
学

（○
）

超
音

波
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
（○

）

 
電

気
電

子
シ

ス
テ

ム
工

学
実

験
Ⅲ

（◎
）

創
造

研
究

（○
）

地
域

産
業

と
技

術
（◎

）

企
業

実
習

（◎
）

学
外

実
習

（◎
）

創
造

研
究

（◎
）

保
健

・体
育

（○
）

専
攻

科
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

（◎
）

科
目

名
の

後
ろ

に
付

い
て

い
る

◎
や

○
の

意
味

は
：

◎
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「主
体

的
」に

関
与

す
る

科
目

○
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「付
随

的
」に

関
与

す
る

科
目

※
1　

学
科

４
学

年
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
１

年
、

学
科

５
学

年
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
２

年
、

専
攻

科
１

学
年

(A
C

1)
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
３

年
、

専
攻

科
２

学
年

(A
C

2)
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
４

年
に

該
当

す
る

。

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

実
験

（◎
）

（G
)

継
続

的
自

己
啓

発

地
域

の
産

業
と

社
会

に
連

携
し

，
時

代
の

要
請

に
応

え
ら

れ
る

実
践

力
の

あ
る

技
術

者
の

養
成

。

多
面

的
思

考
力

と
計

画
力

を
も

ち
，

課
題

の
解

決
と

技
術

の
開

発
を

実
行

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

自
発

的
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

，
継

続
的

に
自

己
啓

発
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ｅ
）

課
題

解
決

と
技

術
開

発

（F
)

地
域

連
携

と
実

践
力

表
１

－
２

（電
気

電
子

シ
ス

テ
ム

工
学

科
）　

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
授

業
科

目
の

流
れ

　
(平

成
19

年
度

入
学

者
用

)

分
野

別
要

件
（融

合
複

合
・新

領
域

の
「基

礎
工

学
の

知
識

・能
力

」）

（Ｃ
）

科
学

と
技

術
の

基
礎

知
識

早
期

技
術

者
教

育
の

特
長

を
生

か
し

，
科

学
と

技
術

の
基

礎
を

身
に

つ
け

た
，

健
全

で
創

造
性

ゆ
た

か
な

技
術

者
の

育
成

。

（数
学

，
物

理
学

）

独
語

Ⅰ
（◎

）

学
習

・教
育

目
標

（Ｂ
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野

す
ぐ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野
を

も
ち

，
多

様
な

価
値

観
を

理
解

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

電
気

機
器

（◎
）

電
力

シ
ス

テ
ム

工
学

（◎
）

英
語

Ⅲ
（◎

）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
特

講
（◎

）

電
子

回
路

（◎
）

デ
ジ

タ
ル

信
号

処
理

（◎
）

応
用

数
学

Ⅰ
（◎

）

物
理

学
Ⅰ

（◎
）

応
用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
（◎

）

電
気

電
子

材
料

（◎
）

電
気

電
子

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅱ
（◎

）

保
健

・体
育

（○
）

卒
業

研
究

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

哲
学

（○
）

前
期

後
期

経
済

学
（○

）

前
期

後
期

専
攻

科
２

学
年

後
期

生
産

シ
ス

テ
ム

・環
境

工
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

1

専
攻

科
１

学
年

前
期

前
期

後
期

学
科

４
学

年
学

科
５

学
年

歴
史

学
（○

）

文
学

Ⅱ
（○

）

（D
)

専
門

知
識

と
応

用
力

工
学

の
専

門
知

識
と

も
の

づ
く

り
の

ス
キ

ル
を

か
ね

備
え

，
情

報
技

術
を

駆
使

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

卒
業

研
究

（○
）

（Ａ
）

人
間

性
と

倫
理

観

人
類

の
福

祉
と

地
球

環
境

に
配

慮
で

き
る

人
間

性
と

倫
理

観
を

も
っ

た
技

術
者

の
育

成
。

英
語

（A
）（

◎
）

卒
業

研
究

（○
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（○
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（○
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（○
）

電
子

デ
バ

イ
ス

（◎
）

光
波

工
学

（◎
）

電
気

電
子

設
計

（◎
）

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
（◎

）

計
算

機
シ

ス
テ

ム
（◎

）

通
信

工
学

（◎
）

シ
ス

テ
ム

制
御

工
学

（◎
）

デ
ジ

タ
ル

回
路

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（○
）

英
語

特
講

（◎
）

中
国

語
（◎

）

韓
国

語
（◎

）

仏
語

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

英
語

（B
）（

◎
）

英
語

（C
）（

◎
）

独
語

Ⅱ
（◎

）

応
用

数
学

Ⅱ
（◎

）

物
理

学
Ⅱ

（◎
）

電
磁

気
学

（◎
）

電
気

回
路

Ⅱ
（◎

）
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法
学

（○
）

科
学

哲
学

（◎
）

大
気

水
圏

環
境

科
学

（◎
）

 

 
心

理
学

（○
）

 
社

会
学

（○
）

 
文

学
Ⅰ

（○
）

国
語

（◎
）

日
本

言
語

文
化

（◎
）

 

総
合

英
語

（◎
）

実
用

英
語

（◎
）

欧
米

文
化

論
（◎

）

東
ア

ジ
ア

地
域

論
（◎

）

応
用

解
析

（◎
）

応
用

代
数

（◎
）

物
理

学
実

験
（◎

）
量

子
物

理
（◎

）
物

理
工

学
（◎

）

①
設

計
・シ

ス
テ

ム
系

シ
ス

テ
ム

情
報

工
学

（◎
）

②
情

報
・論

理
系

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅰ

or
Ⅲ

（◎
）

デ
ー

タ
通

信
工

学
（◎

）
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
工

学
（◎

）
信

号
理

論
（◎

）

③
材

料
・バ

イ
オ

系
ハ

イ
テ

ク
材

料
工

学
（◎

）
生

命
科

学
（◎

）

④
力

学
系

シ
ス

テ
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
（◎

）

⑤
社

会
技

術
系

発
明

工
学

（◎
）

地
震

防
災

計
画

学
（◎

）

計
測

シ
ス

テ
ム

（◎
）

線
形

シ
ス

テ
ム

制
御

（◎
）

マ
イ

ク
ロ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

（◎
）

超
音

波
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
（◎

）

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ
概

論
（◎

）
レ

ー
ザ

応
用

工
学

（◎
）

オ
プ

ト
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
（◎

）

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
Ⅳ

（◎
）

情
報

通
信

工
学

（◎
）

　
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ビ

ジ
ョ

ン
（◎

）

離
散

数
学

（◎
）

材
料

設
計

工
学

（◎
）

固
体

力
学

概
論

（◎
）

要
素

設
計

工
学

（◎
）

　
流

体
力

学
（◎

）
　

レ
オ

ロ
ジ

ー
（◎

）

熱
力

学
（◎

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
換

工
学

（◎
）

電
子

物
性

工
学

（◎
）

半
導

体
材

料
（◎

）
電

子
デ

バ
イ

ス
（◎

）

回
路

工
学

演
習

Ⅱ
（◎

）
静

電
気

工
学

（◎
）

物
性

科
学

（◎
）

科
学

英
語

（◎
）

 
 

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
（◎

）
生

産
シ

ス
テ

ム
工

学
（◎

）

電
子

制
御

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
（○

）

企
業

実
習

（◎
）

学
外

実
習

（◎
）

地
域

産
業

と
技

術
（◎

）

電
子

制
御

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
（◎

）

保
健

・体
育

（○
）

専
攻

科
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

（◎
）

科
目

名
の

後
ろ

に
付

い
て

い
る

◎
や

○
の

意
味

は
：

◎
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「主
体

的
」に

関
与

す
る

科
目

○
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「付
随

的
」に

関
与

す
る

科
目

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（○
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（○
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（○
）

電
子

デ
バ

イ
ス

（◎
）

セ
ン

サ
ー

工
学

（◎
）

線
形

制
御

（◎
）

数
値

解
析

（◎
）

　

卒
業

研
究

（○
）

電
子

物
性

・材
料

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（○
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

卒
業

研
究

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

（A
)

人
間

性
と

倫
理

観

人
類

の
福

祉
と

地
球

環
境

に
配

慮
で

き
る

人
間

性
と

倫
理

観
を

も
っ

た
技

術
者

の
育

成
。

哲
学

（○
）

経
済

学
（○

）

歴
史

学
（○

）

地
学

（○
）

生
物

学
（○

）

（D
)

専
門

知
識

と
応

用
力

工
学

の
専

門
知

識
と

も
の

づ
く
り

の
ス

キ
ル

を
か

ね
備

え
，

情
報

技
術

を
駆

使
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

卒
業

研
究

（○
）

電
子

回
路

（◎
）

電
気

回
路

（◎
）

電
磁

気
学

（◎
）

材
料

力
学

（◎
）

電
子

制
御

工
学

実
験

（◎
）

専
攻

科
２

学
年

後
期

生
産

シ
ス

テ
ム

・環
境

工
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

1

専
攻

科
１

学
年

前
期

前
期

後
期

前
期

後
期

学
科

４
学

年

応
用

数
学

Ⅱ
（◎

）

物
理

学
Ⅱ

（◎
）

独
語

Ⅱ
（◎

）

英
語

特
講

(B
) 
（◎

）

学
科

５
学

年

中
国

語
（◎

）

韓
国

語
（◎

）

英
語

特
講

(A
) 
（◎

）

前
期

後
期

文
学

Ⅱ
（○

）

英
語

（A
）（

◎
）

英
語

（B
）（

◎
）

英
語

（C
）（

◎
）

物
理

学
演

習
（◎

）

計
測

工
学

（◎
）

応
用

数
学

Ⅰ
（◎

）

物
理

学
Ⅰ

（◎
）

制
御

工
学

（◎
）

統
計

学
（◎

）

英
語

Ⅲ
（◎

）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
特

講
（◎

）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
（◎

）

（F
)

地
域

連
携

と
実

践
力

表
１

－
３

（電
子

制
御

工
学

科
）　

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
授

業
科

目
の

流
れ

　
　

（平
成

19
年

度
入

学
者

用
）

分
野

別
要

件
（融

合
複

合
・新

領
域

の
「基

礎
工

学
の

知
識

・能
力

」）

（Ｃ
）

科
学

と
技

術
の

基
礎

知
識

早
期

技
術

者
教

育
の

特
長

を
生

か
し

，
科

学
と

技
術

の
基

礎
を

身
に

つ
け

た
，

健
全

で
創

造
性

ゆ
た

か
な

技
術

者
の

育
成

。

（数
学

，
物

理
学

）

独
語

Ⅰ
（◎

）

学
習

・教
育

目
標

（Ｂ
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野

す
ぐ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野
を

も
ち

，
多

様
な

価
値

観
を

理
解

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

※
1　

学
科

４
学

年
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
１

年
、

学
科

５
学

年
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
２

年
、

専
攻

科
１

学
年

(A
C

1)
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
３

年
、

専
攻

科
２

学
年

(A
C

2)
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
４

年
に

該
当

す
る

。

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

研
究

（◎
）

電
子

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

特
別

実
験

（◎
）

（G
)

継
続

的
自

己
啓

発

地
域

の
産

業
と

社
会

に
連

携
し

，
時

代
の

要
請

に
応

え
ら

れ
る

実
践

力
の

あ
る

技
術

者
の

養
成

。

多
面

的
思

考
力

と
計

画
力

を
も

ち
，

課
題

の
解

決
と

技
術

の
開

発
を

実
行

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

自
発

的
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

，
継

続
的

に
自

己
啓

発
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ｅ
）

課
題

解
決

と
技

術
開

発
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法
学

（○
）

科
学

哲
学

（◎
）

大
気

水
圏

環
境

科
学

（◎
）

 
心

理
学

（○
）

 
社

会
学

（○
）

 
文

学
Ⅰ

（○
）

地
学

（○
）

生
物

（○
）

国
語

（◎
）

日
本

言
語

文
化

（◎
）

 

総
合

英
語

（◎
）

実
用

英
語

（◎
）

欧
米

文
化

論
（◎

）

東
ア

ジ
ア

地
域

論
（◎

）

応
用

解
析

（◎
）

応
用

代
数

（◎
）

統
計

学
（◎

）

物
理

学
実

験
（◎

）
量

子
物

理
（◎

）
物

理
工

学
（◎

）

①
設

計
・シ

ス
テ

ム
系

化
学

シ
ス

テ
ム

制
御

（◎
）

シ
ス

テ
ム

情
報

工
学

（◎
）

情
報

処
理

 I
II 

（◎
）

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
演

習
（◎

）
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
工

学
（◎

）

③
材

料
・バ

イ
オ

系
分

子
生

物
化

学
（◎

）
生

命
科

学
（◎

）

一
般

力
学

（◎
）

シ
ス

テ
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
（◎

）

⑤
社

会
技

術
系

地
震

防
災

計
画

学
（◎

）
発

明
工

学
（◎

）

 無
機

化
学

 I
I 
（◎

）
無

機
材

料
工

学
（◎

）
材

料
物

理
化

学
（◎

）
固

体
構

造
化

学
（◎

）

応
用

電
子

化
学

有
機

化
学

 I
I 
（◎

）
有

機
プ

ロ
セ

ス
化

学
（◎

）
生

体
物

質
化

学
（◎

）
応

用
有

機
化

学
（◎

）

高
分

子
化

学
（◎

）
高

分
子

物
性

（◎
）

機
能

性
材

料
（◎

）
機

能
性

高
分

子
科

学
（◎

）

構
造

解
析

学
 I
 （

◎
）

構
造

解
析

学
 I
I 
（◎

）

機
器

分
析

 I
 （

◎
）

機
器

分
析

 I
I 
（◎

）

化
学

工
学

 I
I 
（◎

）

物
質

工
学

実
験

（化
工

）（
◎

）

反
応

工
学

（◎
）

材
料

反
応

工
学

（◎
）

輸
送

現
象

論
（◎

）

物
理

化
学

 I
I 
（◎

）
物

質
工

学
実

験
（物

化
）（

◎
）

物
理

化
学

 I
II 

（◎
）

化
学

反
応

論
（◎

）

環
境

化
学

（◎
）

安
全

倫
理

工
学

（◎
）

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
（◎

）
環

境
資

源
工

学
（◎

）
溶

液
化

学
（◎

）

品
質

管
理

（◎
）

生
産

シ
ス

テ
ム

工
学

（◎
）

食
品

化
学

（◎
）

食
品

製
造

工
学

（◎
）

食
品

機
能

化
学

（◎
）

食
品

栄
養

学
（◎

）

酵
素

化
学

（◎
）

遺
伝

子
工

学
（◎

）
生

物
工

学
（◎

）

化
学

・工
業

英
語

 I
I 
（◎

）
論

文
輪

講
（◎

）

創
造

実
験

（○
）

企
業

実
習

（◎
）

学
外

実
習

（◎
）

地
域

産
業

と
技

術
（◎

）

創
造

実
験

（◎
）

保
健

・体
育

（○
）

専
攻

科
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

（◎
）

※
1　

学
科

４
学

年
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
１

年
、

学
科

５
学

年
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
２

年
、

専
攻

科
１

学
年

(A
C

1)
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
３

年
、

専
攻

科
２

学
年

(A
C

2)
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
４

年
に

該
当

す
る

。

科
目

名
の

後
ろ

に
付

い
て

い
る

◎
や

○
の

意
味

は
：

◎
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「主
体

的
」に

関
与

す
る

科
目

○
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「付
随

的
」に

関
与

す
る

科
目

物
質

工
学

特
別

研
究

（○
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（○
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（○
）

英
語

（A
）（

◎
）

英
語

（B
）（

◎
）

英
語

（C
）（

◎
）

独
語

Ⅱ
（◎

）

物
質

工
学

特
別

研
究

（○
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（◎
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（◎
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（◎
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（◎
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（◎
）

物
質

工
学

特
別

実
験

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

卒
業

研
究

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

（G
)

継
続

的
自

己
啓

発

地
域

の
産

業
と

社
会

に
連

携
し

，
時

代
の

要
請

に
応

え
ら

れ
る

実
践

力
の

あ
る

技
術

者
の

養
成

。

多
面

的
思

考
力

と
計

画
力

を
も

ち
，

課
題

の
解

決
と

技
術

の
開

発
を

実
行

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

自
発

的
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

，
継

続
的

に
自

己
啓

発
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ｅ
）

課
題

解
決

と
技

術
開

発

（F
)

地
域

連
携

と
実

践
力（D

)
専

門
知

識
と

応
用

力

工
学

の
専

門
知

識
と

も
の

づ
く
り

の
ス

キ
ル

を
か

ね
備

え
，

情
報

技
術

を
駆

使
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ａ
）

人
間

性
と

倫
理

観

人
類

の
福

祉
と

地
球

環
境

に
配

慮
で

き
る

人
間

性
と

倫
理

観
を

も
っ

た
技

術
者

の
育

成
。

専
攻

科
２

学
年

後
期

生
産

シ
ス

テ
ム

・環
境

工
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

1

専
攻

科
１

学
年

前
期

前
期

後
期

前
期

後
期

学
科

４
学

年

化
学

工
学

 I
 （

◎
）

仏
語

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

物
理

学
 I
 （

◎
）

物
理

学
 I
I 
（◎

）

応
用

数
学

 I
 （

◎
）

応
用

数
学

 I
I 
（◎

）

学
科

５
学

年

英
語

特
講

（◎
）

中
国

語
（◎

）

韓
国

語
（◎

）

経
済

学
（○

）

前
期

後
期

歴
史

学
（○

）

文
学

Ⅱ
（○

）

哲
学

（○
）

す
ぐ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野
を

も
ち

，
多

様
な

価
値

観
を

理
解

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
特

講
（◎

）

材
料

化
学

実
験

（◎
）

④
力

学
系

②
情

報
・論

理
系

表
１

－
４

 (
M

) 
（物

質
工

学
科

、
材

料
工

学
コ

ー
ス

）　
教

育
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

授
業

科
目

の
流

れ
　

　
（平

成
１

９
年

度
　

入
学

者
用

）

分
野

別
要

件
（融

合
複

合
・新

領
域

の
「基

礎
工

学
の

知
識

・能
力

」）

（Ｃ
）

科
学

と
技

術
の

基
礎

知
識

早
期

技
術

者
教

育
の

特
長

を
生

か
し

，
科

学
と

技
術

の
基

礎
を

身
に

つ
け

た
，

健
全

で
創

造
性

ゆ
た

か
な

技
術

者
の

育
成

。

（数
学

，
物

理
学

）

独
語

Ⅰ
（◎

）

学
習

・教
育

目
標

英
語

Ⅲ
（◎

）

（Ｂ
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野
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法
学

（○
）

科
学

哲
学

（◎
）

大
気

水
圏

環
境

科
学

（◎
）

 
心

理
学

（○
）

 
社

会
学

（○
）

 
文

学
Ⅰ

（○
）

地
学

（○
）

生
物

（○
）

国
語

（◎
）

日
本

言
語

文
化

（◎
）

 

総
合

英
語

（◎
）

実
用

英
語

（◎
）

欧
米

文
化

論
（◎

）

東
ア

ジ
ア

地
域

論
（◎

）

応
用

解
析

（◎
）

応
用

代
数

（◎
）

統
計

学
（◎

）

物
理

学
実

験
（◎

）
量

子
物

理
（◎

）
物

理
工

学
（◎

）

①
設

計
・シ

ス
テ

ム
系

化
学

シ
ス

テ
ム

制
御

（◎
）

シ
ス

テ
ム

情
報

工
学

（◎
）

②
情

報
・論

理
系

情
報

処
理

Ⅲ
（◎

）
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

（◎
）

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

工
学

（◎
）

③
材

料
・バ

イ
オ

系
分

子
生

物
化

学
（◎

）
生

命
科

学
（◎

）

④
力

学
系

一
般

力
学

（◎
）

シ
ス

テ
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
（◎

）

⑤
社

会
技

術
系

地
震

防
災

計
画

学
（◎

）
発

明
工

学
（◎

）

化
学

・工
業

英
語

Ⅱ
（◎

）
論

文
輪

講
（◎

）

分
子

生
物

学
（◎

）
遺

伝
子

工
学

（◎
）

応
用

微
生

物
学

（◎
）

反
応

工
学

（◎
）

生
物

反
応

工
学

（◎
）

酵
素

化
学

（◎
）

生
物

工
学

（◎
）

 
生

体
触

媒
工

学
（◎

）

食
品

化
学

（◎
）

食
品

製
造

工
学

（◎
）

食
品

栄
養

学
（◎

）
食

品
機

能
化

学
（◎

）

環
境

化
学

（◎
）

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
（◎

）
環

境
資

源
工

学
（◎

）

高
分

子
化

学
（◎

）
機

能
性

材
料

工
学

（◎
）

機
能

性
高

分
子

科
学

（◎
）

化
学

工
学

Ⅱ
（◎

）
輸

送
現

象
論

（◎
）

　
物

質
工

学
実

験
（化

工
）（

◎
）

安
全

倫
理

工
学

（◎
）

品
質

管
理

（◎
）

生
産

シ
ス

テ
ム

工
学

（◎
）

機
器

分
析

Ⅰ
（◎

）
機

器
分

析
Ⅱ

（◎
）

構
造

解
析

学
Ⅰ

（◎
）

構
造

解
析

学
Ⅱ

（◎
）

固
体

構
造

化
学

（◎
）

有
機

化
学

Ⅱ
（◎

）
生

物
有

機
化

学
（◎

）
生

体
物

質
化

学
（◎

）
応

用
有

機
化

学
（◎

）

物
理

化
学

Ⅱ
（◎

）
物

質
工

学
実

験
（物

化
）（

◎
）

物
理

化
学

Ⅲ
（◎

）

無
機

化
学

Ⅱ
（◎

）
応

用
電

子
化

学
（◎

）

 
溶

液
化

学
（◎

）

創
造

実
験

（○
）

企
業

実
習

（◎
）

学
外

実
習

（◎
）

地
域

産
業

と
技

術
（◎

）

創
造

実
験

（◎
）

保
健

・体
育

（○
）

専
攻

科
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

（◎
）

科
目

名
の

後
ろ

に
付

い
て

い
る

◎
や

○
の

意
味

は
：

◎
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「主
体

的
」に

関
与

す
る

科
目

○
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「付
随

的
」に

関
与

す
る

科
目

物
質

工
学

特
別

研
究

（○
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（○
）

英
語

（A
）（

◎
）

英
語

（B
）（

◎
）

英
語

（C
）（

◎
）

独
語

Ⅱ
（◎

）

英
語

特
講

（◎
）

中
国

語
（◎

）

韓
国

語
（◎

）

仏
語

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

卒
業

研
究

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

卒
業

研
究

（○
）

応
用

数
学

Ⅱ
（◎

）

物
理

学
Ⅱ

（◎
）

（Ａ
）

人
間

性
と

倫
理

観

人
類

の
福

祉
と

地
球

環
境

に
配

慮
で

き
る

人
間

性
と

倫
理

観
を

も
っ

た
技

術
者

の
育

成
。

（D
)

専
門

知
識

と
応

用
力

工
学

の
専

門
知

識
と

も
の

づ
く
り

の
ス

キ
ル

を
か

ね
備

え
，

情
報

技
術

を
駆

使
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ｃ
）

科
学

と
技

術
の

基
礎

知
識

早
期

技
術

者
教

育
の

特
長

を
生

か
し

，
科

学
と

技
術

の
基

礎
を

身
に

つ
け

た
，

健
全

で
創

造
性

ゆ
た

か
な

技
術

者
の

育
成

。

（数
学

，
物

理
学

）

専
攻

科
２

学
年

後
期

生
産

シ
ス

テ
ム

・環
境

工
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

1

専
攻

科
１

学
年

前
期

前
期

後
期

学
科

４
学

年
学

科
５

学
年

物
質

工
学

特
別

研
究

（◎
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（◎
）

哲
学

（○
）

前
期

後
期

経
済

学
（○

）

前
期

後
期

歴
史

学
（○

）

文
学

Ⅱ
（○

）

化
学

工
学

Ⅰ
（◎

）

応
用

生
物

化
学

実
験

（◎
）

応
用

数
学

Ⅰ
（◎

）

物
理

学
Ⅰ

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

英
語

Ⅲ
（◎

）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
特

講
（◎

）

表
１

－
４

（B
）（

物
質

工
学

科
、

生
物

応
用

コ
ー

ス
）　

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
授

業
科

目
の

流
れ

　
　

（平
成

１
９

年
度

　
入

学
者

用
）

分
野

別
要

件
（融

合
複

合
・新

領
域

の
「基

礎
工

学
の

知
識

・能
力

」）

独
語

Ⅰ
（◎

）

学
習

・教
育

目
標

（Ｂ
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野

す
ぐ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野
を

も
ち

，
多

様
な

価
値

観
を

理
解

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

※
1　

学
科

４
学

年
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
１

年
、

学
科

５
学

年
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
２

年
、

専
攻

科
１

学
年

(A
C

1)
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
３

年
、

専
攻

科
２

学
年

(A
C

2)
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
４

年
に

該
当

す
る

。

物
質

工
学

特
別

実
験

（◎
）

（G
)

継
続

的
自

己
啓

発

地
域

の
産

業
と

社
会

に
連

携
し

，
時

代
の

要
請

に
応

え
ら

れ
る

実
践

力
の

あ
る

技
術

者
の

養
成

。

多
面

的
思

考
力

と
計

画
力

を
も

ち
，

課
題

の
解

決
と

技
術

の
開

発
を

実
行

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

自
発

的
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

，
継

続
的

に
自

己
啓

発
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ｅ
）

課
題

解
決

と
技

術
開

発

（F
)

地
域

連
携

と
実

践
力

物
質

工
学

特
別

研
究

（○
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（○
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（◎
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（◎
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（◎
）

物
質

工
学

特
別

研
究

（◎
）
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法
学

（○
）

科
学

哲
学

（◎
）

大
気

水
圏

環
境

科
学

（◎
）

 
心

理
学

（○
）

 
社

会
学

（○
）

 
文

学
Ⅰ

（○
）

地
学

（○
）

生
物

（○
）

国
語

（◎
）

日
本

言
語

文
化

（◎
）

 

総
合

英
語

（◎
）

実
用

英
語

（◎
）

欧
米

文
化

論
（◎

）

東
ア

ジ
ア

地
域

論
（◎

）

応
用

解
析

（◎
）

応
用

代
数

（◎
）

統
計

学
（◎

）

物
理

学
実

験
（◎

）
量

子
物

理
（◎

）
物

理
工

学
（◎

）

①
設

計
・シ

ス
テ

ム
系

環
境

都
市

工
学

設
計

製
図

（２
）（

◎
）

シ
ス

テ
ム

情
報

工
学

（◎
）

②
情

報
・論

理
系

情
報

処
理

（１
）（

◎
）

情
報

処
理

（２
）（

◎
）

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

工
学

（◎
）

土
木

解
析

学
（◎

）

③
材

料
・バ

イ
オ

系
衛

生
工

学
（◎

）
生

命
科

学
（◎

）

④
力

学
系

シ
ス

テ
ム

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

ス
（◎

）

構
造

力
学

（１
）（

◎
）

構
造

力
学

（２
）（

◎
）

⑤
社

会
技

術
系

発
明

工
学

（◎
）

地
震

防
災

計
画

学
（◎

）

測
量

学
実

習
（2

）（
◎

）
応

用
測

量
学

（◎
）

構
造

力
学

（3
）（

◎
）

構
造

力
学

演
習

（◎
）

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
学

（1
）（

◎
）

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
学

（2
）（

◎
）

都
市

構
造

材
料

学
（◎

）

水
理

学
（1

）（
◎

）
水

理
学

（2
）（

◎
）

水
理

学
演

習
（◎

）
応

用
水

理
学

（◎
）

環
境

水
理

学
（◎

）
河

川
工

学
（◎

）

水
環

境
（◎

）

地
球

科
学

（◎
）

環
境

工
学

(1
)（

◎
）

環
境

工
学

(2
)（

◎
）

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
（◎

）
環

境
微

生
物

工
学

（◎
）

地
盤

工
学

（1
）（

◎
）

地
盤

工
学

（2
）（

◎
）

地
盤

工
学

演
習

（◎
）

環
境

地
盤

工
学

（◎
）

環
境

資
源

循
環

工
学

（◎
）

都
市

計
画

（1
）（

◎
）

都
市

計
画

（2
）（

◎
）

建
築

学
概

論
（◎

）
景

観
工

学
（◎

）
環

境
都

市
計

画
（◎

）

交
通

工
学

（◎
）

応
用

交
通

工
学

（◎
）

雪
氷

防
災

工
学

（◎
）

防
災

計
画

（◎
）

生
産

シ
ス

テ
ム

工
学

（◎
）

災
害

情
報

工
学

（◎
）

環
境

都
市

工
学

演
習

（1
b）

（◎
）

都
市

構
造

物
施

工
学

（◎
）

環
境

都
市

工
学

演
習

（2
）（

◎
）

科
学

技
術

英
語

（◎
）

環
境

都
市

工
学

実
験

（1
）（

◎
）

 
環

境
都

市
工

学
実

験
（2

）（
◎

）

環
境

都
市

工
学

概
論

（◎
）

企
業

実
習

（◎
）

学
外

実
習

（◎
）

地
域

産
業

と
技

術
（◎

）

保
健

・体
育

（○
）

専
攻

科
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

（◎
）

科
目

名
の

後
ろ

に
付

い
て

い
る

◎
や

○
の

意
味

は
：

◎
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「主
体

的
」に

関
与

す
る

科
目

○
： 

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

「付
随

的
」に

関
与

す
る

科
目

物
理

学
Ⅱ

（◎
）

環
境

都
市

工
学

特
別

研
究

（◎
）

環
境

都
市

工
学

特
別

研
究

（◎
）

環
境

都
市

工
学

特
別

研
究

（○
）

環
境

都
市

工
学

特
別

研
究

（◎
）

環
境

都
市

工
学

特
別

研
究

（◎
）

環
境

都
市

工
学

特
別

研
究

（○
）

卒
業

研
究

（○
）

保
健

・体
育

（○
）

卒
業

研
究

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

（Ａ
）

人
類

の
福

祉
と

地
球

環
境

に
配

慮
で

き
る

人
間

性
と

倫
理

観
を

も
っ

た
技

術
者

の
育

成
。

哲
学

（○
）

（D
)

工
学

の
専

門
知

識
と

も
の

づ
く

り
の

ス
キ

ル
を

か
ね

備
え

，
情

報
技

術
を

駆
使

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

卒
業

研
究

（○
）

建
設

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
（◎

）

生
産

シ
ス

テ
ム

・環
境

工
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

1

専
攻

科
１

学
年

前
期

前
期

後
期

前
期

後
期

学
科

４
学

年
学

科
５

学
年

前
期

応
用

数
学

Ⅱ
（◎

）

仏
語

（◎
）

卒
業

研
究

（○
）

専
攻

科
２

学
年

後
期

歴
史

学
（○

）

文
学

Ⅱ
（○

）

環
境

都
市

工
学

特
別

研
究

（○
）

環
境

都
市

工
学

特
別

研
究

（○
）

英
語

（A
）（

◎
）

物
理

学
Ⅰ

（◎
）

環
境

都
市

工
学

設
計

製
図

（１
）（

◎
）

後
期

英
語

（B
）（

◎
）

英
語

（C
）（

◎
）

独
語

Ⅱ
（◎

）

英
語

特
講

（◎
）

中
国

語
（◎

）

韓
国

語
（◎

）

経
済

学
（○

）

英
語

Ⅲ
（◎

）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
特

講
（◎

）

応
用

数
学

Ⅰ
（◎

）

（F
)

表
１

－
５

（環
境

都
市

工
学

科
）　

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
授

業
科

目
の

流
れ

　
　

　
（平

成
19

年
度

入
学

者
用

）

分
野

別
要

件
（融

合
複

合
・新

領
域

の
「基

礎
工

学
の

知
識

・能
力

」）

（Ｃ
）

早
期

技
術

者
教

育
の

特
長

を
生

か
し

，
科

学
と

技
術

の
基

礎
を

身
に

つ
け

た
，

健
全

で
創

造
性

ゆ
た

か
な

技
術

者
の

育
成

。

（数
学

，
物

理
学

）

独
語

Ⅰ
（◎

）

学
習

・教
育

目
標

（Ｂ
）

す
ぐ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

国
際

的
視

野
を

も
ち

，
多

様
な

価
値

観
を

理
解

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

※
1　

学
科

４
学

年
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
１

年
、

学
科

５
学

年
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
２

年
、

専
攻

科
１

学
年

(A
C

1)
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
３

年
、

専
攻

科
２

学
年

(A
C

2)
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
４

年
に

該
当

す
る

。

環
境

都
市

工
学

特
別

研
究

（◎
）

環
境

都
市

工
学

特
別

研
究

（◎
）

環
境

都
市

工
学

特
別

実
験

（◎
）

（G
)

地
域

の
産

業
と

社
会

に
連

携
し

，
時

代
の

要
請

に
応

え
ら

れ
る

実
践

力
の

あ
る

技
術

者
の

養
成

。

多
面

的
思

考
力

と
計

画
力

を
も

ち
，

課
題

の
解

決
と

技
術

の
開

発
を

実
行

で
き

る
技

術
者

の
育

成
。

自
発

的
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

，
継

続
的

に
自

己
啓

発
で

き
る

技
術

者
の

育
成

。

（Ｅ
）

 

（出典: 平成 19 年度学生便覧 p.29～39） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

 また、各授業科目の内容（到達目標と教育・学習目標との対応）、関連する科目名も資料５－５－

②―３を見てわかるとおり、シラバス内に示されている。 

 専攻科学生は、上記で示した準学士課程から続く４年の学修課程を修得すれば、大学評価・学位授

与機構の分類による専攻の区分（機械工学、電気電子工学、応用化学、生物工学、土木工学）で、学

士（工学）の学位が取得できるように教育課程は編成されている。 

（資料５－５－②―３） 

 

(出典：長岡高専 Web サイト シラバス 物質工学専攻 生体物質化学) 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科の目的と学習・教育目標を達成し、学士（工学）の学位を取得するために必修、選択科目が

設定、配置されており、授業科目の流れも体系的に編成されている。そして、科目のシラバスには到

達目標、関連科目も明示されている。また、授業の内容は，全体として教育課程の編成の趣旨に沿っ

て，教育の目的を達成するために適切なものになっている 

 

 

観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮してい

るか。 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（観点に係る状況） 

 専攻科学生の多様なニーズに応えるために資料５－５－③―１に示すとおり、他専攻科目について

は４単位、大学等の履修単位としては 16 単位まで履修することができる。特に、長岡技術科学大学

とは単位互換協定を結んでおり、入学後にガイダンスで説明をしている。資料５－５－③―２は、大

学の単位認定を得た学生の認定書である。 

（資料５－５－③―１） 

 

（出典：平成 19 年度専攻科履修の手引き抜粋 p.3） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－５－③―２） 

 

（出典：学生課資料） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

 また、外部有識者による外部評価報告書（資料５－５－③－３）、教育プログラムに関する審査チ

ームの所見（資料５－５－③－４）及び平成 18 年度後援会支部懇談会資料（資料５－５－③－５）

に示す通り、社会からの要請を確認している。さらに、長岡工業高等専門学校専攻科学外実習実施要

項（資料５－５－③－６）を整備し、第１学年の長期休業中に２週間・90 時間以上の学外実習（イ

ンターンシップ）を義務付けており、２単位分の単位認定を行っている。その実施形態と効果は、平

成 18 年度学外実習報告書（資料５－５－③－７）からも見てとれる。そして、広く学術の発展動向、

社会の動向を身に付けるために平成 18 年度、新たに「地域産業と技術」を開講（資料５－５－③－

８）し、本校教員の他に他大学教員、会社の技術開発者等を招聘して講義を実施している。 

 上記以外に学生の声（要望）を直接取り入れるシステムとして、毎学期末に行う学生による授業評

価（資料５－５－③－９）、年に一回開催される専攻科フォーラムがある（資料５－５－③－10）。 

 

（資料５－５－③－３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 15 年度外部評価報告書） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－５－③－４） 

 

（出典：平成 18 年 11 月 15 日 JABEE 認定審査における一次審査報告書） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－５－③－５） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（出典：平成 18 年度後援会支部懇談会実施計画書） 

（資料５－５－③―６） 

（出典：平成 18 年度学生便覧 抜粋 p.82） （次頁へ続く） 
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（資料５－５－③―６ 続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 18 年度学生便覧抜粋 p.83） 
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（資料５－５－③―７） 

 

（出典：学外実習報告書、物質工学科資料） 
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（資料５－５－③―８） 

 

（出典：学生課資料）
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－５－③―９） 

（次頁へ続く） 

（出典：学生用 Web サーバ） 
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（資料５－５－③―９ 続き） 

(出典：学生用 Web サーバ) 

 

 

 

 

 - 178 -
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（資料５－５－③―10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：長岡高専教務委員会 案内メール文書） 

（分析結果とその根拠理由） 

 学生をはじめ外部有識者からの要望を取り入れ、カリキュラムの見直し等を行う体制作りを整備し、

学問の発展、社会の技術動向もカリキュラムに反映させている。学外実習（インターンシップ）につ

いても、専攻科学生には必修化しており、実習前のガイダンス、実習後の報告会を通して、システム

としての充実を図っている。 

 以上のことから、本校専攻科の教育課程は、学生及び社会からの要請等に十分配慮した構成になっ

ている。 
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観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 

 

（観点に係る状況） 

 授業形態のバランスについては専攻科教育課程表及び学習・教育目標を達成するために必要な授業

科目の流れ（前出資料５－５－②―１及び２）に記載してある通り、学生の勉学の進度と各段階に応

じて要求される理解力と問題解決能力が養成されるように工夫されている。また、講義に関しては、

一般科目と専門科目のバランスに配慮した配置となっている。 

 講義、演習、実験、実習等の各種授業内容と方法は、シラバスに詳細に記載されており、各授業が

目指す到達目標とそれを実現するための工夫が盛り込まれている。高等専門学校の専攻科は基本的に

少人数教育（資料５－６－①―１ 専攻科の定員と現員数）であり、グループディスカッションやプ

レゼンテーションを授業に取り入れ、自発的かつ継続的に学習する能力を養っている（資料５－６－

①―２）。そして、授業では、教員が工夫・自作した資料プリント等が教材として配付され、時代の

要請と専門に即したものとなっている。また、必修科目である「シミュレーション工学」では、C 言

語、数式処理ソフト Mathematica、汎用有限要素法 ANSYS/ED による解析の基本を学び、それらのソ

フトにより課題演習を解いたり考察できることを達成目標としており、プログラミング言語およびソ

フト解析プログラムを活用した授業が展開されている（資料５－６－①―３）。 

（資料５－６－①―１） 

 

（出典：平成 18 年度学校要覧 p.36） 
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（資料５－６－①―２） 

 

(出典：長岡高専 Web サイト シラバス 物質工学専攻 食品機能化学から抜粋) 
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（資料５－６－①―３） 

 

(出典：長岡高専 Web サイト シラバス 専門共通科目 シミュレーション工学から抜粋) 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 各種授業形態は、学習・教育目標を達成するためにバランス良く設定、実施されている。そして、

少人数という専攻科の特徴を生かし、グループディスカッションやプレゼンテーション、情報機器・

ソフトウェアの利用が授業に取り入れられ、自発的かつ継続的な学習習慣が養成されている。 

 以上のことから、本校専攻科の講義、演習、実験、実習等の各種授業形態のバランスは適切であり、

それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法が工夫されている。 
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観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行われ

ているか。 

 

（観点に係る状況） 

 少人数で実施される専攻科ゼミナール、特別実験、特別研究は創造性を育む科目として効果的であ

る。専攻科ゼミナールでは、当該分野における最近の技術動向、問題点の洗い出しが行われ、それら

についての説明が要求される。特別実験では、各自の専門分野の他に、その周囲に関する分野の実験

を経験させられる。特別研究では、第１学年末に中間まとめとなるポスターセッション形式の発表会

があり、第２学年末には総括として、校外での研究発表会が開催される。これは地域の技術協力会の

技術者にも開放され、質疑応答が行われる。これに加え、専攻科在籍中の学会等での発表を積極的に

推奨しており、基礎から先端までの幅広い専門性が身に付くように配慮されている。そして、これら

の経験を通して、各自の専門分野において、自然科学、基礎工学、専門工学の知識を総合的に利用し、

創意工夫を積み重ねて、問題解決に応用する創造的能力の養成が行われている（資料５－６－②―

１）。 

 インターンシップ（学外実習）は、関連分野の製品化、実用化を目指した技術開発を体験すること

により、研究への関心・モチベーションを高めることを目的として、２単位の必修科目としている。

企業での実務経験を基に、地域社会・産業の発展に自分が学ぶ技術的な知識や能力がどのように活用

できるかを意識させており、その教育効果は大きい（前出資料５－５－③－６）。 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－６－②－１） 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－６－②－１ 続き） 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－６－②－１ 続き） 

（出典：平成 17 年度専攻科特別研究要旨集） 

 

 - 186 -



長岡工業高等専門学校 基準５ 

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科ゼミナール、特別実験、特別研究は PBL などの創造性を育む教育方法の要素を含んだ内容と

なっている。インターンシップ（学外実習）は既に２単位必修化されており、企業等での実務経験が

専門分野の研究への関心・モチベーションを高める手段として効果を上げている。 

 以上のことから、本校専攻科では創造性を育む教育方法（ PBL など）の工夫やインターンシップ

の活用が行われている。 

 

 

観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

 

（観点に係る状況） 

 シラバス（資料５－６－③―１）は科目の形態別に統一書式で、前年度末までに科目担当教員が作

成する。新年度初めに長岡高専 Web サイトで公開され、学生にも周知されている。シラバスには、科

目の概要と関連性、到達目標と学習・教育目標との対応、履修上の注意、評価方法、授業計画・内容

が記載されている。各科目とも第１回目の授業においてシラバスを学生に配付し、各項目について説

明を行っている。専攻科の場合は、討論形式、プレゼンテーション形式の授業も多く、事前に学生側

が準備する内容についても説明され、学生自身で学習計画を立てられるように整備されている。また、

資料５－６－③―１にあるように、授業終了後に内容確認を含めて受講学生のサインをすることにな

っており、学習の進度についても教員と学生間で確認している。 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－６－③―１） 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－６－③―１ 続き） 

(出典：長岡高専 Web サイト 平成 18 年度 シラバス) 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 シラバスは、科目の概要と関連性、到達目標と学習・教育目標との対応、履修上の注意、評価方法、

授業計画・内容が明記され、長岡高専 Web サイト上でも公開されている。さらに、学生への周知・活

用を図る目的で、各科目で授業の最初に配付され、学生に求められる事前学習の内容についても説明

がなされている。また、専攻科では、授業の終了時に受講学生のサインを求め、教員と学生間で授業

の内容、進度等について確認をしている。 

 以上のことから、本校の専攻科では、教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバスが作成され、事前

に行う準備学習、教育方法や内容、達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され、活用され

ている。 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能の

活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）が行

われているか。 

 

（観点に係る状況） 

 専攻科における特別研究は、指導教員の指導の下、学会発表あるいは学術論文の作成を目指して

活発な研究活動が行われている。資料５－７－①―１に示すとおり、教員とのコンタクトタイムも

多く、マンツーマン型指導体制が敷かれている。その成果発表は、資料５－７－①―２～３に示す

通り、専攻科１年次の中間発表会・２年次の特別研究発表会で行われ、長岡工業高等専門学校技術

協力会などの外部技術者、保護者にも開催の案内が配付され、学校内部だけでなく広く社会に公開、

評価されている。その成果は専攻科特別研究要旨集（前出資料５－６－②―１）としてまとめられ

ている。この他にも環境都市工学専攻では月１回程度の環境ゼミ（資料５－７－①―４）が開講さ

れ教員、学生によるプレゼンテーションが行われている。 

また、学位申請のための学修成果レポートのチェックは、指導教員（主査）の他に、関連分野の

教員（副査）をあて、複数のチェックが入るシステムになっている。そして、学修成果レポート提

出後も、資料５－７－①―５のように学位授与試験のための個別問題を配付し、複数教員によるバ

ックアップ体制をとっている。その効果は、学位授与機構小論文試験受験報告書（資料５－７－①

―６）からも見てとれる。 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－７－①―１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：長岡高専 専攻科特別研究学習時間報告書) 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－７－①―２） 

(出典：長岡高専 専攻科特別研究発表会の開催案内) 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－７－①―３） 

 

(出典：長岡高専 専攻科特別研究発表会プログラム) 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－７－①―４） 

（出典：長岡高専 Web ページ、環境都市工学科 HP 抜粋） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

 

 

（資料５－７－①―５） 

H18 学修成果レポート 質問 

 

服部 亜佑美 

1. タンパク質の機能発現とタンパク質のフォールディング、リフォールデイ

ィングの関係を説明してください。 

2. タンパク質の分離、精製の手法をいくつか例を挙げて説明してください。 

3. 無細胞タンパク質合成法について説明してください。 

4. タンパク質安定化剤の作用機構を説明してください。 

5. 本実験（ゼブラフィッシュの・・・）から明らかになったことは何か？改

変体の構造と機能との関係をどのように考えているのか？ 

 

清水 貴裕 

1. 酸化チタンの結晶構造の違いと光触媒活性の関係を説明してください。 

2. 酸化チタン薄膜の作製方法をいくつか挙げ、プラズマ CVD 法と比較してく

ださい。 

3. プラズマ CVD 法が可視光応答性光触媒の作製に有効な理由を説明してくだ

さい。 

4. メチレンブルーの化学的分解機構を説明してください。 

5. 各条件による薄膜の状態（SEM 写真）と触媒活性との相関を説明してくだ

さい。 

 

丸山 高広 

1. マイタケ廃菌床の化学成分・構造を説明してください。 

2. 木質バイオマスのリグニン処理（除去）について説明してください。 

3. 本研究で用いる蒸煮処理法とあるが、実験結果はあるのか？ 

 

青木 聡 

1. 超伝導特性向上のための組織制御の方法をいくつか挙げて説明してくださ

い。そして、強磁場配向に着目した理由を説明してください。 

2. 超伝導体を線材に加工する技術が注目される理由を説明してください。 

3. 高温超伝導酸化物の作製方法をいくつか挙げ説明してください。 

(出典：長岡高専物質工学科資料抜粋) 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

 

（資料５－７－①―６） 

小論文試験受験報告書 

      

１． 所属など 

専攻科名：    物質    工学専攻 

氏  名：   上野 妙子     

 

２． 学修成果レポート 

専攻分野の名称：工学 

専 攻 区 分：    工学     

テ ー マ 名：  強電子求引性フッ素置換ポルフィリンの合成について   

キーワード科目：  有機化学    

 

３． 試験日 

平成 １８年 １２月 １７日（ 日 ）   午前   ・   午後 

 

 

６．試験の出来具合（感想も含めて、率直に書いてください。） 

 試験問題はいずれも先生方の予想問題から出題されたので、だいたいは解けたと

思う。学修成果レポートの内容を確認するような問題だった。時間にも余裕があ

り、解答の見直しもできた。 

 やはり試験会場には時計がなく、腕時計を持っていってよかった。また、会場は

例年と違って学位授与機構で行われたためか、空調が効いていて寒くはなかった。 

 

７．後輩へのアドバイス（注意事項、小論文対策など） 

 学修成果レポートの内容と用語を理解して、先生方の予想問題を全部解いて練習

しておけば大丈夫だと思う。 

(出典：長岡高専物質工学科資料抜粋) 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科における特別研究においては、研究テーマの設定、展開、成果発表に関して教員と学生間

の緊密な関係が築かれている。特に、指導教員による研究指導の他にも、発表会、学修成果レポー

トの作成とチェックに関しては複数の教員による指導体制が整っており、評価に関しては教員の他

に長岡工業高等専門学校技術協力会など外部技術者の協力も得られている。 

 以上のことから、本専攻科では、専攻科で修学するにふさわしい研究指導が行われている。 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 成績評価基準は各科目ともシラバスに評価方法として具体的に記述され、年度初めの授業でシラ

バスの配付と共に教員から学生に説明されている。評価に試験を課している場合は、試験終了後に

答案の返却と説明が義務付けられており、学生からの意見申し立てもその場で受け付ける体制が整

備されている。そして、単位認定規程や修了認定規程は、資料５－８－①―１「学生便覧」によっ

て定められている。履修の手引きと学生便覧は全専攻科学生に配付され、４月初めの専攻科合宿研

修で、履修の方法を含めて十分に説明されている。専攻科の講義単位は学修単位として定義され、

履修の手引きに、教室内１時間の講義に対して、教室外２時間の自習時間とし、15時間の授業で１

単位とすることを明記し、学生に周知している。また、修了認定については全教員参加の修了判定

会議（資料５－８－①―２）において、修了要件を満たしていることを確認し、校長が修了認定し

ている。 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－８－①―１） 

 

第５条 学業成績の評価は、科目ごとの試験の成績及び出席状況並びに平素の 

学習状況を総合して次の区分によって行うものとする。 

（単位の認定） 

 

 

第６条 単位の認定は、前条に規定する学業成績の評定がＡ、Ｂ、Ｃに評価さ 

れた授業科目については、当該授業科目を修得したものとして単位を認定す 

る。 

（修了の要件） 

第７条 専攻科の修了は、学則第 47 条に規定するもののほか、次表に掲げる修 

了に必要な単位数を修得しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成19年度学生便覧 p.92） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 

（資料５－８－①―２） 

平成１８年度 第１３回教員会議議事要旨 

 

 

１．日 時  平成１９年２月２７日（火）１６時４０分 

 

２．場 所  第１会議室 

 

３．議題 

（１）平成１８年度 専攻科修了判定について 

教務主事より「平成 18 年度 専攻科修了判定会議資料」に基づいて説明があり、

電子機械システム工学専攻 16 名、物質工学専攻 10 名、環境都市工学専攻 11 名、合

計 37名の修了が認められた。 

なお、校長より「修了の認められた学生全員が、大学評価・学位授与機構から学士

号を授与される」旨の補足説明があった。 

 

４．報告事項 

教務主事より、次の 2件の報告があった。 

① 専攻科修了式（３月 19 日 会場：ホテルニューオータニ長岡）の後、修了

生（別の手続きをした 1名を除く、36名）に同ホテル内別室において学位記を

授与する。 

② 次回（３月 13 日）の卒業・進級判定会議では、卒業生と修了生の進路、卒

業・進級の条件を満たさない学生の動向についてクラス担任から説明をお願い

したい。 

 

以上

 

（出典：平成 18 年度第 13 回教員会議議事要旨抜粋） 
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長岡工業高等専門学校 基準５ 
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（分析結果とその根拠理由） 

 成績評価、単位認定、修了認定規程を制定しており、履修の手引き、学生便覧等に記載し、全専攻

科生に配付、説明の作業を通して周知している。成績評価の方法、基準もシラバスに明記し、授業は

じめにシラバスを配付し教員から学生に説明し、これに基づいた評価がなされている。そして、これ

らの評価に対する学生からの意見申し立てを受け付ける場も設けられている。修了判定についても、

全教員参加の修了判定会議で審議され、規則に従って厳正に行われている。 

 以上のことから、本校専攻科では、成績評価・単位認定規程や修了認定規定が組織として策定され、

学生に周知されており、これらの規定に従って、成績評価、単位認定、修了認定が適切に実施されて

いる。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

＜専攻科課程＞ 

 本校の教育目標に従って、教育課程が編成されており、高専専攻科の特徴である、少人数教育の

利点を生かした、討論、プレゼンテーションを多く取り入れた教育方法の工夫と研究活動に重点を

置いた指導が行われている。 

 研究指導においては、指導教員のみならず、複数教員が指導に関与する体制がとられている。 

 

（改善を要する点） 

＜専攻科課程＞ 

 特になし 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

＜専攻科課程＞ 

 シラバスには各科目とその到達目標及び学習・教育目標との関連が明記され、本校の教育目標に従

って教育課程が編成されている。そして、準学士課程（学科）の教育を基礎にして、より高度な実践

的・創造的な教育を行うための教育課程となっており、準学士課程と専攻科の教育の連携が十分考慮

されている。高専専攻科は、少人数教育が特徴であり、討論あるいはプレゼンテーションを取り入れ

た授業が展開され、特別研究では指導教員の下、学会発表あるいは学術論文作成を目標に濃密な指導

が行われている。その成果発表と評価には指導教員（主査）の他に関連分野の教員（副査）を配置し

たり、外部技術者等を招いたりして、時代のニーズ、社会の要請にも応えられるように、複数による

指導・教育体制が構築されている。 

 履修に関係する諸規程、シラバス等に記載されている内容は、全専攻科生への関係書類の配付と説

明で周知を図っており、成績等に関しては、答案の返却・説明の時間を設定し、学生からの意見申し

立てを受け付ける体制も整備されている。 



長岡工業高等専門学校 基準６ 

基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況） 

本校では、「基準１」に示したとおり、Ａ～Ｇの７項目からなる「教育目標」（前出資料１－１

－①－３）、準学士課程・専攻科課程の教育内容に即した具体的な「学習・教育目標」（前出資料

１－１－①－４）、各学科の「到達目標」（前出資料１－１－①－５）が定められており、学生が

卒業時に身に付けるべき学力・資質・能力と育成される技術者像とが明確に設定されている。教育

課程が前述の目的に沿って編成されていることは、「基準５」（前出資料５－１－①－３）（前出

資料５－５－②－２）において既に述べたとおりである。個々の科目が「教育目標」「学習教育目

標」のどの項目に該当するかは、すべてシラバスに明示されている。一例として、準学士課程・専

攻科課程のシラバスの抜粋（資料６－１－①－１～２）を以下に掲げる。 

 

（資料６－１－①－１） 

準学士課程シラバスの例（抜粋） 

 

 

 

（出典：長岡高専Webサイト） 
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（資料６－１－①－２） 

専攻科課程シラバスの例（抜粋） 

 

 

 

（出典：長岡高専Webサイト） 

 

また、上記シラバスの【Ｄ．評価方法】欄が示すとおり、学生の達成状況を的確に把握するため

に、各科目の性格に応じた評価方法が採られていることが分かる。 

もちろん、卒業（修了）要件が規程によって定められており、その内容は資料６－１－①－３～

６が示すとおりである。 

 

（資料６－１－①－３） 

長岡工業高等専門学校学則（抜粋） 

  

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 
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（資料６－１－①－４） 

学業成績の評価並びに進級、卒業等の認定に関する規程（抜粋） 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

 

 

（資料６－１－①－５） 

長岡工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

 

 

（資料６－１－①－６） 

長岡工業高等専門学校専攻科授業科目の履修等に関する規程（抜粋） 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

 

 

卒業・修了の認定は、全教員出席の下に開催される教員会議＝卒業判定会議・修了判定会議にお

いて行われる。学生の学力・資質・能力が卒業時に身に付けるべき水準に達しているか否かの判定

は、会議の席上、全教員の同意に基づいてなされている。卒業判定会議議事録（資料６－１－①－

７）・修了判定会議議事録（資料６－１－①－８）を以下に添付する。 
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（資料６－１－①－７） 

平成１８年度 第１４回教員会議議事要旨 

１．日 時  平成１９年３月１３日（火）１３時３０分 

２．場 所  第１会議室 

３．議 題 

（１）平成１８年度 卒業進級判定について 

教務主事より「平成１８年度卒業進級判定会議資料」に基づいて説明があり、審議対象者リス

ト以外の学生について審議を行い、進級及び卒業が承認された。次に審議対象者リストについて

審議し，原案通り４８名の原級が承認された。 

（出典：平成18年度第14回教員会議議事録） 

 

 

（資料６－１－①－８） 

平成１８年度 第１３回教員会議議事要旨 

１．日 時  平成１９年２月２７日（火）１６時４０分 

２．場 所  第１会議室 

３．議題 

（１）平成１８年度 専攻科修了判定について 

教務主事より「平成 18 年度 専攻科修了判定会議資料」に基づいて説明があり、電子機械シ

ステム工学専攻 16 名、物質工学専攻 10 名、環境都市工学専攻 11 名、合計 37 名の修了が認め

られた。 

なお、校長より「修了の認められた学生全員が、大学評価・学位授与機構から学士号を授与

される」旨の補足説明があった。 

４．報告事項 

教務主事より、次の 2 件の報告があった。 

① （省略） 

② 次回（３月 13 日）の卒業・進級判定会議では、卒業生と修了生の進路、卒業・進級の

条件を満たさない学生の動向についてクラス担任から説明をお願いしたい。 

 

 

（出典：平成18年度第13回教員会議議事要旨） 

 

なお、準学士課程４・５学年と専攻科課程１・２学年の教育課程は、JABEE「生産システム・環

境工学」教育プログラムに認定されている。当該プログラム修了者は「修習技術者」として認めら

れ、国家資格である「技術士」の一次試験が免除される。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では「教育目標」「学習・教育目標」によって、学生が卒業時に身に付けるべき学力・資質

・能力及び育成される技術者像が明確に定められている。さらに前述の教育目的に沿って教育課程

が編成され、各科目の到達目標が教育目的と適合する形で設定されている。その達成状況は卒業判
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定会議・修了判定会議において、全校的に把握・評価されており、当該観点に関して適切な取り組

みが行われていると判断される。 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位修得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

 前項既述のとおり、各科目の成績評価及び卒業・修了等の判定は、学則に基づき適切に行われて

いる。平成14～17年度の進級・卒業・修了の動向については、資料６－１－②－１のとおりである。

平成14～17年度の準学士課程の退学者・休学者・原級留置者は、年度平均で57.5人であり、学生総

数の５％強に止まっている。なお、専攻科課程においては、ほぼ全員が修了している。 

 

（資料６－１－②－１） 

進級・卒業者数（学科）

学生数
(4/1)

進級者
数

退学
等

進級率
学生数
(4/1)

進級者
数

退学
等

進級率
学生数
(4/1)

進級者
数

退学
等

進級率
学生数
(4/1)

進級者
数

退学
等

進級率
学生数
(4/1)

卒業者
数

退学
等

卒業率
学生数
(4/1)

進級・
卒業者

数

退学
等

進級・
卒業率

H14年度 213 210 3 98.6% 203 195 8 96.1% 214 191 23 89% 226 212 14 93.8% 217 211 6 97.2% 1,073 1,019 54 95.0%

H15年度 214 211 3 98.6% 217 205 12 94.5% 213 190 23 89% 211 195 16 92.4% 218 215 3 98.6% 1,073 1,016 57 94.7%

H16年度 219 210 9 95.9% 217 210 7 96.8% 222 209 13 94% 214 189 25 88.3% 196 194 2 99.0% 1,068 1,012 56 94.8%

H17年度 218 215 3 98.6% 215 206 9 95.8% 223 207 16 93% 236 205 31 86.9% 189 187 2 98.9% 1,081 1,020 61 94.4%

専攻科修了者数

区分 修了者数

H14年度 29

H15年度 31

H16年度 34

H17年度 26

区分

5年1年 2年 3年 4年 計

備考

H15.9修了1名を含む

上表の退学等には、休学・原級留置を含む。 

（出典：学生課資料） 

 

 各学科・各専攻とも、資格取得や検定受験にも積極的に取り組んでおり、好成績を上げている。

平成18年には実用数学検定｢数検｣グランプリ金賞団体部門を受賞した。また、本校では４年生全員

がTOEIC試験を受験している。資料６－１－②－２が示すとおり、平成18年度の平均点は375.8点で、

前年度の342.1点を大きく上回った。既に平成17年度時点で全高専平均点(333点)を上回っていたが、

18年度成績は大幅に凌駕しそうである。18年度、400点以上のスコアを獲得した学生は56名であっ

た。「すぐれたコミュニケーション能力と国際的視野をもち、多様な価値観を理解できる技術者の

育成」という目的を達成させる基礎として、外国語教育に熱心に取り組んだ成果である。 

 卒業研究・専攻科特別研究に関しては、発表会が開催され、予稿集もしくは要旨集が編まれてい

る。資料６－１－②－３～４に掲げた題目抜粋からも、教育の目的を達成していることが窺える。

資料６－１－②－５が示すように、各学科・各専攻が工夫を凝らして研究指導に携わった成果であ

る。専攻科生の学会発表も活発であり、平成17年度は58件、18年度は83件を数えた。 
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(資料６－１－②－２) 

平成18年度 TOEIC 成績 

学科 （人数） 

機械  （44） 

電気  （43） 

電制  （40） 

物質  （42） 

環境  （40） 

平均点 

３８１ 

３７３ 

４１６ 

３８３ 

３２６ 

前年比 

＋５４ 

＋２２ 

＋３８ 

＋５１ 

＋ ５ 

全科計（209） ３７５.８ ＋３３.７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      （出典：英語科資料） 

 

（資料６－１－②－３） 

平成18年度卒業研究題目抜粋 

 

屋根雪処理に関する基礎的研究(Ⅰ)（新しい地下水散水型融雪式屋根の提案）
機 械 工 学 科 

模型スターリングエンジンの性能評価 

大気開放ＣＶＤ法によるＺｎＯ薄膜の作製 
電 気 工 学 科 

色温度推測法に関する研究～２波長法と色度・勾配法～ 

ネットワークを用いた室温監視システムの構築 
電子制御工学科 

ＥＯＧによる眼球運動の解析と視点判定システムの構築 

湿熱処理ハイアミロースコーンスターチが脂質代謝に与える影響 
物 質 工 学 科 

フッ素多置換ピロールの反応性とポルフィリンへの誘導について 

タンクモデル法による太田川の流出解析 
環境都市工学科 

FRP を用いたトラス歩道橋の動的変形特性に関する研究 

（出典：各学科卒業研究予稿集） 

 

（資料６－１－②－４） 

平成18年度専攻科特別研究題目抜粋  

マグネシウムのワイヤ放電加工特性 

反射抑制回路を用いたサージ電圧対策 電子機械システム工学専攻 

ハイパワー励振下における圧電振動子の低周波スプリアス振動 

強磁場を用いた配向性超伝導セラミックスの作製 
物 質 工 学 専 攻 

食用キノコの香気成分生合成機構に関する研究 

分生物学的手法を適用した硫黄脱窒素細菌の検出と定量 
環 境 都 市 工 学 専 攻 

新潟県中越地震における旧山古志村東竹沢地すべり土の液状化特性 

（出典：専攻科特別研究要旨集） 
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（資料６－１－②－５） 

 

 

 

（出典：平成18年度 自己点検・評価報告書） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 学生が身に付ける学力や資質・能力については、優れた教育の成果・効果を上げている。学生の

単位取得状況は良好で、退学者・原級者は少ない。資格取得・検定受験の面でも成績が急速に向上

している。卒業研究・特別研究は充実した内容で高い水準に達している。近年、教職員が急激な多

忙化を強いられる中にありつつも、また新潟県中越地震の復旧活動に尽瘁しつつも、本来の使命た

る教育活動に誠心誠意邁進してきた結果である。教育の成果・効果は十二分に上がっている。 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

進路先に関しては、例年、ほぼ全ての準学士課程卒業生の希望が叶えられている。就職を希望す

る学生はほぼ全員が希望職種へ就いている。進学希望者も、滞りなく希望の大学・専攻科等への進

学を果たしている。近年は学生の進学志向が高く、概ね７割の学生が進学を選択している。資料６

－１－③－１～２は、平成18年３月卒業生の進路実績である。内訳は、就職が42名(23％)・進学が

141名（75％）である。就職先はいずれも本校の教育の目的と合致した、専門性を生かす職種であ

る。また、進学先もほとんどが大学工学部・理学部及び高専専攻科であり、本校の教育課程に連接

している。 

  専攻科課程の修了者は、例年、全員が進路の希望を叶えている。就職希望者は全てが自らの専門

領域を生かした職種に就いている。進学を望む者も、全員が希望する大学院への進学を果たしてい

る。資料６－１－③－３～４として、平成18年３月修了者の実績を掲げる。内訳は、就職11名

（42％）、大学院進学が15名（58％）である。 
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                                          （資料６－１－③－１） 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.214） 

 

 

 

                            （資料６－１－③－２）        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.215） 
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（資料６－１－③－３）        （資料６－１－③－４） 

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.214）    （出典：平成18年度 学生便覧 p.216） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  本校の養成しようとする人材等については、就職や進学といった卒業後の進路状況等から判断し

て、優れた教育成果・効果を上げている。準学士課程・専攻科課程ともに、景気動向の如何に拘ら

ず、就職希望者の就職率はほぼ100％を維持し続けている。本校の教育に対する社会から高い評価

の表れとして誇るに値する。むろん、本校の教育の目的に適う、専門性を生かした職種への就職で

あることは言うまでもない。一方、進学志向も高く、準学士課程で７割を、専攻科課程で５割を超

える学生が上級学校へ進んでいる。ほとんどが本校の教育課程に連接した学部・専攻科・研究科へ

の進学である。如上の進路状況は、本校の教育の成功を強く裏付けるものである。  

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

 準学士課程の卒業時・専攻科課程の修了時に、学習達成度に関するアンケート調査（資料６－１

－④－１～２）を実施している。  

                               （資料６－１－④－１） 

準学士課程卒業見込者の学習達成度アンケート結果（平成18年度）（抜粋） 

福祉と環境に配慮できる人間性と倫理観を
身につけること

24%

33%

28%

9%
6% ５．達成した

４．やや達成した

３．どちらともいえない

２．やや未達成

１．全く達成してない

    

卒業研究や実験実習の報告書の作成並び
に発表・討論の力を身につけること

29%

38%

22%

7%
4% ５．達成した

４．やや達成した

３．どちらともいえない

２．やや未達成

１．全く達成してない

 

（次頁へ続く） 
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（資料６－１－④－１ 続き）

多様な国際文化を理解するとともに、英語に
よるコミュニケーション能力を身につけること

16%

25%

33%

14%

12% ５．達成した

４．やや達成した

３．どちらともいえない

２．やや未達成

１．全く達成してない

    

工学の専門知識とものづくりのために必要な
基礎的な技術・技能を身につけること

19%

39%

32%

7%
3%

５．達成した

４．やや達成した

３．どちらともいえない

２．やや未達成

１．全く達成してない

 

（出典：教職員用グループウェア） 

 

（資料６－１－④－２） 

専攻科課程修了見込者の学習達成度アンケート結果（平成18年度）（抜粋） 

福祉と環境に配慮できる人間性と倫理
観を身につける

31%

38%

28%

0%

3%

５．達成した

４．やや達成した

３．どちらともいえない

２．やや未達成

１．全く達成していない

    

論理的な文章で科学技術の報告書の作成
並びに発表・討論の力を身につける

36%

39%

19%

3% 3%

５．達成した

４．やや達成した

３．どちらともいえない

２．やや未達成

１．全く達成していない

 

 

多様な国際文化を理解し、英語による
コミュニケーション能力を身につけるこ

と。
8%

30%

25%

31%

6%
５．達成した

４．やや達成した

３．どちらともいえない

２．やや未達成

１．全く達成していない

    

工学の専門知識とものづくりのために必要
な技術・技能を身につける

31%

44%

19%

0% 6%

５．達成した

４．やや達成した

３．どちらともいえない

２．やや未達成

１．全く達成していない

 

（出典：教職員用グループウェア） 

 

 上記アンケートには「教育目標」に沿った質問項目が用意されている。大方の項目に関して、準

学士課程卒業見込者は６～７割が、専攻科課程修了見込者は７～８割が、「達成した」「やや達成

した」と回答している。ただし、「多様な国際文化を理解し、英語によるコミュニケーション能力

を身に付けること」という質問項目には、両課程とも「達成した」「やや達成した」が４割程度に

止まっている。しかし、観点６－１－②で述べたとおり、本校の学生の英語の能力は決して低いも

のではない。回答者が当該項目の達成度を低く見積もった背景には、自らへの要求水準が高いから

だと考えられる。 
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長岡工業高等専門学校 基準６ 

本校では、授業評価アンケートに自己評価に関連する質問項目（予習・復習等、自らの学習姿勢 

に関する項目）を用意しており、低学年時より学生が自らを評価するように習慣付けている。その

上に立って、４・５年生及び専攻科生には、科目毎に「到達度の自己点検シート」（資料６－１－

④－３）の作成を義務付けている。前述の取組みによって、本校の学生には、自己評価に対する真

摯な姿勢が養成されている。 

                              （資料６－１－④－３） 

到達度の自己点検シート  

＜科目の到達目標とプログラムの学習・教育目標＞ 

                      番号   氏名       

科 目 名  
科 目 コ ー ド 

 

教員名記入  

学科名・学年  

担

当

教

員

  

時 間 数 時間 

単 位 数  
開 講 期

間 

後

期 内 訳

講義（30）、演習（0） 

実験（0）、その他

（0） 

NO. 内 容 

確 認 

チェック

欄 

1   

2   

到 達 目 標 

3   

科目との対応 

確 認 

チェック

欄 学習・教育目

標 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：教職員用グループウェア） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本校では、学生が行う学習達成度評価等の結果から判断して、確実に教育成果・効果が上がって

いる。学生の成長段階・発達段階に応じた自己評価の習慣づけがなされている。上級生・専攻科生

には科目ごとの「達成度の自己点検シート」の作成が課されている。かかる取組みの上に実施され

ているのが、準学士課程卒業見込者・専攻科課程修了見込者を対象とした「学習達成度アンケー

ト」である。質問項目によって差はあるが、６～８割の学生が自己の学習到達度に一定の手応えを

自覚しているという結果が出た。４割程度の項目もあるが、回答者の自らへの要求水準の高さによ

るものと判断される。 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の教育に関する卒業生からの意見聴取は、卒業５年後の同窓生を対象に実施されている。平

成18年度の調査結果は、資料６－１－⑤－１が示すとおりである。総合満足度では60％超の卒業生

が「大変満足」「やや満足」と回答している。「あまり満足していない」「全く満足していない」

と回答した同窓生は15％強に止まった。 

（資料６－１－⑤－１） 

卒業５年後アンケート・調査結果（平成 18 年度） 

 

（出典：総務課資料） 

 - 212 -



長岡工業高等専門学校 基準６ 

 進路先（企業・大学）を対象とした、本校卒業生の資質・能力等に関するアンケート調査も実施

している。資料６－１－⑤－２は、当該調査結果の一部である。 

 

（資料６－１－⑤－２） 

進路先（企業・大学）アンケート・調査結果（平成18年度）（抜粋） 

工学の専門知識とものづくりのために
必要な基礎的な技術・技能を身につけ

ること

25, 25%

75, 75%

0, 0%

0, 0%

0, 0%

５．達成している

４．やや達成している

３．どちらともいえない

２．やや未達成である

１．全く達成していない

   

福祉と環境に配慮できる人間性と
倫理観を身につけること

25, 25%

63, 63%

12, 12%

0, 0%

0, 0%

５．達成している

４．やや達成している

３．どちらともいえない

２．やや未達成である

１．全く達成していない

 

 

多様な国際文化を理解するととも
に、英語によるコミュニケーション能

力を身につけること
0, 0%

14, 14%

43, 43%

43, 43%

0, 0%

５．達成している

４．やや達成している

３．どちらともいえない

２．やや未達成である

１．全く達成していない

   

自分の専門分野だけでなく境界分野
の知識を身につけること

12, 12%

38, 38%

0, 50%

0, 0%

0, 0%

５．達成している

４．やや達成している

３．どちらともいえない

２．やや未達成である

１．全く達成していない

 

 

（出典：教職員用グループウェア） 

 

 進路先からの回答では、まず工学の専門知識や基礎的な技術・技能に関する質問項目について喜

ばしい結果となった。実践力のある技術者の育成という高専本来の使命が、本校において実現して

いることの証左である。また、人間性や倫理観に関しても高い評価を得た。一方、英語によるコミ

ュニケーションの力に関しては、やや残念な結果となった。記述のとおり、本校学生の英語運用能

力は必ずしも低くはない。むしろ高専全体の中では高い水準にある。ただ、社会からの要請はより

高いものであるということであろう。さらに、幅広い知の獲得という点に関しても、さらなる研鑽

が求められているようだ。 

 なお、進路先からの意見聴取は、アンケート以外にもインターンシップや就職活動の際に密に行

われている。また、同窓会を介しての意見交換も活発になされている。 
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（分析結果とその根拠理由） 

 卒業生や進路先の関係者から、卒業生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を

聴取した結果、教育の成果・効果が堅実に上がっている。本校では、過年度卒業生及び進路先から

の意見聴取が組織的に実施され、よりよい教育の実現のために役立てられている。それらの調査結

果は、本校の教育を概ね高く評価しているものだといえる。さらに努力すべき点が若干認められる

ものの、大勢においては教育の成果・効果が十分に上がっていると判断してよい。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 卒業生・修了生は、就職・進学を問わず、ほぼ全員が希望する進路へ進んでいる。学生の向学心

が高く、学業への取組みも真摯で、十分な学力・資質・能力を体得しており、進路先から高い評価

を得ている。また、組織的に進路先からの意見聴取を行っている。  

 

（改善を要する点） 

特になし。  

  

（３）基準６の自己評価の概要 

  準学士課程・専攻科課程ともに、教育の目的に的確に合致した教育課程が編成されており、学生

が卒業時に身に付けるべき学力・資質・能力及び育成される技術者像が明確に定められている。卒

業・修了要件は規程によってはっきりと示され、その達成状況は卒業・修了判定会議において全校

的に把握・評価されている。 

  学生の単位取得状況は良好であり、資格取得・検定受験に積極的に取組み、卒業研究・特別研究

の内容も充実しており、高い水準にある。 

  就職希望者・進学希望者ともに、ほぼ全員が志望を叶え、本校の教育目的に適合した職種及び上

級学校へと進んでいる。 

  学生に自己評価に対する真摯な姿勢が根付いており、上級生の到達度自己点検及び卒業見込者の

学習到達度アンケートも、信頼性の高い形で実施されている。後者の調査結果は、多くの学生が学

業に対する達成感を抱いて卒業している事実を物語っている。 

  過年度卒業生及び進路先を対象とした意見聴取が組織的に実施されており、よりよい教育の実現

に役立てられている。調査結果からは、同窓生の本校の教育に対する満足感と社会からの本校の卒

業生に対する高い評価とが読み取れる。 

  以上のことから、本校の教育の成果・効果は十二分に上がっている。 



長岡工業高等専門学校 基準７ 

基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況） 

新入生向けには、入学直後の学校行事である合宿研修において、学習面を含め学校生活全般にわ

たるガイダンスが実施される（資料７－１－①－１）。その研修中の全体ミーティングやクラスミ

ーティングにおいて「学生便覧」の「Ⅱ．学習関係」を参照しつつ説明がなされる。その後も、週

１回の特別教育活動の中で、クラス担任が随時学生便覧に基づいて説明している。 

 

（資料７－１－①－１） 

平成１９年度 新入生合宿研修実施要項（抜粋） 

１．目的：合宿での共同生活を通じ学生相互および学生と教官との接触を密にし、団体生活の

ルールを会得させる。また、オリエンテーションにより学習への興味と意欲を喚起

する。 

２．期日：平成 19 年 4 月 10 日（火）～ 4 月 12 日（木） ２泊３日 

３．場所：国立妙高少年自然の家 新潟県妙高市大字関山 6323-2 TEL (0255)82-4321 

４．参加者：一年生全員 ２０６名 

 

    （ 中 略 ） 

 

全体ミーティング 

プレイホールで行う。正面向かって左からＭ・Ｅ・ＥＣ・ＭＢ・Ｃｉの順に各クラス２列縦

隊で整列する。 

１１日１３：００～ 校長講話 

１１日１８：３０～ 全体ミーティング 

           一学年の目標、進級基準、学校諸規定、学校生活、クラス役員、学習、健康 

管理などについて 

１２日  ９：００～ 学生主事講話 

クラスミーティング 

クラスごとに集まって、自己紹介、クラス役員の選出などを行う。 

 

  １０日１６：００～ 第１回（※MB はプレイホール） 

  １０日１８：３０～  第２回 

  １１日 ９：００～ 第３回（※E はオリオン１） 

１２日１０：００～ 第４回 

Ｍ スバルホール学習室 

Ｅ ミーティングルーム 

ＥＣ 実習室３ 

ＭＢ 学習室１ 

Ｃｉ 学習室２ 

（出典：新入生合宿研修実施要項・一般教育科） 
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３～５学年選択科目の受講申請に関わる指導は学生課とクラス担任とが連携して行う。申請手続き

と進級に必要な単位数について明記した資料（資料７－１－①－２）が学生に配布される。学生が受

講申請した後、単位不足がないことをクラス担任が確認、さらに学生本人による再確認を経た後、受

講科目が確定する（資料７－１－①－３）。 

 

（資料７－１－①－２） 

選択科目申請手続き時の学生向け配付資料 

 
 

（出典：教職員用グループウェア） 
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（資料７－１－①－３） 

選択科目受講確定までの確認作業 

Ec2,3 年,4 年担任各位 

 

学生課の本澤です。 

平成 19 年度選択科目の一覧表ができました。 

3 月 1 日までに一覧表を確認し押印のうえ学務係へ提出願います。 

 

表の見方 

 選択した科目に"1"があります。 

 単位数不足の箇所はピンク色になっています。 

今後の予定======== 

2/19  学生向けのサーバ(http://www2/ga/kyomu/)で 

    確認用の一覧表を公開（学務係） 

    学生に確認させてください。（担任） 

    学外からもアクセスできます。 

    https://www2.st.nagaoka-ct.ac.jp/ga/kyomu/ 

 

2/28 まで 単位不足学生への指導（担任） 

     学生から修正・追加の受付（担任） 

     （一般科目は受講人数に制限があるため、修正追加ができない 

     場合があります。） 

 

3/1 まで 朱書きで一覧表を修正,確認印を押印のうえ学務係へ提出（担任） 

    （修正箇所がわかるようにしてください） 

 

3/20 学生向けのサーバ(http://www2/ga/kyomu/)で 

   確定した一覧表を公開（学務係） 

   学外からもアクセスできます。 

   https://www2.st.nagaoka-ct.ac.jp/ga/kyomu/  

（出典：学生課からクラス担任へのメール） 
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長岡工業高等専門学校 基準７ 

専攻科においては、毎年入学直後にガイダンスが実施され（資料７－１－①－４）、「履修の手

引き（専攻科）」に基づき、学位申請やJABEEプログラム修了に必要な科目の履修方法について説

明がなされる。 

（資料７－１－①－４） 

専攻科学習ガイダンスの実施（平成18年度） 

平成18年度 専攻科新入生合宿研修要項 

１．日時 平成18年4月6日(木)～７日(金) （１泊２日） 

２．場所 妙高少年自然の家         ３．参加 平成18年度専攻科新入生等 ３５名 

４．特別参加 専攻科第２学年 １０名    ５．引率 専攻科長，専攻科委員 ７名 

（以下、日程表より抜粋） 

４月６日（木）  15:30～16:20 セッション１：就学上のガイダンス（学習室１） 

司会：大湊  担当：専攻科長 

16:40～18:00 セッション２：各専攻別履修ガイダンス 

電子機械：（学習室１）２４人 

物  質：（学習室２） ８人 

環境都市：（学習室３）１３人 

（出典：平成18年度 長岡高専専攻科 合宿研修のしおり）

 

 

学習の相談・助言体制としては、クラス担任及び授業担当者、つまり全教員による対応が従

来からあるが、授業関連の助言体制を強化するため、平成15年より「オフィスアワー」が導入

された。全教員の都合の良い時間帯を示したオフィスアワー一覧表が、６号館（教室棟）の各

階の掲示板に掲示され（資料７－１－①－５）、学生が教員とよりコンタクトしやすいよう便

宜が図られている。学生の教員訪問状況は資料７－１－①－６のとおりであり。助言体制が充

分機能していることが窺える。 
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（資料７－１－①－５）

教員のオフィスアワー一覧表の掲示 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：自己点検・評価検討委員会撮影） 

 

（資料７－１－①－６） 

学生の教員訪問状況 

平成17年度５月～９月 学生の教員訪問件数の集計結果 

訪問総数：761件 （教員一人あたり約10件） 

内 オフィスアワー外訪問：615件 81％ 

目的別内訳：授業質問 27％  学習相談 32％  進路相談 17％ 

課外活動 10％  その他 25％ 

（出典：JABEE委員会作成資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校においては、学習を進める上でのガイダンスは、本科・専攻科とも、年度当初に行うよう整

備され、適切に実施されている。選択科目の選択の際も、全学生が進級・卒業に必要な単位を間違

いなく修得できるよう、万全なチェック体制がある。また、学生の自主的学習を進める上での相談

・助言を行う体制も整備され、十分に機能している。 
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長岡工業高等専門学校 基準７ 

観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況）  

自主的学習環境として、図書館と総合情報処理センターが整備されており、昼休み、放課後、授

業の合間に利用されている。 

図書館では、学生の自習やレポート作成を支援するために利用細則を定めて、平日の夜間や土曜

など平常時間外も開館している（資料７－１－②－１）。また近年、附属施設として１階に学習室

とブラウジングルームが整備された。これらの利用実績を資料７－１－②－２に示す。 

 

（資料７－１－②－１） 

長岡工業高等専門学校図書館利用細則（抜粋） 

（開館日及び開館時間） 

第３条 図書館の開館日及び開館時間は、次のとおりとする。ただし、図書館長が必要と

認めた場合は、臨時に開館日及び開館時間を変更することができる。 

 一 開館日 

日曜日、国民の祝日及び（年末年始12月27日～1月4日）を除く毎日。ただし、土曜日

にあたっては、春季休業日、夏季休業日、冬季休業日及び学年末休業日、並びに臨時

休業日が休館とする。 

   二 開館時間 

平 日 8:30～21:00 ただし、前号の休業日にあたっては、8:30～17:00 

土曜日 9:00～17:00 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

 

 

（資料７－１－②－２） 

平成18年度図書館利用者数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 12月 １月 

利 用 者 総

数 

5705 7568 7307 5009 2009 6068 5813 6448 5167 5821

夜間・土曜 526 1489 1200 729 255 1131 759 974 717 1015

上段は利用者総数を表わす。下段は平日夜間17時～21時と土曜の利用者数を表わす。  

（出典：図書館保管記録） 
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長岡工業高等専門学校 基準７ 

総合情報処理センター内の第１及び第３端末室は、8:30～17:15の間、授業中以外はいつでも使

用可能となっている（資料７－１－②－３）。昼休みと放課後の利用状況を資料７－１－②－４に

示す。 

（資料７－１－②－３） 

総合情報処理センターの利用について 

1) 教育用電子計算機システム使用上の留意点 

(1) 端末室の使用 

情報処理センターには、第１端末室、第２端末室、第３端末室の３つの端末室があり、第１

端末室と第３端末室の端末機器および周辺機器は、授業で使用している場合を除き自由に使用

できます。第３端末室を利用するときには、必ず利用者名簿に記入してください。 

(2) センターの開設時間 

平常授業の実施される日においては、8:30～17:15の間、全端末室が利用できます。それ以外

の時間帯については、教職員の立ち会う場合を除いて、時間外の使用は原則的に認めていませ

ん。ただし、計算機は終日稼動していますので、センター外からネットワーク経由での利用は

可能です。 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.65） 

 

 

 

（資料７－１－②－４） 

昼休み・放課後の総合情報処理センター端末室の利用者数（平成18年度） 

 10月 11月 12月 

昼休み 427 638 583 

放課後 269 274 274 

（出典：総合情報処理センター保管記録） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 221 -



長岡工業高等専門学校 基準７ 

厚生施設としては、福利厚生棟が整備されており、学生の課外活動と学生及び教職員の福利厚生

に寄与している。この他にもコミュニケーションスペースとしては、６号館（教室棟）各階のホー

ル、３号館３～５階のリフレッシュコーナー、図書館１階の談話コーナーが整備されている。また、

新潟県中越地震からの復旧工事に際して、屋外コミュニケーションスペースが設けられた。ベンチ

・植栽等が整備され、資料７－１－②－５のように、学園らしい明るく清新な気分に満ちた空間が

用意できた。 

（資料７－１－②－５）

 

        中   庭               福利厚生棟前広場 

       

 

（出典：長岡高専Webサイト） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では、自主的学習環境として図書館閲覧室、学習室、総合情報処理センター端末室が整備さ

れ，充分活用されている。図書館は時間外開放も行われており、その利用者も少なくない。また、

福利厚生棟と校内の随所のコミュニケーションスペースなど、キャンパス生活環境等は整備され、

効果的に利用されている。 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば、資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

（観点に係る状況）  

年１回の開催行事である「専攻科フォーラム」において討論会が実施されており、専攻科生のキ

ャンパスライフに関するさまざまな意見を聴取している（資料７－１－③－１）。さらに平成18年

度より、本科生についても学生総会の場を利用して学生会フォーラムが開催され、学校側への様々

な要望を聴取する機会が設けられた。今後、恒例行事として定着させる予定である（資料７－１－

③－２）。 
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長岡工業高等専門学校 基準７ 

（資料７－１－③－１） 

専攻科フォーラムの開催 

  

（出典：平成18年度 自己点検・評価報告書） 

 

（資料７－１－③－２） 

学生会フォーラムの開催 

  

（出典：平成18年度 自己点検・評価報告書） 

 

図書館では、図書の購入希望を随時受け付けている（資料７－１－③－３）。 

（資料７－１－③－３） 

長岡工業高等専門学校規程集図書館利用細則（抜粋） 

   

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

 

総合情報処理センターでは、端末室利用に関する要望・相談を電子メールにて随時受け付けている

（資料７－１－③－４）。 

（資料７－１－③－４） 

総合情報処理センターの相談窓口 

 

総合情報処理センターへのご要望やご質問は staff@nagaoka-ct.ac.jp へどうぞ。 

 

（補足）総合情報処理センター内の第，第２，第３端末室の任意のパソコンよりログインすると，当ページが開

くように初期設定されている．そのトップページ内に相談受付用の電子メールアドレスが公開されている． 

（出典：学生用Webサーバ http://www2/） 
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長岡工業高等専門学校 基準７ 

その他，学習全般に関する相談や要望がある場合、クラス担任を中心として全教員が受け付けるほ

か、学生課や学生相談室も随時利用可能である（資料７－１－③－５）。 

 

（資料７－１－③－５） 

学習及び全般に関する相談 

学習に関する相談や、学生生活全般について悩み事について学級担任のほか、次のような相談窓口や

相談の制度がありますので、気軽に利用してください。 

（１）学生相談窓口 

学習全般に関する質問・相談を、学生課学務係で受け付けています。 

（２）オフィスアワー 

授業に関する質問や生活に関する質問をすべての教員が受け付けます。教員ごとに相談に応じる時

間を公表していますので掲示板等で確認してください。 

（３）学生相談室 

学習の問題に限らず、様々な悩み事があれば学生相談室で相談してください。セクシャル･ハラス

メントやアカデミック・ハラスメントに対応する相談員もいます。・・・ 

（出典：平成18年度学生便覧） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生のニーズを把握するための学校行事があり、学生が随時相談できる窓口も多い。さらに，学

習上利用する機会の多い図書館や総合情報処理センターにおいても、学生の要望を受け付ける窓口

がある。総じて、学生のニーズを充分把握できていると思われる。 

 

 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

TOEICの受験を推奨し、英語科がTOEIC公開テストの申し込み窓口となるほか、４年生については

団体特別受験（TOEIC IP）を実施し、受験を義務付けている。さらに学生のスコアアップを支援す

るため、LL教室のコンピュータにe-Learning教材を導入している（資料７－１－④－１）。英検に

ついても、英語科が窓口となって団体受験を実施している。TOEIC公開テスト、英検の受験者数等

を資料７－１－④－２～３に示す。 
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長岡工業高等専門学校 基準７ 

（資料７－１－④－１）

TOEIC対策e-Learning教材 

ALC NetAcademy 「初級・中級者のためのTOEICテストスコアアップコース」の起動画面 

 

       

（出典：英語科ＬＬ教室のＰＣ） 

 

 

 

（資料７－１－④－２） 

TOEIC公開テストの受験者数と平均スコア 

 

開催年月 受 平均ス験者数 コア 

２００６年１月 ４５０２９名 点 

２００７年１月 ４６２３９名 点 
 

（出典：英語科保管記録） 

 

 

 

 

（資料７－１－④－３） 

英検の受験者数 

 

開催 ３級  準２級 ２級 合計 

２００６年  度第２回 ３名 ７名 ６名 １６名

２００６年  度第３回 ０名 ８名 ７名 １５名
 

（出典:英語科保管記録） 
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長岡工業高等専門学校 基準７ 

数検についても数学科が窓口となり、情報提供や受験申込の補助を行い、本校を会場にして団体

受験をしている。数検の受験者数及び合格者数を資料７－１－④－４に示す。また、受験実績が評

価され、平成18年3月には日本数学検定協会から本校へ「『数検』グランプリ金賞」が授与された。 

 

（資料７－１－④－４） 

数検の受験者数及び合格者数 

試験日  準１級 ２級 準２級 ３級 合計 

受験者 ４ ６ ０ １ １１

合格者 ０ ３ ０ ０ ３H18/7/15 

一次or二次のみ合格 ２ １ ０ ０ ３

受験者 ２ ３ ５ ２ １２

合格者 ０ １ ５ ２ ８H16/7/12 

一次or二次のみ合格 １ １ ２ ０ ４

受験者 ２ ３ ４ １ １０

合格者 ０ １ ３ １ ５H15/11/9 

一次or二次のみ合格 １ ０ １ ０ ２
 

（出典:数学科保管記録） 

 

   漢検についても国語科が窓口となり、情報提供や受験申込の補助を行い、本校を会場にして団体

受験をしている。漢検の受験者数及び合格者数を資料７－１－④－５に示す。 

 

（資料７－１－④－５） 

漢検の受験者数 

 

試験日  ２級  準２級 合計 

受験者  ９名 ７名 １６名
２００６・

合格者  
１・２６ 

５名 ６名 １１名
 

（出典:国語科保管記録） 

 

外国留学を希望する学生には、おもに英語科教員が対応し助言を行っている。長岡市には市民に

公募する奨学金が多数あり、それらを留学希望学生に紹介する場合もある（資料７－１－④－６）。

また本校では、国際交流委員会が企画する「学生海外派遣研修」が実施されている。学生に国際的

視野を養う機会を提供することを目的に、平成17年度よりこれまでに３回実施された（資料７－１

－④－７）。参加学生のために旅費の一部を本校が補助しており、学生の参加状況は資料７－１－

④－８のとおりである。 

 

 

 

 - 226 -



長岡工業高等専門学校 基準７ 

（資料７－１－④－６） 

財団法人長岡市国際交流協会が公募する奨学金 

① 姉妹都市フォートワース市（アメリカ合衆国テキサス州）訪問 

② 原信サマースカラーシップ フォートワース訪問 

③ 姉妹都市トリアー市（ドイツ連邦共和国）訪問 

④ 友好都市ハンベルグ市（ドイツ共和国連邦）「オットー・フリードリッヒ大学国際夏期講

座」参加（ハンベルグ市が奨学金を支給することから、長岡市出身または、市内在住大学生

を公募により推薦する） 

 

＜照会先＞ 

財団法人長岡市国際交流協会 

〒940-0062長岡市大手通2－2－6 長岡市国際交流センター「地球広場」内 

TEL: 0258-39-2714／FAX: 0258-39-2715 

（出典:英語科保管資料） 

 

（資料７－１－④－７） 

平成18年度学生海外派遣研修生募集案内 

本校では平成１７年度から異文化体験を通じて国際的な視野を養う機会を提供することを目的とし

た海外派遣研修を実施しています。昨年度は、９月に本校の姉妹校である中国黒竜江工程学院に学生

を派遣し、３月には上海市で工業に携わる日系企業と中国の大学における工学教育を見学しました。

本年度は、日本の海外輸送上重要な地域であり、日系企業が数多く生産活動を展開し、また、本校へ

の留学生も多いマレーシアでの海外研修を実施します。積極的な参加をお待ちしています。 

 

１．派遣研修目的 

海外の工業事情及び文化に実際に触れることで国際的視野を広めることを目的とします。 

２．派遣研修概要 

派遣研修名称：マレーシアの文化探訪 

派遣研修内容：マレーシアの日系企業を見学し、海外での生産拠点の現状を見学します。 

また、マレーシアの高校を訪問し、英語で交流を行います。 

３．派遣期間 

平成１９年３月２５日（日）～平成１９年３月３１日（土） 

４．派遣研修日程 

（省略） 

５．経費 

約15万円の旅費のうち、一人８万円は学校が補助します。それ以外の費用の約70,000円（見

込）は参加者負担です。 

 

（出典:学生課資料） 
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長岡工業高等専門学校 基準７ 

（資料７－１－④－８） 

学生海外派遣研修・参加状況  

年・月 派遣先 参加者 応募者数 

平成１７年９月 中国・黒竜江 専攻科生５名 ６名 

平成１８年３月 中国・上海 本科１１名 ２０名 

平成１９年３月 マレーシア 本科１２名，専攻科３名 ２６名 

（出典：学生課資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 

資格試験や検定試験受講、外国留学のための支援体制は整備されている。TOEICや各種検定試験

を受験する学生への指導助言がなされており、実績もある。海外研修については、学校側からの金

銭的援助があり、国際交流委員会を中心とする取り組みによって既に３回実施された。個別に外国

留学を希望する学生のための相談窓口もある。以上のことから、資格試験や外国留学などの支援体

制は整備され、充分機能していると判断できる。 

 

観点７－１－⑤： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，編入学生，社

会人学生，障害のある学生等が考えられる。）への学習支援体制が整備されてい

るか。また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

（観点に係る状況）  

３学年に編入学する留学生の指導については「外国人留学生規程」に従い、クラス担任が指導に

当たるほか、編入学後２年間にわたってチューター（学生相談員）を配してより密接に学習面なら

びに生活面のバックアップを行っている（資料７－１－⑤－１～２）。チューター制度を含め本校

の留学生支援について、留学生の満足度調査の結果（資料７－１－⑤－３）は概ね良好である。 

 

（資料７－１－⑤－１） 

長岡工業高等専門学校外国人留学生規程（抜粋） 
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長岡工業高等専門学校 基準７ 

（出典:長岡工業高等専門学校規程集） 

（資料７－１－⑤－２） 

長岡工業高等専門学校留学生チューター一覧（平成１８年度）（抜粋） 

 

チューター 
氏     名 性別 学科 学年 国籍 

学習担当 生活担当 
担任 

WILLIAM KHOO CHONG 

WENG 
男 機械 4 マレーシア

荏草 和哉 

（機械４） 
山田（隆）

MOHD ADELI FAREZZULAH 

B. MOHD ABDULLAH 
男 機械 4 マレーシア

田中 一俊 

（機械４） 
山田（隆）

SURIANTO ISKANDAR 男 機械 4 
インドネシ

ア 

中 宗一郎 

 （機械４） 
山田（隆）

HASAN RAJIB IMAM 男 電気 4 
バングラデ

シュ 

甲斐 聡 

（電気４年）

小山 純人 

（電気４年） 
小林（和）

WAN NUR SYIEDA BT. 

WAN IBRAHIM 
女 電気 4 マレーシア

吉田 寛子

（電気４年）

田邊由紀子 

 （物質４年） 
小林（和）

（以下省略）             

（出典：学生課資料）

 

 

 

（資料７－１－⑤－３） 

留学生の満足度調査結果（平成18年度末） 

※表中の数値は百分率

回答項目 満足 
やや満

足 
普通 

やや不

満足 

全く不

満足

本校のチューター制度に満足しましたか 55 18 23 0 4

日本文化体験等の企画に満足しましたか 64 23 13 0 0

勉強や生活に対する本校の支援に満足していますか 59 27 14 0 0

本校の教育に満足していますか 50 41 9 0 0

本校の教育施設・設備に満足していますか 90 10 0 0 0

総合的に考えて本校での留学生活に満足していますか 64 23 13 0 0
 

（出典:平成18年度自己点検報告書） 
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４学年編入学合格者に対しては、本校学科３学年までのシラバスと編入学までに修得すべき学習

内容について編入学の半年程前に知らせ（資料７－１－⑤－４）、事前学習を促している。さらに、

編入学後には専門科目を補習する科目を用意し（資料７－１－⑤－５）、学科主任と担任が学習面

の相談窓口となっている。 

また、研究生・科目等履修生・聴講生・特別聴講学生に関しても、それぞれ規程が定められ、受

入体制が整えられている。 

（資料７－１－⑤－４） 

編入学合格者への事前学習に関する連絡事項 

平成16年10月8日

長岡工業高等専門学校 

第４学年編入学合格者 殿 

長岡工業高等専門学校

教務主事（副校長）塩野計司

事前学習に関する連絡事項について 

このたび、第４学年編入学合格者の皆様に、入学前の事前学習を実施することになりました。 

事前学習を実施する一般教育科の科目及び専門学科は、以下のとおりですので、各課題に従い学習

してください。 

課題等について質問がありましたら、学科の問い合わせ窓口または、学生課教務係まで連絡して

ください。 

（以下省略） 

 

（出典：学生課資料）

 

（資料７－１－⑤－５） 

編入学生のための開講科目(学生便覧「Ⅱ．学習関係」より) 

（10)編入学生の履修 

第４学年に編入した学生に対しては、４年次の選択科目の中に、下記の専門基礎科目を開講して

います。これらの科目は他の専門科目の理解を助けるために、専門科目で必要とされる基本事項を

扱います。 

学 科 名 科 目 名 

機械工学科 械基礎工学機  

電子制御工学 制御基礎科 電子 工学 

化学基礎工学Ⅰ 物質工学科 

化学基礎工学Ⅱ 

環境都市工学 都市工学科 環境 概論 

これらの科目は編入生だけが履修するもので、第１学年から入学してきた学生は選択することが

できません。 

（出典:平成18年度 学生便覧 p.15） 
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身体的障害を持つ学生に対しては、近年の校舎改築・改修に伴ってバリアフリー化を進め、教室

間移動が容易になるよう配慮した。具体的には、校舎１・２・３・４・５・６号館の館間が段差な

しの渡り廊下でつながったこと、３・４・６号館にエレベーターを設置したこと、校内随所にスロ

ープを設置したことである。体育の授業において、一般学生と同等な実技課題をこなすのが困難な

場合は、別課題を与えて対処している。 

その他、特別な事情がある場合は、クラス担任や学生相談室で相談を受け付けている（前出資料

７－１－③－５）。また、学校として、障害を持つ学生に対する学習支援体制ができている。実際、

発達障害を持つ学生に対して、教務主事、学生相談室、クラス担任を中心に専門カウンセラーの助

言を受けて適切に対処している。（資料７－１－⑤－６） 

 

（資料７－１－⑤－６） 

発達障害の学生への学習支援の例 

 

アスペルガー症候群と診断された平成18年度入学生○○君への支援 

・アスペルガー症候群であることを，本人と保護者の承諾を得た上で，クラス内学生に周知す

る．また，授業担当教員にも周知する． 

・アスペルガー症候群とは何か，クラス学生に説明する．起こり得るトラブルの回避方法を説

明する．（大事な指示は，紙に書いて渡す，など） 

・電気系・機械系の実習の際，本人の傍に教職員１名の付き添いをお願いする 

 

（出典:クラス担任と専門学科教員の打ち合わせ記録／クラス担任保管） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

特別な支援を行うことが必要と考えられる者への学習支援体制は充分整備されており、学習支援

が行われている。留学生へは担任と学生相談員による連携支援が行われている。編入学生へは入学

前指導と補習が行われている。身体に障害のある学生への配慮もなされてきた。その他、特殊な事

情のある学生に対しても、クラス担任・学生相談室を中心に個別対応する体制ができあがっている。 

 

 

観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況）  

学生会会則（資料７－１－⑥－１）に基づいて、学生会が組織されている。学生会の組織は、資

料７－１－⑥－２のとおりであり、充実した活動を活発に展開している。学生会の下にクラブが置

かれ、平成18年度は運動系20クラブ・文化系17クラブが活動している（資料７-１－⑥－３）。 
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（資料７－１－⑥－１） 

学生会会則（抜粋） 

      

      

（出典:平成18年度 学生便覧 p.167） 

   

 

 

                        （資料７－１－⑥－２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典:平成18年度 学生便覧 p.165） 
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（資料７-１－⑥－３） 

クラブ（18年度） 

 

（出典:平成18年度 学生便覧 p.166） 

 

 

 

学生会の監督には、学生主事・学生主事補・厚生補導委員会が中心となって当たっており、学生評

議会・専門委員会活動及び学生会諸行事に関して、指導助言を行っている。クラブには、規則（資料

７－１－⑥－４）に基づいて必ず顧問教員が置かれ、監督･指導に当たっている。クラブ活動に際し

て、より高度な技術面等の指導を期する場合には、コーチを招聘する制度も整えられている（前出資

料２－２－③－２）。クラブ顧問会議も毎年開催されている。学生会及びクラブの監督・指導の際の

留意事項等は、厚生補導委員会作成の「厚生補導の手引き」（資料７－１－⑥－５）の「課外活動関

係」に詳細にまとめられている。 

施設面では、課外教育活動センターの諸施設が整備され、学生会の諸活動を支援している（資料７

－１－⑥－６）。 

全学生から徴収した学生会費によって通常の運営が賄われているが、高専が主催・後援する行事に

学生が参加する場合、学生の遠征費の一部を後援会費から援助している。（資料７－１－⑥－７） 

 

（資料７－２－⑥－４） 

長岡高専の組織及び運営に関する規則（抜粋） 

 

第16条 学生会の評議会、委員会及び各部（本校の認めた学生の団体を含む。以下同じ。）

に、それぞれ顧問教員を置く。 

２ 顧問教員は、評議会、委員会及び各部の健全な育成を図るために必要な助言、指導その他

の援助に当たる。 

（出典:長岡工業高等専門学校規程集） 
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                  （資料７－１－⑥－５）     （資料７－１－⑥－６） 

「厚生補導の手引き」目次   

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課外教育活動センター 

保有･管理施設一覧 

 

１. 福利施設 

学生会室  課外活動室 

和室    談話コーナー 

学生部室１ 

 

２. 体育施設 

 第 1 体育館 第２体育館 

 トレーニングセンター 

 剣道場   柔道場 

 合宿所   グラウンド 

 グラウンド管理室 

 テニスコート プール 

 アーチェリー場 

 野球場   学生部室２ 

 

３. 課外施設 

 談話コーナー 

 ホール   アトリウム 

 学生部室３ 

（

                 （出典:厚生補導の手引き）   （出典:厚生補導の手引き） 

 

 

 

                                  （資料７－１－⑥－７） 

学生のクラブ活動に関する基準（抜粋） 

 

                                 （出典:厚生補導の手引き） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制は整備され、十分に機能している。学

生主事・学生主事補・厚生補導委員会がリードして学生会を支援し、ほぼ全ての教員がクラブ顧問

となり、安全で充実した活動ができるよう、指導・助言・監督に当たっている。また、施設面もよ

く整備されており、十分に機能している。 

 

 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

学生の生活指導は、学級担任を中心に、教職員全員が厚生補導委員会と連携して行っている。指

導上の基準が、厚生補導委員会作成の冊子「厚生補導の手引き」（前出資料７－１－⑥－５）にま

とめられている。 

学生の悩みに対処する方法としては、学級担任が相談を受ける以外に、学生相談室を設置して学

生の秘密を厳守しつつ、相談やカウンセリングを行っている（資料７－２－①－１）。近年は、本

校の教員４名と看護師１名、外部の専門カウンセラー２名が相談員を務める。本校の相談員は国立

高等専門学校機構や日本学生支援機構の主催する研究集会に毎年出席して学生相談に関するスキル

アップを図り、また研究集会で得た情報を教員会議で報告している（資料７－２－①－２）。学生

相談室は、多くの学生が利用しており、充分機能している（資料７－２－①－３）。 

 

（資料７－２－①－１） 

学生相談室管理運営規程（抜粋） 

 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集）
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（資料７－２－①－２）

学生相談室相談員の研究集会参加・報告 

平成 16 年度-------------- 

第 1 回全国国立高等専門学校メンタルヘルス研究集会 

主催：独立行政法人国立高等専門学校機構 

期日：平成 17 年 3 月 22 日-23 日 

場所：KKR ホテル東京（東京・千代田区） 

出席者：青柳相談員，石丸相談員 

（平成 17 年 4 月 1 日 教員会議で報告：青柳） 

 

平成 17 年度-------------- 

1）平成 17 年度北関東・甲信越メンタルヘルス研究協議会 

主催：独立行政法人日本学生支援機構、信州大学など 

期日：平成 17 年 10 月 27 日-28 日 

場所：メルパルク長野（長野・長野市） 

出席者：猪平相談員 

 

2）第 2 回全国国立高等専門学校メンタルヘルス研究集会 

主催：独立行政法人国立高等専門学校機構 

期日：平成 18 年 1 月 30 日-31 日 

場所：学術総合センタ―（東京・千代田区） 

出席者：猪平相談員，石丸相談員 

（平成 18 年 2 月の教員会議で，平成 17 年度分の上記２つについて報告：猪平） 

 

平成 18 年度-------------- 

1）平成 18 年度北関東・甲信越地区メンタルヘルス研究協議会 

主催：独立行政法人日本学生支援機構、群馬大学など 

期日：平成 18 年 10 月 26 日-27 日 

場所：ホテルメトロポリタン高崎（群馬・高崎市） 

出席者：永井相談員 

 

2）第 3 回全国国立高等専門学校メンタルヘルス研究集会 

主催：独立行政法人国立高等専門学校機構 

期日：平成 19 年 1 月 23 日-24 日 

場所：学士会館（東京・千代田区） 

出席者：竹内相談員，石丸相談員 

（平成19年度 教員会議で報告予定：竹内） 

（出典：学生相談室保管記録）
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（資料７－２－①－３）

学生相談室の利用状況（年間相談件数） 

相談内容 H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 

修学上の悩み １２ ５ ５２ ２０ １１ １８

進路の悩み １４ ９ １９ １９ ９ ６

経済上の悩み ０ １ ２ １９ ０ ０

対人関係の悩み １３ ５ ２０ ４５ ２７ ２１

精神面の悩み ９ １８ ４５ ７０ ６６ ２６

健康面の悩み ６８ ９１ １０７ ２８ ３９ ２４

その他 ０ ３４ ５４ ３０ ２７ ９

メール相談 ０ ６ １０ ６ １４ ３

合計 １０５ １５２ ２１４ ２１８ １９３ １０７
 

(出典：学生相談室保管記録)

 

経済面の支援体制に関しては、「入学料の免除及び徴収猶予に関する規程」「授業料免除及び徴

収猶予に関する規程」「寄宿料免除規程」（学生便覧にも掲載）が制定され運用されている。 

奨学金についても日本学生支援機構始め民間団体の奨学金制度（ユニオンツール奨学会・山口育

英奨学会・敦井奨学会・関育英奨学会 等）があり、学生の経済状態に応じて幅広く利用できる環

境にある。授業料免除や奨学金については、学生便覧に掲載するとともに、学生課から担任を通じ

て学生に周知する体制ができている。これらの活用実績の一部を資料７－２－①－４～６に示す。 

 

（資料７－２－①－４） 

     

(出典：平成18年度 自己点検・評価報告書）
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（資料７－２－①－５）

奨学金貸与実績（１）（日本学生支援機構の奨学生） 

   

（出典：平成18年度 自己点検・評価報告書）

 

 

（資料７－２－①－６） 

奨学金貸与実績（２）（日本学生支援機構以外の奨学生） 

   

（出典：平成18年度 自己点検・評価報告書） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生の生活面については、学級担任による指導・相談・助言に加え、学生相談室が設置されてお

り利用者も多い。また、学生の経済面については、授業料免除や奨学金の制度が完備され、適切に

運用されている。生活面、経済面ともに支援体制は機能していると考えられる。 

 

 

観点７－２－②： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，障害のある学

生等が考えられる。）への生活支援等を適切に行うことができる状況にあるか。

また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 
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（観点に係る状況）  

本校では、主にアジア地域から例年６～７名程度の留学生を受け入れている。常時20名ほどの留

学生が学んでおり、全員寮で生活をしている。学級担任が指導にあたるのに加え、留学生の生活上

の相談相手として寮生を１人、勉学上の相談相手として同級生を１人、計２名のチューターを各留

学生に配している（前出資料７－１－⑤－１～２）。この制度により留学生が本校での生活、学業

に馴染めるように万全の体制をとっている。実際，留学生の満足度も高い（前出資料７－１－⑤－

３）。 

また留学生全体に関わるような諸問題に対処するため、留学生指導主任（教員）を置いている。

（資料７－２－②－１）必要に応じ留学生を受け持つ学級担任の連絡会議が開かれる。留学生対象

の学校行事（資料７－２－②－２）もあり、さらに本校の退職教職員が中心となって、留学生を支

援するボランティア団体「雪つばきの会」が結成されており（資料７－２－②－３）、ハイキング

・梨狩り・餅つきなど、さまざまな行事を企画・実施している。 

 

（資料７－２－②－１）

長岡工業高等専門学校外国人留学生規程（抜粋） 

第３条 留学生の修学及び生活の指導・助言にあたるため、留学生指導教官（以下「指導教官」と

いう。）を置き、当該留学生の在籍する学級の担任教官をもって充てる。 

第４条 校長は、前条の指導教官の中から、留学生指導教官主任（以下「指導主任」という。）を

選任する。 

２ 指導主任は、留学生の修学・生活等全般について指導教官と協議し、取扱い方針をまとめ、そ

の実施・推進を図るとともに、教務・学生・寮務各主事あるいは、留学生の指導に関連するかく

委員会等との連絡・調整にあたる。 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.147）

 

（資料７－２－②－２） 

平成１８年度 留学生行事一覧 

   

（出典:平成18年度 自己点検･評価報告書） 
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（資料７－２－②－３）

「雪つばきの会」会則（抜粋） 

 

第２条（目的）：長岡高専留学生を対象とし、異文化への相互理解を基本理念とした日本文化とそ

れに基づく習慣・行事等および日本の自然環境等の紹介を目的とする。 

第３条（事業）：上記目的を実現するためのボランティア活動を行う。ボランティア活動の企画に

際しては学校の行事予定等に十分配慮する。 

第５条（役員構成、役割分担および任期）： 

（１）会長１名 雪つばきの会の活動を総括する。 

（２）総務１名 雪つばきの会の庶務および会計業務を総括する。 

（３）顧問１名 長岡工業高等専門学校長に依嘱する。 

（４）会長および総務の選出は会員間の互選による。任期は１年とし再任は妨げないものとす

る。 

 

（出典：「雪つばきの会」保管記録）

 

身体的障害を持つ学生に対しては、近年の校舎改築・改修に伴ってバリアフリー化を進め、移動

が容易になるよう配慮した。具体的には、校舎１～６号館の館間が段差なしの渡り廊下でつながっ

たこと、３、４、６号館にエレベーターを設置したこと、校内随所にスロープを設置したことであ

る。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 特別な支援を行うことが必要と考えられる者への生活支援等については十分な体制が整えられて

いる。留学生には、留学生指導主任のリードのもと、学級担任と生活チューター・学習チューター

が直接的な支援に当たっている。留学生は、概ね快適な学校生活を送っている。身体的な障害を持

った学生も受け入れ可能な体制にある。現在、身体的障害を持った数名の学生も、問題なく学校生

活を送っている。 

 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

（観点に係る状況）  

本校の学寮は、「人間形成を助長して、教育目標達成に資することを目的とする」という設置基

準で造られた教育寮であり、「学生寮規程」（資料７－２－③－１）及び「学生寮細則」が定めら

れ、校舎に隣接して５棟が設置されている。男子寮（高志寮）は309名、女子寮（清花寮）は65名

の収容定員があり、例年定員を超える入寮希望者がある。入寮を許可された学生は、上記規程に基

づいて共同生活を送り、協調と自律の精神が養われる。 
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（資料７－２－③－１） 

長岡工業高等専門学校学生寮規程（抜粋） 

 

（出典:長岡工業高等専門学校規程集） 

 

 

 

            （資料７－２－③－２） 

 

 

 

 

 

寮務委員会の監督・指導の下、全寮

生によって寮友会が組織されており

（資料７－２－③－２）、会則に基づ

いた規律ある生活を営んでいる。寮友

会主催の、寮祭・球技大会などの各種

行事も企画・開催され、寮生間の親睦

を深めている。 

（出典:平成18年度 学生便覧 p.197） 

   

 

 

 - 241 -



長岡工業高等専門学校 基準７ 

 また、学習環境整備の一環として、多目的スペース及び食堂を定期試験２週間前より試験勉強の

ために開放し（21時～翌日３時）、居室以外の学習場所を確保している（資料７－２－③－３）。

利用状況は資料７－２－③－４のとおりであり、実際よく利用されている。勉学に資することを目

的とした寮内ネットワークも整備されている。 

                                   （資料７－２－③－３） 

多目的スペース 

  

       学生居室 

   

 

食堂 

  

                                 （出典:長岡高専Webサイト） 

 

（資料７－２－③－４） 

 

        

 

（出典:平成18年度 自己点検･評価報告書） 
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開寮期間中は、毎日、宿直と休日日直の教員が指導に当たっている。また、寮務委員が定期的に

寮内朝巡回を行い、無断欠席や無断遅刻が生じないように注意し、健全な寮環境維持に努めている。

規則に違反した学生に対しては、寮務主事･寮務委員･寮友会役員より指導が加えられ、重大な違反

の場合は、警告あるいは退寮勧告処分がなされる（資料７－２－③－５）。 

 

（資料７－２－③－５） 

寮規則違反者数(延人数)と違反内容 

  

（出典:平成18年度 自己点検･評価報告書） 

 

年１回、寮生保護者会が開かれ、寮の現状や取組みについて保護者に報告する機会としている。

平成18年度は10月26･27日に開催された。また、入寮したばかりの１年生に対して、例年、５月上

中旬にカウンセリングを行っている。食事内容・生活全般に関するアンケートも定期的に実施され、

寮運営の改善に役立てられている。現在、バリアフリー化を進めており、平成18年度には寮内各所

にスロープを設置した。エレベーターの設置については、現在予算要求中である。 

  

（分析結果とその根拠理由） 

 学生寮が、学生の生活及び勉学の場として有効に機能している。寮務委員会の監督･指導の下、

寮友会が組織され、概ね規則正しい学生らしい寮生活が営まれている。カウンセリングや生活アン

ケートも実施されており、寮生活の改善に資されている。また、勉学の場としての配慮もなされて

いる。身体的障害を持つ学生にとっては万全の環境とはいえないが、概ね快適な生活・学習環境が

維持されている。 

 

 

観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況）  

進路指導は学科ごとに、主に学科長と学級担任が中心となり、卒業研究指導教員を含め各学科の

全教員が指導に当たっている。各学科の進路指導の現況は、資料７－２－④－１のとおりである。 
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（資料７－２－④－１） 

各学科の進路指導の現況 

 

学 科 
指導担当

者 

ガイダ

ンス 
面接対策

求人資料

の閲覧 

編入試過去情

報の蓄積※ 
その他 

機械工学科 
学科長，

学級担任 
有 

口頭指導

資料配布
随時可能

体験報告書，

過去問 

資料「進学・就職案内」

で、小論文作成にも対応

電気電子システ

ム工学科 

学科長，

学級担任 
有 口頭指導 随時可能

体験報告書，

過去問 

各学年で学級担任が指導

電子制御工学科 
学科長，

学級担任 
有 

口頭指導

資料配布
随時可能

体験報告書，

過去問 

情報提供に学生用Webサ

ーバを活用 

物質工学科 
学科長，

学級担任 
有 口頭指導 随時可能

体験報告書，

過去問 

入社試験体験報告書の蓄

積あり 

環境都市工学科 
学科長，

学級担任 
有 口頭指導 随時可能

体験報告書，

過去問 

ガイダンスを２回開催 

※過去の編入試験問題は，学生課でも閲覧可能

（出典：平成18年度 自己点検・評価検討委員会調査）

 

 

 

 

 

各学科とも、関連資料を収集･蓄積するとともに、ガイダンスを実施している。また、資料７－

２－④－２が示すとおり、学科ごとに工夫を凝らした進路指導の取組みが見られる。 
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（資料７－２－④－２）

各学科の進路指導概要 

学  科 進路指導の概要 

機械工学科 
・進学･就職のためのガイドブック「進学・就職案内」を配布．面接心得、

作文・小論文の書き方も含まれている． 

電気電子システム工学科 

・各学年でクラス担任による指導を行っている． 

・４学年の終わりに学科長が進路説明（手続きも含め）をしている． 

・就職は学科長，進学はクラス担任が対応している． 

・説明用の資料，求人一覧表を作成し学生に配布している． 

電子制御工学科 

・就職には学科長，進学にはクラス担任が主に対応する． 

・ガイダンスを５学年の初めに実施．手続きの進め方，面接対策用の資料

を配布．本科作成の「専攻科案内」も配布 

・求人一覧を作成して掲示．随時更新．求人票は随時閲覧可能 

・過去の編入試験問題，受験学生のレポートは，担任に申し出て閲覧可能 

・学生用Webサーバを活用して情報伝達を徹底 

物質工学科 

・進学についてはクラス担任が指導する。過去の入試問題の写しとともに

受験した学生の経験談や感想等をレポートに書かせそれぞれ保存してい

る．それらは必要に応じ学生にも閲覧させている． 

・就職活動は主として学科長が対応する。求人一覧表を作成し所定箇所に

掲示するとともに求人企業の資料（会社案内、求人票等）を保管しそれぞ

れ求職学生の閲覧に供す． 

環境都市工学科 

・学科長、クラス担任を中心全教員で指導に当たっている。 

・４学年から、ガイダンス・個別面談・保護者会を複数回実施している。

・ガイドブック「環境都市工学科の進路指導」を４学年保護者会で配布し

ている。ガイドブックの内容は毎年更新している。 
 

（出典：平成18年度 自己点検・評価検討委員会調査） 
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専攻科でもガイダンスが実施され（資料７－２－④－３）、また専攻科フォーラムや後援会など

をとおしての取組みが、専攻科長のリードのもとに行われており、全教員が進路指導に関与してい

る。 

（資料７－２－④－３） 

 

 

(出典:平成18年度 自己点検･評価報告書） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され、必要な取組みがなされている。学科長・専攻

科長のリードのもとに専門各科の全教員が進路指導に参画している。それぞれ学科ごとに特長のあ

る指導がなされているが、いずれもガイダンスの実施や資料の収集等の必須の取組みがなされてい

る。結果的に「基準６」で述べたとおり、ほぼ全ての学生が希望する進路を実現させている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

  専攻科フォーラム・学生会フォーラムが開催され、学生の学校に対する意見･要望等を直接的に

救い上げる機会が設けられ、機能している。学生海外派遣研修制度が設けられ、成果を上げつつあ

る。また、有志の現職・退職教職員によってボランティア団体「雪つばきの会」が結成され、留学

生への支援を後押ししている。 

 

（改善を要する点）  

  特になし。 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

   準学士課程・専攻科課程ともに、学習を進める上でのガイダンスはきめ細かに実施されている。

オフィスアワー時も、またそれ以外の時間でも、学生の学習相談への対応がなされており、助言体

制は十分に働いている。 

  図書館・総合情報処理センターが、学生の自主的学習に利用できる時間を確保し、実績をあげて

いる。また、学習室や福利厚生棟・コミュニケーションスペースも整い、学園らしい生活環境が用

意されている。 

専攻科フォーラム・学生会フォーラムの開催によって、学生の学校に対する意見･要望を直接的

にすくい上げる機会が設けられている。そこでの聴取内容を参考にすることによって、本校の教育

のさらなる質的向上が期待される。 
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  資格試験や検定受験のための取組みも積極的に行われ、成果をあげている。また、異文化体験に

よる教養的視野の拡大を目的として学生海外派遣研修制度が設けられ、成果をあげつつある。 

  留学生に対しての学習上・生活上の支援も適切に行われている。現職・退職教職員有志によるボ

ランティア団体「雪つばきの会」による支援もあって、留学生の本校の教育に対する満足度は高い。

心身に障害を持つ学生も可能な限り受け入れており、施設面の整備はもとより、学習・生活上の支

援内容を向上させてきた。特別な支援が必要な学生に対する本校の教育の姿勢は、概ね理解あるも

のといってよい。もちろん、一般学生に対する生活面の指導･助言体制も、学級担任･厚生補導委員

会･学生相談室等を中心に適切に行われている。奨学金などの経済面での支援体制も整備されてい

る。 

  また、厚生補導委員会の指導のもと、学生会が充実した活動を展開しており、クラブ活動に対す

る支援も満足できる水準に達している。総じて、課外活動に対する支援は十分機能している。 

  学生寮は、規程に則って適切に運営され、寮友会の活動も活発で、学生の生活・勉学の場として

の使命を十分に果たしている。身体的障害を持つ学生のために、エレベーターの設置等、施設面で

の支援計画を策定し、実現の努力をしている。進路指導の体制は、一定の水準を維持しており、確

実に機能している。 



長岡工業高等専門学校 基準８ 

基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。また，施設・設備のバリアフリー化への配慮がなされているか。 

（観点に係る状況）  

 平成16年10月に発生した中越大地震により、本校校舎は甚大な被害を被った。年度途中の教育の中

断を避けるため、同年12月より準学士課程５学年及び専攻科課程の授業を長岡技術科学大学の校舎一

部を借用して再開、翌年１月には準学士課程１学年から４学年の授業を損壊が免れた本校校舎の一部

を利用して再開した。平成18年10月に校舎が完全復旧し、正常な教育活動がすべて本校校舎で可能に

なった。 校地、校舎等はほぼ全域にわたって立て替えや改修がなされ、地震前とでは大きく変貌し

た。施設・整備の概況を資料８－１－①－１に示す。 

  

                        （資料８－１－①－１） 

 

 （出典：平成18年度 学生便覧 p.231） 
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 資料８－１－①－２に建物配置図を示す。教育目標と教育研究主要施設との対応関係を資料８－１

－①－３に示す。本校では教育目標が達成できるように教育研究施設が整備されている。講義室は、

６号館及び４号館に集約され、空調・換気設備、映写用スクリーン、LAN情報コンセントが完備され

ている。また、各階には視聴覚教材を利用できる機器等が設置されている。実験実習室、卒業研究室

等の専門教育施設設備及び機械工場、地域共同テクノセンター等の教育研究共用施設・設備は、主に

１～３・５号館に集約し、機能的な配置で整備されている。この他、ゼミ室、学習室、図書館、総合

情報処理センターをはじめとする校舎全棟で空調設備、LAN情報コンセント等が完備され、学生が学

習するに十分な環境が整備されている。 

 

（資料８－１－①－２） 

 

 

○1 １号館（総務課、電気電子システム工学科、物質工学科） ○2  １号館中央棟 

○3 ２号館（電子制御工学科） ○4 ３号館（機械工学科、環境都市工学科、機械工場、 

地域共同テクノセンター） ○5 ４号館（学生課、一般教育科） 

○6 ５号館（電子制御工学科、物質工学科） ○7 ６号館（講義棟） ○8 機械工学実験棟 

○9 雪氷低温技術教育研究センター  ○10 図書館  ○11 総合情報処理センター 

○12 福利棟（洗心館） ○13 体育管理室・柔道場 ○14 第１体育館  ○15 第２体育館 

○16 剣道場  ○17 ～○19 学生部室  ○20 グラウンド管理室  ○21  学生宿舎管理棟 

○22  学生寄宿舎（清花寮） ○23  学生寄宿舎（高志寮） 

(出典：平成18年度 学校要覧 p.45) 
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英語能力を強化し、英語教育方法を改善するための施設・設備として、４号館にCELLラボ

（Computer Extended Language Learning ラボラトリー）を設置し、授業や自学自習に有効に利用さ

れている。また、その設備機能を活かして、e-Learningとして利用可能で、「e-Learning創造性教育

コース」（現代GP）への活用に利用されている。さらに、天候に左右されないで利用可能な全天候型

グラウンドが整備され、体育授業だけでなく課外活動にも多く利用されている。 

（資料８－１－①－３） 

 

教育目標と対応する施設 

教育目標 対応する施設等 

（A）人類の福祉と地球環境に配慮できる人間性と倫

理観を持った技術者の育成 

講義室（4,6号館）、図書館、体育施設、洗心館

（福利厚生棟）、ﾘﾌﾚｯｼｭｺｰﾅｰ（各号館）、寄宿

舎、雪氷低温技術教育研究施設 

（B）すぐれたコミュニケーション能力と国際的視野

を持ち、多様な価値観を理解できる技術者の育成 

講義室（4,6号館）、図書館、ゼミ室（各号館）、

CELLラボ（4号館）、LL室（4号館）、談話室（寄

宿舎） 

（C）早期技術者教育の特長を生かし、科学と技術の

基礎を身につけた、健全で創造性ゆたかな技術者の育

成 

講 義 室 （ 4,6 号 館 ） 、 図 書 館 、 実 験 実 習 室

（1,2,3,4,5号館）、機械実験等、機械工場（3号

館）、総合情報処理センター 

（D）工学の専門知識とものづくりのスキルをかね備

え、情報技術を駆使できる技術者の育成 

講 義 室 （ 4,6 号 館 ） 、 図 書 館 、 実 験 実 習 室

（1,2,3,4,5号館）、機械実験棟、機械工場（3号

館）、地域共同テクノセンター（3号館） 

（E）多面的思考力と計画力をもち、課題の解決と技

術の開発を実行できる技術者の育成 

 

講 義 室 （ 4,6 号 館 ） 、 図 書 館 、 実 験 実 習 室

（1,2,3,4,5号館）、研究室（1,2,3,4,5号館）、

機械実験棟、機械工場（3号館）、地域共同テクノ

センター（3号館）、雪氷低温技術教育研究施設 

（F）地域の産業と社会に連携し、時代の要請に応え

られる実践力ある技術者の育成 

講 義 室 （ 4,6 号 館 ） 、 図 書 館 、 実 験 実 習 室

（1,2,3,4,5号館）、研究室（1,2,3,4,5号館）機

械実験棟、機械工場（3号館）、地域共同テクノセ

ンター（3号館）、雪氷低温技術教育研究施設 

（G）自発的学習能力を身につけ、継続的に自己啓発

のできる技術者の育成 

講義室、学習室（図書館、寄宿舎）、図書館、ゼ

ミ室（各号館）、ﾘﾌﾚｯｼｭｺｰﾅｰ（各号館） 

  

（出典：総務課資料） 

本校は、ホームルーム制をとっているため、授業は原則として講義室（ホームルーム）を用いてい

る。合同授業等は共用講義室等を用いている。従って、前述した各施設・設備は、授業時間割（資料

８－１－①－４）等からも明らかなように講義、実技、実験実習、卒業研究や自学自習等によく利用

されている。 

 また、各種施設・設備の整備、運営等に関する事項は、施設・環境委員会によって審議され（資料

８－１－①－５）、よりよい教育環境の実現に努力している。さらに、各種施設・設備の安全管理の

ために長岡工業高等専門学校安全衛生管理規程があり、安全衛生に係る事項について審議（資料８－

１－①－６）されている。 
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 ハンディキャップ学生に配慮した施設整備は施設環境委員会で検討され、施設のバリアフリー化に

留意して地震後の校舎復旧の計画がなされた。各施設入り口はすべてバリアフリー化し、講義棟であ

る４号館、６号館及び実験・研究棟である３号館にはエレベータが設置され、その他の棟とは各棟の

３階で段差のないフラットな通路でつながりバリアフリー環境となっている。この他にも段差のある

ところには手すり等の取り付け、車いす対応のトイレの設置など、ハンディキャップを持つ学生の教

育環境に考慮した教育施設となっている。バリアフリー対策の状況を校舎１階部分（レベル１）と３

階部分（レベル３）を資料８－１－①－７に示す。 

 

（資料８－１－①－４） 

平成19年度　前期　授業時間表　

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

江田 国語 化学

Ⅰ 今野 ※片桐(邦)

　機 421 421 421

大湊

　械 Ⅱ

621

　工 近藤

Ⅲ

　学 631

河田

　科 Ⅳ

641

山田(隆)

Ⅴ

651

新井

Ⅰ

422

鈴木(覚) 国語

Ⅱ ※高加茂

622 622

片桐(裕)

Ⅲ

632

宮崎

Ⅳ

642

小林(和)

Ⅴ

652

応用数学ⅠＡ

642

歴史

※藤田

プログラミング演習

樺澤

材料科学Ⅰ

小林(訓)

440

卒業研究

相原 統計学・地学・生物学

651

641

応用数学Ⅱ

※大矢大石 近藤佐々木(徹)

英語Ⅱ

651

基礎数学Ａ

高橋(綾)

緒方・江田

631

近藤 岩瀬

631 631631

廣川

631

初等力学A 微分積分Ⅱ

621

独語Ⅰ 熱力学Ａ選択・Ⅰ群

機械工学概論

機構学

621

631

機械力学

月 火

国語

基礎数学Ａ

自見

保健・体育

642

※滝口

土田(恵)

622

651

国語

英語Ⅰ

中村

電子計算機

自見

代数幾何

632

※湯川

642

長谷川(健)

422

今野

422

622

緒方・江田

保健・体育

642

622

※片桐(邦) 小林(和)

622

宮崎・矢野・竹内

632

山田(章)

電気電子計測

片桐(裕)

微分積分Ⅱ

621

電
気
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
・
電
気
工
学
科

(学)機械設計学

吉野

641

物理学Ⅱ

計算機システム

652

(学)電力システム工学

恒岡

422

電気電子理論Ⅰ

涌田

641

保健・体育(女子)

422

宮下

422

621

保健・体育(女子)

江田・前川

422

※吉田(昭)

651

小林(和)・電気全

電気電子工学基礎 化学

※高加茂

物理

421

材料力学Ⅰ演習 材料力学Ⅱ

641

江田

641

河田

本間

621

廣川 緒方・前川新井 野澤

421

鈴木(覚)

現代社会

機械工学科長

機械工学実験実習

421 421 421

機械工作法

621

新井

621

保健・体育

保健・体育計測工学

基礎数学Ａ

421

涌田涌田

421

物理 微分積分Ⅰ

機械全

電子デバイスＡ

恒岡 片桐(裕)

632１末

宮崎

電気電子設計Ａ

642

電気電子工学演習Ⅱ

前川・緒方・江田

卒業研究

電気電子理論演習Ⅱ

松永 緒方・江田

652

631

ものづくり技術実習Ⅱ

422

652 652

小林(訓)

保健・体育(女子)

緒方・江田

保健・体育

機械設計

吉野

651

化学

電気全 ※佐々木(修)竹内

652652

システム制御工学

632

保健・体育(女子)

622

物理

622

緒方・前川電気全

電磁気学Ａ

田口

選択・Ⅰ群

猪平

652

632 632

統計学・地学・生物学

保健・体育デジタル回路Ａ

英語Ⅱ

土田(恵)

物理実験室(1,2)・430

電気機器Ａ物理学実験国語

632

現代社会 国語

佐藤(公) 今野

江田・前川

440

(学)材料科学Ⅱ

電子回路Ａ

山﨑

機械全

651

 

                         （出典：平成19年度前期授業時間表 抜粋） 
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（資料８－１－①－５） 

 

長岡工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則（抜粋） 

（施設環境委員会） 

第31条 本校に、施設の整備、管理運営及び教育研究活動における環境対策に関する実施計画等の企画立案、並びに

その実施又は実施の推進に当たるため、施設環境委員会を置く。 

２ 施設環境委員会は、次に掲げる委員で組織する。 

一 副校長及び校長補佐 

二 各学科長及び一般教育科長 

三 事務部長 

四 庶務課長、会計課長及び学生課長 

３ 施設環境委員会は、次に掲げる事項について審議する。 

一 建物の増・改築等施設の整備に関する事項 

二 基幹設備の整備に関する事項 

三 施設マネジメントに関する事項 

四 環境保全マネジメントに関する事項 

五 その他、施設整備及び環境保全に関する事項  

４ 施設環境委員会に委員長を置き、委員の中から校長が指名する。 

５ 施設環境委員会は、委員長が招集し、その議長となる。 

６ 施設環境委員会の庶務は、会計課において行う。 

                           （出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

 

 

（資料８－１－①－６） 

独立行政法人国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校安全衛生管理規程（抜粋） 

平成16年４月１日 

制      定 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は、独立行政法人国立高等専門学校機構教職員安全衛生管理規則（以下「機構規則」という。）に

基づき、独立行政法人国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校（以下「本校」という。）における教職員の安

全衛生管理及び労働災害等を防止するために必要な事項を定め、教職員の安全の確保及び健康の保持増進を図ると

ともに快適な職場環境及び教育環境の形成を促進することを目的とする。 

（校長の責務） 

第２条 校長は、労働安全衛生法（昭和47年法律第57号。以下「安衛法」という。）、その他の法令及び機構規則並

びにこの規程の定めるところに従い、教職員の安全の確保及び健康の保持増進に必要な措置を講じなければならな

い。 

    

                       （出典：長岡工業高等専門学校規程集） 
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                            （資料８－１－①－７） 

 

 

                         （出典：総務課資料）      
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（分析結果とその根拠理由）  

 以上のことから、教育課程の実現にふさわしい施設・設備が整備され、有効に活用されているとと

もに、整備・運営及び安全体制が構築され、機能している。また、ハンディキャップを持つ学生の教

育環境に配慮した施設のバリアフリー化が計画的に実行されている。 

 

 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

 教育目標の一つである「情報技術を駆使できる技術者の育成」を達成するために、総合情報処理セ

ンターが設置され、学内外ネットワークの管理・運営や情報セキュリティなどの管理業務を行ってい

る（資料８－１－②－１）。 

総合情報処理センターには、ネットワーク管理用サーバ及び教育用パーソナルコンピュータが設置

されている。低学年ではコンピュータリテラシー教育、情報倫理教育、プログラミング教育、高学年

及び専攻科では専門科目におけるコンピュータ援用教育や研究活動に活用されている（資料８－１－

②－２）。また、学生全員にメールアドレスが配布され、インターネットが自由に使える環境が整っ

ている。 総合情報処理センターのシステム（資料８－１－②－３）は平成19年３月に更新され、第

１端末室49台、第２端末室49台、第３端末室21台、図書館図書検索室に10台の計129台のパーソナル

コンピュータがネットワークに接続され、総合情報処理センター内に設置されたサーバにより集中管

理している。端末室は、学生の自学自習を支援するため、授業での時間を除いてオープン形式で運営

され有効に活用されている。学内の計算機は高速キャンパス情報ネットワークを介して学術情報ネッ

トワーク（SINET）及びインターネットに接続されている。そのため、学内外のネットワークをとお

してサーバ上の資源を24時間利用することが可能である。また、通学生はインターネット経由で学内

の学生向けサーバに認証付きでアクセスすることができる。 

学生寮において、寮内のネットワーク（HomePNA）が整備されており、寮生は学内のサーバ資源に

ついては24時間、学外のインターネット接続は消灯時間以外に利用できるようになっている。 

 また、情報ネットワークの利用マナーやセキュリティの基礎に関して、全学科共通科目「基礎情報

処理」で学生に教育しているほか、学内ネットワークと対外接続用ネットワークとの間のファイアー

フォールの設置、学外との通信サービスの制限と専用サーバ（メール、ウェブなど）の設置、センタ

ー外にある一般端末の対外通信の原則禁止、学生用ネットワークと教職員ネットワークの分離、各種

サーバ（ネームサーバ、メールサーバ、Webサーバ、プロキシーサーバなど）の独立等によって十分

なセキュリティ管理がなされている。また、長岡工業高等専門学校情報セキュリティポリシーの制定

（資料８－１－②－４）や総合情報処理センター主催のセキュリティに関するセミナーを開催して情

報セキュリティに対する意識と管理を徹底している。 本校のネットワーク構成図を資料８－１－②

－５に示す。 
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（資料８－１－②－１） 

長岡工業高等専門学校情報処理センター管理運営規程(抜粋) 

    平成10年１月29日  制 定 

最近改正 平成17年４月１日 

（目的） 

第１条 独立行政法人国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則第５条による総合情

報処理センターは、情報処理教育並びに電子計算機・校内ネットワーク設備を利用して行う教育・研究及び学校業

務を効果的、効率的に行えるようにすることを目的とし、その管理運営については、この規程の定めるところによ

る。 

（総合情報処理センター長の任務） 

第２条 総合情報処理センター長は、次の事項をつかさどる。 

一 総合情報処理センターの管理運営に関する事項 

二 総合情報処理センターの利用に関する事項 

三 総合情報処理センターの施設設備の維持、保全並びに整備充実に関する事項 

四 校内ネットワーク設備の管理運営に関する事項 

五 その他情報処理に関する事項 

                           （出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

 

（資料８－１－②－２） 

 

平成18年度 全端末室（106台）利用時間
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平成18年度 第三端末室（10台）利用時間
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平成18年度 第二端末室（49台）利用時間
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平成18年度 第一端末室（47台）利用時間
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                           （出典：総合情報処理センター資料） 

 - 255 -



長岡工業高等専門学校 基準８ 

 

（資料８－１－②－３） 

                         （出典：総合情報処理センター広報） 
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（資料８－１－②－４） 

 

 長岡工業高等専門学校情報セキュリティポリシー 

 

平成 19 年４月１日 制定 

 

Ⅰ．情報セキュリティ基本方針 

 

１．情報セキュリティ基本方針 

 長岡工業高等専門学校（以下「本校」という。）が教育活動、学術研究を円滑に行い、広く社会に貢

献するためには、情報基盤の整備に加え、情報セキュリティを確保することが不可欠である。 

 このため、本校においては、情報セキュリティに対する侵害を阻止し、学内外の情報資産への加害行為

を抑止するための包括的な規定として、この情報セキュリティポリシー（以下「ポリシー」という。）

を策定し、本校の情報資産をあらゆる脅威から守るために必要な情報セキュリティの確保に最大限取り

組むこととする。 

 また、本校のすべての学生・教職員は、この目的を果たすため、ポリシーの実施に責任を負うととも

に、ポリシーを遵守しなければならない。 

  情報資産を、故意（破壊、改ざんや不正アクセス等）、過失（入力ミス及び操作ミス）、災害（火災や

地震等）、故障等の脅威から守るため、以下の対策を講じる。 

 

(1) 組織・体制 

全校が一体となり、恒常的に情報セキュリティ対策を推進するための組織・体制を定め、その果

たすべき役割、責任及び権限を明確にする。 

(2) 情報の分類と管理 

情報システムで取扱う情報（教育情報、研究情報及び事務情報等）について、重要な情報を重点

管理する考え方から、重要度に応じた情報分類の定義、情報の管理責任及び管理の方法を規定する。

改ざんや破壊によるリスク分析を、全校レベルで実施する。 

 (3) 物理的セキュリティ 

情報システムの設置場所について、不正な立入り、損傷及び妨害から情報資産を保護するため、

管理区域を設置するなどの物理的な対策を講ずる。また、固定的に設置されている情報機器の管理に

も十分に配慮する。なお、持ち運び可能なノートパソコン、メディア（USB メモリ等）による個人情

報の持ち出しによる漏洩対策について規定する。 

 (4) 人的セキュリティ 

情報セキュリティに関する権限や責任を定め、すべての学生・教職員にポリシーの内容を周知徹

底する等、情報セキュリティに関する認識を確実にするために、必要に応じて教育研修を実施すると

ともに、他機関での教育研修への参加の機会を積極的に推進する。 

また、基幹回線の維持管理に関しては、24 時間 365 日運用を前提として、十分な要員を確保する

ことに努める。 

  (5) 技術的セキュリティ 

情報資産を外部及び内部からの不正なアクセス等から適切に保護するため、また、学外へ被害を

拡大させないように、ネットワーク管理に必要な対策を講ずる。必要に応じてセキュリティ機器を導

入し、アクセス制限を行う。情報の分類によって物理的または論理的に異なるネットワークを構築す

る。各情報機器の通信記録を取得し一定期間保存し、必要に応じて分析する。 

 (6) 運用 

ポリシーの実効性を確保するため、また、不正使用及び不正利用によって他の情報システムに対

する攻撃に悪用されることを防ぐため、ポリシーの遵守状況の確認、ネットワークの監理といった運

用面に関して必要な措置を講ずる。また、セキュリティ事故が発生した際の迅速な対応を可能とする

ため、緊急時対応体制を規定する。 

 (7) 評価・見直し 

ポリシー及び情報セキュリティ対策の評価、情報システムの変更、新たな脅威等を踏まえ、定期

的に対策基準の評価・見直しを実施することとし、このための必要な措置を講ずる。また、必要に応

じて学外の機関による外部監査を行う。 

 

                            （出典：教職員用グループウェア） 
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（資料８－１－②－５） 

 

（出典：総合情報処理センター資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 総合情報処理センターの施設・設備が整備され、管理・運営が適切に行われている。学生数に対し

て十分な端末が用意され、全学生、全教職員が学内の多数の端末から随時インターネットに接続でき

るなど情報ネットワークが整備されている。また、学外ネットワーク及び学内ネットワークのセキュ

リティ対策が整備されている。同時に情報セキュリティポリシーを制定し、情報管理の安全性を高め

る体制を整備している。以上のことから、情報ネットワークが十分なセキュリティ管理の下に適切に

整備され、有効に活用されている。 
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観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況）  

 図書館は図書の閲覧だけでなく、全国の国公私立大学・高専図書館が参加している国立情報学研究

所のネットワークサービスに参加し、電子ジャーナル・情報検索・文献複写及び相互貸借等のサービ

スを行っている。また、長岡技術科学大学及び全国高専で構成している電子ジャーナル・データベー

スコンソーシアムに参加し、各種の電子ジャーナル等を利用することができる。さらに、平成19年3

月から長岡技術科学大学及び全国高専で構成する統合図書館システムに参加し、図書データの共有化

を図り、オンラインでの利用者サービス（図書貸出、予約状況の照会、メールでの連絡等）を行って

いる。 

図書館は資料８－２－①－１に示すように、１階には、ブラウジングコーナー、各種データベース

や電子ジャーナルが利用できる情報検索室、グループ学習室、学習コーナーがあり、おもに学生が多

く利用している。また、製本済みの学術雑誌（洋書、和書）を保管する保存書庫がある。２階には、

蔵書が分野別に整理され利用しやすい配置で学生用図書およそ75,000冊が開架され、閲覧コーナー、

参考図書コーナー、資格試験コーナー、留学生用コーナー及び情報検索コーナー、マルチメディアコ

ーナーなどがあり、学生のみならず教職員によく利用されている。また、学外者にも開放している。 

 

（資料８－２－①－１） 

 図書館２階 

   

                                

（次頁に続く） 
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   図書館１階 

 

（出典：総務課資料） 

 図書館には現在、和書85,111冊、洋書22,340冊などの蔵書あり、視聴覚資料では、DVD、CD、LDな

どが整備（資料８－２－①－２）されている。これら蔵書は図書館の端末のみならず学内外の端末か

ら検索が可能である。また、学術雑誌1,330誌以上の閲覧が可能な５種の電子ジャーナル及び450種の

データベースが閲覧できる2種の文献データベース（資料８－２－①－３）が図書館端末からだけで

なく、学内の端末から利用できるように整備されている。 

                                                            （資料８－２－①－２） 

 

蔵 書 視聴覚資料 

種類 和書 洋書 計 種類 数量 

図書（冊数） 85,111 22,340 107,451 ビデオ 369 

雑誌（種類数）  1,134 555 1,689 ＬＤ 522 

    ＤＶＤ 263 

    ＣＤ 143 

    CD-ROM 36 

    電子ﾌﾞｯｸ 13 

    計 1,346 

 

（出典：学生課資料） 
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（資料８－２－①－３） 

データベース一覧（学内専用） 

JDreamⅡ 
JST 提供の科学技術全分野のデータベース。JDream と JOIS が統合された検索シ

ステムで、特許情報の検索もできます。 

DPC ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ・ｾﾝﾀｰ 

データベース振興センター提供の教育用データベース。毎日新聞・日経四紙などの

新聞記事検索・Dialog。 

● 学校でのデータベース普及のために提供されているものです。授業・卒研・クラブ

活動等に ご利用ください。 

● 新聞記事検索・Dialog での各種データベース検索ができます。 

● パスワード・利用規則・利用方法等については図書館までお問合せください。ま

た、DPC デーベース・センター上に詳しい説明がありますので、よくお読みください。 

● 授業等で利用される場合、図書館員も協力しますのでご連絡ください。 

MathSciNet 
AMS（American Mathematical Society：米国数学会）が提供する数学文献、書誌・レ

ビューデータベースです。 

GeNii[ｼﾞｰﾆｲ] 
NII の学術コンテンツ・ポータル。図書や論文、研究の成果・その他研究情報を総合

的に検索することができます。 

電子ジャーナル（学内専用） 

AIP/APS Online 

Journals 

長岡技大、コンソーシアム参加高専が購読している AIP/APS 発行の雑誌が見られ

ます。 

→AIP/APS で利用できるジャーナルリスト  

ACS Online Journalｓ 
ACS が発行するコアジャーナル 33 誌が見られます。 

→ACS で利用できるジャーナルリスト 

IEEE－ASPP 
長岡技大、コンソーシアム参加高専が購読している IEEE 発行の雑誌が見られます。

→IEEE アクセス可能なジャーナルリスト 

Science Direct エルゼビアグループが発行する電子ジャーナル 

CiNii[ｻｲﾆｲ] 
NII 論文情報ナビゲータ。NII 電子図書館の学会誌、利用が許可された論文本文を自

由に利用できます。 

医学・薬学予稿集 

全文データベース 

医学・薬学分野の約２００学会の予稿集の全文見ることができます。 

JDreamII にログイン後、データベースの選択で医学薬学予稿集を選んで利用くださ

い。 

（出典：学生課資料） 

   

 図書館は、平日で8:30-21:00、土曜で9:00-17:00 と長い時間にわたって開館し、学寮生や卒業研

究生など利用しやすい体制を整えている。 

平成17、18年度の図書館利用状況を資料８－２－①－４に示す。また、入館者数の中で、グループ

学習室を利用した数を資料８－２－①－５に示す。 

 図書の購入は、各学科（一般教育科含む）に予算を配分し、各学科から出された推薦学生用図書や

図書館内にリクエスト箱を設け、学生が希望する図書を集め、選定のうえ購入するなどの方法で行わ
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れている。さらに、学生会図書委員が直接書店に出向き希望図書を購入するというブックハンティン

グを実施し、学生の希望図書購入の要望に応えている。 

  

 （資料８－２－①－４） 

  

図書館利用状況     

開館日数 入館者数 貸出冊数 
年度 

平日 土曜 平日 土曜 平日 土曜 

17 221 32 55,186 1562 12,162 315 

18 230 30 64,399 1534 12,725 415 

       

AV 資料貸出状況（館内のみ）     

年度 LD DVD CD ビデオ   

17 521 449 5 18   

18 206 376 6 15   

 

（出典：学生課資料） 

 

 

 

 （資料８－２－①－５） 

 

平成 18 年度学習室利用者数  

月 
利用 

人数 
月 

利用 

人数 

4 139 10 13 

5 243 11 149 

6 189 12 17 

7 177 1 49 

8 82 2 207 

9 237 3 14 

前期 

合計 
1,067 

後期 

合計 
449 

  総 計 1,516 

 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 和洋図書10万冊以上、雑誌1,600種類以上の蔵書を有し、視聴覚資料も機器とともに十分整備さ

れている。また、蔵書は系統別に開架され、利用者が閲覧しやすく整備されている。学内のどの端

末からもオンライン検索及び豊富な種類のデータベース、電子ジャーナルがネットワークをとおし

て利用できるよう整備されている。図書館利用者も毎日約250人以上で増加傾向にある。図書、雑

誌の購入は、図書リクエスト箱や学生によるブックハンティングなど学生の要望を多く取り入れて

いる。 

 以上のことから、図書館は、教育研究上に必要な図書、学術雑誌、資料等が系統的に整備され、

有効に活用されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 教育目標が達成できるように教育研究施設が整備されている。全施設は空調設備、全講義室は視

聴覚設備が整備され、学生が学習する上での教育研究環境が優れている。また、施設が有効に活用

されている。CELLラボ施設のように教育研究共用施設等（ほかに、機械工場、総合情報処理センタ

ー、図書館グループ学習室、教育共用スペース（リフレッシュスペース）など）が整備されている。 

施設のバリアフリー化が進み、ハンディキャップ学生に配慮した施設となっている。また、施設の

管理運営、安全体制が整えられ機能している。 

 情報ネットワークが十分なセキュリティ管理の下に整備され、有効に活用されている。セキュリ

ティに対する啓発活動や関係する規程等の整備がされている。 

 図書、学術雑誌、視聴覚資料等が十分に整備され、有効に活用されている。オンライン検索、多

数のデータベース、電子ジャーナルなどネットワークをとおしたサービスが整備されている。 

グループ学習室、学習コーナー、情報検索室など、学生の自学自習環境が整備され、有効に利用さ

れている。また、図書購入には、図書リクエスト箱やブックハンティングなど学生の要望を多く取

り入れている。 

 

（改善を要する点）  

 特になし 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 本校の教育目標を実現するために、講義棟（6号館）をはじめ実験室、総合情報処理センター、

図書館、語学学習施設、各教育研究センター、体育施設等が効率よく配置、整備され、有効に利用

されている。雪国の事情を考え、各施設は渡り廊下で接続され、要所でのエレベータの設置、スロ

ープ、手すり等でほぼバリアフリー化されている。また、各施設は施設の機能、目的を達成するた

めの設備が十分整備され、通常の授業時間内のみならず時間外でも使用申請願いにより利用可能で、

有効に利用されている。 

 ネットワークの管理運営及び情報教育の中枢として総合情報処理センターが設置されている。学

内の計算機は高速キャンパス情報ネットワークを介して学術情報ネットワーク及びインターネット

に接続されている。そのため、学内外のネットワークをとおしてサーバ上の資源を24時間利用する

ことが可能である。また、情報ネットワークに係るセキュリティポリシーを定め、学生、教職員が
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利用する端末は総合情報処理センターによって管理され、適切なセキュリティ管理がなされている。

同時に、ネットワーク利用上のマナーやセキュリティに関する講習会を行い、セキュリティに対す

る知識の普及に努めている。 

 図書館は、教育研究上必要な図書、雑誌、視聴覚資料が整備され、利用者の利便性を考慮して系

統的に書架に配置され、有効に利用されている。また、本校図書館は、電子情報化に力を入れてお

り、オンライン検索・図書注文・文献複写依頼の各種サービス、豊富な種類のデータベース、電子

ジャーナルがネットワークをとおして、学内のどの端末からも利用できるよう整備、活用されてい

る。 

 また、学校図書館の使命の一つでもある自学自習の場の提供として、ブラウジングコーナー、学

習コーナー、グループ学習室、情報検索室があり、有効に活用されている。 

 学生向け図書、資料の充実に力を入れており、学生向け図書購入予算の確保や学生のニーズに応

えるためにリクエスト箱や学生が直接書店に出向き購入するブックハンティングなど積極的は整備、

運営を行っている。 



長岡工業高等専門学校 基準９ 

基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

（観点に係る状況）  

 学籍、成績（中間、期末あるいは学年末）、出欠時間数、単位認定、進級、卒業及び修了判定など

の成績関連資料やシラバスなどの授業計画関連資料及び課外活動教育に関連する資料はすべて学生課

で管理・保存されている（資料９－１－①－１）。また、試験問題の模範解答や教務手帳などは各教

員が管理・保存している。試験答案は、試験後の答案返却と発展的授業期間に学生からの意見申立を

受付、返却しているが、４，５年及び専攻科課程では JABEE 用資料として前述した資料の一部は

JABEE 評価資料室に保管している（資料９－１－①－２）。実験実習指導書や実習計画、卒業研究の

成績認定法や発表予稿集、卒業論文などは、準学士課程の各学科、専攻科課程の各専攻で管理・保存

している（資料９－１－①－３）。 

以上のような教育活動を示すデータや資料は、関連する委員会等で評価、検討を行う。授業、成績

等の教務に関わるものは、教務委員会（資料９－１－①－４）、専攻科委員会（資料９－１－①－

５）が連携しながら評価、検討が行われ、課外教育に関わるものについては、厚生補導委員会、寮務

委員会が連携しながら主に評価、検討する。また、その他の教育活動に関するデータ、資料は本校運

営組織（資料９－１－①－６）の各種委員会、各種教育研究センター、事務部等で収集・保存し、教

育システムの運営が適切かどうか，日常の企画・点検及び検証を行っており、各委員会等の活動記録

や議事録は適切に保管されている（資料９－１－①－７）。 

なお、学校全体の教育システムの自己点検、評価は自己点検・評価検討委員会が行う（資料９－１

－①－８）。 
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（資料９－１－①－１） 

 

  長岡工業高等専門学校法人文書管理規程（抜粋） 

                                       平成18年４月１日 制定 

 （趣旨） 

第１条 この規程は「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」（平成13年法律第140号。以下 

「法」という。）、同施行令（以下「令」という。）（平成14年政令第199号）及び「独立行政法人国立高等 

専門学校機構情報公開事務取扱要項」（平成16年４月１日機構理事長裁定）の適正な運用に資するため、 

長岡工業高等専門学校（以下「本校」という。）における法人文書を適正に管理するため、必要な事項を定 

めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規程における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

    「法人文書」とは、本校の教職員が職務上作成し、又は取得した文書、図画及び電磁的記録（電子的方式、 

磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られた記録をいう。以下同じ。） 

であって、教職員が組織的に用いるものとして、本校が保有しているものをいう。ただし、次に掲げるものを除く。 

   途中省略、 

学籍簿（卒業・退学後） 

指導要録（卒業・退学後） 

卒業証書発行台帳及び修了証書発行台帳（卒業・退学後） 

成績原簿（卒業・退学後） 

学業成績及び単位の授与並びに認定に関するもの（卒業・退学後） 

科目等履修生、研究生及び聴講生に関するもので重要なもの（期間終了後） 

退学及び除籍に関するもの 

学生の賞罰に関するもので重要なもの 

 

その他30年保存が必要であると認められるもの 

30年

 

教務 

入学者選抜に関する基準等 

入学、再入学、転入学、編入学及び転学に関するもの 

休学及び復学に関するもの 

学生の賞罰に関するもの（30年保存のものを除く。） 

日本学生支援機構及びその他育英団体の奨学金に関するもので重要なもの 

学生寄宿舎等の学生の入退寮に関するもので重要なもの 

学生の身分調書に関するもので重要なもの（卒業・退学後） 

教育課程に関するもの（改廃後） 

教務に関する統計 

外国人留学生の受入に関するもの 

その他10年保存が必要であると認められるもの 

10年

 以下省略、 

                       

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 
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（資料９－１－①－２）        （資料９－１－①－３）        

  JABEE 評価資料室                    学科事務室（電気電子） 

 

 

  （出典：自己点検・評価検討委員会資料） （出典：自己点検・評価検討委員会資料） 

（資料９－１－①－４） 

 

長岡工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則（抜粋） 

 

（ 教務委員会） 

第25条 本校に、教務に関する専門的事項について調査・研究を行うとともに、その実施又は

実施の推進に当たるため、教務委員会を置く。 

２ 教務委員会は、次に掲げる委員で組織する。 

一 教務主事 

二 教務主事補 

三 各学科及び一般教育科の教員各１ 人 

四 学生課長 

３ 教務委員会は、次に掲げる事項について審議する。 

一 教育計画に関する事項（ 教育に関する中期計画及び年度計画を含む。） 

二 学則（ 教育に関する部分に限る。）その他教育に係る規則の制定又は改廃に関する事項 

三 教育課程の編成、授業時間割及び学年暦に関する事項 

四 学生の円滑な修学等を支援するために必要な助言、指導その他の援助に関する事項 

（ 厚生補導委員会及び寮務委員会の所掌に属するものを除く。） 

五 学生の入学、卒業又は課程の修了その他学生の在学に関する事項（ 厚生補導委員会の所掌

に属するものを除く。） 

六 試験及び評価その他履修に関する事項 

七 教育の状況について自ら行う点検・評価及び機関別認証評価に関する事項 

八 入学者選抜に係る保有個人情報及びその他の情報の開示等に関する事項 

九 その他教務に関する事項 

４ 教務委員会に委員長を置き、教務主事をもって充てる。 

５ 教務委員会は、委員長が招集し、その議長となる。 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 
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（資料９－１－①－５） 

 

長岡工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則（抜粋） 

 

（ 専攻科委員会） 

第28条 本校に、専攻科に関する専門的事項について調査・研究を行うとともに、その実 

施又は実施の推進に当たるため、専攻科委員会を置く。 

２ 専攻科委員会は、次に掲げる委員で組織する。 

一 専攻科長 

二 専攻科長補 

三 教務主事補のうち１ 人 

四 電子機械システム工学専攻を担当する教員３ 人 

五 物質工学専攻及び環境都市工学専攻ごとに担当する教員各１ 人 

六 専攻科を担当する一般教育科の教員１ 人 

七 学生課長 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 
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（資料９－１－①－６） 

・  物質工学専攻主任 

                    （出典：長岡高専 Web サイト、学校の概要、組織） 

 - 269 -



長岡工業高等専門学校 基準９ 

 

（資料９－１－①－７） 

日時 平成１９年２月７日（水） １６：４０～  

場所 第２会議室  

 

議題  

１ 平成１９年度第１学年入学者選抜試験（学力）実施要項の一部訂正について  

２ 学業成績の評価並びに進級、卒業の認定等に関する規程の一部改正について  

３ 平成１９年度学生便覧の作成について  

４ 平成１９年度学科・専攻科の教育課程について  

５ 修了退学の申合せについて  

６ 平成１９年度非常勤講師採用予定者の資格審査について  

７ 学年末再試験の実施方法について  

８ 平成１９年度前期授業時間表の作成について  

９ 平成１９年度行事予定について  

10 平成１９年度企業実習・学外実習の実施方法について  

11 平成１９年度ティーチングアシスタント実施計画について  

12 ＦＤ得点の審査について  

その他  

 

報告及び依頼  

１ 専攻科・入学者対策委員会報告  

２ 卒業５年目の卒業生への学校評価に関するアンケートについて  

  その他  

 

配布資料  

資料１ 教務委員会メモ（2007.2.7）  

資料２ 平成１９年度第１学年入学者選抜試験（学力）実施要項の一部訂正（案）  

資料３ 学業成績の評価並びに進級、卒業の認定等に関する規程の一部改正（案）新旧対照表  

資料４ 平成１９年度学生便覧 学生関係（案）  

資料 5-1 平成１９年度学科教育課程表（案）  

資料 5-2 平成１９年度専攻科教育課程表（案）  

資料６ 平成１９年度非常勤講師一覧（専門学科分）  

資料７ 平成１８年度学年末試験の再試験について（案）  

資料８ 平成１９年度行事予定表（2007.2.7 版）  

資料９ 平成１９年度の企業実習、学外実習の配属先の決定手順（案）  

資料 10 平成１９年度ＴＡ教育実践計画書（２件）  

資料 11 ＦＤ得点申請書（７件） 

                       （出典:平成 18 年度第 10 回教務委員会議事録） 
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（資料９－１－①－８） 

 

長岡工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則（抜粋） 

 

（ 自己点検・評価検討委員会） 

第24条 本校に、教育研究等の状況に関し、本校として実施する点検、評価及び改善並び 

に教育研究等の総合的な状況について受ける認証評価を効果的、効率的に行うために、 

自己点検・評価検討委員会を置く。 

２ 自己点検・評価検討委員会は、次に掲げる委員で組織する。 

一 副校長及び校長補佐 

二 総務主事補 

三 各学科及び一般教育科の教員各１ 人。ただし、総務主事補をもってこれに充てることが 

できる。 

四 事務部長 

３ 自己点検・評価検討委員会は、次に掲げる事項について審議する。 

一 自己点検及び評価項目の新設及び改廃に関する事項 

二 自己点検、評価に基づく教育研究等の改善に関する事項 

三 機関別認証評価に関する事項 

四 自己点検及び評価結果の公表に関する事項 

五 その他自己点検、評価及び改善に関し、必要と認められる事項 

４ 自己点検・評価検討委員会に委員長を置き、総務主事を兼ねる副校長をもって充てる。 

５ 自己点検・評価検討委員会は、委員長が招集し、その議長となる。 

６ 自己点検・評価検討委員会の庶務は、総務課において行う。 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校の理念と教育目標を達成するために必要な管理運営体制が整備されており、教育活動の実態を

示すデータや資料（シラバス、学業成績一覧、課外活動記録、各種アンケート調査結果等）が適切に

収集・蓄積されている。これらの資料は各委員会等において継続的な評価改善・向上に活用されてい

る。学校全体の教育活動は自己点検・評価検討委員会で纏められ、総合的に点検・評価・改善が行わ

れている。 
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観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反

映されているか。 

（観点に係る状況）  

 教育内容に関わる学生からの意見聴取はオフィスアワー（資料９－１－②－１）などで直接聴取し、

各教員は授業、実験実習等にその意見等を反映させている。全学的な取り組みとしては、授業評価ア

ンケート（資料９－１－②－２）を毎年実施し、授業評価や満足度評価を調査し、その結果を本校学

生用Webサーバで公開している（資料９－１－②－３）。アンケート用紙には自由記述欄を設け，学

生の意見を幅広く聴取し、その回答を本校学生用Webサーバでの公表（資料９－１－②－４）及び科

目担当教員が，アンケート結果に基づき自己点検して，授業中等に学生へコメントしている。 

また、学生会の学生総会や専攻科フォーラムをとおして、学生の意見聴取（資料９－１－②－５～

６）が行われ、その場で回答あるいは関係委員会等で検討が行われている。 

学生生活に関しては、校長あるいは学生主事、寮務主事が学生会執行部や学寮執行部との懇談会や

定例会（資料９－１－②－７）をとおして意見の聴取が行われ、自己点検・評価等に反映させている。 

 なお、本校は担任制による学級指導を行っており、担任と学生が直接対話を持って意見の聴取や問

題の解決に当たっている。 

（資料９－１－②－１） 

 

                     （出典：学生用Webサーバ）               
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（資料９－１－②－２） 

  

（出典：学生用Webサーバ） 
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（資料９－１－②－３） 

  

（出典：学生用Webサーバ） 
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（資料９－１－②－４） 

 

（出典：学生用Webサーバ 授業評価アンケート） 

 

 - 275 -



長岡工業高等専門学校 基準９ 

（ 資 料 ９ － １ － ② － ５ ） 

 

（出典：厚生補導委員会資料） 

 

 - 276 -



長岡工業高等専門学校 基準９ 

（資料９－１－②－６） 

  

（出典：平成18年度第５回 企画運営会議資料） 

 - 277 -



長岡工業高等専門学校 基準９ 

（資料９－１－②－７） 

    

（出典：寮定例会議事録） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 授業に関する学生からの意見は、授業評価アンケートにより聴取し、その評価内容及び自由記述欄

に記述された意見を科目担当教員が自ら点検・評価を行ってコメントを作成し、学生用Webサーバ上

で公表している。また、授業及び学生生活、学習環境を含めた学生からの意見聴取は、学生総会等や

専攻科フォーラムで直接意見を聴取し、必要に応じて関係委員会等で検討が行われている。その他、

学級担任制により、直接学生から意見の聴取や問題の解決に当たっている。 

以上のことから，本校では，学生の意見の聴取が行われており，教育の状況に関する自己点検・評

価に適切な形で反映されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 279 -



長岡工業高等専門学校 基準９ 

観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

（観点に係る状況）  

 学外関係者の意見は産官学の有識者や本校技術協力会会長、同窓会会長からなる第三者評価をおよ

そ５年毎に実施（資料９－１－③－１）し、外部評価報告書（資料９－１－③－２）が作成されてい

る。例えば、平成15年度に開催された外部評価委員会で指摘された「英語教育を含む基礎の徹底」は

英語科目の増設、演習科目の新設などを特徴とした平成16年度の新カリキュラムに反映している。 

 平成18年度に本校卒業生が在籍している２，３の企業及び大学に対して、本校卒業生をとおしてみ

た本校教育に関するアンケート調査及び本校卒業５年経過した卒業生を対象に本校教育に関するアン

ケート調査を行った。それらの結果（資料９－１－③－３～４）は、関係部署へフィードバックされ、

今後の教育計画に反映される。 

 また、県内10地区からなる後援会支部懇談会をとおして保護者からの本校教育に関する意見等を聴

取（資料９－１－③－５）し、企画運営会議及び関係委員会で検討され、本校教育計画に反映されて

いる。 

（資料９－１－③－１） 

長岡工業高等専門学校外部評価実施要項（抜粋） 

          
                   （出典：長岡工業高等専門学校規程集） 
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                               （資料９－１－③－２） 

 

  

                              （外部評価報告書P18抜粋） 

      

  （表紙）             （委員会写真） 

（出典：外部評価報告書） 
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（資料９－１－③－３） 

本校卒業生に対する進路先アンケート結果（平成18年度） 

福祉と環境に配慮できる人間性と倫理観を身に
つけること

25, 25%

63, 63%

12, 12%

0, 0%

0, 0%

５．達成している

４．やや達成している

３．どちらともいえない

２．やや未達成である

１．全く達成していない

卒業研究や実験実習の報告書の作成並びに
発表・討論の力を身につけること

25, 25%

50, 50%

25, 25%

0, 0%

0, 0%

５．達成している

４．やや達成している

３．どちらともいえない

２．やや未達成である

１．全く達成していない

 

多様な国際文化を理解するとともに、英語による
コミュニケーション能力を身につけること

0, 0%

14, 14%

43, 43%

43, 43%

0, 0%

５．達成している

４．やや達成している

３．どちらともいえない

２．やや未達成である

１．全く達成していない

工学の基礎となる数学、物理学などの自然科学に
関する基本的な問題が解けること

14, 14%

57, 57%

29, 29%

0, 0%

0, 0%

５．達成している

４．やや達成している

３．どちらともいえない

２．やや未達成である

１．全く達成していない

 
 （出典：総務課資料抜粋） 

 

（資料９－１－③－４） 

 

出身 校の 教 育に関 して 、今 後、教育 内 容の 充 実を図るべ きと考 え るも の

0 5 10 15 20 25 30

１．専門科目の基礎力

２．専門科目の応用力

３．専門科目の基本技術

４．人文社会系の一般教養

５．自然科学系の一般教養

６．英語力

７．論理的思考力

８．問題認識力

９．問題解決力

１０．対人交渉力

１１．プレゼンテーション力

１２．コミュニケーション力

１３．創造力

１４．実践力

１５．技術者倫理

１６．その他

回答数

 

                            （出典：総務課資料） 
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（資料９－１－③－５） 

平成１８年度 後援会支部懇談会実施報告 

（保護者からの要望・質問等集計結果） 

 

１．教務関係 

【長岡支部：７／２２（土）】 

 ① 大学３年編入後、その先の進路がどうなっているのか知りたい。 

 （回答）学生の追跡調査は、現在、行っていない。 

 

【新津支部：７／２９（土）】 

 ① ＪＡＢＥＥ認定校を卒業すると、技術士の資格受験で技術士補の受験が免除され

ると説明を受けたが、技術士とはどんな資格なのか？資格を取得するとどんな利益

があるのか？ 

 （回答）技術士とは機械、電気・電子、化学、建築・土木などの工学を主体とした技

術者に対し、一定のレベル、スキルを獲得したということを文部科学省が認定

する資格である。本資格を取得すると、公認のコンサルタントや公認の設計事

務所を開設することができる。また、高専の教員になることもできる。 

                               （出典：総務課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学外関係者の意見は学外有識者による外部評価、アンケート調査をとおした進路先（企業、大学）

及び卒業生からの意見聴取や保護者からの意見聴取が行われ、その結果を検討し、本校教育に反映し

ている。以上のことから学外関係者の意見が、教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映

されている。 
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観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策

が講じられているか。 

（観点に係る状況）  

基本的には、各委員会等はそれぞれの委員会の規程に係る業務を立案し、校長が議長を務める企画

運営会議で審議、承認後に実施－評価・改善というサイクルに基づいて教育に関する業務活動を行う。

サイクルに従った業務活動を点検するために自己点検・評価検討委員会が設置され、自己点検評価検

討委員会が中心となって学校全体の業務活動について、総合的に点検・評価・改善するシステムが整

備されている（資料９－１－④－1）。年度当初に各委員会、各教育研究施設センター等で年度の業

務計画を立案（Plan）し、本校の年度計画として纏められ、企画運営会議で審議、承認され、その内

容は全教職員に周知される。各教員、各委員会、各教育研究センター等が計画を実践（Do）する（資

料９－１－④－２～３）。各教員、各委員会、各教育研究センター等が実践に対する自己評価・分析

を行い（Check）、自己点検・評価検討委員会（前出資料９－１－①－８）が収集し、客観的立場か

ら評価・分析し、改善案を含む報告書（資料９－１－④－４）を作成する（Action）。 

報告書は企画運営会議で審議、承認された後、改善事項は次年度業務プラン（年度計画（資料９－

１－④－５）に組み込まれるという教育運営に関する点検・評価・改善サイクル（PDCAサイクル）を

構築している。また、点検・評価・改善システムには、数年毎に開催される外部評価委員会の提言を

教育の改善に反映するよう取り入れており、提言を考慮した改善が行われている。 

 

（資料９－１－④－1） 

教育・研究に関する
点検・評価・改善システム

教育・研究に関する
点検・評価・改善システム

Check

Plan

D
o

Ac
tio

n

各種委員会・各学科・各専攻
各種教育研究施設センター
地域共同テクノセンターなど
年度計画案の作成

外
部
評
価
委
員
会

年度計画に基づいて
各種委員会・各学科・各専攻
各種教育研究施設センター
地域共同テクノセンターなど
年度計画の実施

各種データ、アンケート（外部評価含む）
に基づく、各種委員会・各学科・各専攻
各種教育研究施設センター等による
点検・評価（報告書案の作成）

校長

校長、企画運営会議、
将来計画委員会
で点検・評価・改善報告書
原案の検討と報告書策定

校長、
企画運営会議、
将来計画委員会
で年度計画の策定

自己点検評価検討委員会資料（H19.4.27)

年度計画の策定
（自己点検評価検討

委員会）

点検・評価報告書案
の検討（分析と改善案）
点検・評価・改善報告書
の原案作成
（自己点検評価検討委員会）

自己点検評価
報告書の最終
策定及び公開

点検・評価
改善勧告

 

（出典：平成19年度第２回自己点検・評価検討委員会資料） 

 - 284 -



長岡工業高等専門学校 基準９ 

（資料９－１－④－２） 

平成１８年度 第３回教務委員会  

 

日時 平成１８年６月７日（水） １６：２０～  

場所 第２会議室  

 

議題  

１ 平成１９年度第４学年編入学者選抜方法・選抜基準（案）について  

２ 平成１９年度第４学年編入学試験問題作成委員等の推薦について  

３ 学修単位の導入（１単位は４５時間の学修）に伴う授業時間等について  

４ 再試験制度のあり方について  

５ 前期科目に対する授業評価アンケートの実施について  

報告及び依頼  

１ 専攻科・入学者対策委員会報告  

２ 平成１８年度国立高等専門学校学習到達度試験について  

３ 平成１８年度学外実習・企業実習の現時点での状況について  

４ 平成１９年度専攻科入学試験について  

５ FD得点の申請・認定について  

６ 教員間連絡ネットワークについて  

 その他  

配布資料  

 資料１ 平成１８年度 教務委員会メモ（第３回、2006.6.7）  

 資料２ 平成１９年度第４学年編入学者選抜方法・選抜基準（案）  

 資料３ 平成１９年度第４学年編入学試験問題作成・採点委員及び問題検討委員の推薦依頼  

 資料 4-1 授業時間表（案）  

 資料 4-2 平成１９，２０年度の授業日数算定表（案）  

 資料 4-3 学科からの意見（電子制御工学科、物質工学科）  

 資料５ 国立高専等の再試験等実施状況調査  

 資料６ 平成１８年度前期授業評価アンケートの実施方法（案）  

 資料７ 平成１８年度国立高等専門学校学習到達度試験実施要項  

 資料８ 「インターンシップセミナー」のご提案（にいがたインターンシップ推進協議会）  

 資料９ 教員の教育技術の強化に関する教務委員会の活動に関する申合せ 

 

                      （出典：平成18年度第３回教務委員会） 

 

（資料９－１－④－３） 

平成１７年度 第５回専攻科委員会議事要旨 

 

日  時  平成１７年９月２日（金）１６：２０～１８：００ 

場  所  会議室（旧校長室） 

出席者  粟野委員長、河田委員、佐藤(直)委員、青柳委員、樺澤委員、石田委員、鈴木（秋）委

員、学生課長 

議 事 

１．専攻科教育研究費の配分について 

     委員長から、追加資料（平成１７年度専攻科教育研究費）に基づき説明があり、審議の結果、

これを承認した。なお、資料中、環境都市工学科の「余り６３」を「余り６４」に訂正した。 

２．専攻科フォーラムの反省と来年度の予定について 

      委員長から、資料１に基づき、本年７月１１日（月）に開催した専攻科フォーラムのアンケ

ート結果について説明があった。また、河田委員から、実施時期に関連して、昨日の教務委員

会において来年度の学年暦の原案が示され、専攻科フォーラムは夏休み初日の７月１４日

（金）に予定されている旨報告があった。これらに基づき、本年度の反省点、来年度の実施時

期等について次のとおり意見交換を行った。 

                                  

                                  （次頁に続く） 
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（資料９－１－④－３ 続き）

・ １年生にアドバイスするため、１１月にもう１回開催したらどうかという意見に対して

は、１２月に１年生に対するガイダンスを予定している。 

・ ＴＯＥＩＣの説明がわかりにくかったという意見については、他高専ではＴＯＥＩＣ４

００点を修了要件にしているところもあるが、本校はそこまで決めていないことから、

ハッキリ言わなかったためである。 

・ 学生の途中退席が多かったことと、教員の出席者が少なかったことは反省点である。 

・ 実施時期をもっと早くしてほしいという意見もあるが、概ね７月中旬で異論がないこと

から、教務委員会の案でよい。ただ、夏休みに入ってからになると学生、教員が集まる

かどうか懸念される。 

３．学修成果レポートについて 

      委員長から、８／１９（金）までに提出することとしていた学修成果レポートの提出状況に

ついて各専攻の報告が求められ、各委員から、指導教員には提出されていると思うが、特に

把握はしていない旨報告があった。これに対して、委員長から各委員に次のとおり依頼があ

った。 

・ レポートの提出については、１０月に本人が学位授与申請する前に指導教員に提出 

し、専攻内で審査をしてもらうことになっているが、審査の方法については、各専攻に

任せる。なお、学位申請書についても、準備ができているかどうか、各専攻で確認して

おいてほしい。 

４．ＴＯＥＩＣ４００点について 

      委員長から、専攻科生を対象として、ＴＯＥＩＣのＩＰテストを実施したい旨提案があり、

審議の結果、次のとおり実施することとした。 

・ 専攻科１，２年生全員を対象とするが、既に４００点以上取っている者と正規のＴＯＥ

ＩＣ受験予定者は除くこととする。 

・ 実施時期は、１０月中旬～１１月とする。日程については、委員長が英語科と相談して

決め、各委員に連絡する。 

・ 各委員は、専攻内に周知し、受験する専攻科生をとりまとめ、学生課に連絡する。 

 

                                             （出典：平成17年度第５回専攻科委員会） 

 

（資料９－１－④－４） 

 

平成１８年度自己点検・評価報告書（抜粋） 

 

２．教育に関する事項 
 

2.1 入学者の確保 
2.1.1 入学者対策 

入学者対策委員会は、入試倍率の低下防止とより優秀な学生確保のために、あらゆる手段･

機会を捉えて長岡高専をＰＲする実働部隊である。平成 18 年度の活動内容は、昨年度と同様

に、(1)各種ＰＲ冊子の作成、(2)見学説明会、(3)一日体験入学、(4)入試説明会、(5)中学校訪問、

(6)高専訪問対応、(7)中学校主催高校説明会、(8)工業高校主催学校説明会など、であり、各項

目について以下に紹介する。   

(1)各種ＰＲ冊子の作成 

・学校案内（3,600 部）、リーフレット（12,200 部）、ポスター（700 部）、専攻科案内(1,000 部)  

・従来、新年度になってから原稿をとりまとめて印刷していたが、5 月初旬からの中学校での

高校説明会に間に合うよう、前年度末までに原稿をとりまとめ、印刷発注を行うこととした。 

・これまでの B4 版三つ折りサイズのリーフレットを見直し、A4 版二つ折りとして他のパンフ

レットと大きさを統一するとともに、掲示物としても利用できるようにした。 

  

                           中略 

                                  

 

 

（次頁へ続く） 
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（資料９－１－④－４ 続き）

＜教育に関する事項の分析と評価＞ 

・入学者確保の対策が検討・実施されており、前年度より本校志願者は微増ではあるが増加している。

しかし、15 歳人口の減少等本校を取り巻く環境は厳しい状況である。今後も今まで以上に入学者

の確保については努力する必要がある。 

・教育目標を達成するためにカリキュラムが編成され、社会の要求に応えた改善も検討されている。

例えば、学修単位の導入、セメスター制度の導入、単位の評価制度などであり、効率的な運用を図

るためにも今後も継続的な改善が必要である。 

・教員の確保に当たっては、一般科目、専門科目担当教員のいずれにおいても、学位取得状況、年齢

構成、教育・実務経験等が考慮され適切な配置となっている。今後は、高専間人事交流、外国人教

員、女性教員の採用にも積極的に取り組む必要がある。 

・教育の質の向上及び改善に向けた取組が学校全体、学科毎に実施されている。今後は、一般科目と

専門科目、一般教育科と専門学科あるいは、専門学科間の連携強化を図る必要がある。 

・学生に対する支援は、教育及び生活の両面からなされている。特に、全学生の 1/3 強を占める寮生

の指導、学級担任制、課外活動顧問、オフィスアワーなど特徴的な指導体制が整っている。今後は、

障害者発達支援法の運用および学内の完全バリアフリー化に向けた取組が必要である。 

 

（出典：平成18年度自己点検・評価報告書） 

 

（資料９－１－④－５） 

長岡高専１８年度計画 

１ 教育に関する事項 

（１）入学者の確保 

1) 県内各地区の中学校及び中学校教育研究協議会（上越，新潟，新発田，長岡，柏崎等）への PR 活動を行う。 

2) さまざまな機会に中学生、保護者そして中学校にメールマガジンへの登録をお願いし、迅速に本校の情報を公

開する。 

1) １日体験入学，公開講座，見学説明会，出前授業等を開催する．開催情報を本校ホームページ、メールマガジ

ン、市広報誌等を通して PR する。 

2) 入学者対策事業の参加者と受験者の関係を詳細に調べ、より有効な事業展開の資料とする。 

1) 中学生とその保護者を対象とした学校案内のパンフレット 3,600 部，リーフレット 12,200 部，ポスター700

部を作成して，入学者の確保に努める。専攻科については，案内パンフレット 700 部を作成して，入学者の確保

に努める。  

1) 本県及び近隣県の中学校訪問並びに入試説明会を積極的に行うとともに，入学者に対するアンケートから有効

と判断できる学習塾への PR 活動を強化する。 

2) 埼玉、神奈川、東京等の入学者確保に関して検討する一環とし、関信越高専合同説明会（於大宮）に参加す

る。 

3) 入試方法、実施手順などの改善の検討を行い、具体的な入試方法、手順書の改訂を行う。 

4) 在校生の保護者を対象とし，本校への入学の経緯（高専を選択した理由や意思決定の時期など）に関するアン

ケート調査を行う。 

1) 一般推薦による入学者について、学業成績等の追跡調査を行い、分析する。 

2) 特別推薦による入学者について、学業成績等の追跡調査を行い、分析する。 

3) 入試問題に対する得点の年度変化を引き続き調査し、入学者の学力水準の把握を行う。 

 （２）教育課程の編成等 

1) 震災復旧工事の進捗に伴い、教員室･実験室･研究室の新校舎への速やかなる引越し、装置･機器･器具類の移動

と調整を行い、学生実験、卒業研究、特別研究の円滑なる進展を図る。また、体育館改修の完了とともに、体育

授業への速やかなる利用を図る。 

2) セメスター制の実施、学修単位の導入、授業時間の改定について早期の実施を目指し検討する。 

3) 「国立高専の整備について」の答申を受けて、本校の今後のあり方について検討する。 

 

（出典：平成18年度第９回企画運営会議資料） 
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長岡工業高等専門学校 基準９ 

（分析結果とその根拠理由）  

学校全体の自己点検・評価は、自己点検・評価検討委員会が教育活動の年度計画のまとめと年度

末に実施する自己点検・評価及び外部評価のまとめを行い、次年度の活動計画に反映させている。

教育課程の見直し、シラバスの改訂、授業評価アンケートによる授業改善等は、自己点検・評価・

改善システムの中で継続的に行われ、教育の質の向上に結び付けられている。 

以上のことから各種評価の結果を教育の質の向上，継続的な改善に結びつけられるようなシステ

ムが整備されている。 

 

 

観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，定期的に学生による「授業評価アンケート」（前出資料９－１－②－２）を実施してお

り、その結果は、学内学生用Webサーバで公表している（資料９－１－⑤－１）。各授業担当教員は、

アンケート結果を分析し、課題点を発見するとともに、学生から出された授業に対する意見へのコメ

ントとともに改善に係わる回答を公表している(前出資料９－１－②－４)。 

 また、アンケート評価結果に基づいて、評価の高い授業科目について公開授業を行い、授業参観を

とおして各教員の授業改善に役立てる取組をしている。同時に授業参観した教員は報告書を教務委員

会に提出（資料９－１－⑤－２）し、個々の教員の改善活動状況を，学校として把握するとともに報

告書の内容は公開授業担当教員にフィードバックし、さらなる改善の参考にしている。 

 さらに、アンケート評価結果の高い授業担当教員による教育改善に関するFDセミナー（資料９－１

－⑤－３）が開かれるなど学校として把握している。 

 教育改善に関する学校全体の取組状況は、自己点検・評価報告書及び報告会で公表（資料９－１－

⑤－４）するなど学校として把握している。 
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長岡工業高等専門学校 基準９ 

（資料９－１－⑤－１） 

                     （出典：学生用Webサーバ 授業評価アンケート） 

 - 289 -



長岡工業高等専門学校 基準９ 

（資料９－１－⑤－２） 

（出典：教務委員会資料） 
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長岡工業高等専門学校 基準９ 

 （資料９－１－⑤－３） 

（出典：教務委員会資料） 

 

（資料９－１－⑤－４） 

 

平成 18 年度自己点検評・価報告書（抜粋） 
 

2.4.1 教育改善 

 教育上の諸問題に対する検討、取組及び改善の事例を以下に整理する。 

・成績不振者への対応：全教科での補習が実施され一定の成果を挙げている。また、数学・英語で

は TA による学習支援も円滑に行われ成果が得られている。（一般教育科） 

・学習意欲の減退と怠学傾向：定例・臨時の学年担任団会議や科内会議での情報の収集。交換そし

て支援・補佐する態勢により、歯止めをかける努力が行われている。また、保護者との連絡を随

時とる態勢となっている。（一般教育科） 

・発達障害学生への対応：学生相談室及び非常勤カウンセラー（臨床心理士）との連携による指導

体制についての取組を行っている。(一般教育科) 

・専門基礎学力低下への対応：学力低下の要因と考えられる３パターン（①基本的な数式理解能力

の低下 ②専門科目とのギャップ ③疑問箇所の摘みのこしによるつまずき）に対し、豊富な演

習問題からなるテキストの作成、３名の教員のチームによる授業の展開と質疑に対する素早い即

応性、演習課題レポート提出（毎週）と採点返却による進行状況や理解度の確認などの取組によ

る授業方法の改善を行った。（電気電子システム工学科）  

・専門知識充実への取組：専門知識の理解を確実にするため、アチーブメントテスト「環境都市１０

０選」を実施している。基礎のＡ問題と応用のＢ問題に分類され、合格するまで何回も挑戦するこ

とになっている。（環境都市工学科） 

・セルラボ利用による授業方法の改善：「ｅラーニング活用・開発システム」の導入を機に、この設

備をプログラミングや専門科目の授業に利用し、授業方法の改善を試みている。また、学生の自習

向けｅラーニング教材の開発や全国１２高専共同事業である「創造性豊かな実践的技術者育成コー

スの開発」にも共同参画している。（電気電子システム工学科） 

・実験実習教育の改善：２年次に「ものづくり実験実習Ⅱ」を課し、ものづくりの実体験、最後にプ

レゼンテーション能力を培うための「成果報告会」を行っている。その中から優秀な発表を行った

学生に対して電気学会東京支部新潟支所の若手研究表彰を与えた。（電気電子システム工学科） 

情報処理能力を一層向上させるため、学科内に計算機端末室を整備し学生実験に利用している。ま

た、この端末設備を利用してネットワークに関する実験を専攻科実験に取り入れ、実験に関する教

育方法の改善を行った。（電子制御工学科）これまで分散していた実験室、機器分析室、機器が震

災復旧・改修に伴って、機能的に配置され実験環境が改善された。(物質工学科) 

・授業教材の開発：基礎学力の向上を図るため、計算力訓練ソフトウェアを開発した。授業「数理演

習」（１，２年生）において利用している。（電子制御工学科） 

 

（出典：平成18年度 自己点検評価報告書） 

 - 291 -



長岡工業高等専門学校 基準９ 

（分析結果とその根拠理由） 

個々の教員は，学生による授業評価アンケートや公開授業への参加を通じて授業改善に取り組んで

いる。授業評価アンケートや公開授業の記録は教務委員会が取り纏め公表している。また、個々の教

員の改善活動状況は、年度末に学科等の単位で纏められ、自己点検・評価報告書並びに報告会で公開

され学校としてその取組状況を把握している。以上のことから、個々の教員の改善活動状況を学校と

して把握している。 

 

 

観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

（観点に係る状況）  

 学生が行う卒業研究、特別研究等のテーマは教員の研究テーマと深く関わっている（資料９－１－

⑥－１）。その研究成果は学内発表、論文として纏めるほか、その一部は学外の学会や学会誌に発表

する（資料９－１－⑥－２）など、学生の問題解決能力、プレゼンターション能力などの能力向上に

結びつくとともに、教育の質の改善にも寄与している。また、本校教員の研究活動を教育内容や教育

方法の改善に結びつけ例を資料９－１－⑥－３に示す。 

 

                            （資料９－１－⑥－１） 

教員の専門と卒業研究テーマ（環境都市工学科） 

井林  康 研究室 （構造工学、耐震工学） 

  FRP 製トラス橋の地震時振動特性に関する基礎的研究 

  RC 橋脚の地震応答解析と入力エネルギーの関係に関する研究  

 新潟県中越地震を中心とした地震動のエネルギー特性に関する研究 

  トラックスケールの構造部材の最適配置に関する解析的研究   

荒木 信夫 研究室 （水質工学、環境工学） 

  機能遺伝子 Aps をターゲットとした mRNA CARD-FISH 法の開発   

  都市下水処理嫌気好気プロセス内の窒素除去関連機能遺伝子の mRNA 解析  

  都市下水処理嫌気好気プロセス内の窒素除去関連機能遺伝子の系統解析  

宮腰 和弘 研究室 （都市計画） 

  広域市町村圏における地域振興プロジェクトとしての  

  住居地域の廃棄物収集の特性と効率化について     

  地方都市周辺部における旧町村と中心集落の変遷について    

塩野 計司 研究室 （防災計画、災害分析） 

  測定時間を短縮した飛来塩分観測の可能性     

  災害で失われた住宅の再取得－家計シミュレイションを用いた可能性の検討  

 住宅の外観調査による災害からの回復過程 

   －2004 年新潟県中越地震による川口町の被害を例として  

（出典：学生課資料抜粋） 
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長岡工業高等専門学校 基準９ 

（資料９－１－⑥－２） 

専攻科特別研究発表要旨集（第6号）（抜粋） 

 

  
（出典：専攻科特別研究発表要旨集（第6号）） 
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長岡工業高等専門学校 基準９ 

（資料９－１－⑥－３） 

「高専教育」投稿論文（H15-19)   

年

度 

号

数 
氏 名 研究分野 論 文 題 目 

15 27 高橋美智子 英語教育 外国語教育と異文化対応能力ー第 3 の場所構築ｰ 

16 28 涌田・岩瀬 数学・計画数学 問題解法の視点から見た微分積分法の基本定理 

16 28 佐藤秀一ほか 物理学 学生の自発性を涵養する学生実験の実績 

16 28 佐藤拓史ほか 制御工学 「手を動かしてものを作る」工学実験・実習の導入 

17 29 高橋ほか 情報科学・工学 課題達成型のプログラミング演習ー学習意欲を取り戻すためにー 

19 31 山崎ほか 電子、半導体 高専の実習環境を活かした組込システム技術者育成事業 

19 31 山田ほか 機械、精密測定 機械工学科 3 年「総合製作」におけるものづくり教育の実践とその評価 

19 31 竹部ほか 情報通信工学 課題達成型のプログラミング演習ｰ創造性を育むためにｰ 

19 31 塩野ほか 防災計画 創造性と実践力の発揮を促す実験科目の構成 

19 31 高橋ほか 情報科学・工学 TCO を意識した電子的シラバス管理システムの構築と運用 

（注）H19 年度は投稿中論文 

                                 （出典：総務課資料） 

 

 

本校は，地域共同テクノセンターなどを通して地域貢献にも力を入れており，共同研究等に学

生が参加するケースも多い（資料９－１－⑥－４）。学生の学協会等での発表等に旅費の補助を行い，

最先端技術に触れる機会を奨励している。 
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長岡工業高等専門学校 基準９ 

（資料９－１－⑥－４） 

 

（出典：第 16 回電気学会東京支部新潟支所研究発表会予稿集） 
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長岡工業高等専門学校 基準９ 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，教員の研究活動（専門分野の研究及び教育方法等の研究）により得られた知見や成果等

が授業に取り入れられて教育内容の改善に活かされており，また学生の積極的な研究活動への参加も

あり学生の教育に役立てられている。研究テーマに関しては地域に密着したテーマの設定も多く，地

元産業界との連携を図りつつ，研究活動を教育の質の改善に反映させている。 

 

 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 ファカルティ・ディベロップメント（FD）は、おもに教務委員会を中心として組織的に実施してい

る（資料９－２－①－１）。教員の教育技術の強化に関する教務委員会の活動として、学外での各種

講習会、研究会への参加、教員自らが実施する授業改善の試行などの自主的な活動及び委員会等が主

催する特別講演会や講習会、各種教員研究（研修）集会等への派遣（資料９－２－①－３）等に対し

て FD 得点制度（資料９－２－①－２）を設けて活動の活性化を促すとともに、FD 報告会（資料９－

２－①－４）等をとおして教員に還元し教育に関する資質の向上を図っている。 

 FD の一環として授業アンケート及び公開授業も定期的に行われ教員の資質の向上を図っている。 

 その他として、毎年、新任教職員に対して、総務、教務、学生、寮務の各主事及び総務、学生の各

課長から教職員としての心構えや学校の現状等についての研修会を実施している（資料９－２－①－

５）。 

（資料９－２－①－１） 

（出典：教務委員会資料） 
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長岡工業高等専門学校 基準９ 

（資料９－２－①－２） 

（出典：教務委員会資料抜粋） 
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 （資料９－２－①－３） 

研究(研修)会 

氏名 研究（研修）内容 

竹内麻希子 平成 17 年度高等専門学校新任教員研修会に参加 

田﨑 裕二 平成 17 年度高等専門学校新任教員研修会に参加 

鈴木 覚 平成 17 年度高等専門学校新任教員研修会に参加 

茅野潤一郎 平成 17 年度高等専門学校新任教員研修会に参加 

大湊 佳宏 平成 17 年度高等専門学校新任教員研修会に参加 

矢野 昌平 平成 17 年度国立高等専門学校機構高等専門学校教員研究集会に参加のため 

土田 恵一 平成 17 年度独立行政法人国立高等専門学校機構高等専門学校教員研修に参加 

今野  哲 平成 17 年度独立行政法人国立高等専門学校機構高等専門学校教員研修に参加 

高橋  章 平成 17 年度関東信越地区国立工業高等専門学校教員研究集会に出席 

鈴木 覚 平成 17 年度関東信越地区国立工業高等専門学校教員研究集会に出席 

山﨑  誠 高等専門学校情報処理教育研究委員会及び第 25 回研究発表会に出席 

恒岡まさき 第 60 回全国高等専門学校情報処理教育研究委員会 

山﨑  誠 第 61 回高等専門学校情報処理教育研究委員会に出席 

佐藤 公俊 機構主催平成 17 年度教育教員研究集会に聴講審査員として出席 

小林 和久 平成 17 年度中部・近畿地区留学生交流研究協議会出席 

猪平 直人 平成 17 年度北関東・甲信越地区メンタルヘルス研究協議会参加 

猪平 直人 第 2 回全国高等専門学校メンタルヘルス研究集会出席 

（出典：総務課資料） 

 

 

（資料９－２－①－４） 

FD セミナー     

年月 題  目 講師 

平成 17 年 01 月 授業計画の概要と理解度の確認 小林雅隆

平成 17 年 01 月 「学生の理解度の把握」から授業のアカウンタバリティを考える 荒木信夫

平成 17 年 05 月 私の教育技術 今野 哲

平成 17 年 09 月 特別教育活動についての試み 岩田 實

平成 17 年 10 月 円滑なクラス運営について 土田恵一

平成 18 年 09 月 
「入試結果と入学者の学業成績に関する分析」の報告書作成及び教員会

議での発表 
高橋 章

平成 18 年 12 月 講演「技術者と技術士制度」聴講 外部講師

平成 18 年 12 月 平成 18 年度関東信越地区国立工業高等専門学校教員研究集会(参加)報告 田崎裕二

平成 19 年 01 月 平成 18 年度関東信越地区国立工業高等専門学校教員研究集会参加の報告 佐藤直紀

平成 19 年 01 月 平成 18 年度関東信越地区教員研究集会参加の報告 野澤武司

平成 19 年 03 月 
平成 18 年度メンタルヘルス講演会（演題：発達障害のある学生への理解

と支援） 
外部講師

（出典：教務委員会資料） 
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（資料９－２－①－５） 

          平成１９年度 新任教職員合同研修会 

 

１．目 的  新たに本校の教職員に採用された者を対象とし、本校における業務の現 

       状を把握するとともに教職員の資質の向上を図ることを目的とする。 

２．日 時  平成１９年６月４日（月） １４：００～ 

３．場 所  第二会議室（中央棟３階） 

４．受講者  別紙のとおり 

５．日 程  １４：００～１４：１０    開会挨拶     校 長 

         １４：１０～１５：００    寮務関係       佐藤寮務主事 

                 （学生寮見学含む） 

           １５：１０～１５：５０    総務関係       小林総務主事 

           １５：５０～１６：３０    教務関係         粟野教務主事 

           １６：３０～１７：１０    厚生補導関係     涌田学生主事 

              ※事務系職員は寮務関係のみの参加となります。 

６．資 料  

       寮務関係  

       ①寮生活の手引－平成１９年度版－ 

       総務関係 

        ①長岡工業高等専門学校中期計画 

教務関係 

      ①学生便覧（平成１９年度） 

      ②長岡高専教務システム操作マニュアル 

      ③成績評価資料の保存について 

      ④専攻科履修手引き（平成１９年度） 

     厚生補導関係 

①厚生補導の手引 

（出典：総務課資料） 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では教務委員会を中心としてFD活動を推進する体制が整備され、授業評価アンケートや授業公

開のみならず外部講師による特別講演会、教員研究（研修）集会への参加、さらには自主的なFD活動

を継続的かつ積極的に行っている。また、FD得点制度によりFD活動がより活性化されている。以上の

ことから、本校では，ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れている。 

 

 

観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 

（観点に係る状況）  

 教育・研究に関する点検・評価・改善システムの中の組織的なFD活動を通じて、継続的に教育の質

の向上や授業の改善が行われている。観点９－２－①で示した活動において、授業評価アンケートの

結果の検討や授業公開での他の教員からのコメント、学科内あるいは教科内の自主的FD活動をもとに

多くの授業改善が行われている（資料９－２－②－１）。学科を超えた授業改善の例として、情報処

理教育の現状についての教育検討会をとおして各学科共通の情報処理教育テキストを作成（資料９－

２－②－２）し、授業改善に結びつけている。メンタルヘルス講演会では発達障害学生に対する教育

のあり方が紹介され、その後のハンディキャップ学生に対する教育支援の申し合わせの作成に反映さ

れた。さらに、各種研究（研修）会等に積極的に参加し、本校教育の改善に反映させている。 
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（資料９－２－②－１） 

 

2.2.3 学科教育活動 

(1) 学習関係 

・ 授業では、現代的トピックス、科学史に事例をとった歴史的実験などについての話を織り交ぜなが

ら、学生の興味を喚起するように努めている。さらに、授業に問題演習的な要素を加味し、学生の計

算力、問題分析力の向上にも努めている。（一般教育物理科） 

・ 日常生活を支える数々の物質や生物に関する基本的な構造や諸性質についての興味を喚起し、事実

を科学的な視点から洞察する姿勢を育てている。そのために、演習と小テストによる理解の確認、教

卓での演示実験や分子、イオンなどのモデルを用いた視覚的な教材の活用、学生実験とレポート作成

を課している。（一般教育化学・生物科） 

 

・ これまでの「数検」に対する取り組みが、日本数学検定協会より評価され、平成 18 年３月第 11 回

実用数学技能検定「数検」グランプリ金賞団体部門、グランプリ生涯学習功労賞数学部門に選ばれた。

（一般教育数学科） 

・ 英語コミュニケーション能力の養成を目的に、全学年（１～３学年（必修）、４・５学年（選

択））にネイティブスピーカーによる英会話の授業を開設している。（一般教育英語科） 

・ １～３学年では高等学校レベルの国語力の定着させるために小テストやワークシートを取り入れて

いる。４・５学年では現代批評の読解と国語表現の実践を関連させた授業を展開している。（一般

教育国語科） 

・ 現代社会、世界史、日本史、法学、歴史学、社会学、経済学、哲学、科学哲学、地域産業と技術、

東アジア地域論、技術者倫理などの科目を幅広く開設している。学生の興味関心を高めるために、講

義形式の他、スライドショー、ビデオ、ワークシートによる作業、インターネット検索、パソコンに

よるレポート作成などを取り入れている。（一般教育社会科） 

・ 専門学科に対する動機付けを目的にした導入科目として、機械工学科「機械工学概論」、電気電子

システム工学科「電気電子工学基礎」、電子制御工学科「数理演習」、物質工学科「物質工学概論」、

環境都市工学科「環境都市概論」を開講している。（専門５学科） 

・ ものづくりを通して創造性を養う科目として、３学年に「総合製作」を平成 15 年度より開設し、学

生が主体になって構想から製作を行えるようにきめ細かなサポート体制をとっている。（機械工学

科） 

・ 発明、技術士資格、学会等の研修への参加の推奨、クラス運営、学生の生活指導体制などに関して、

学科内の教員の意識・能力の向上を図った。（電子制御工学科） 

・ 卒業研究中間発表会で教職員、４・５年生及び専攻科学生の投票による上位３テーマの選定を行い、

本発表への意識付けを行っている。（物質工学科） 

・ 春、秋各１回学科全体ガイダンスを開催し、学年を越えた交流及び実りある情報・意見交換の場と

して継続されている。（環境都市工学科） 

 

（出典：平成18年度自己点検・評価報告書抜粋） 
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（資料９－２－②－２） 

 

       

（出典：情報処理共通化ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ編：情報処理の基礎－ｴﾝｼﾞﾆｱの卵たちへ－(平成17年度版)） 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 授業評価アンケートの検討とコメント、公開授業と報告書の作成、学科内、教科内、学科間の継続

的授業改善、各種研究（研修）会への参加による授業改善への取り組みなど組織的なFD活動体制のも

とに多くの授業改善が行われている。これらは自己点検・評価報告書に纏められ公表している。 

以上のことから、FDが教育の質の向上と授業の改善に結びついている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 進路先、卒業生、学生、教職員に対する各種アンケート調査が実施され、点検・評価・改善システ

ムの中で教育の質の向上、改善に結びつけられている。 

 組織的なFD活動体制が整備され、活発な活動が行われている。特に、FD得点制度は自主的な教育改

善を促し、FDの推進、活性化に寄与している。 

 教員の研究活動が授業に取り入れられているだけでなく、地元産業界との共同研究等に学生が積極

的に参加するなど、学生の勉学意識の向上と教育の質の改善に反映させている。 

 

（改善を要する点） 

 特になし。 
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（３）基準９の自己評価の概要 

 本校では、教育活動の実態を示すデータとして、シラバス、試験答案、学業成績一覧、各種アンケ

ート調査結果、各部署の教育活動記録等を収集・蓄積する体制が整備され、適切に保管されている。

また、これらのデータを用いて各部署での点検・評価・改善は絶えず行われおり、各システムを総合

的に点検・評価・改善を行う自己点検・評価検討委員会が行い継続的な改善を実施するという教育を

点検・評価できるシステムが整備されている。  

 学生から意見聴取は，授業評価アンケート、学生会による意見徴収、専攻科フォーラム、卒業・修

了時アンケート、学習自己点検等が定期的、継続的に実施されている。授業評価アンケートに関して

は、教員の自己点検、結果分析、自由記述意見もふまえ今後の課題設定、学生へのメッセージ等を記

入したシラバスを定期的に更新している。外部有識者、卒業生、進路先、保護者等からアンケート等

の方法により意見の聴取がなされ教育改善に反映されている。 

 個々の教員は、各種評価結果に基づいてそれぞれが質の向上を図るとともに、教員相互による評価

の実施、各種FD講演会等への参加などにより、日常的に“よりよい授業”を目指して研鑽している。

さらに教育の研究活動（専門分野の研究及び教育方法等の研究）により得られた知見や成果等が教育

内容の改善に活かされている。これらの取り組みは、授業の工夫・改善例として教員会議でも発表さ

れている。また，学生は積極的に研究活動へ参加している。研究テーマは地域に密着したものも多く、

地元産業界との連携を図りつつ、研究活動を教育の質の改善に役立てている。 

 また、組織的なFD活動体制を設置し、FD得点制度を設けて活動を活性化するなど、積極的取り組み

が行われてきた。その結果、教員の質の向上や多くの授業改善に結びついている。 

 以上のことから、本校は教育の質の向上と改善のための整備がされている。 

 



長岡工業高等専門学校 基準10 

基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

（観点に係る状況）  

   平成16年４月の独立行政法人化に伴い、平成15年度までの国の制度下で長岡高専として教育研

究活動を行ってきた土地、建物、設備備品等の資産を国から全て承継し、本校の目的に沿った

教育研究活動を遂行する資産を保有していたが、平成16年10月23日に起きた新潟県中越地震に

より土地、建物、設備備品等に甚大な被害が発生し、その資産の大半を失うこととなってしま

った。 

   しかし、国の平成 16 年度補正予算により土地、建物に対しては、施設整備補助金 7,050,392

千円、設備備品に対しては、運営費交付金 608,851 千円の災害復旧予算が措置され、平成 17 年

度から平成 18 年度の２ヶ年度に渡り復旧を行い、本校の目的に沿った教育研究活動を遂行する

資産を再生、整備することができた（資料 10－１－①－１～３）。 

 

（資料 10－１－①－１) 

土　　地 121,810㎡
建物

Ｈ１６年度 H１８年度 Ｈ１６年度 H１８年度
１号館 3,671 3,693 体育管理室・柔道場 477 477
１号館(中央棟) 846 1,008 グラウンド管理室 94 94
２号館 2,445 1,737 剣道場 280 280
３号館 2,477 4,998 洗心館(福利厚生棟) 1,009 917
４号館 3,683 3,683 学生部室 328 292
５号館 1,305 1,296 寄宿舎１号館 714 714
６号館 3,428 3,428 寄宿舎２号館 714 714
機械工場 964 3号館併設 寄宿舎３号館 1,998 2,249
機械工学実験棟 595 595 寄宿舎４号館 2,166 2,166
図書館・課外教育活動センター 1,553 1,553 清花寮（女子寮） 621 621
総合情報処理センター 306 445 寄宿舎管理棟 451 451
雪氷・低温研究施設 326 326
第１体育館 855 855 その他建物(職員宿舎除く) 2,484 1,557
第２体育館 930 944 総　　合　　計 34,720 35,093

２．設備備品 (千円）

資　　　産　　　区　　　分 資　産　価　格

556,883,059

208,100,538

20,425,814

車両運搬具 17,528,523

802,937,934

一般管理

合　　　　　　計

工具器具備品

用途区分

教育研究

教育研究支援

一般管理

１．不動産
うち、屋外体育施設　38,988㎡

　　　　　面　　積　（㎡）
建　　物　　名　　称

　　　　　面　　積 （㎡）
建　　物　　名　　称

(出典：総務課資料） 
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 （資料 10－１－①－２） 

（出典：災害復旧調査報告書） 
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（資料10－１－①－３） 

 

（出典：予算配分通知書） 
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債務については、流動負債における運営費交付金債務、預り金補助金等の債務は、財源が確

保されている債務である。また、固定負債における資産見返運営費交付金債務等は、固定資産

に対し、同額の見合い分債務であり、資金調達を目的とした借入金としての債務はない（資料

10－１－①－４～６）。 

（資料10－１－①－４） 

資産科目 金　　額 負債・資本科目 金　　額
  ［資産の部］ 6,282,240,457   ［負債の部］ 2,052,153,726
    流動資産 990,184,885     流動負債 1,758,670,637
      現金及び預金 987,845,846       運営費交付金債務 453,003,765
      未収学生納付金収入 2,284,200       授業料債務 0
      棚卸資産 0       預り施設費 0
      未収入金 0       預り補助金等 0
      前渡金 0       預り寄附金 50,931,534
      前払費用 31,464       前受受託研究費等 800,000
      未収収益 2,416       前受受託事業費等 0
      その他の流動資産 20,959       短期借入金 0
      徴収不能引当金 0      　1年以内返済予定長期借入金 732,179,800
      貸倒引当金 0       未払金 503,737,044
    固定資産 5,292,055,572       未払費用 15,299,959
      有形固定資産 5,285,185,021       前受金 0
        建物 2,492,685,340       預り金　 2,718,535
        建物減価償却累計額 -257,894,223       その他の流動負債 0
        構築物 400,068,348     固定負債 293,483,089
        構築物減価償却累計額 -80,945,521       資産見返負債 293,483,089
        車両運搬具 16,163,523         資産見返運営費交付金等 171,251,143
        車両運搬具減価償却累計額 -2,958,730           資産見返運営費交付金 171,251,143
        工具器具備品 436,357,453           資産見返授業料 0
        工具器具備品減価償却累計額 -108,499,169         資産見返補助金等 0
        土地 2,389,000,000         資産見返寄附金 3,820,523
        建設仮勘定 0         資産見返物品受贈額 118,411,423
        その他の有形固定資産 1,208,000         建設仮勘定見返施設費 0
          その他の有形固定資産減価償却累計額 0       長期借入金 0
      無形固定資産 4,831,959       長期未払金 0
        ソフトウェア 4,523,959       引当金 0
        電話加入権 308,000       その他の固定負債 0
      投資その他の資産 2,038,592   ［資本の部］ 4,229,622,039
        長期前払費用 5,592     資本金 4,615,210,769
        敷金・保証金 2,033,000       政府出資金 4,615,210,769
  [本支店勘定] -464,692       その他出資金 0
    [本支店]機構本部 -464,692     資本剰余金 -387,687,374

      資本剰余金 28,232,560
        資本剰余金施設費 17,217,560
        資本剰余金補助金等 9,499,000
        資本剰余金譲与 1,516,000
        その他の資本剰余金 0
      損益外減価償却累計額 -358,385,573
      損益外固定資産除売却差額 -57,534,361
    利益剰余金 2,098,644
      目的積立金 0
      任意積立金 0
      当期未処分利益 2,098,644

合　　　　　　　　　計 6,281,775,765 合　　　　　　　　　計 6,281,775,765

（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日）
平成１６年度　貸借対照表

                               （出典：総務課資料） 

 

 

 

 

 

 - 306 -



長岡工業高等専門学校 基準10 

（資料10－１－①－５） 

資産科目 金　　額 負債・資本科目 金　　額
  ［資産の部］ 9,225,471,040   ［負債の部］ 2,842,190,850
    流動資産 2,116,697,308     流動負債 2,151,276,900
      現金及び預金 2,112,649,182       運営費交付金債務 277,245,392
      未収学生納付金収入 84,600       授業料債務 0
      棚卸資産 18,790       預り施設費 0
      未収入金 957       預り補助金等 1,220,780
      前渡金 0       預り寄附金 58,052,501
      前払費用 1,980,559       前受受託研究費等 1,000,000
      未収収益 0       前受受託事業費等 0
      その他の流動資産 1,963,220       短期借入金 0
      徴収不能引当金 0       未払金 1,795,079,797
      貸倒引当金 0       未払費用 16,189,318
    固定資産 7,108,773,732       前受金 0
      有形固定資産 7,102,002,884       預り金　 2,489,112
        建物 4,091,864,087       その他の流動負債 0
        建物減価償却累計額 -274,600,106     固定負債 690,913,950
        構築物 181,150,716       資産見返負債 690,913,950
        構築物減価償却累計額 -42,861,884         資産見返運営費交付金等 249,123,797
        車両運搬具 16,163,523           資産見返運営費交付金 249,123,797
        車両運搬具減価償却累計額 -5,917,460           資産見返授業料 0
        工具器具備品 607,978,326         資産見返補助金等 0
        工具器具備品減価償却累計額 -211,424,472         資産見返寄附金 4,407,802
        土地 2,389,000,000         資産見返物品受贈額 87,940,197
        建設仮勘定 349,442,154         建設仮勘定見返施設費 349,442,154
        その他の有形固定資産 1,208,000       長期借入金 0
           その他の有形固定資産減価償却累計額 0       長期未払金 0
      無形固定資産 4,798,403       引当金 0
        ソフトウェア 4,490,403       その他の固定負債 0
        電話加入権 308,000   ［資本の部］ 6,380,716,854
      投資その他の資産 1,972,445     資本金 4,615,210,769
        長期前払費用 7,445       政府出資金 4,615,210,769
        敷金・保証金 1,965,000       その他出資金 0
  [本支店勘定] -2,563,336     資本剰余金 1,763,845,867
    [本支店]機構本部 -2,563,336       資本剰余金 3,110,044,334

        資本剰余金施設費 2,366,849,534
        資本剰余金補助金等 741,678,800
        資本剰余金譲与 1,516,000
        その他の資本剰余金 0
      損益外減価償却累計額 -355,755,147
      損益外固定資産除売却差額 -990,443,320
    利益剰余金 1,660,218
      目的積立金 0
      任意積立金 0
      当期未処分利益 1,660,218

合　　　　　　　　　計 9,222,907,704 合　　　　　　　　　計 9,222,907,704

（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）
平成１７年度　貸借対照表

（出典：総務課資料） 
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（資料 10－１－①－６） 

資産科目 金　　額 負債・資本科目 金　　額
  ［資産の部］ 10,723,799,445   ［負債の部］ 777,821,152
    流動資産 206,462,008     流動負債 265,447,707
      現金及び預金 174,927,194       運営費交付金債務 0
      未収学生納付金収入 84,600       授業料債務 0
      棚卸資産 22,134,208       預り施設費 0
      未収入金 4,878,000       預り補助金等 0
      前渡金 0       預り寄附金 46,912,265
      前払費用 1,679,549       前受受託研究費等 47,530,600
      未収収益 0       前受受託事業費等 0
      その他の流動資産 2,758,457       短期借入金 0
      徴収不能引当金 0       未払金 153,140,206
      貸倒引当金 0       未払費用 14,097,401
    固定資産 10,517,337,437       前受金 0
      有形固定資産 10,511,310,085       預り金　 3,767,235
        建物 5,942,897,892       その他の流動負債 0
        建物減価償却累計額 -531,413,313     固定負債 512,373,445
        構築物 2,246,003,294       資産見返負債 512,373,445
        構築物減価償却累計額 -92,241,954         資産見返運営費交付金等 442,569,618
        車両運搬具 17,528,523           資産見返運営費交付金 410,159,645
        車両運搬具減価償却累計額 -9,189,002           資産見返授業料 32,409,973
        工具器具備品 891,122,811         資産見返補助金等 0
        工具器具備品減価償却累計額 -343,606,166         資産見返寄附金 8,208,210
        土地 2,389,000,000         資産見返物品受贈額 61,481,168
        建設仮勘定 0         建設仮勘定見返施設費 0
        その他の有形固定資産 1,208,000 　　　 特許権勘定見返運営費交付金 114,449
        その他の有形固定資産減価償却累計額 0       長期借入金 0
      無形固定資産 4,146,587       長期未払金 0
        ソフトウェア 3,966,138       引当金 0
        電話加入権 66,000       その他の固定負債 0
　　　 特許権仮勘定 114,449   ［資本の部］ 9,941,332,845
      投資その他の資産 1,880,765     資本金 4,615,210,769
        長期前払費用 21,295       政府出資金 4,615,210,769
        敷金・保証金 1,834,000       その他出資金 0
     　その他投資その他資産 25,470
  [本支店勘定] -4,223,554     資本剰余金 5,326,122,076
    [本支店]機構本部 -4,223,554       資本剰余金 7,052,849,639

        資本剰余金施設費 6,309,654,839
        資本剰余金補助金等 741,678,800
        資本剰余金譲与 1,516,000
        その他の資本剰余金 0
      損益外減価償却累計額 -683,260,771
      損益外減損損失累計額 -242,000
      損益外固定資産除売却差額 -1,043,224,792
    利益剰余金 421,894
      目的積立金 0
      任意積立金 0
      当期未処分利益 421,894

合　　　　　　　　　計 10,719,575,891 合　　　　　　　　　計 10,719,575,891

（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）
平成１８年度　貸借対照表

（出典：総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

   本校が国より承継した教育研究活動における資産は、新潟県中越地震で被災したが災害復旧予

算により土地、建物、設備備品は全て現状復旧しており、復旧にあたり、建物は、老朽化及び

狭隘化を解消し、設備備品は、現状復旧という目的の範囲内において、新規調達及び修理可能

なものは修理を行い整備した。 

   これにより、本校は、中長期的に安定した教育研究活動を行うことが十分である資産基盤を整

備することができている。 

   また、債務については、過去３年間において資産総額を超過する借入金等の負債がないことか

ら本校は債務過大となっていない。 

 

観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

（観点に係る状況）  

   経常的収入の財源は、学校運営に係る経費（支出予算）から自己収入を差引いて交付される運

営費交付金、自己収入である授業料、入学料・検定料、雑収入及び外部資金である寄附金、受

託研究、受託事業、共同研究、科学研究費補助金等となっている（資料10－１－②－１～２）。 

   特に、外部資金の獲得総額は全国高専の中でもトップクラスに位置している。 

 

（資料10－１－②－１） 

       

運営費交付金等の推移
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（出典：総務課資料）        
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（資料 10－１－②－２） 

寄附金受入の推移            受託研究受入の推移 
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共同研究受入の推移            科学研究費補助金受入の推移 
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（出典 : 総務課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 毎年、支出予算（毎年、前年度比１％の効率化係数分が減額され予算編成されている。）から 

自己収入を差し引いた運営費交付金が継続的に交付されおり、自己収入と合計した学校運営に係 

る財源は、安定的に確保されている。 

また、外部資金においても、過去３年間の推移を見ると概ね安定した資金の獲得状況である。 

    

観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

 

（観点に係る状況） 

   収支計画については、独立行政法人高等専門学校機構（以下「高専機構本部」という。）から

示達される収入・支出予算を基に、高専機構本部の年度計画に沿い、学校の目的を遂行するた

めに校長が作成する。 

収支計画は、収入・支出予算書（案）として作成し、校長連絡会（校長、４主事、事務部長、

２課長）、企画運営会議（校長、４主事、各学科長、事務部長、２課長）の審議を経て、校長

が決定し、企画運営会議のメンバーを通じ学内の関係者に明示されている（資料10－２－①－

１）。 
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（資料10－２－①－１） 

（単位：千円）

財　　源 科　　目 金　　額 金　　額

運営費交付金 1,089,998 業務費

自己収入 物件費

入学料収入 21,429 教育研究経費 62,166

授業料収入 258,529 教育研究支援経費 19,153

検定料収入 7,552 一般管理費 106,705

雑収入 特別指定事項 51,899

　職員宿舎貸付料収
  入

2,734 事項指定経費

　寄宿料収入 3,235 赴任旅費 1,600

　その他収入 1,518 一般内地研究員旅費 922

特別教育研究経費 11,522

障害学生学習支援経費 400

在外研究員 1,711

国費留学生経費 210

人件費

常勤教職員給与 983,391

非常勤教員給与 34,599

非常勤職員給与 16,216

退職手当 91,001

予備費 3,500

1,384,995 1,384,995

平成１８年度　収　入・支　出　予算書

支　　　　　　　　　　出収　　　　　　　　　　入

合　　　計合　　　計

科　　目

（出典：平成18年度臨時校長連絡会資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

   収支計画における収入予算の部は、国から予算措置された運営費交付金と過去データ等に基づ

いて収入見込をたてた自己収入でほぼ確実に財源が確保されるものである。また、支出予算の

部は、収入予算の範囲内で本校の教育目的、中期計画、年度計画の達成のために事業運営する

経費の支出見込で作成しており、その収支バランスは均衡しているので、収入予算、支出予算

は適切なものと判断される。 

   なお、収支計画は、企画運営会議のメンバーである学科長、２課長を通じ、全教職員に周知さ

れていることから本校の事業運営に係る関係者には明示されている。 

 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

（観点に係る状況）  

   平成16,17,18年度決算の損益計算書のとおりであり、３ヶ年とも当期純利益は、黒字である 

（資料10－２－②－１～３）。 
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（資料 10－２－②－１） 

費　用　科　目 金　　額 収　益　科　目 金　　額
［経常費用］ 2,040,941,841 ［経常収益］ 2,043,539,435
    業務費 1,577,338,513     運営費交付金収益 1,305,421,278
        教育・研究経費 286,722,827     授業料収益 254,385,187
        教育研究支援費 77,159,561     入学金収益 23,273,400
        受託研究費 80,231,145     検定料収益 7,264,900
        受託事業費 0     受託研究等収益 80,396,339
        教員人件費 799,637,409     受託事業等収益 0
        職員人件費 333,587,571     補助金等収益 0
    一般管理費 463,603,328     寄附金収益 21,634,337
    財務費用 0     施設費収益 303,986,740
    雑損 0     資産見返負債戻入 37,116,622

    財務収益 6,373
    雑益 10,054,259

［当期純利益（純損失）］ 2,098,644 ［臨時損失］ -135,730,359
    当期純利益 2,098,644     固定資産除却損 -668,150

    その他の臨時損失 -135,062,209
[臨時利益] 135,231,409
　  その他の臨時利益 135,231,409

合　　　計 2,043,040,485 合　　　計 2,043,040,485

平成１６年度　損益計算書
（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日）

 

（出典：総務課資料） 

 

（資料 10－２－②－２） 

 

費　用　科　目 金　　額 収　益　科　目 金　　額
［経常費用］ 1,864,484,536 ［経常収益］ 2,276,208,750
    業務費 1,660,888,255     運営費交付金収益 1,406,110,137
        教育・研究経費 272,058,411     授業料収益 265,723,600
        教育研究支援費 58,517,169     入学金収益 21,488,400
        受託研究費 40,436,064     検定料収益 6,963,000
        受託事業費 2,599,800     受託研究等収益 40,436,069
        教員人件費 898,085,957     受託事業等収益 2,599,800
        職員人件費 389,190,854     補助金等収益 5,596,220
    一般管理費 203,596,281     寄附金収益 22,140,379
    財務費用 0     施設費収益 420,108,203
    雑損 0     資産見返負債戻入 75,542,491

    財務収益 5,947
    雑益 9,494,504

［当期純利益（純損失）］ 1,660,218 ［臨時損失］ -410,063,996
    当期純利益 1,660,218     ［臨時損失］固定資産除却損 410,063,996

合　　　計 1,866,144,754 合　　　計 1,866,144,754

平成１７年度　損益計算書
（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）

 

（出典：総務課資料） 
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（資料 10－２－②－３） 

費　用　科　目 金　　額 収　益　科　目 金　　額
［経常費用］ 1,658,376,496 ［経常収益］ 1,862,239,873
    業務費 1,509,076,384     運営費交付金収益 1,183,158,382
        教育・研究経費 320,346,602     授業料収益 233,991,301
        教育研究支援費 74,730,209     入学金収益 22,274,900
        受託研究費 12,353,796     検定料収益 7,017,400
　　　 共同研究費 4,469,700     受託研究等収益 12,353,800
        受託事業費 3,394,910 　　共同研究収益 4,469,700
        教員人件費 747,822,285     受託事業等収益 3,394,910
        職員人件費 345,958,882     補助金等収益 4,486,000
    一般管理費 149,300,112     寄附金収益 50,409,023
    財務費用 0     施設費収益 220,260,454
    雑損 0     資産見返負債戻入 108,495,885

    財務収益 2
    雑益 11,928,116

［当期純利益（純損失）］ 421,894 ［臨時損失］ -203,441,483
    当期純利益 421,894     ［臨時損失］固定資産除却損 203,441,483

合　　　計 1,658,798,390 合　　　計 1,658,798,390

平成１８年度　損益計算書
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

 

（出典：総務課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

   平成18年度の損益計算書において、当期純利益がプラスの結果であることから支出超過とはな

ってない。 

 

観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

（観点に係る状況）  

教育研究活動における資源配分については、高専機構本部の年度計画に沿い、校長が策定す

る予算編成方針に基づき、学内予算配分（案）を作成し、校長連絡会（校長、４主事、事務部

長、２課長）、企画運営会議（校長、４主事、各学科長、事務部長、２課長）の審議を経て、

校長が決定する（資料10－２－③－１）。 
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（資料10－２－③－１） 

   

平成１８年度学内予算編成方針（抄）

予算編成の基本方針

本校は、今年度も、新潟県中越地震で被災した本校の土地及び建物の災害復旧工

事が昨年度に引き続き行われるため、昨年度と同様に外部保管設備等の保管料、建

物竣工後における引越、解体・再設置費、廃棄等に掛かる経費（以下「災害復旧経

費」という ）が必要である。また、工事期間中において予期できない緊急性の高。

い事項の発生に係る経費、冷暖房のエネルギー源（電気→ガス）が変わったことに

よる予算見積が不確かな経費等（以下「予測不可能等経費」という ）の不確定な。

要素を内包している。

さらに、本年度においては、機構本部からの配分予算が、昨年度より 千24,616

円少ないものとなっている。

よって、平成 年度学内予算にあたっては、災害復旧経費、予測不可能等経費18

の所要額の確保を最重要事項とし、配分予算が減少していることから新規事業を抑

制し、昨年度に比して、緊縮した予算編成を行うものとする。

（出典：平成18年度第5回企画運営会議資料） 
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 教育研究活動に係る経費については、当初配分で年間の事業遂行に必要とする基本経費を配分 

している（資料10－２－③－２）。 

 

(資料 10－２－③－２） 

 

１８年度 294，238千円

(単位：千円）

教育研究経費 48,089

教育研究費（旅費含む） 48,089

学生厚生補導経費 3,576

留学生経費 2,648

入学試験経費 4,507

学生教育経費 授業用印刷物、特別講演会旅費・謝金等 1,722

一般教育共有設備維持管理運営費 教材等 782

専攻科経費 842

公開講座等経費
移動公開講座、一日体験入学、出前授業経費
等

0

62,166

総合情報処理センター経費 10,740

雪氷低温技術教育研究センター経費 　 67

地域共同テクノセンター経費 　 952

図書館経費 5,747

技術室経費 715

学生寄宿舎経費 932

19,153

庶務課関係経費 　 15,100

会計課関係経費 　 87,854

学生課関係経費 2,807

保健管理費 944

106,705

災害復旧経費 45,519

その他校長裁量分 6,380

51,899

人件費

常勤職員 超過勤務手当 遡及分 0

非常勤教員 非常勤教員給与、旅費 非常勤講師、医員、カウンセラー分 34,599

非常勤職員 非常勤職員
非常勤職員（夜間開館要員、寮母、産業医含
む）

16,216

50,815

予備費 予備費 3,500

3,500

294,238

人　　件　　費　　合　　計

予　　備　　費　　合　　計

総　　　　　　　　　　合　　　　　　　　　　計

特別指定事項

一般管理費

教育研究支援経費

教育研究支援経費　合　計

一　般　管　理　費　合　計

特　別　指　定　事　項　合　計

平成１８年度学内予算配分

１．配分対象額

２．配分内訳

経 費 名 経　費　目 細　　　　　　　　　分 H18配分額

教育研究費

教育研究経費　合　計

 

（出典：平成18年度第5回企画運営会議資料） 
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また、競争的環境の創出として確保している校長裁量経費では、学内に教育研究計画を公募し、 

応募の中から、校長が決定の上、教育研究の充実を目的とした設備機器、実験室等の教育研究環

境の整備を行っている。その他、大型教育研究設備、教育研究プロジェクト等については、毎年

度の概算要求において、競争的要求事項である特別教育研究経費に対し、学内に教育研究計画を

公募し、応募の中から校長が決定し、要求を行っている（資料10－２－③－３）。 
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（資料10－２－③－３）

平成１９年度特別教育研究経費について

１．趣 旨

独立行政法人国立高等専門学校機構においては、中期目標、中期計画に沿って業務が行わ

れているところであるが、その特性である教育研究の推進のため、中央教育審議会の答申等も踏

まえ、特別教育研究経費により必要な支援を行う。

平成１９年度特別教育研究経費については、要求を希望する学校からの申請の中から特

に優れた取り組みについて選定の上、文部科学省へ提出し平成１９年度概算要求を行う。

２．申請事業の概要等

事業区分及び事業規模（１）

① 教育の進展に関する経費

高等専門学校の教育の充実を推進するため、各高等専門学校の積極的な取組みを支援

事業規模上限額 ５，０００～１０，０００千円

② 連携融合事業経費

地元の地方公共団体、企業等と連携して一定期間行われる教育研究活動を支援

事業規模上限額 ５，０００～１０，０００千円

③ 課外教育に関する経費

課外学修、課外活動、学生寮における学修など、課外活動による学習活動を支援

事業規模上限額 ５，０００～１０，０００千円

④ 研究の推進に関する経費

教育内容を学術の進展に即応させるための必要な先進的な研究の取組みを支援

事業規模上限額 ５，０００～３０，０００千円

⑤ 特別支援事業経費

基盤的経費では整備が困難な教育研究設備や教育に必要な図書の整備に要する経費を

支援

事業規模上限額 ３０，０００～５０，０００千円

⑥ その他

上記①～⑤に該当しない教育研究活動を支援

事業規模上限額 ５，０００～１０，０００千円

                            （出典：特別教育研究経費要項） 
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  施設整備に係る資源配分については、通常かかる維持管理経費は管理運営経費として学内予

算で確保しているが、大型建物改修等に係る経費については、概算要求している。 

なお、本校は、平成16年10月23日に発生した新潟県中越地震により甚大な被害を受けたこと

から平成17・18年度の２カ年にわたり災害復旧を行っており、平成16年度の補正予算で措置さ

れた災害復旧費以外にも災害復旧費を学内で措置する必要から全体的に緊縮した予算配分とな

っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

   資源配分に係る学内予算配分については、校長連絡会、企画運営会議において中期計画、年度

計画を踏まえて作成された予算編成方針に基づき、審議され決定されている。 

   また、競争的資源の配分又は概算要求についても学内より応募させ、学校の教育理念、目的の

達成の観点から校長が決定し、必要なところに重点配分を行っている。 

   なお、平成17、18年度に概算要求した特別教育研究経費については、各年度、１件ずつ採択さ

れている。 

   施設整備については、老朽化、狭隘化の解消等の改修で概算要求していた校舎等の建物が新潟

県中越地震により被災したため、この災害復旧工事において要求していた全ての建物が改修さ

れたので、老朽化、狭隘化等は解消され、耐震化も行われた。 

   以上のことから、学校の目的を達成するため、教育研究活動に対して、適切な資源配分が行わ

れている。 

 

観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表（刊行物、Web等の掲載箇

所）されているか。 

（観点に係る状況）  

   財務諸表等の公表については、独立行政法人通則法第38条の４により、独立行政法人が官報で

の公告及び一般閲覧に供することでの公表を規定されており、高専機構本部がWebにおいて55高

専をひとまとめにした財務諸表等を公表している（資料10－３－①－１）。 

   本校分については、高専機構本部が各高専をセグメントとして捉えていないことから公表はし

ていない。 
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(資料 10－３－①－１） 

  

   （出典：高専機構 Web サイト） 
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なお、本校の学校要覧に収入支出決算額を掲載し、教職員、文部科学省、教育研究機関等に

配布している（資料10－３－①－２）。 

 

 

(資料 10－３－①－２） 

収入支出決算額・施設の概況（平成１７年度）

     

（出典：平成 18 年度 学校要覧 p.44） 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

   財務諸表等については、高専機構本部において公表されており、本校分については、収入支出

決算額を学校関係者等に学校要覧を配付することで公表していることから適切に公表されてい

る。 

 

観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

（観点に係る状況）  

   財務に関する主な会計監査は、内部監査として、高専機構本部が行う内部監査、高専機構本部

の監事が行う監事監査であり、外部監査として、文部科学大臣が承認した会計監査人の監査、

会計検査院の会計実地検査がある。 

   その他、本校においては、日常の財務に係る会計処理について、会計課総務係が書類監査を行

っている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

   平成17年11月17・18日の両日にわたり会計検査院の会計実地検査を受検し、検査結果である講

評内容は、「特になし」であった。 

   また、平成18年３月７・８・９日の３日間にわたり会計監査人の監査を受けており、日常の会

計書類監査及び各規則等に規定されている監査を含めて、適切な会計監査が適正に行われてい

る。  
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

  外部資金の獲得において、本校への教育研究活動支援及び本校と地域産業との連携・交流を深 

かめることを目的として平成11年１月に設立された長岡工業高等専門学校技術協力会との定期交

流、研究発表会、講演会による成果から地域企業との連携が深まり、地域企業からの外部資金が

増加傾向にある。 

 

 

（改善を要する点）  

   特になし 

 

（３）基準10の自己評価の概要 

    平成16年10月23日に起きた新潟県中越地震において、施設（土地、建物）、設備等に

甚大な被害を受けたが、国の災害復旧費により復旧し、施設は、老朽化、狭隘化が解消

され、設備は、新規調達等により現状復旧されており、良好な教育研究環境となってい

る。 

    財政面においては、運営費交付金及び授業料等の自己収入は、毎年、安定的に確保さ

れ、外部資金の獲得状況もほぼ安定している。 

収入財源に基づく、学内予算配分については、校長の諮問機関の議を経て、関係部署

に適正に配分されている。また、校長裁量経費による重点的整備事項に対しても、配分

を行うシステムが整備されていることから、適切な予算配分がなされている。 

    なお、これら財務執行に係る処理については、内部監査を実施する外、外部監査を受

け、適正な財務諸表を作成している。 

 よって、本校の目的を達成するための教育研究活動を安定的に遂行していくための資

産及び財務の状況は、良好である。



長岡工業高等専門学校 基準11 

基準１１ 管理運営 

（１） 観点ごとの分析 

観点１１－１－①：学校の目的を達成するために、校長、各主事、委員会等の役割が明確になってお

り、校長のリーダーシップの下で、効果的な意思決定が行える態勢となってい

るか。 

（観点に係る状況） 

本校では、学則第１条に本校の目的を規定し、この目的達成のために全教職員が協力して職務を遂

行できるよう組織と運営に関して、「長岡工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則」(以下

「組織運営規則」という。)（資料 11－１－①－１）が制定されている。 

組織運営規則では、各条項において校長が指名した副校長、校長補佐、総務主事、教務主事、学生

主事、寮務主事、専攻科長等、各委員会及び会議等の役割を明確に定めている。特に各主事の役割に

ついては第９条第２項から第５項において明記されている。 

管理運営に関する諸会議としては、第 20 条において、本校の管理運営、教育研究その他校務に関

する重要事項を審議する会議「企画運営会議」について定義され、第 21 条においては、校長の諮問

に応じ、教務及び学生の厚生補導の重要事項を審議し、若しくは本校の運営に関する重要事項につい

てその趣旨を徹底し、教育・研究の円滑な実施を図るための会議「教員会議」について定義されてい

る。 

また、第 22 条においては、校長の諮問に応じ、管理運営、教育研究その他校務に関する重要事項

を連絡調整する機関である「校長連絡会」について定義されている。 

これらの三会議においては校長が議長となり、リーダーシップを発揮できる体制となっている。 

 なお、第 23 条から第 37 条までは、各種委員会についての所管する事項等の審議事項等を定義して

いる。各種委員会での審議事項は、最終的に校長の裁断を受けて実行に移され、特に将来計画委員会、

自己点検・評価検討委員会をはじめ教務委員会、厚生補導委員会、寮務委員会等には主事（副校長又

は校長補佐）が委員長として配置され、校長への報告・相談を密にしながら多様化する業務を分担し

ている。 
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（資料11－１－①―１） 

 

長岡工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則（抜粋） 

 

（副校長） 

第７条 本校に、副校長を置く。 

２ 副校長は、総務主事及び教務主事をもって充てる。 

３ 副校長は、校長を補佐して本校の業務を掌理する。 

４ 校長に事故あるときは、総務主事を兼ねる副校長がその職務を代理する。 

（校長補佐） 

第８条 本校に、校長補佐を置く。 

２ 校長補佐は、学生主事、寮務主事及び専攻科長をもって充てる。 

３ 校長補佐は、校務に関して、校長の諮問等に応じて審議し、及び校長に対して助言する。 

（主事） 

第９条 本校に、総務主事、教務主事、学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 総務主事は、校長の命を受け、将来計画、自己点検・評価及び情報公開その他特定の事項を掌理する。 

３ 教務主事は、校長の命を受け、教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

４ 学生主事は、校長の命を受け、学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものを除く。）

を掌理する。 

５ 寮務主事は、校長の命を受け、学生寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

６ 主事の任期は２年とし、欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （専攻科長） 

第10条 本校に、専攻科長を置く。 

２ 専攻科長は、校長の命を受け、専攻科に関することを掌理する。 

３ 専攻科長の任期は２年とし、欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（学科長及び一般教育科長） 

第11条 各学科に学科長並びに一般教育科に科長を置き、原則として教授をもって充てる。 

２ 学科長は、校長の命を受け、学科の運営に関する校務を整理する。 

３ 一般教育科長は、校長の命を受け、一般教育科の運営に関する校務を整理する。 

４ 学科長及び一般教育科長の任期は２年とし、欠員が生じた場合の後任者の任期は、 

前任者の残任期間とする。 

 

途中省略、 

 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準 11 

 

（資料11－１－①―１ 続き） 

 

第２章 会議及び委員会 

第１節 企画運営会議等 

（企画運営会議） 

第20条 本校に、校長の諮問に応じ、管理運営、教育研究その他校務に関する重要事項を審議する機関と

して、企画運営会議を置く。 

２ 企画運営会議は、次に掲げる委員で組織する。 

一 校長 

二 副校長及び校長補佐 

三 学科長及び一般教育科長 

四 事務部長 

五 総務課長及び学生課長 

六 その他校長が指名する者 

３ 企画運営会議は、次に掲げる事項について審議する。 

一 中期計画及び年度計画に関する事項 

二 学則その他管理運営及び教育研究に係る重要な規則の制定又は改廃に関する事項 

三 学科、附属施設その他の重要な組織の設置又は廃止に関する事項 

四 教育課程の編成に関する方針に係る事項 

五 学生の円滑な修学等を支援するために必要な助言、指導その他の援助に関する事項 

六 学生の入学、卒業又は課程の修了その他学生の在学に関する方針に係る事項 

七 予算の作成及び執行並びに決算に関する事項 

八 施設の整備及び有効活用に関する事項 

九 管理運営及び教育研究活動における環境対策に関する事項 

十 管理運営及び教育研究の状況について自ら行う点検・評価及び認証評価に関する事項 

十一 その他管理運営及び教育研究に関する重要事項 

４ 企画運営会議は、前項の審議事項について、他の会議又は委員会に審議を付託することができる。 

５ 企画運営会議に議長を置き、校長をもって充てる。 

６ 議長は、企画運営会議を主宰する。 

７ 企画運営会議は、特に必要がある場合は、部会を置くことができる。 

８ 議長は、必要に応じて教職員を企画運営会議に出席させ、意見を述べさせることができる。 

９ 議長は、必要に応じて教員会議の意見を徴するものとする。 

10 企画運営会議の庶務は、総務課において総括し、及び処理する。ただし、教務及び学生の厚生補導に

係るものについては学生課において処理する。 

（次頁へ続く） 
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長岡工業高等専門学校 基準 11 

（資料11－１－①―１ 続き） 

（教員会議） 

第21条 本校に、校長の諮問に応じ、教務及び学生の厚生補導の重要事項を審議し、若しくは本校の運営

に関する重要事項についてその趣旨を徹底し、教育・研究の円滑な実施を図るため教員会議を置く。 

２ 教員会議は、次に掲げる委員で組織する。 

一 校長 

二 教授、准教授、専任講師、助教及び助手 

三 事務部長 

四 総務課長及び学生課長 

３ 議長は、必要に応じて委員以外の者を教員会議に出席させ、意見を述べさせることができる。 

４ 教員会議は、次に掲げる事項について審議する。 

一 教務及び厚生補導に関する事項 

二 学生の身分・賞罰に関する事項 

三 企画運営会議から付託された本校の運営に関する重要事項 

５ 教員会議は、前項の審議事項について、必要に応じて他の委員会に審議を付託することができる。 

６ 教員会議に議長を置き、校長をもって充てる。 

７ 議長は、教員会議を主宰する。 

８ 議長は、第６項の規定にかかわらず必要に応じて教員の中から司会者を選出し、議事に当たらせるこ

とができる。 

９ 教員会議の庶務は、総務課において行う。 

（校長連絡会） 

第22条 本校に、校長の諮問に応じ、管理運営、教育研究その他校務に関する重要事項を連絡調整する機

関として、校長連絡会を置く。 

２ 校長連絡会は、次に掲げる委員で組織する。 

一 校長 

二 副校長及び校長補佐 

三 事務部長 

四 総務課長及び学生課長 

３ 校長連絡会は、次に掲げる事項について連絡調整する。 

一 中期計画及び年度計画に関する事項 

二 学則その他管理運営及び教育研究に係る重要な規則の制定又は改廃に関する事項 

三 学科、附属施設その他の重要な組織の設置又は廃止に関する事項 

四 教育課程の編成に関する方針に係る事項 

五 学生の円滑な修学等を支援するために必要な助言、指導その他の援助に関する事項 

六 学生の入学、卒業又は課程の修了その他学生の在学に関する方針に係る事項 

（次頁へ続く） 
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（資料11－１－①―１ 続き） 

 

七 予算の作成及び執行並びに決算に関する事項 

八 管理運営及び教育研究の状況について自ら行う点検・評価及び機関別認証評価に関する事項 

九 教育研究、組織、運営及び施設整備の将来計画に関する事項 

十 その他管理運営及び教育研究に関する重要事項 

４ 校長連絡会に議長を置き、校長をもって充てる。 

５ 議長は、校長連絡会を主宰する。 

６ 議長は、必要に応じて教職員を校長連絡会に出席させ、意見を述べさせることができる。 

７ 校長連絡会の庶務は、総務課において行う。 

 

第２節 委員会 

 

（将来計画委員会） 

第23条 本校に、教育研究、組織、運営及び施設等に関する将来計画に関する事項を審議する機関として、

将来計画委員会を置く。 

２ 将来計画委員会は、次に掲げる委員で組織する。 

一 副校長及び校長補佐 

二 学科長及び一般教育科長 

三 総務主事補 

四 事務部長 

五 総務課長及び学生課長 

六 その他校長が指名する者 

                  以下省略、 
 
（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 

 
 
（分析結果とその根拠理由） 

本校では、学校の目的を達成するための諸規則が整備されているとともに、校長は、会

議・委員会等のすべての諸活動を掌握し、学校運営の諸課題に応じて副校長、校長補佐、

各主事の役割を明確に定めて適任者を配置するなど、校長が学校の 高責任者としてのリ

ーダーシップのもとで、効果的な 終意思決定が行える体制になっている。 
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長岡工業高等専門学校 基準 11 

観点１１－１－②：管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し、効

果的に活動しているか。 

（観点に係る状況） 
本校の管理運営に関しては、各種委員会及びその委員会等の役割が組織運営規則等によ

り定められており、委員会等の運営にあたっては、校長が 適な委員長を充て、年度毎に

全教員が適切に職務の分担を担い、効率的な運営を行っている（資料 11－１－②－１）。 
特に「校長連絡会」については、毎月第２木曜日、「企画運営会議」については、毎月第

３木曜日、「教員会議」については、毎月第４月曜日に定例として開催することが決められ

ている（資料 11－１－②－２）。 
また、教務委員会、厚生補導委員会、寮務委員会、専攻科委員会においては、毎月１回

の開催が通常であり、その他の委員会等は、必要に応じて開催され、その審議内容につい

ては、校長に報告され、各学科・各課の会議で確実に伝えられている。 
なお、各種委員会には、事務担当課が定められ、構成委員には、事務職員が含まれてお

り、教員と事務部で情報共有を図るとともに、教職員用グループウェアのファイル管理機

能を利用して、委員会等の議事概要を蓄積・共有し、学校全体で管理運営に関する効果的

な運用を図っている。 
事務組織については、「組織運営規則」第 41 条から第 45 条（資料 11－１－②－３）に定

められており、「長岡工業高等専門学校事務分掌規程」（資料 11－１－②－４）で課・グル

ープの事務分掌により業務が分担されている。 
本校全体の組織体制は、「学校運営組織図」（資料 11－１－②－５）のとおりである。 
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（資料 11－１－②－１）

長岡工業高等専門学校平成１９年度校務分担一覧表 
 

（出典：総務課資料）
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長岡工業高等専門学校 基準 11 

 
（資料 11－１－②－２）

長岡工業高等専門学校平成１９年度会議予定表 
 

 
（出典：総務課資料）
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長岡工業高等専門学校 基準 11 

（資料11－１－②－３）

長岡工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則（抜粋） 

 

（事務部） 

第41条 本校に、庶務、会計及び学生の厚生補導等に関する事務を処理させるため事務部を

置く。 

２ 事務部に、その所掌事務を分掌させるため、総務課及び学生課を置く。 

（事務部長及び課長） 

第42条 事務部及び課に、それぞれ事務部長及び課長を置く。 

２ 事務部長は、校長の命を受け、事務部の事務を掌理し、所属職員を指揮監督する。 

３ 課長は、上司の命を受け、当該課の事務を掌理し、所属職員を指揮監督する。 

４ 課の事務分掌については、別に定める。 

（技術室） 

第43条 総務課に、技術室を置く。 

２ 技術室に、技術長を置き、技術職員をもって充てる。 

３ 技術長は、上司の命を受け、技術室の事務を処理する。 

４ 技術室の運営に関し必要な事項については、別に定める。 

（課等の内部組織） 

第44条 課に課長補佐を置くことができる。 

２ 課長補佐は、上司の命を受け、課長を助け、課の事務を整理し、及び課の事務のうち特

定事項を処理する。 

３ 総務課に、その所掌事務を分掌させるため、総務・企画グループ、職員グループ、予算・

経理グループ及び契約・施設グループを置く。 

４ 学生課に、その所掌事務を分掌させるため、教務・入試グループ、学生支援グループ及

び図書グループを置く。 

５ 技術室に、その所掌事務を分掌させるため、第一技術係、第二技術係及び第三技術係を

置く。 

６ グループ及び係に係長を置く。 

７ 係長は、上司の命を受け、グループ又は係の事務を処理する。 

８ グループに主任を置くことができる。 

９ 主任は、上司の命を受け、係長を補佐し、グループの事務のうち特定の事項を処理する。

（事務連絡会議） 

第45条 本校に、事務部全体の事務連絡の協議、調整のため、事務連絡会議を置く。 

２ 事務連絡会議は、次に掲げる委員で組織する。 

（次頁へ続く）
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長岡工業高等専門学校 基準 11 

（資料11－１－②－３ 続き）

 

 一 事務部長 

二 課長 

三 課長補佐 

四 技術長 

五 係長 

六 その他事務部長が必要と認めた職員 

３ 事務連絡会議は、次に掲げる事項について協議、調整する。 

一 事務部の事務連絡の協議及び調整等に関し必要な事項 

二 情報化の推進等事務の改善に関する事項 

三 レクリエーション行事に関する事項 

４ 事務連絡会議に議長を置き、事務部長をもって充てる。 

５ 事務連絡会議に副議長を置き、総務課長をもって充てる。 

６ 事務連絡会議は、議長が招集し、主宰する。 

７ 議長に事故があるときは、副議長がその代理を務める。 

８ 事務連絡会議は、特に必要がある場合は、部会を置くことができる。 

９ 議長は、必要に応じて委員以外の者を事務連絡会議に出席させ、意見を述べさせること

ができる。 

10 事務連絡会議の庶務は、総務課において行う。 

 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集）
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（資料 11－１－②－４）

 

長岡工業高等専門学校事務分掌規程（抜粋） 

 

平成19年４月１日制定 

 

（目的） 

第１条 独立行政法人国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校の組織及び運営に関す

る規則（以下「規則」という。）第42条第４項の規定に基づき、課の事務分掌を定める。

（総務課の所掌事務） 

第２条 総務課のつかさどる事務は、規則第44条第２項の規定により置く総務課課長補佐

並びに規則第44条第３項の規定により総務課に置くグループが所掌する。 

２ 総務課課長補佐（庶務担当）は、次の各号に掲げる事務を処理する。 

 一 中期目標・中期計画及び年度計画に関すること。 

二 自己点検、外部評価及び認証評価等の事務の総括に関すること。 

 三 庶務関係諸規程の制定及び改廃に関すること。 

 四 その他総務課の所掌事務のうち、上司の命令を受けた庶務に係わる特定事項に関す

ること。 

３ 総務課課長補佐（会計担当）は、次の各号に掲げる事務を処理する。 

 一 予算（施設整備及び営繕事業を含む。）の総括に関すること。 

 二 環境保全マネジメントの総括に関すること。 

 三 会計業務改善の推進に関すること。 

 四 会計関係諸規程の制定及び改廃に関すること。 

 五 その他総務課の所掌事務のうち、上司の命令を受けた会計に係わる特定事項に関す

ること。 

４ 総務・企画グループは、次の各号に掲げる事務を処理する。 

一 学校の事務に関し、総括し、及び連絡調整すること。 

二 儀式、その他諸行事に関すること。 

三 企画運営会議及び教員会議に関すること。 

四 学則その他諸規程の制定及び改廃の発議に関すること。 

五 海外渡航に関すること。 

六 学術団体等との連絡に関すること。 

七 渉外に関すること。 

途中省略、 

（次頁へ続く）
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（資料11－１－②－４ 続き）

 

 

５ 図書グループは、次に掲げる事務を処理する。 

一 図書館長が行う専門的事項の事務に関すること。 

二 図書館運営委員会に関すること。 

三 図書の整理、保管及び点検に関すること。 

四 図書の購入に関すること。 

五 図書の寄附受入に関すること。（契約関係を除く。） 

六 内外学術文献及び各種資料の交換及び収集に関すること。 

七 図書館における参考奉仕の業務に関すること。 

八 文献複写に関すること。 

九 研究紀要に関すること。 

十 所掌事務に関する調査統計その他報告に関すること。 

十一 その他図書グループの所掌に関すること。 

 

 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集）
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（資料 11－１－②－５）

長岡工業高等専門学校運営組織図 

 

 
 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集）
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（分析結果とその根拠理由） 
本校では、教務、学生、学寮に関する事項を担当する各種委員会をはじめ、学校運営、

教育計画、厚生補導、寮の運営、教育研究活動等に係わる事項を議論・審議し、検討する

委員会に、副校長、主事を配置しており、また、事務部からは委員又は事務担当者として

参画しており、管理運営に関する各種委員会・諸会議には事務部が適切に業務分担し、効

率的に活動していると判断している。 
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観点１１－１－③：管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点に係る状況） 
管理運営に関する諸規程等は、基本的に「組織運営規則」に定められており、各種委員

会に係わる規程、各附属施設の運営委員会に係わる規程、校務分担、事務分掌等も整備さ

れている。 
今後、独立行政法人国立高等専門学校機構本部制定の諸規則等を踏まえ、必要に応じて

所要の制定、改廃などを継続的に行なうこととしている。 
なお、諸規程等の制定、改廃が必要となった場合には、当該諸規程等に関し、校長連絡

会で打合せ、その後企画運営会議で審議され、制定、改廃が行われる。 
また、制定、改廃された諸規程等は、教職員用グループウェアに掲載することにより全

教職員への周知が図られている（資料 11－１－③－１）。 
（資料 11－１－③－１） 

諸規則等整備状況（委員会を除く管理運営関係のみ） 

規 則 の 名 称 主 な 内 容 
学則 

組織及び運営に関する規則 

事務分掌規程 

文書処理規程 

公印規程 

組換え DNA 実験安全管理規程 

法人文書管理規程 

情報セキュリティ管理規程 

安全衛生管理規程 

不動産管理事務取扱規程 

図書館管理運営規程 

総合情報処理センター管理運営規程 

課外教育活動センター管理運営規程 

学生相談室管理運営規程 

地域共同テクノセンター管理運営規程 

学校教育に関する総合規則 

学校の組織・運営に関する規則 

事務各課と係の分掌 

文書の適正かつ迅速な処理 

公印の管理 

組換え DNA 実験等に関する規程 

法人文書の保管と管理 

情報の基盤・資産の管理 

安全、衛生、消防計画、防火管理等 

土地建物及び施設設備の管理 

図書館の管理運営 

情報処理センターの管理運営 

活動センターの管理運営 

学生相談室の管理運営 

テクノセンターの管理運営 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集） 
（分析結果とその根拠理由） 
本校では、管理運営に関する諸規程は、適切に整備され、運営されている。今後は、各

種委員会の統廃合など、時代に合わせて不断に見直しを行い継続的に行なうこととしてい

る。さらに、制定、改廃された諸規程等は、教職員用グループウェアに掲載することによ

り全教職員へ 終的な周知が図られている。 
 よって管理運営の諸規定の整備に関しては、問題はないと判断される。 

 
- 336 -



 

 

長岡工業高等専門学校 基準 11 

観点１１－２－①：外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

 
（観点に係る状況） 

本校では、外部有識者等の意見を学校運営に反映させるため、外部評価実施要項（資料

11－２－①－１）を定めている。平成 15 年８月 21 日に外部評価委員（資料 11－２－①－

２）に各種資料（資料 11－２－①－３）を配付し、教育組織、教育理念・教育目標等の６

項目に関する外部評価を実施した。その評価結果（資料 11－２－①－４）を含めた『外部

評価報告書』を作成し、公表しているとともに、外部評価委員からの意見及び提言等で改

善すべき点は校長に報告され関係する委員会等で具体的な改善を行っている。 
また、本校教育の充実向上のため必要な援助を行うことを目的とした学生の保護者を会

員で組織する「長岡工業高等専門学校後援会」の総会・役員会には、校長をはじめ、副校

長、各主事及び事務部長等が出席し、更に後援会各支部懇談会にも校長、副校長、主事の

他、教員が出席し、学校の教育の現況、教育施設・設備等の説明・報告を行い、その後、

学生保護者から本校に対する教育の充実向上の意見等を聴取している。 
さらに、本校の教育研究に協力するとともに、長岡高専及び会員相互の連携・交流を深

めて産業技術の振興を図り、地域社会の発展に寄与することを目的とした、長岡市及びそ

の周辺地域の本会の趣旨に賛同する企業及び個人を会員として組織する「長岡工業高等専

門学校技術協力会」においては、総会や分科会をはじめ産学共同研究や学生の企業訪問な

どを通して、本校の教育研究に対する学校の管理運営の参考意見を聴取できる機会を持っ

ている。 
（資料 11―２－①－１）

                  長岡工業高等専門学校外部評価実施要項 
                                                                  平成１５年３月２０日 

                                                                    校  長  裁  定 

  （趣旨） 

第１条 この要項は、長岡工業高等専門学校（以下「本校」という。）における教育研究活動等につい

て、外部の有識者による評価、提言に基づき、本校における教育研究の改善、改革の推進を実施する

に必要な事項を定めるものとする。 

  （委員会） 

第２条 本校に、次の各号に掲げる事項を評価するため、外部評価委員会（以下「委員会」という。）

を置く。 

  一  教育理念、教育目標及び将来構想に関すること 

  二  教育活動に関すること 

 三 研究活動に関すること 

 (次頁へ続く)
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 （資料 11―２－①－１ 続き）

 

四  学生生活に関すること 

  五 社会との連携に関すること 

  六  国際交流に関すること 

  七  学校管理運営に関すること 

  八  教育研究施設設備に関すること 

  九  その他委員会が必要と認める事項 

 （組織） 

第３条 委員会は、次の各号の有識者の中から組織する。 

  一  大学、高等専門学校の長 

  二 地域産業界を代表する者 

 三 県教育委員会を代表する者 

  四  地域社会を代表する市町村の長 

  五  本校卒業生を代表する者 

  六  その他高等専門学校に関し、広く、かつ、高い見識を有する者 

  （委員の委嘱） 

第４条 前条に掲げた委員は、校長が委嘱する。 

２ 委員の任期は、１年とし、再任は妨げない。 

  （委員長） 

第５条  委員会に委員長を置き、委員の互選により定める。 

  （実施方法） 

第６条 評価は、資料による調査、本校で実施するヒアリング及び実地調査等により行う。 

   (資料） 

第７条 評価に必要な資料は、長岡工業高等専門学校自己点検・評価検討委員会が作成する。 

  （報告） 

第８条 委員会は、評価の結果を校長に報告する。 

  （改善） 

第９条 校長は、前条の報告に基づき、改善のための諸方策を講じるものとする。 

（事務) 

第１０条 評価に関する事務は、庶務課が行う。 

  （雑則） 

第１１条 この要項に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

   附 則  

 この要項は、平成１５年４月１日から実施する。 

（出典：長岡工業高等専門学校規程集）
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（資料 11－２－①－２） 

 

長岡工業高等専門学校外部評価委員名簿 

 

（出典：長岡工業高等専門学校外部評価委員会資料）
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（資料 11－２－①－３） 

 
長岡工業高等専門学校外部評価委員会 配付資料一覧 

 
 
 

（出典：長岡工業高等専門学校外部評価委員会資料） 
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（資料 11－２－①－４）

長岡工業高等専門学校に対する評価点 

 

 

（出典：長岡工業高等専門学校外部評価委員会資料） 

（分析結果とその根拠理由） 

３年をめどに、適切な時期をみて、外部有識者の意見を聞くための外部評価を実施しており、

また後援会、技術協力会などからの意見、要望は適切に学校の管理運営に反映されているものと

判断している。 
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観点１１－３－①：自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対

して行われ、かつ、それらの評価結果が公表されているか。  

 
（観点に係る状況） 

 本校では、「組織運営規則」第24条において、自己点検・評価検討委員会が設置されており、自

己点検・評価の詳細は、「長岡工業高等専門学校自己点検、評価及び改善に関する実施要項」（資

料11－３－①－１）に定められている。 

『自己点検・評価報告書（平成14年度）』、『自己点検・評価報告書（平成15年度）』、『自己点検

書（平成17年度 JABEE関連）』、として冊子に纏められ本校の全教職員に配付するととともに公開

している。また、附属施設の地域共同テクノセンターでは、広報誌「悠久の風」を刊行し、学内

外に公表されている。 

なお、平成17年度には日本技術者教育認定機構による本科４，５年及び専攻科１年、２年の４

年間のカリキュラムで構成される教育プログラム｢生産システム・環境工学プログラム｣の審査を

受けたが、当プログラムは、「工学（融合複合、新領域）関連分野」において基準に適合しており、

平成18年５月８日に認定され、その認定結果（資料11－３－①－２）は長岡高専Webサイトや刊行

物で公表している。 

また、外部評価は、前述のとおり平成 15 年８月実施された。その評価結果は『外部評価報告書』

として本校の全教職員に配付するととともに公開している。 

なお、本校は平成16年10月23日の新潟県中越大地震で地盤をはじめ、建物・設備等に甚大は被

害を受けたため、その復旧・正常化に２年間を費やしたこともあり、平成16年度・17年度と自己

点検・評価を詳細に実施することが不可能であった。 

このため、年度当初に定めた年度計画の事業実績報告をもって平成16年度・平成17年度の自己

点検評価書に代替した。 

２年間に及ぶ復旧工事が完了したことから、教育等の正常化に取り組むことが可能となり、本

格的に平成18年度には自己点検・評価並びに平成19年度には外部評価を実施する。 

関連資料：自己点検・評価報告書（平成 14 年度） 

外部評価報告書（平成 15 年 10 月） 

自己点検・評価報告書（平成 15 年度） 

自己点検書（平成 17 年度 JABEE 関連） 

平成 16 事業年度における長岡高専の実績・特筆すべき事例等について 

長岡工業高等専門学校・17 年度に係る実績・特筆事項について 

 
 

 
- 342 -



 

 

長岡工業高等専門学校 基準 11 

（資料 11－3－①－1）
 

長岡工業高等専門学校自己点検、評価及び改善に関する実施要項 

 

平成5年3月15日制定 

改正平成10年10月29日 

改正平成19年４月１日 

（趣旨） 

第１条 この要項は、長岡工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則第24条に定める

自己点検・評価検討委員会において、教育研究活動等の状況並びに在り方等に関する自

己点検、評価及び改善等の実施に関する事項を定めるものとする。 

（点検・評価項目） 

第２条 自己点検及び評価項目は、別表のとおりとする。 

（学科、専攻科並びに各種委員会等における自己点検、評価及び改善） 

第３条 学科長、専攻科主任並びに各種委員会の委員長等は、当該学科、専攻科並びに各

種委員会等の所掌に属する項目に関し、自己点検・評価検討委員会の実施計画により、

自己点検、評価及び改善を行うものとする。 

（自己点検・評価及び改善の実施） 

第４条 自己点検、評価及び改善は、継続的に行うものとする。 

（評価結果の活用） 

第５条 学科、専攻科及び各種委員会等は、検討された自己点検及び評価結果について、

校長の命にもとづき、教育研究等の改善にこれを反映させるものとする。 

（その他） 

第６条 この要項に定めるもののほか、必要な事項は校長が定める。 

（事務） 

第７条 自己点検、評価及び改善に関する事務は、庶務課が行う。 

附 則 

この要項は、平成５年３月16日から実施する。 

附 則（平成10年１月29日） 

この要項は、平成10年４月１日から実施する。 

附 則 

この要項は、平成19年４月１日から実施し、平成18年４月１日から適用する。 

 

（次頁へ続く） 
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別 表               点 検 及 び 評 価 項 目 

Ⅰ 教育理念・目標等 ○本校の教育理念・教育目標の点検・見直し 

○準学士課程及び専攻科の学習・教育目標の設定 

○学科・専攻分野の到達目標の設定と点検・見直し 

○教育運営組織 

○教育施設整備 

Ⅱ 教育に関する事項 

（入学者の確保） 

 

○入学者対策と入学試験 

（教育課程の編成等） ○教育課程とシラバス 

○教育手段 

○学科教育活動 

○インターンシップ 

（優れた教員の確保） ○教員選考方法と採用状況 

○高専間教員交流 

○国内外における研究・研修状況 

（教育の質の向上及び改善のための

システム） 

○教育改善 

○ＪＡＢＥＥ 

○ＦＤ 

○教育（授業）評価 

（学生支援・生活支援） ○学校行事 

○図書館 

○福利厚生 

○経済的支援 

○保健・カウンセリング 

○課外活動状況 

○学生生活の状況 

○学寮の福利厚生 

○学寮での生活状況 

○学寮の管理運営 

（情報化教育） ○総合情報処理センターの施設設備と管理運営状況 

○教育・研究支援 

（教育研究環境の整備・活用） ○施設整備状況と有効活用 

○環境への対応 

○管理運営状況 

○安全衛生 

 

（次頁へ続く） 
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Ⅲ 研究に関する事項 

（研究活動状況） 

○研究活動状況 

○知的財産 

Ⅳ 社会との連携、国際交流等に関

する事項 

（地域連携） 

○地域共同テクノセンター管理運営利用状況 

○雪氷低温技術教育研究センター管理運営利用状況 

○地域との連携事業の状況 

（国際交流） 

 

 

 

○外国人留学生 

○学術交流 

○学生の海外派遣 

Ⅴ 管理運営に関する事項 ○財政の概要 

○事務組織 

○事務・技術系職員の研修状況 

○情報公開 

○技術室の管理運営活動状況 

○管理運営諸規程 

○教職員の健康管理 

○教員の兼業状況 

○非常勤講師の採用状況 

Ⅵ その他 

（高専支援団体等） 

○長岡高専後援会の組織と活動運営状況 

○長岡高専同窓会の組織と活動運営状況 

（出典:長岡工業高等専門学校規程集）
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（資料 11－３－①－２）

JABEE 認定基準 認定証 

 

（出典：JABEE 認定基準 認定証）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では、自己点検、評価及び改善に関する実施要項を定め、自己点検・評価検討委員会が、

新潟県中越大地震で甚大な被害を受けた後の復興に要した２年間を除き、自己点検・評価が継続

的に行われており、その結果を冊子により周知・公表している。 

また、点検項目も自己点検・評価検討委員会が年度により懸案すべき事項を審議している。 

さらに、JABEE 認定プログラムへの取り組みも学内外に公表し、学内の学生・教職員にも十分

周知されている。 

このことから、本校の自己点検・評価及びその結果の公表状況については、問題無いと判断さ

れる。 

 

 

観点１１－３－②：評価結果がフィードバックされ、高等専門学校の目的の達成のための改善に

結び付けられるようなシステムが整備され、有効に運営されているか。  

（観点に係る状況） 

これまでに行われた第三者による外部評価、自己点検・評価に係わる結果は全教職員を対象に

その内容を全て周知・公表されている。また、自己点検、評価及び改善に関する実施要項第５条

において「学科、専攻科及び各種委員会等は、検討された自己点検及び評価結果について、校長

の命にもとづき、教育研究等の改善にこれを反映させるものとする。」と定めている。 

なお、自己点検・評価検討委員会では、「教育・研究に関する点検・評価・改善システム」 

（資料 11－３－②－１）を策定し、目的達成のための継続的な改善に結びつけている。 
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（資料 11－３－②－１）

長岡工業高等専門学校教育・研究に関する点検・評価・改善システム 

 

教育・研究に関する
点検・評価・改善システム

教育・研究に関する
点検・評価・改善システム

Check

Plan

D
o

A
ct

io
n

各種委員会・各学科・各専攻
各種教育研究施設センター
地域共同テクノセンターなど
年度計画案の作成

外
部
評
価
委
員
会

年度計画に基づいて
各種委員会・各学科・各専攻
各種教育研究施設センター
地域共同テクノセンターなど
年度計画の実施

各種データ、アンケート（外部評価含む）
に基づく、各種委員会・各学科・各専攻
各種教育研究施設センター等による
点検・評価（報告書案の作成）

校長

校長、企画運営会議、
将来計画委員会
で点検・評価・改善報告書
原案の検討と報告書策定

校長、
企画運営会議、
将来計画委員会
で年度計画の策定

自己点検評価検討委員会資料（H19.4.27)

年度計画の策定
（自己点検評価検討

委員会）

点検・評価報告書案
の検討（分析と改善案）
点検・評価・改善報告書
の原案作成
（自己点検評価検討委員会）

自己点検評価
報告書の最終
策定及び公開

点検・評価
改善勧告

 
 
 

（出典：平成 19 年度第２回自己点検・評価検討委員会資料）
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（分析結果とその根拠理由） 

外部評価などの評価結果及び自己点検・評価の結果は、自己点検・評価検討委員会において改

善事項が各種委員会・諸会議へ報告されるとともに、対応の方針などが検討され、学内的にはフ

ィードバックされる体制を設置しており、本校の目的・教育理念達成のための改善に繋がるべく、

有効に運営されている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

学校の管理運営がスムーズに行えるように、役割分担の明確化と多様化する業務の対応をはじ

め、独立行政法人化後の新たな課題に対処できるように副校長・総務主事を新規に配置している

こと。 

 

（改善を要する点） 

特になし。 

 

（３）基準１１の自己評価の概要 

学校の目的を達成するために、校長、各主事、各種委員会等の役割と分担が明確になっており、

校長の指揮により組織的に対応する体制が整えられている。 

本校は、組織運営規則によって諸規程、各種委員会、各種施設の運営委員会の所掌も定められ

ており、事務部門の組織・役割も明確な規定のもとで管理運営されている。 

自己点検・評価の実施については、平成５年に「自己点検・評価検討委員会」を設置して以来、

外部評価も含めて、点検・評価等を実施してきており、平成 17 年度には JABEE 審査を受け、「生

産システム・環境工学プログラム」が認証されている。今後は更なる諸会議、諸委員会等の充実

を図り、学校の総合的な活動に対して外部有識者等からの意見及び提言等を迅速かつ有効に活用

できる新たな体制を構築することに期待するものである。 

蛇足であるが、本校は特に平成 16・17 年度は豪雪、記録的な長雨、大地震と甚大な被害を受

け、このたび２年間に及ぶ復旧工事を終えたことから施設・設備等の面等々からもより一層、学

校運営の充実が期待される。 
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